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高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか〕 - 3 ー

1.緒言

近年植物分類学，植物生態学ならびに植物地理学は新しい観点にたって進展しつつある。 1 つの山， 1 

地区，あるいは 1 地域を限ったフロラの調査や生態調査の報告が，毎年かなり発表されている。このよう

な調査記録は一見価値の少ないつまらぬもののように恩われがちであるが，こうした小さい調査が沢山集

まってはじめて広い範囲の分類，地理，生態、の考察に役だちよくその進展に寄与し，かっ応用研究に，直

接間接に貢献していると思う。林業においては林木の適地植栽や天然更新の基礎資料として直接役にたっ

研究だと思われる。

そうした研究意図のもとに昨年「浅川実験林内天然林の生態学的研究」を発表した。本年は浅川実験林

天然林よりさらにスケーノレが大きしこの地方に残された天然林としては最も偉大な高尾山の天然林を生

態学的ならびに分類地理学的観点からこれを調査し取りまとめを行なったものである。生態調査とフロラ

調査のため，のぺ数十日をついやした。高尾山の生態調査報告は今までにまだ全然発表されていない。フ

ロラの調査発表は昭和 11 年東京府土木部で発刊の東京緑地計画調査黛報第 7 号， r武十l情i尾山の植物」が

ある。 これは現農大教授常谷幸雄氏の調査結果をもとにしたもので比較的確実であり，最大の資料であ

る。そのご東京都建設局公園緑地部が東大教授前川博士に依頼されて作った都立自然公園保護植物調査書

がある。これは精細なものであるが非売品である。その他吉山寛氏発行の「八王子植物誌J，本田正次博

士ほか 2 名の調査になる東京都教育委員会発行の南多摩文化財総合調査報告「浅川流域の植物J，城山に

ついては人事院総裁の佐藤達夫氏の「武蔵国元八王子城山およびその附近思方村山地所産植物目録予報」

などがあるが，両者とも高尾山より調査範囲が広いので高尾山については見のがしの植物もかなりある。

その他断片的に高尾山の植物が発表されているものは幾らかある。ここに発表のものは時代の進歩にもよ

るが，そのいずれよりも正確で精しいものと思っている。

高尾山天然林を大観するとモミ林・カシ類を主とする常緑広葉樹林ヲプナを主とする落葉広葉樹林，お

よびアカマツ林の 4 林相からなっている。このうち最も広範囲に分布し，かつ本数のいちばん多いのはモ

ミである。ついでカシ類，ブナ類，アカマツの順である。これら諸林相について在来の方形調査(コード

ラート)と帯状調査(トランセクト)を行ない，森林の構成状態を解析した。モミ林は浅川実験林と同様

モミノハラアカマイマイによって年々食い荒されているが，現在のところ浅川実験林のように被害は甚大

ではない。頂上付近のカツラ，クヌギ，コナラ，カシワなどの落葉広葉樹植栽林下ではモミの稚樹が密に

生じ，どんどん成長している。その他の箇所でもモミの稚樹が沢山生じているところがある。プナ特にイ

樹はところによりかなり多く生じている。カシ類の稚樹は母樹林下のほか，モミ林ヌプナの稚樹下，プナ

林下はいうにおよばずアカマツ林下までもよく生じている。アカマツは浅川実験林と同様大径木はマック

イムシなどの被害でしだいに枯死しつつあり，その林下にはモミラカシなどが密生しているところが多い。

以上を考察してみて高尾山の天然林は大きな遷移の途上にあるといいうる。すなわち，ながらく続いた極

盛相の林が虫害その他によって一部分から崩れつつある。このときにあたり，現在の天然林を種々の面で

分析し取りまとめておくことは大いに意義があることと思われる。とくに高尾山天然林の植生の遷移考察

は，現在の風致保安林のよりよき保存のため参考となることと思う。ここに集録された多数のフロラは植

物分類地理研究者には一指針となり，植物愛好者にはいろいろ参考となることと思う。

本調査研究にあたり，生態分野で常に種々ご教導を得ている広島大学教授理学博士堀川芳雄氏，日大教
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授農学博士栗田 勲氏，採集植物を鑑定していただいた国立科学博物館第 1 研究部長理学博士佐竹義輔

氏，同館図書課長理学博士大井次三郎氏，同館植物課奥山春季氏，東大理学部教授理学博士前川文夫氏，

同理学博士原寛氏，東大農学部教授理学博士倉田悟氏，農学博士室井紳氏，都立牧野脂薬館理学博

士水島正美氏，同桧山庫三氏など，種々ご教示をえた八王子市在住の植物分類研究者畔上浦治郎氏，畔上

能力氏，吉山 寛氏，菱山忠三郎氏，芹沢俊介氏など，また種々ご高配ならびにご指示をえた林業試験場

長農学博士坂口勝美氏，同造林部長加藤善忠氏，同調査室長農学博士橋本与良氏，造林科長草下正夫氏に

深甚なる謝意を表するしだいである。高尾山周辺の航空写真は経営部航測研究室長農学博士中島 巌氏の

ご厚志によるものである。その他調査にあたりいろいろご援助をえた浅川実験林の井上浅五郎，榎本光次

郎両氏，前職員三好卓三氏などにお礼申し上げる。なお本研究報告のうち生態関係の外業はほとんど全員

で実行し，図表の作製と製図は小山が主として行ない，このデータの整理は大河原，峰尾，飯田がこれを

助けた。植物分類地理関係の調査研究は林と小林が主となり，小山，大河原，峰尾がこれを助けたもので

ある。そして生態関係の執筆は林が行ない，分類，地理関係の執筆は林と小林が行なった。写真は大部分

林が，一部小林が撮影したものである。

n. 高尾山国有林の沿革

高尾山は遠く第 45代聖武天皇の御代天平 16 年に行基菩薩が勅命を奉じてこの地に薬王院有喜寺を建立

してから，ずっと高尾山別当の管理するところであった。この間代々竹林を保護し増殖してきたが，中世

になって北条氏照の支配のとき出された竹林保護に関する制札をみると，その当時の保護がいかに厳しい

ものであったかが知られる。こうして保護された竹木は，ときどき関所構築用や公方用として一定の監督

の下に伐採され，使用されていたことは当時の文書によりうかがい知ることができる。このような山林保

護は北条氏滅亡ごも相変わらず行なわれた。そのご徳川幕府となってからは御林山として代官を置き管理

させた。このことは八王子代官大久保硯守長安のだした制札により知ることができる。現在高尾山の巨木

により形成されているうっそうたる森林はこうした保護によるたまものであると思う。しかし，その大部

分は薬王院の御朱印地であったため，薬王院の信徒の篤志家が進んで首木を寄進して植林された。そのご

徳川末期に一時江川太郎左衛門が代官となり，この地方一帯にスギ，ヒノキを植林させた。現在高尾山に

もその当時植栽のものと思われる林が残存している。明治 4 年一般社寺上地の例によって高尾山も頂上の

薬王院付近約 10 ha を院内山林として残し，他は全部上地された。明治 22 年帝室御料林に編入され，御料

局東京支庁八王子出張所の管理するところとなったが，大正 10年 2 月 16 日帝室林野局官制改正にともな

い帝室林野管理局林業試験場の創設により，その所管となった。大東亜戦争ごの昭和 22 年林政統ーによ

り国有林に移管され東京営林局，東京営林署の管理するところとなり今日に及んでいる。

m. 高尾山国有林の概況

高尾山は東京の都心部から西へ約 50km の中央線高尾駅から西方にゃく 3km の地点にあり，八王子市

に属している。

高尾山は小仏峠の 1 支脈の隆起したもので，その東南に位し，数条の尾根を派出している。海抜は 603

mを最高位とし，その山麓は約 200m である。地勢は一般に急車愛で深い渓谷を刻んでいる。北側は小仏

)1"，南側は案内川で山麓を囲み，上納岡橋付近で南浅川に合流している。高尾山国有林は 25林斑から 51
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林班までの 26 箇林班でその総面積は 505.88ha である。天然林はモミ，アカマツを主とする針葉樹，カシ

類を主とする常緑樹，プナ類を主とする落葉広葉樹からなる高齢林分である。人工林はスギ，ヒノキを主

としその大部分が伐期に達し，優良林分が多い。この高尾山は東京営林署に属し，東京経営区として管理

されている。本区域は都立自然公園の主体をなす地域で，高尾固有風致保安林と多摩風致地区の一環とし

て経営されている。また鳥獣特別保護区に指定されている区域も広い。都立自然公園に指定されている区

域面積は 477.75ha あれ全域が特別地域となっている。地帯区分は第 l 種，第 2種，第 3種に区分され

ており，風致保安林鳥獣特別保護区とそれぞれ重複している。風致保安林は団地東側一帯の天然林の地域

で，昭和 4 年に指定され，その面積は 122.04ha である。鳥獣特別保護区は，昭和 27 年高尾鳥獣保護区と

して指定を受けていたものが，昭和 38年 3 月鳥獣保護法の改正により区域の一部をのぞき，昭和 39 年 3

月農林省告示第 282号により指定されたもので，その面積は 403.51ha である。

IV. 高尾山の気象

高尾山には観測所がないのでこまかい気象状況はわからない。それで，付近にある当浅川実験林気象観

測所の永年にわたる気象データをあげ参考に供したいと思う。

浅川実験林における昭和 2年から昭和 34 年までの 33年間の平均気象状況

気 降 水

平

64 150 110 

風 平 均 日 数

平均風速|長場
平均蒸発量

日照時数 a快 晴 曇 霜 雪
(m/s) (mm) 

1.1 20.0 1904.0 2.9 96 164 77 10 

北緯 35 039' ，東経 139 017' ，海抜 183.49m (浅川実験林気象観測所調)

この浅川実験林の気象観測所は海抜約 184m のところにあり，高尾山麓と気温も大体同じくらいと思わ

れる。ケーブルやリフトの終点は海抜およそ 450m，頂上は海抜 603m の高さにあり，かつ北からの寒風

をまともに受けるので冬はかなり温度がさがるものと思う。おそらく山麓より 3-どの違いがあるものと

思う。真夏でも温度は低く非常に涼しい。降水量は高尾山麓では大した差はなく，山頂付近ではいくぶん

多いと思われる。冬山麓が雨のときでも山頂付近では雪となることが多い。積雪量は山麓よりかなり多い。

v. 高尾山の地質と土壌

高尾山の地質はいわゆる小仏層群に属しているが，この小仏層にはまだ構成された時代を論ずるにいた

るような化石が発見されていないため，十分なことはわかっていない。 この層は 1888 年鈴木博士の研究

によってはじめて小仏層と命名されたものである。その当時は古生代にできたものと考えられていたが，

そのご 1925年に至り江原博士によって小仏層のできた時代について研究され，四国地方の類似地質から
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推察してみて，これを中生代の上部ジュラ紀にできたものとされた。そしてこの地層が古生代に該当する

ものか，あるいは上部ジュラ紀のものか検討してみると，どちらの地層にも相似ている点と相違している

点とがあるという。さらにこの研究を困難にしているものは，第三紀層鮮新生以後の地層によって不整合

におおわれているので，現代の段階ではその明らかな時代は不明であっても岩層上から第三紀より古いこ

とは確実で，この層を白星紀またはジュラ紀に属していると見るのが最も妥当であるといわれている。な

おこの小仏層は，約 700m 以上の厚さをもっているものと推定されている。高尾山国有林の基岩は小仏層

群に属する笹野層，小伏層および川乗層がその主体となっている。

1.笹野層

おもに夜砂岩および際岩層で，硬砂岩はときどき粗粒または際岩質になれときには稜角のある泥岩類

の破片を含むことがある。談岩の撲は径5cm 以下の硬砂岩，角岩および桂岩などである。

2. 小伏層

粘板岩を主体とする地層で薄い砂岩層を挟んでいる。粘板岩は普通黒色または暗灰色を呈し，片理の発

達が著しい。部分によって千枚岩といえるものがあれ石墨片岩のような外観を呈するものもある。挟ま

れている砂岩も片状石理を呈することが多い。

3. JiI乗層

砂岩と粘板岩の互層である。砂岩中には偽層をなすことがあり，粘板岩は黒色を呈し一般に片理がよく

発達している。

4. 土壌

高尾山国有林土壌調査の結果は第 1 図のようである。それによると大部分が禍色森林土で BA 型， BB 

型， Bc 型， Bn 型， BE型の基準土壌型が見られる。局部的に地下水 (G型)土壌が見られる。その分布

状態は次のようである。

団 地 名 面積率 BA BB Bc Bn BE 

高尾山団地 (ha) 505.88 342.31 I 55.92 

向上歩合 (9の 100 68 I 11 

この表によってみると適潤性褐色森林土 (Bn 型土壌)が最も多く，高尾山団地の 68% を占めている。

ついで乾性褐色森林土，傾斜地型 (BA 型土壌) 13% , 弱湿性褐色森林土 (BE 型土壌) 11%，弱乾性褐

色森林土 (Bc 型土壌) 6 %，乾性褐色森林土，緩斜地型 (BB 型土壌) 2%の順である。つぎに高尾山

主要樹種の生育と土壌型との関係をあげてみよう。

(1 ) スギの成長は BE 型土壌において最良であり， Bn 型土壌において中庸の成長をする。 Bc ， Bn, 

BA 型土壌の順で不良となる。また崩積土は定積土より成長良好である。

(2) ヒノキも BE， Bn 型崩積土で最良を示し，スギと同様の}I頂で成長不良となるが，土壌型のちが

いによる成長の差異はスギほど著しくなしまた乾性土壌に対する適応力はスギより強い。

(3) アカマツはさらに土壌に対する適応性が強い。しかし造林木の成長は BE 型， Bn 型崩積土で最

良であるが，天然更新の適地はむしろ乾性土壌である。そして人工，天然とも膨軟な土壌の成長が良い。

(4) モミの適地はアカマツと同様であるが，緊密な土壌に対する適応性はアカマツより強い。
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VI. 高尾山の森林概説

高尾山の森林を天然林と人工林に分け概説する。その森林の分布は第 2 図のようである。

1.天然林

高尾山の森林は水平的日本森林帯からみると暖帯林北部にあたる。この林は大部分がカシ類，シイ，ツ

バキ，サカキなどを主とする常緑広葉樹からなり，それにナラ類，クリ，シデ類，カエデ類などの落葉樹

がかなり混生するもので，これを垂直的にみると丘陵帯にあたる。山の上部の一部分はブナ，イヌプナ，

サクラ類，カエデ類などからなる落葉広葉樹の純林がある。これは垂直的にみると低山帯であれ水平的

に見ると温帯に相当する。

高尾山の森林はさきにも述ぺたように戦略上と信仰上から特別な保護が加えられ，明治維新後御料林に

編入され，終戦後は国有林となり風致保安林などとして特別の保護が加えられた結果，この地方固有の林

相が良く保存されている。この高尾山天然林はモミ林，カシ類を主とする常緑広葉樹林，ブナ類を主とす

る落葉広葉樹林，およびアカマツ林の 4 つに分けられる。もちろんとれらの林相がはっきり分けられずモ

ミ，カシ類，ブナ類などが混生したり，モミとアカマツが混交したりしている地域もある。モミ林は高尾

山の天然林のうちもっとも広範囲に分布し，かつ生育本数が最も多い。高木階はモミが最も優勢で，他に

アカマツ，カヤ，ハリモミ(ごくまれ)などの針葉樹，少数のアカガジ，ウラジロガシ，アラカシ，オオ

ツクパネガ、シ，ツクパネガシラタブノキ，カゴノキなどの常緑広葉樹， ブナ， イヌプナ， アサダ， コナ

ラ，クリラアカシデライヌシデ，ケヤキ，ホオノキ，ヤマザクラ，カスミザクラ，ウワミズザ、クラ，イヌ

ザ、クラヲフジキ，イロハモミジ，オオモミジ，エンコウカエデ，ウラゲエンコウカエデ，ハリギリラミズ

キ，ヤマトアオダモなどの落葉広葉樹が混交している。しかし，モミの純林もいたるところに見られる。

亜高木層はモミが最も優勢であるが，ほかにカヤ，イヌガヤなどの針葉樹，ウラジロガシ，アラカシ，ア

カガシ，ツクパネガシ，オオツクパネガシ，シラカシふカゴノキ，ヒサカキ，ヤブツバキ，イヌツグ，ヒ

イラギなどの常緑広葉樹，イヌプナ，コナラ，クリ，サワシパ， クマシデ，イヌシデ， アカシデ，ケヤ

キ，ダンコウパイ，ホオノキ，ヤマザクラ，カスミザクラ，ウワミズザクラ，ウラジロノキ，フジキ，ネ

ムノキ，イロハモミゾ，オオモミグ， ウリカエデ， ウラゲエンコウカエデ，エンコウカエデヲオニイタ

ヤ，アオハダ，シラキ，アワプキ，クマノミズキ，ハクウンボク，エゴノキ，ヤマボウシ，リョウプ，ヤ

マガキ，ハリギリ，コパノトネリコなどの落葉樹からなっている。以上の樹種のうちウラジロガシ，アワ

プキ，カヤ，アラカシ，ヤブツバキ，ヤマボウシ，エンコウカエデ，イヌブナなどが多い。低木層はアオ

キが最も多く，アラカシ，ムラサキシキブ，ヒサカキ，ヤプムラサキ，ウラジロガシ，クロモジ，コパノ

ガマズミ，ヒイラギ，モミなどがこれについでいる。

カシ類を主体とする常緑広葉樹林は表山道を境としておもに東南斜面に生じ，モミ林についで分布範囲

が広い。高木層としてウラジロガシ，アカガシ，アラカシ，オオツクパネガシ，シラカシ，ツクパネガ

シ，スダジイ(少)などの常緑樹のほかケヤキ，アサダ，イヌブナ，イロハモミヲ，エンコウカエデ，ィ

ヌシデ，ヤマザクラ，コナラ，ケンポナシ，エゾエノキ，エノキ，フジキ，アカメガシワなどの落葉樹が

混交することがある。亜高木層では，アラカシ，ウラジロガシ，オオツクパネガシ，サカキ，ヒイラギ，

ヒサカキなどの常緑広葉樹のほかモミ，カヤ，イヌガヤなどの針葉樹も見られる。そのほかイヌブナ，ウ

ラジロノキ，ヤマボウシ，アオハダ，エンコウカエデ，コパノトネリコ，ケヤキなどの落葉広葉樹が混生
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していることがある。低木層はアオキ，アラカシ，ウラジロガシ，ヒサカキ，ムラサキシキプなどが多く，

ヒイラギ，カヤ，コパノガマズミ，シロダモ，モミなどがこれについでいる。

ブナ類を主とする落葉広葉樹林は表山道を境として高海抜の北斜面または北西斜面に分布している。高

木層にはイヌプナが最も多く，ついでプナが多い。イヌプナは純林をなすところが多いが，プナと混交し

ているところもある。まれではあるがプナの純林も見られる。そのほかケヤキ，ヤマザクラ，カスミザク

ラ，イヌザクラ，ウワミズザクラ，フジキ，イロハモミジ，オオモミジ，エンコウカエデ，ウラグエンコ

ウカエデ，イイギムアサダ，コナラ，アカシデ，イヌシデ，ハリギリなどの落葉広葉樹が，がなり混生

しているところもある。またモミ，カヤなどの常緑針葉樹やアカガシ，ウラジロガシなどの常緑広葉樹が

混交することがある。ブナとアカガシが混生することは関東南部以西ではときに見られるが，これは比較

的珍しい現象である。亜高木層ではイヌプナが最も多い。そのほかモミ，カヤ，イヌガヤ，アカシデ，ウ

ラジロノキ，ヤマボウシ，アワプキ，シラキ，アカガシ，ヒサカキ，イヌツグなどが見られる。低木層に

はアオキとモミが多く，そのほかミツパツツジ，アカガシ，コゴメワツギ，コパノガマズミ，ヤプムラサ

キ，ウラジロガシ，マJレパウツギ，イヌツゲ，アオハダなどがある。

アカマツ林は多く南または西南の尾根筋に見られる。高木層はアカマツが最も多く純林をなすところも

あるが，モミ，ウラジロガシ，ヤマザクラ，ウラグエンコウカエデ，エンコウカエデ，アラカシなどと混

交しているところも多い。亜高木層にはモミが最も多く，アカマツ，アラカシ，エンコウカエデ，オオモ

ミジ，ヤブ、ツノξキ，アオハダ，コパノトネリコ，ツクノ宅ネガシ，アワブキ，カマツカラクリ，コナラなど

がある。低木層にはアオキが最も多く，ついでアラカシ，コナラ，ヤプムラサキ，ウラジロガシ，クロモ

ジ，ムラサキシキプ，ヤプツパキ，シラキ，コパノガマズミ，モミ ， 71レパウツギなどの順である。上記

の組成からみてもわかるように，東部のコンピラ方面のアカマツ林をのぞいて他の方面に見られるアカマ

ツ林は，モミに周囲からと下部から圧迫されこれにとってかわられようとしている。高尾山のアカマツ林

は極相に達し，一般に見られるアカマツ林とは違った様相を呈している。

2，人工林

人工林は主として高尾保安林外部の林地であり，保安林地区にはわずかに見られとにすぎない。表口参

道両側と 42 ， 43林班沢通りにあるスギの老齢林は樹齢およそ 110 年で，優良な成長を示している。そのほ

かケーブルカー治線の 40 ， 41 林班にあるキタヤマダイスギは明治 44 ， 45 年，大正 2 ，ー 6 年度の植裁で成

績は一般に良好で風致的にみてもすばらしい。保安林外郭地は主として明治 33 年以降の植栽で，スギ，

ヒノキを主として，アカマツ，カラマツ，カツラなどがこれにつぎ，他にサワラ，クロマツ，ケヤキ，キ

ハダ，ホオノキ，プラタナスなどがわずかにある。カラマツ，カツラの植栽林はこの地方では珍しい。カ

ツラは数か所に見られるがりっぱな林をなしている。また樹齢 120 年前後の江川太郎左衛門植栽のいわゆ

る江川ヒノキが少面積に見られ，特有の林相を呈している。スギ，ヒノキの人工林は優良林分が多く haあ

たり蓄積は 280-350 m 3 である。

四. 高尾山天然林の生態学的解析

凡例

1. 各林の組成要約表中，各階層別，各樹種ごとに表わされている 5 ， 4 ヲ 3 ， 2 , 1 , +などの数字

は被度 (Cover degree) と頻度 (Abundance) の両方を考慮して優占度を判定した全測定法による数値
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を示したものである。

r ……非常に数が少なくて，被度もきわめて低い。

+……少数で被度も小。

l ……多数ではあるが，被度が小さいかあるいは少数であるが被度がかなり大きい。

2 …・・多数であって，調査面積の 1/20 以上をおおう。

3 ……個体数は任意であるが，調査面積の 1/4-1/2 をおおう。

4 ..・ H・個体数は任意であるが，調査面積の 1/2-3/4 をおおう。

5 ……調査面積の 3/4 以上をおおう。

-11 ー

1. 常在度 (Constancy) とは群落の中に多数の標準地をとって，ある組成種の出現する度合を示した

ものをいい，その階級は次のようである。

I …… 0-20% 

E…"'21-40% 

m.・・・・・41-60%

N.・・・・・61-80%

v ・・・・・・81-100%

1. 総合優占度(被度価 Coverage value) とは群落を構成する各分群集における組成種の優占度を示

すもので，これを求める式は次のようである。

百分率被度の平均値の合計 x=総合優占度
群集組成表の中の測定方形区数

百分率被度の平均価は優占度 5 ……87.5

4 ……62.5 

3 ……37.5 

2 ……17.5 

1 …… 5.0 

+…… 0.1 

r …… 0 

この総合優占度の最大値は 8750 であって各組成種聞の繁生程度の判断が優占度平均により明りように

示される。

1. 方形区調査図中カッコ内の数字は胸高直径，カッコ外の数字は樹高を表わしている。

1.毛ミ天然林

i .方形調査区

高尾全山を歩き回り，モミが優占する天然林中に 10m 平方の方形区を 40 か所とり，その組成を要約し

た表をあげると第 1 表のようである。

この表を見ればわかるように，高木層ではもちろんモミの総合優占度が最も高く，森林の上層林冠の大

部分を占め，純林をなし常在度も Vで最も高い。このモミ林中に高木層として見られる他樹種はハリギ

ロ，ヤマザクラ，アカマツ，オオモミジ，カヤ，ウワミズザクラヲイヌザクラヲアカシデ，アサダ，イヌ

ブナ，ヤマトアオダモ，ホオノキなどである。常在度はいずれも 1 で点生するにすぎない。

亜高木層もモミの総合優占度が最も高いが高木層にくらべると低い，常在度はEである。この層に見ら
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れる他樹種はウラジロガシヲアワブキ，カヤ，アラカシ，ヤプツパキ，ヤマボウシ，エンコウカエデ，イ

ヌブナ，アオハダ，ウリカエデ，オオモミジ，イロハモミジ， ウラゲエンコウカエデ，シラキ， アカガ

シ，オニイタヤ，ウラジロノキ，サワシパ，ヒイラギ， ヤマザクラ， イヌツグ， ツクパネガシ， クマシ

デ，アカシデ，ホオノキ，ヒサカキ，ヤマガキ，イヌガヤ，コナラ，ダンコウパイ，オオツクパネガシ，

ハリギリ，コパノトネリコ，ウワミズザクラ，ハクウンボク，リョウプ，ケヤキなどであるが，このうち

常在度Eのものはアラカシだけで，他はすべて I である。

低木層ではアオキの総合優占度が高く，常在度はVで普遍的に分布じている。これについでアラカシ，

ムラサキシキプ，ヒサカキ，ヤプムラサキ，ウラジロガシ， クロモヲ， コパノガマズミ， ヒイラギ，モ

ミ，ツリパナ，シラキ，アブラチャン，ミツバツツジ，カマツカ，ハナイカダ，ダンコウパイ，ヤブツバ

キ，ヤマボウシなどの総合優占度が高いが，アラカシとムラサキシキプをのぞくと他は少ない。常在度は

ムラサキシキプとウラジロガシがIVであり，アラカシ，ヒサカキ，ヤブムラサキラクロモジ，コパノガマ

ズミ，ツリパナなどがこれについでEである。

草本層では低木層と同様アオキの総合優占度が最も高く，ついでテイカカズラ，ミヤマシキミ，~ャノ

ヒゲラツノレシキミ，チゴユリ，ミゾシダ，コワヤボウキ，ヒサカキ，シケシダ，ヤブコウジ，アラカシ，

オオイトスグ，オオパジャノヒグ，オクモミジハグマの)1頂に高い。しかしテイカカズラ，ミヤマシキミ，

ジャノヒグ，ツルシキミ，チゴユリ，ミゾシダなどをのぞくと他は低い。ミヤマシキミとその変種ツルシ

キミを合わせると，モミ林下の草本層はアオキ，テイカカズラ，ミヤマシキミの 3種によって代表されて

いるといいうる。常在度はアオキとテイカカズラがVであり，ミヤマシキミとジャノヒグがIVである。ミ

ヤマシキミとその変種ツノレシキミを同一種としてあっかうとミヤマシキミの常在度はVとなる。チゴユ

リ，コウヤボウキ，ヤブコウジ，イヌガヤがこれらについで高く Eである。

つる植物ではテイカカズラの総合優占度が最も高く，常在度も Vであり，モミその他の樹幹に巻きっき

20 数メートルの頂きまで繁生している状景がいたるところに見られる。これについでツタウルシ，キヅ

タ，ツyレグミ，ツルマサキ，シラクチヅノレ，キジョランなどの総合優占度が高い。このうちツタウルシと

キヅタの常在度がともに Eで比較的高く他はいずれも I である。

着生植物ではノキシノブの常在度がいちばん高く Eで，ヒメノキシノブがこれについで高く Eである。

カヤラン，ヨウラクラン，ミヤマノキシノブなどは少ない。調査区外ではムギラン，ペニカヤラン，ケモ

ラン，マメヅタ，ウチワゴケなどがモミなどの樹幹にまれに着生しているのが見られる。

モミ方形調査区のうちその代表的だと恩われるものを 7 か所あげると第 3-9 図のようである。

調査したモミ林 40 か所の樹高階別の本獅己分表は第 2表のようである。この表を見ればわかるように

モミは 5-lOm から 45-50m の聞に存在し， 20-25m のものが最も本数が多く，ついで 25-30m のも

のが多い。最高のものは 45m に及ぶ。

モミ林の胸高直径階別の本数配分は第 3表のようである。この表を見ればわかるように，モミは 5 -10 

cm から 120...... 125cm の聞に生じ， 30-35cm のものが最も本数が多く，ついで 40-45cm と 45-50cm

がともに同数で多い。最も太いものは 121cm である。

ÌÏ. 帯状調査区

モミの代表的な林と恩われる箇所に長さ 50m，幅 5in の帯状調査区を 4 か所とり調査した。その林木

配置の状態は第 10 図から第 13 図のとおりである。またこれら帯状調査区の樹高階別本数配分表はそれぞ
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第 1表モミ林組成要約表

Table 1. Summarized associ!ltion table of Abies firma for白t.

標番準地号 標準地面積 地形 海抜高 傾斜方向 傾斜角度 最大林分高 最大絢高

Area Configuration Altitude Exposure Sotf eeSDLonpee ss 
Maximum 直 径
height of Maximum 

Quadrat m2 m of slope stand d.b.h. 

l 100 中 腹 280 ES 300 23 49 

2 1∞ 中 腹 280 S 310 23 51 

3 100 中 腹 290 ES 340 25 54 

4 100 中 腹 290 ES 260 23 53 

5 100 中 腹 390 ES 15 。 22 60 

6 100 中 腹 340 S 16 。 24 52 

7 100 中 腹 400 S 370 22 46 

B 100 中 腹 400 S 400 25 60 

9 100 中 腹 490 E 290 26 72 

10 100 尾 根 480 N 19 。 27 76 

11 100 尾 キ艮 420 N 320 27 85 

12 100 尾 根 430 N 370 28 82 

13 100 尾 根 440 NW  32。 26 55 

14 1∞ 尾 根 440 N 290 32 82 

15 100 中 腹 490 EN  360 35 90 

16 100 中 腹 540 ES 42。 38 121 

17 100 尾 根 560 E 320 26 59 

18 100 尾 中良 570 W 420 45 91 

19 100 中 腹 580 W 150 26 53 

20 100 中 腹 540 ES 240 30 59 

21 100 尾 根 500 S 240 38 85 

22 100 中 腹 520 WS  320 41 92 

23 100 中 腹 230 E 350 25 39 

24 100 中 腹 260 NE 400 28 50 

25 100 中 腹 260 ES 41 。 26 40 

26 100 尾 根 280 N 31 。 28 65 

27 100 中 腹 320 NW  350 28 40 

28 100 尾 根 340 N 400 32 47 

29 100 尾 根 320 NW  150 31 48 

30 100 尾 キ艮 400 NE  320 27 64 

31 100 尾 根 420 可N 300 30 48 

32 100 尾 中長 400 N 280 32 63 

33 100 尾 根 360 N 300 35 100 

34 100 中 腹 490 NW  150 30 59 

35 100 尾 キ良 330 NE 420 26 50 

36 100 尾 キ良 380 NE 360 31 68 

37 100 中 腹 440 NW  360 31 59 

38 100 尾 根 510 E 380 30 65 

39 100 中 腹 380 w 26'。 28 46 

40 100 中 腹 370 N 40。 32 67 
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第 l 表(づっき)

Table 1. (Continued) 

階層 樹 種 名
Layer Species 

1 12131415161718191 10 111 112¥13 

モ ミラリ AkPamblioenρs uafs ntmajazgma ρaicsatuhs u ra 
51 5 51 4 51 4 41 4 41 4 51 5 5 

ノ、 リ ギ
高 ヤマザク

ア カ マ ッ Pinus d,aelmnsattHuoF ra l l 
オオモミ ジ Acer palmatum var. amoenum 

木

カ ヤ ZPcToヤhomsd包uwψ，匁nye加彪uu戸ss jωgb呼棚u，f岡auMpαz向e3田be飽ranaw沼aa na ワワミズザ、クラ

イヌザクアラ
アカシ

層 アサダ

(AP) イヌプナ FFamgdus抑j制aSponica 
ヤマトアオダモ loobnoguiacfut spis 
ホオノキ Magnolia obovata 

モミ Abi6e7sCUfs Zfsmala icin 21 + 2 +1 2 21 1 
ウラジロガシ Quercus salicina var. stenoPhylla 112 l 1 
ア ワ フ キ MeltosmangfumazuyifcTeatm antha 

l 31 2 
カ ヤ Torreya 3 
ア フ カ シ Quercus 21 2 11 2 l + l 

亜
ヤブツノ守キ Camellia jaρonica 113 l 2 
ヤマボウシ Cornus kousa 2 

エンコヴカエデ A王ceddyi路邸memo的伽ttωnzu4仰仰o，押m但包var. marm仰oratωum 2 l 1 

高 イ ヌ ブ ナダ FHaegz um s jaFon tm 2 
ア オ ノ、 acroρoda 2 l 

ウリカエデジ Acer ρρcmaalf例mtaaagsttuu1Ym,on JMvvaam r r オオモミ Acer ゙ almatum var. amoenum l l 
木 イロハモミジ AC67 .zIuMenfms atum 1 

ウラグエンコウカエデAcer mono var. conn 2 
シ フ キ 5aρium japonicul却

ア カ ガ シ Quercus acuta 
層 オニイタヤ Acer mono var. ambiguum 

ウラジロノキ SCO0as7nybρtauinsnutjhS auρCs oOnTidliiccaa itfa oliu サワシパ
(AS) ヒイラギ s 

ヤマザクグラ Prunus jamasakura 
イヌツ Ilex crenata 
ツクパネガシ QMenusSsJeasspioftn;foscla ia 
クマシデ Carpinu

アオキ ACEQduZ抑WeE3mka制eゆFsaJahPghb6UJm師a醐ρm 同αnica 11 + 31 1 +1 2 +12 31 2 +1 1 3 
アラカシ 21 1 21 1 112 + + l 

{民 ムラサキシキプ +12 十 l I 1 + + 

ヒサカキ ECaulyfyicaa 十 l 2 11 + 11 + 

木
ヤプムラサキ rpa mollis 1 11 + + 

ウラジロガシ Quercus salicina var. steno，ρhylla +1 + l 十 +1 + +12 + 
層 ク ロ モ ジ Lindera umbellata 11 + +1 + + 

~ 弓コヒ子バノイ一ガマ芝ズーミギミ二阿λObsu政mma3un:mtHhTumssra oisliuqm yovJia塑r. punctatum + + + + + 
CE)_ + l 十+ l 十 十 ←士

+ 十
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標 準 地 番 号 Quadrat 総優占合度常在度

14115116117118 ¥ 19 ¥ 20 121 卜判 24 ¥ 25126 ト71 28 1 29 1ω1 31 卜21331341351361371381ω1 40Cons-Cover-
tancy 

vaagle ue 

'5 51 5 41 4 41 4 51 5 51 5 41 5 51 5 41 5 41 4 51 5 51 5 5 V '5469 
3 94 

2 2 77 
2 69 

2 56 

2 44 
2 44 

2 I 44 
l I 13 

13 

13 
I 13 

l I 13 

11 2 2 11 2 112 31 2 21 1 2 E 700 
21 3 l 2 2 I 319 

l 2 3 312 
3 2 11+ I 258 

l E 219 

I 175 
112 l I 125 

2 I 113 

l 2 I 113 
2 I 100 

2 1 81 
2 I 69 

+ 21 + + I 57 
I 56 

l I 50 

+1 2 I 44 
2 I 44 

2 I 44 
2 I 44 

I 38 

+1 1 I 25 
l I 25 

I 25 
+ 1 I 14 

41 3 41 3 41 3 41 3 41 1 21 + 112 31 3 31 2 31 2 112 31 2 3 V 2482 
十 41 2 2 11 2 + 十 l E 520 

+1 1 + +1 + +1 + 112 11 + l 112 N 284 
+ + I 十 +1 2 l +1+ E 189 

+1 + 11 + 十 2 l 112 +1 + + + l E 180 

2 + + 11 + 11 + + +1 + 11 + + +1+ N 167 
+ +1 1 十 2 +1 1 + 21 1 + + E 140 

+ + 11 + +1 + + +1 1 11 2 11 + +1 + E 135 
'1 +1 + 十 l + E 78 

21 1 + I 70 
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第 1 表(つづき〉

Table 1. (Continued) 

階層 樹 種 名
Layer Species 

1 12131415161718191 10 111112113 

ツリパナ PESOauDmoinubymemnzujoas iρnooz却pyipmcmheycnHouz s 
+1 1 +1 1 

シラキ +1 + +1 + 
アブラチャン
ミツバツツジ Rhododendron dilatatum + l l + 
カ てず ツ カ Pourthiaea villosa + 十+

ハナイカダ HLienJwd6in7agfaobjtauρsiofnobics a + + 
f民 ダ、ンコウノ守イ + +1 + + 十
ヤブツパキ Camel1ia japonica 十 2 +1 + 
ヤマボウシ Cornus kousa + + 2 
イ ヌ ツ グ Ilex crenata 

ヤマウ Jレシ RMheultsostmTiachmocyaFゆZaanth + l 
アワブキ a + + 
イ ヌ ガ ヤ CeρhliatsloeatMsuers ichsaa wingronia +1 + + 
シ ロ ダプ .:c- Neolitsea +1 1 

木 イ ヌ ナ Fagus ja，ρonica 

ク ギリ Castanea crenata 

マルバウツ Dωtz焔 smn勿:ca師ザhgcrfdasau品nas掛efolia +1 + 
ミヤマガマズミ Viburnu 十 l + + 
カヤ Torreya +1 + 
シラカシ Quercus +十

オオモミジ Acer ρ-uaslmtaahtauom V4 var.amoenum l + 
層 オオツクパネガシ Quercus takaoyamensis 十

ア カ ガ シ Querc叫s acuta 

(F) 
ゴンズイ EuAscCa6ρ7hmis japonica 
ウラゲエンコウカエデ ono var. connivens 

ガウリカエデ AV;tcbeurycHmuntag edgitffaotlautm um 
マズミ

イ ヌ シ デデ ACCSt側少aGh，ゆα明d3P9mωsm品mm加uM噌担sosadtιts噌fhch恥JdmonameMa四ehG nssahzm s a 
クマシ

サワフタギ var. 

ツクパネウツギ + +1 + 

ア オ キ AstToahhpuFafhmmmau必hmmψaafomzma gmnmJJpp中egspomyno間a旬nuIbs砂四uma 銘U“v溜aおru• 
11 + l 十 11 + 21 1 21 1 4 

テイカカズラ iCUl時 31 2 31 4 31 3 3 11 + 
ミヤマシキミ + +11 11 + +1 1 21 1 112 
ジャノヒゲ 2 11 2 11 2 21 2 l I1 + +1 + 
ツノレシキミ re�ens 

草

チ ゴ ユ ダリ PDLEA剖zゅitzoh，yuヲywUguZzwwJs醐同垣m"間ρmmJmd4ugZ醐G防iLam御師S da加af出m師
+1 + +11 +1 + 

ミゾシ a + 
コウヤボウキ +1 + + + + +1 1 
ヒサカキ +1 1 + +1 + 

本 シケシダ

ヤプコウヲ，eAjAoQkUpfF錨舛dhuduucah脚uwdueFmaJ0Hm1h，agu0u飯俳pns沼Js 四tωfvoa両Iur.脚aUsa ,g 

十 +1 + + + + 
アラカシ + +十 l + 
オオイトスグ Carex sachalinensis var. altern凬lora + 

層 オオパグャノヒグ
オクモミジハグマ

(日)

アズマネザサ HcCTzwaepyzpO加qbuuLmeadust町mmu悩s制，zcohhs加uumhaFo rtuanm gZ醐イヌガヤ ia + +1 + +1 + + 
カヤ +1 + + +1 + +1 +1 
ヒメガンクピソウ +1 + + +1 + +1 + 
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標 準 地 番 号 Quadrat 
常在度総優占合度

14115116117118119¥20 ¥21 122123¥24125 f6卜7128129130131 132133134135136137\38139140, 

Cons-Cover. 
tancy 

vaagle ue 

+ 十+ +1 + + 1 11 + + + 11 + E 66 
+ + + 1 十 l E 65 

+1 + + +1 + 2 + I 58 
十+ + + E 51 

l 11 + 11 + E 51 

+1 + + +1 1 + + 十 + E 46 
+ 2 I 45 

+ + + I 45 
+ + I 45 

十 2 +1 + + I 45 

I 38 
+1 + + 11 + + + +1 + +1 1 E 28 

11 + +1 1 +1 + + 十 E 27 
+ +1 + +1 1 + I 26 

+ 1 I 25 

I 25 
+ +1 + 十+ + +1 + 十 + E 16 

+1 + I 14 
+ + l I 14 

+ 十 13 

+ I 12 
1 12 

+ I 12 
+ I 12 

I 12 

I 12 
l I 12 

l I 12 
I 12 

l I 12 

+ +1 + + + I 2 

41 3 41 3 31 4 41 3 3 +1 + +1 1 31 1 31 2 21 2 +12 112 113 2 V 2008 
+ +1 + 十+ +1 + 2 21 3 11 2 +1 1 +1 + 2 1 1 1 V 1777 
l 21 + +1 + 1 1 2 +1 + 11 2 31 2 21 2 N 583 
21 + 十十 +1 1 l 11 + +十 +1 1 +1 1 11 + +1 N 403 

+12 21 2 + 3 11 3 I 331 

+ + 十 + 31 + + 1 11 + +1 1 E 159 
+1 1 1 l l 2 I 108 

十 +1 1 +1 1 + + + +1 + E 66 
11 + +1 + + + E 52 

2 I 44 

+1 + + +1 + 1 l +1 + + + E 29 
十 十 + I 14 

+ + l + I 14 
+ + I 13 

l I 12 

I 12 
+ 十 +1 + +1 + + +1 + +1 + 十十 + +1+ E 6 

十+ + + + +1 + + E 4 
+ + +1 + + + E 3 
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第 1 表(つづき〉

Table 1. (Continued) 

樹 種 名

!平 1 3 1 4 トド卜 1 8 卜 1 10 1 11 卜2\13Layer Specie3 

ヒイラギ Osmmgthus iuli,cztdfuoffaiutis f01164 + + +1 + 
ケチヂミザサ lOldρalyissmdeennMus s + + + 
キゾョラン tomentosa + + 
イ ヌ ツ Jj Ilex c:γ邑陥:ta +1 + + + 
シュンプ ン Cymbidium virescens +1 + 十十 十

ハプナイカダ HCAa8bJ1iU1e47ms1nfpg?zria a mjma aρololnis ica 十+ +十 + + 
ヤ ムラサキ +1 + 十

モミ +1 + 十 + 
カシワノ守ハグマ PVeIortfyad gvfyoρboucsEtra a + 1+ 
タチツボスミレ S +1 + + + 

草

ヤプラン LcAQubuineiposrlρtcisudeiseuρs m sJaaalかρidcφiiiCunhMaayhrlivlcta s aartu.m Sten 

+ + 
キキパナガンクピソウ + + +1 + 
ッコウハグマ + 1+ 
ウラジロガシ Quercus salicina var. stenophylla + + 
コニ ビ ネ Calanthe discolor + + + + 

ク ロ モ ジ Lindera umbeltata + + 

1 +1: 
ヒナス 、、、 レ Viola takedana + 

本 カンアオイ AAρJssaatfeamrnm iJfsotolnipa th仲yvfoafunr icum シロヨメナ s 
ウリノキ Alangium Platanifolia var. macrophyllum + 

ミヤマナノレコユリ PHoolsytga onafum lasianthum + 
オオパギウボグウシシ montana + 

ホソパト パ LSCyyacnroeeρzifoedfseiinusfm ρa avSlmEarraf.faa tluenm ta ヤブレガサゲ
ナキリス 十 + 

層
サ サ ク .~トト RLohρohdaea fhjearρuom nigω racile + 
オ モ 1+ 
ホタマノカンアオイ Asarum tamaense 

(H) I ウチャクソウ Disporum sessile 
ナガパノスミレサイシン Viola bisseti 

トウゴクシソパタツナPMTミウShE叫M句SAdU7勾q1ntゆp布dsyd包mnauHmsmma dzaa nゅrutgtham，伽B関baaMa脇u uU1Um U 
ミミガタテンナンショ 1+ 
イナモリソダウ
フモトシ
ヤマゾノホトトギス

ヤマホトトギス Tricyrtis macropoda 

イコ テイカカズラ RHThreadudesmeafmofshbρioegmnunba ω um asiaticum 
¥ 21

1 
1 :1 ~ 1 21 2111 ~ 1 ド1 :111

3 ツタウ Iレシ
る キヅタ

植 ヅ Iレグミ EEluaognaygmnuuss gfJoadbyua n ツノレマサキ ei 

物 サ yレ ナ シ Actinidia， arguta |十

(L) キジ ヨ ラン Marsdenia tomentosa 

重富 ノキシノプ LLsL曲aoゆゅm仰担s帥so叩toh問nmtaaus s 
uJs uo噛tnhJsauo臨j鳩dmpdo岡bneerZnegsuds s 

四回 1
1
1 +1 +1 +1 tl +1 +1 +1 tl +1 1+ 

ヒメノキシノブ
カヤラン
ヨウラクラン
ミヤマノキシノブ
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標 準 地 番 号 Quadrat 総優占合度常在度

14115116 17 1 18 1判21 122123124 卜5126127128129130131 13~ 卜313413513613713813~140Cons-Cover-
tancy 

vaagle ue 

+ + + + + + + + E 3 
+ + + + + + + E 3 

十 + + + + + + + + E 3 
+ 十 + + 十 + + H 3 

+ + + + 十 E 3 
+ + + + + E 3 

+ + + + + + + + E 3 
十 + + + + H 3 

+ + + + 十 + E 3 
+ + + I 2 

+ +1 + + + I 2 
+ +1 + I 2 

+ + +1 + + 2 
+ + + + 2 

+1 + I 2 

+ + + I 2 
+ +1 + + + I 2 
+ 十 + + I 1 

+ + + + + 
+ + + I 

+ 0.75 
+ 0.75 

+ + 0.75 
+ + + 0.75 

0.5 

+ I 0.5 
+ I 0.5 

+ + I 0.5 
+ + I 0.5 

+ + I 0.5 

+ + I 0.5 
I 0.25 
I 0.25 

+ I 0.25 
+ I 0.25 

+ I 0.25 

21 3 +1 2 l 31 + 112 +1 3 41 2 21 2 21 2 21 + +1 1 V 1788 2 +1 + 2 + + 11 + + E 183 
+ +1 1 + +1 + +11 +12 E 152 

+ 2 I 88 
+ + I 57 
l 十 + I 56 

+ +1 + +1 2 + I 46 

+ + + 十+ +1 + +1+ E 17 
+ + + + +1 + + E 2 

十 I 0.25 
+ I 0.25 

十 I 0.25 
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モミ林方形調査(地形中腹，方位 ES，傾斜角 15 0，標高 390m)

Fig. 4 Quadrat of Abies firma for田t.

第 4 図第 3 図モミ林方形調査

(地形中腹，方位 S ，傾斜角 31 0，標高 280m)
Fig. 3 Quadrat of Abies firma forest. 
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第 6 図モミ林方形調査

(地形中腹，方位 ES，傾斜角 42 0，標高 540m)

Fig. 6 Quadrat of Abies firma forest. 

モミ林方形調査(地形尾根，方位 N，傾斜角 32 0，標高 420m)

Fig. 5 Quadrat of Abies firma forest. 
第 5 図
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第 7 図モミ林方形調査(地形中腹，方位 E，傾斜角 35 0，標高 230m)

Fig. 7 Quadrat of Abies firma forest. 

第 8 図モミ林方形調査(地形尾根，方位 N，傾斜角 31 0，標高 280m)

Fig. 8 Quadrat of A腕s firma forest. 



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか)

第 9 図モミ林方形調査(地形尾根，方位 N，傾斜角 30 0 ，標高 360m)

Fig. 9 Quadrat of Abies jすrma fore3t. 

- 23 ー

れ第 4 表，第 7 表，第10表および第13表のようであれ胸高直後階別本数配分表はそれぞれ第 5 表，第 8

表，第11表，第14表のようである。

以上の図と表を見れば明らかなように高木層ではどの箇所でもモミが優占し，純林をなし他の樹種はき

わめて少ない。モミは樹高 5 -10m から 35-40m の問に存在し， 20-25m のものが本数が多い。最大樹

高は 38m である。またモミは胸高直径 5 -10cm から 130-135cm の間にあり， 30-35cm と 40-45cm

のものが本数が多い。最も太いものは 130cm である。

高木層にはモミのほかケヤキがまれにある。亜高木層ではモミのほかアカガシ，ウラジロガシ，アラカ

シ，ヤプツパキ，イヌブナヲイロハモミジ，オオモミジ，エンコウカエデ，クマシデ，イヌシデ，アワブ

キ，シラキ，ケヤキ，イヌガヤ，カヤ，イヌツゲ，コナラ，アカメガシワ，ヒイラギ，ミズキなど多くの

樹種が見られる。モミ林下の低木層以下の植物被度表はそれぞれ第 6 表，第 9表，第 12 表および第 15表

のようである。低木層では第 1 調査区~第 3調査区ではアオキが最も多いが，第4 調査区ではヤブツパキ

が最も多い。そのほかムラサキシキブ，ヤプムラサキ， コパノガマズミ， クロモジ，イヌガヤ， カマツ

カ，ツクパネウツギ，ダンコウパイ，エンコウカエデヲ カヤ，アラカシなどがそれぞれの区で比較的多

い。草本階では第 1調査区から第 3調査区まではアオキとミヤマシキミが多いが，第 4 調査区ではテイカ
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第 2 表モミ林樹高階別樹木本数配分表 (40区集計)

工iト旦竺二l:|::l:i:13i:|れli| よal
モミ Abies firma 
アラカシ Quercus glauca 
ウラジロガシ Q. salicina var. stenojうhylla
ヤブツパキ Camellia ja，ρonica 
カヤ Torreya nucifera 

オオモミジ Acer ρalmatum var. amoenum 
アワブキ Meliosma myriantha 
ヒイラギ Osmanthùs ilicifolius 
エンコワカエデ Acer mono var. marmoratum 

f. dissecfum 
イヌプナ Fagus ja，ρonica 

ツクパネガシ Quercus sessilifolia 
ウリカエデ Acer crataegifolium 
アオハダ Ilex macropoda 
ヤマボウシ Cornus kousa 
ヤマザクラ Prunus jamasakura 
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イヌガヤ Ceρhalotaxus harringtonia I 4 I 1 
イロハモミジ Acerpalmatum var.ρalmatum I 3 I 2 
アカマツ Pinus densiflora I I 3 
イヌツグ Ilex crenata I 3 
ハリギリ Kalopanax pictus I 2 

シラカシ Quercus myrsinaefolia 
ダンコウバィ L仇dera obtusiloba 
シラキ Sa_ρium ja，ρo削icum
コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa var. 

seγrata 

ヒサカキ Eurya ja"ρonica 
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ホオノキ Magnolia obovata I I 1 I 1 
オニイタヤ Aceグ mono var. ambi注目um I I I 2 
クマシデ Carpinus j~ρonica I 2 I I 
ウワミズザ、クラ Prunus grayana I 1 I I I 1 

ウラグエンコウカエデ Acer mono var. I 1 
marmoratum f. dissecfum I 

アカシデ Carpinus laxif/ora I 1 
ヤマガキ Diosρ'yros kaki var. sylvestris I 1 
アブラチャン Parabenzoin ρraecox I 1 
アサダ Ostrya j~ρonica I 1 
アカガシ Quercus acuta 1 

ウラジロノキ Quercus sali駟na var. steno_ρhylla I I 1 
チドリノキ Acer caゆinzfolium I I 1 
コナラ Quercus serrata I 1 
ミズキ Cornus controversa I 1 
イヌザクラ Prunus buergeriana 

ムラサキシキブ Callicarpa j~ρonica 
リョウブ Clethra barbinervis 

計 Total 177 I 53 I 63 I 95 I 68 I 17 I 4 I 2 I 2 I 481 
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第 3 表 モミ林胸高直径階別樹木本数配分表 (40区集計)

Table 3. Abies firma forest. Number of treeJ in each diameter grade in 

(No. 1-40) quadrat. 

- 25 ー

モミ
Abies firma 
アラカシ
Querl印s glauca 
ウラジロガシ
Q. salicina var. stenoρhylla 
ヤブツパキ
Camellia japonica 
カヤ
Torreya nucifera 
オオモミジ
Acer ρaz'明atum var. amoenum 
アワブキ
Meliosma myriantha 
ヒイラギ
Osmanthus ilicifolius 
エンコウカエデ Acer mono 
var. marmoratum f. dissectum 
イヌプナ
Fagus japonica 
ツクパネガシ
Quercus sessilif olia 
ウリカエデ
Acer crataegifolium 
アオ ρ ダ
Ilex macropoda 
ヤマボウシ
Cornus kousa 
ヤマザクラ
Prunus jamasakura 
イヌガヤ
Cephalotax叫s harringtonia 
イロハモミジ
Acer palmatum var.ρalmatum 
アカマツ
Pinus densiflora 
イヌツグ
Ilex crenata 
ハリギリ
Kalopanax pictus 
シラカシ
Quercus myrsinaefolia 
ダンコウパイ
Lindera obtusiloba 
シラキ
SaPium japonicum 
コノ号ノトネリコ
Fraxinus la棺uginosa var. serrata 
ヒサカキ
Eurya ja.ρo叩ica
ホオノキ
Magnolia obovata 
オニイタヤ
Acer mono var. ambiguum 
クマシデ
Carpinus japonica 
ウワミズザクラ
Prunus grayana 
ウラゲエンコウカエデ
Acer mono var. marmoratum f. 

dissectum 

1811512012012413412713お2boll51 91 61 61 31 41 21 21 

231 31 3 

141 71 1 

91 3 

412121 1 13 

41 I1 21 1 

71 1 

61 1 I1 1 1 

51 1 I1 1 

31 I1 1 

51 1 

41 1 
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u
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2
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第 3表(つづき〉

Table 3. (Continued) 

忌yJF聖雨|:111:制
アカシデ
CarPinus laxiflora 
ヤマガキ
Diospyros kaki var. sylvestris 
アブラチャン
Parabenzoin praecox 
アサダ
Ostrya japonica 
アカガシ
Quercus acuta 
ウラジロノキ
Quercus salicina var. stenoPhylla 
チドリノキ
Acer caψinifolium 
コナラ
Quercus serrata 
ミズキ
Cornus controversa 
イヌザクラ
Prunus buergeriana 
ムラサキシキブ
Callicaゅa japonica 
リョウブ
Clethra barbinervis 

計 Tota! 1381501361241291391271331331211151 91 71 61 31 51 21 21 11 11 481 

第4 表モミ林帯状調査区樹高階別本数配分表(1)

Table 4. Abies firma forest. Nurnber of trees in each height grade in No. 1 belt-transect. 

一一一~一一一竺f土恥ight 5 10 15 20 25 30 35 計
樹種名
Species ~-一一一一一一一

10 15 20 25 30 35 40 Total 

モ ミ Abies firma 10 3 4 9 27 
ケ ヤ キ Zelkova serrata 2 

ア カ ガ シ TMA@AChQfa田muUddゆe岬rzV抑foO仰ESαか叩Mm制加出4d田sS gma masSJJafa郎bGmsゅ帥odωupmhno，m即u却，τ，gnEme阻ovtU ga錫SvIArhai. z a s 

2 
クマシデ l 2 
ウラジロガシ . stenoPhylla 
イロノ、モミジ Iうalmatum
イヌシデ
アワフ‘キ
ツクパネガシ
アカメガシワ l 
アオキ l 

第 5 表モミ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表(1)

Table 5. Abies firma forest. Nurnber of trees in each diarneter grade No. 1 belt-trans民t.

\樹三sp\種a1\es名 \J1百~E~E~t~一叫一一一一一ぽ 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 計

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 Tota! 

モ 、‘、、
7 2 2 3 3 2 3 2 27 Abies fiγma 

ケ ヤ キ
2 Zelkova serrata 
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第 5 表(つづき) Table 5. (Continued) 

主主竺22km〉 |5 10 15 20 25 50 55 60 
計t diBEeter 1t 0 1 I 1 1 I 1 

15 ~O 三5 I 20 25 40 45 I ~O 55 60 65 Total 

ク マョr シ ア 1 l 2 Carpinus japガonica 
アカ シ I 2 Que:γι叫s ac也ta
イロハモミジ
Acer palmatum var. palmatum 
ウラジロガシ
Quercus salicina var. stenoρhylla 
イ ヌ シ アJ 

1 Caゆinus tschonoskii 
アカメガシワ l 1 Mallotus japブonica 
アワ キ l 
Meliosma 雪mネssyilrtガifoonliシta ha ツクノ号
Quercus sessilifo 
ア オ キ I l Aucuba japonica 

第 6 表 モミ林の帯状~査区材床植教被度表(1)

Table 6. Abies firma forest. Cover degree 口 f 1be plants in No. 1 belt-tramect. 

種 類 被 度
Layer Species Cover degree 

アオキ ACQccLu4dUU断l前I加l4ug叫meu回yJZCa，ψZ抑MF留mwmゆ2ymn錨oab抑nsodhgdk回Ila制aags wte伺u hmgzu 抱
5 

イヌガヤ nza 
シラカシ l 
ムラサキシキブ
ヤブムラサキ l 
クロモジ
ア カ ガ シ Quercus acuta 1 

(F) ガ 'マ ズ 、、、 Viburnum dilatatum 
コパノガマズミ V1buntum 670sum var.Stpenuonicうhtaytlufam + 

ウラヅロガシ MQssihzt酎daRmρPω作伝Mh醐y記田a嗣ha協gm岡umbtMub田ymIva聞maSMιMamz副ha r. 
+ 

アワブキ + 
コゴメウツギ + 
ミツバウツギ + 
'7 Jレパウツギ + 

ア オ キ AS岬DHE《T-hyh叫d第坤st佑m四叩錨旬ao2om明hhhn凶da醐g秘醐2Sm尉i制a酎a4歩晦s曲醐卸psゆ聞tm鴫mP。aH蜘叩醐bF紛duagm a 棺町飢ic田a卸醐S 値Z山m
4 

ミヤマシキミ 3 
ケチヂミザサ
チゴユリ l 
テイカカズf ダラ l 
ノ、ナイカ + 
ツノレグ ミ + 
シュンラン + 

(H) モミ AALCeabipnrietesosz fgtsfrseiaara mcmhamaa pla iiknumefnaostlia ls tssvimara • 

+ 
キッコウハグマ 十

ミゾシ 十

呆ォイトス z maItemiflom + 

イヌガヤ ACAVeinsρot.elshay taolgloolyetcyaihopxpUuohcs yetralhlamuus s GretnnsEe tonia 
+ 

シロヨメナ + 
タチツボスミレ + 
タマノカンアオイ + 

ツタウノレ シ Rhus ambigua 
テイカカズラ Trachelospermum asiaticum 

(L) ツ Jレマサキ Euonymω fortunei var. radicans 

ノキシノブ LLψepisoms thmzbergianus + 
(E) ヒメノキシノブ lsorus onoel + 
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モミ帯状区平木配置図(1) (尾根，方位 wsw，傾斜角 15-30'，標高 52川
Fig. 10 Belt-transect in Abies firma forest. (1) 

第10図

カズラとジャノヒグが多いo つる植物では 4 調査区ともテイカカズラが多い。着生植物は 4 調査区ともノ
キシノブが見られるが多くはない。

カシ類を主とする常緑広葉樹の天然林2. 

i.方形調査区

カシ類の優占する天然林中に 10m 平方の方形区を 10 か所とれその組成を要約した表をあげると第16
表のようである。この表を見ればわかるように，高木層の総合優占度はワラジロガシが最も高いo 常在度
もIVであり，最も高い。ついでアカガシとアラカシが高くともにEである。オオツクパネガシとシラカシ
は I である。ヵシ類のほか優高木層をなしているものはケヤキ，イヌプナ，ェンコワカエデ，イヌシデ，
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第11図モミ帯状区林木配置図 (2) (尾根~中腹，方位 E ，傾斜角 19-30 0 ，標高 520m)

Fig. 11 Belt-transect in Abies firma forest. (2) 

ヤマザクラ，コナラ，ケンポナシなどの落葉広葉樹であるが，総合優占度はいずれも比較的低く，常在度

もケヤキがEであるほかすべて I である。スダジイはカシ林中にごくまれに生じているに過ぎなく，この

調査区中には 1本も現われていない。亜高木層ではアラカシの総合優占度が最も高く，イヌブナ，ウラゾ

ロガシ，サカキ，モミなどがこれにつづいて高い。しかし，高木層の上位と比較すると非常に低い。いい

かえると高木層が上層林冠をおおい，その下の層が貧弱であるということである。常在度はアラカシがlV
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Fig. 12 Belt-transect in A�es firma fore3t. (3) 

第12図

第 7 表モミ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (2)

Abies firma forest. Number of trees in each height grade in No. 2 belt-transect. Table 7. 

一樹一S一p種問~一問名一~ 一一一一一樹一高一 一m)一一Height 5 10 15 20 25 30 35 計

10 15 20 25 30 35 40 Total 

モミ AFQaUbgi6eu7scs ufjs iarpsmaoa lnicicina a 
2 3 6 

イヌプナ 6 7 
ウラジロガシ var. stenoρhylla 9 9 

アワプキ MSAQC暗ゆu6eenh加z，u四smρtmoasuJaMa暗zmuauostyanua uhm 也azumWmvra9hr qa f師amdqa 

3 3 
アカガシ 3 3 
シラキ 1 
イヌガヤ 1 
オオモミジ o.enum l 
ケ ヤ キ Zelkova serrata 
ヒ イ フ ギ Osmanthus ilisifolius 
、、、 メ キ Coγ叫:us contγ間前sa
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Fig. 13 Belt-transect in Abies jミ・rma fore3t. (4) 

第13図

で最も高く，ウラジロガシがm，モミがE でこれにつづいている。低木層の総合優占度はアオキ，アラカ

シ，ウラジロガシ，ヒサカキ，ムラサキシキブなどが比較的高い。しかし，モミ林やブナ林などの低木層

を構成する樹種の総合優占度に比較すると非常に低い。このことは上層林冠の照葉が繁りすぎて下部への

光線の射入が不足をきたす結果と患われる。常在度はアオキがVで最も高く，アラカシ，ヒサカキ， "" Jレ

パウツギがともにEでこれについでいる。

草本層の総合優占度はジャノヒグが最も高く，テイカカズララアラカシ，ウラジロガシ，アオキ，アカ
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第 8 表 モミ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表(2). 

Table 8. Abies firma forest. Number of trees in each diameter grade in No. 2 be!t-transect. 

一一ー~一一一 胸高-h直eig径ht(cm) 5 110 65 70 75 80 85 90 95 130 
計Breast-hei!!ht diameter 

! I ! 樹種名
10 15 70 75 80 85 90 95 100 135 Tota! Species 

モミ FAQaubgfeeurscs ufjs ianpsnaoa lnicicin a 
l l l 6 

イヌプナ 512 7 
ウラジロガシ a var. stenoPhylla 8 9 
イヌガヤ ZCeeρlhhoaubauzz4s hawinsfonta l 
ケヤキ serrata 
ア ワ フ キ MeTiosma myriantha 3 3 
ア カ ガ

シ AASQOam酎縦cpemm帥覧醐bama 6,a hyma田j呼如auhoωdt'naS四mk脚fuOvm In脚r. 
3 3 

シ フ キ 1 
ヒ イ フ ギ 1 
ア オ キ l 
オオモミ -:/ Acer palmatum var. amoenum l l 

第 9 表モミ林の帯状調査区林床植物被度表 (2)

Table 9. Abies jヲirma forest. Cover degree of the plants in No. 2 belt-transect. 

階層| 種 要頁
Layer I Species 

アオキ ACVaiublCluiucrbanaFuPjm a apjeoam Jnh ica ムラサキシキブ onica 
コパノガマズミ rnum erosum var.ρunctatum 
ク ロ モ ジグ Lindera umbellata 
イ ヌ ツ Ilex crenata 

k イ ラ ギグ zHM白白Qmd師鶴ZU『』r印u陀醐F沼m切出daz刷t加hdaa hms oJm 耐th留uHかf吋岨dJ，mIBgaV抱s aogm VnuEsspω Tω -ハナイカ
低木層 カラスザンショウ ides 

(F) ホオノキ
ヤプムラ キウラジロサガシ Quercus salicina var. stenoPhylla 
イヌガヤ DC6eρuhtzaMlotazus hawingtom-a 
マ yレパウツギ scabra 
、、、 ズ キ Cornus controversa 
ツ リ パナ Euonymus OchZy3qpbohyda llus 
クマノ ミズキ Cornus bra 

ミヤマシキミ SAAfcibbnUgpf倶hm曲s岬ctm師tva抑a噌eaa制M四p御qP抑pOR見k制叫u向laCa鰐Uu 田アオキ
キッコワノ、グマ

ジャノヒグゲ
イヌツ crenata 

イ ヌ ガ ヤ hECsT3Vhfhψoω別vropちMh自nyfa砂絹ye白bmgmuma話術szゆかn胤b向ue飾保fds品mω。加fah喝eu閣uvdmeu nma emma gμyaamar mka wmpg d郎官ツ yレリンドウ
草木層 ヤプレ サ

(H) 
カシワパハガグマ
ツ Jレマサキ ns 
カヤ

タチツボスミレ gsfaycphoaulinraens s 
オオイトスゲ Carex sachalinensis var. alterniflora 
コウヤボウキ PA6s7t〈eyra scandens 
シロヨメナ stw leeniouis hhyuHnuds utstub 
ケチヂミザサ 0ρlismenus undulatifolius 

つる植物 テイカカズラ HETu7dGocnehmyemfo仇uゆs67mum asfatfc抑時
ツ Jレマサキ fortunei var. radicans 

(L) キヅタ rhombea

ヒメノキシノブ Lψisorus onoei 
ノキシノプ Lφisorus thunbergianus 

|被度Cover degree 

5 

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

3 
3 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
十

+ 
+ 
+ 
+ 

l 
l 
+ 

+ 
+ 
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第10表 モミ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (3 ) 

Abies firma forest. Number of trees in each height grade in No. 3 belt-transect. 

ほか)高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林

Table 10. 

一一一一一一一名一ー--~ー 一、 樹高 (m) Height 5 10 15 20 25 計

樹種.白 一一一一一一一一 10 15 20 25 30 Total 

モ ミ Abies firma 8 10 5 24 
コ ナ ラ Quercus serrata l 2 
カ ヤ ITleoxwceyym a nucifem 2 
イ ヌ ツ ゲ renata 2 2 

イヌガヤ CAecρehralotaxus haTvYainrg.t1Oha揖lima l 
イロハモミジ r palmatum var. palmatum 1 
エンコウカエデ Acer 1nono var. marmoratum l 

f. dissectum 
ア カ うf シ Q祖gγC叫s ac叫ta

ウラジロガ「シ Quercus salicina var. stenoPhylla 2 2 

第11表 モミ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表 (3 ) 

Abies firma forest. Number of trees in each diameter grade in No. 3 belt-transect. Table 11. 

一j~~~sJ~L~一~~f、~ B二re副胸二←高h÷直ell!径ht一〈dc1m2一m〉 ete一r 
5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55160 65 計

111 
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60165 70 Total 

モ ミ Abies firma 2 413 2 3 2 I 1 3 I 2 24 
コ ナ ラ Quercus serrata 2 

カヤ ITloezwCey76a1 nucifera l 2 
イヌツグ crenata 2 
エンコウ Acer mono var. marmoratum 

カエデ f. dissectum 

イヌガヤ CAQeUcρe6hr7aC。uloastlamszaualits czuinhn sa wvvaiarnr.g.0toaSntlmeia naotIzhohy時lla l 
ウラジロガシ 2 2 
イロハモミジ palmatum var. palmatum 
アカガシ Quercus acuta l 

第12表モミ林の帯状調査区林床植物被度表 (3)

Abies firma forest. Cover degree of the plants in No. 3 belt-transect. Table 12. 

被度
Cover degree 

3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
+
+
+
+
+
 

類

Aucuba japonica 
Abelia spathulata 
Pourthiaea villosa var. laevis 
Osmanthus ilicifolius 
Lindera umbellata 
Lindera obtusiloba 
Acer mono marmoratum f. dissectum 
Abies firma 
Euonymus oxyphyllus 
Quercus salicina var. stenoPhylla 
Torreya nucifera 
Callicarpa mollis 
Viburnum dilatatum 
Viburnum erosum var. punctatum 
Cψhalotaxus harringtonia 
Rhododendron kaempferi 
Callicarpa japonica 

Species 
種

アオキ
ックノ守ネウツギ
カマツカ
ヒイラギ?
クロモジ
ダンコウパイ
エンコウカエデ
モミ
ツリパナ
ウラジロガシ
カヤ
ヤブムラサキ
ガマズミ
コパノガマズミ
イヌガヤ
ヤマツツジ
ムラサキシキブ

階層|
Layer 1 

低木層

(F) 

3
2
2
1
-
l
 

Aucuba japonica 
Skimmia japonica 
Trachelospermum asiaticum 
Pertya scandens 
0ρhiopogon japonica 

キ
ミ
ラ
キ
ゲ

キ
ズ
ウ
ヒ

シ
カ
ボ

オ
ノマ
カ
ヤ

ヤ
イ
ウ
ャ

ア
ミ
一
ア
コ
J
γ

草木層

(H) 
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第12表(つづき〉

Table 12. (Continued) 

階層|
Layer I 

被度
Cover degree 

1
1
1
1
1
+
+
 

類

C)明bidium virescens 
Viola bisseti 
Perちla robusta 
Ardisia jajうonica
Disporum smilacin.um 
Abiω firma 
Asarum n仰onicum

Specieョ
種

シュンラン
ナガパノスミレサイシン
カシワバハグマ
ヤブコウジ
チゴユリ
モミ
カンアオイ

草本層

(H) 

着語司

3 
十

Tracheloゆermum asiaticum 
lledera rhombea 

ラ
タ

スカカ
ヅ

イア

キ

+ Leρisorus thtmbergianus . 
フノシキノ

第13表モミ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (4)

Abies firma fore3t. Number of trees in each height grade in No. 4 belt-transect. Table 13. 

5 10 15 20 25 30 
計樹種一2~~~~~~\\1~ 一樹H商e二12〈ch一mt>一

10 15 20 25 30 35 Total 
Speci 

モ ミ A刷cRQQah回Ubmof卸e向dVs。dr四側抑uffhmss hand$Jdm8町a切3amp5削o2m2mn4fadoω mtzskfa hda a 

2 6 5 2 16 
アラカシ 10 11 
アワプキ
ヤプツパキ 12 12 
ツクパネガシ
ミツバツツジ tum 

ヒサカキ EEczuewρshycaaallbojhtaiaps zojunas ii-choa n a ゴンズイ ica l 
イヌガヤ rri問:gtonia

第14表 モミ林帯状調査区胸高直径階別樹木本数配分表 (4)

Abies firma fore3t. Number of tree3 in each diameter grade in No. 4 belt-transect. Table 14. 

1U当事Ç~m)、 5 1 10 1 15 1 20 1 25 1 30 1 35 1 40 1 45 1 50 1 70 剖ロ』
diameter I '� I ~t I Y I Y I ~t I Vt I Y I Y I 7t I Y I '� 

10 I 152o I 253o I 35 I 40 I 45 I 50 I 55 I 75 I Total 

モ 、々 1 '1 1 1 2 1 2 1 2 1 4 1 1 1 2 1 1 1 16 Abies fiγma 

ヤブツパキ 8 1 4 1 1 1 1 1 12 
Camellia jaj抑乱:ica

アラカ 7 1 41 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 
Querc叫s glauca 

lア\，feliosワma ブ iantキha 
イヌ mガyrza ヤ 1 

'Cephalotaxus harri叫Igt側ぬ
ツクパネガシ 1 

，Querc叫s sessilifolia 
ヒチカキ I 
Eurya japonica 
ゴンズイ 1 
Euscaphis japonica 
ミツバツツジ l 
Rhododendron di,latatum 
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第15表モミ林の帯状調査区林床植物被度表 (4)

Abi.es firma forest. Cover degree of the plants in No. 4 belt-transect. Table 15. 

階層|
Layer I 

被度
Cover degree 

低木層

(F) 

3
2
1
+
+
+
+
+
+
+
+
 

類

Camellia japonica 
Quercus glauca 
Rhododendro舟 dilatatum
Q",_(!rcus s_ali!;ina var. stenophylla 
Torreya nui:ifera 
Eurya ja，ρonica 
Fraxinus lanuginosa var. serrata 
Quercus salicina 
Euscaphis japonica 
Zanthoxylum ai4Jnthoides 
Rhus trichocarρ。

Specie3 
種

ヤブツバキ
アラカシ
ミツパツツジ
ウラジロガシ
カヤ
ヒサカキ
コノξ ノトネリコ
ックパネガシ
ゴンズイ
カラスザンショウ
ヤマウルシ

3
2
1
1
1
1
1
1
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
十
+

Trachelosρermum _Qsiaticu,m 
oρhiopogo揖 japonica
Osmanth~s ilicifoUus 
Au_cuba ja�onica 
Eurya jajうonica
Ast�_r fe_iopl}y~l明
0ρ8幻九inus undul輕ifolius 
Skimmia japonica 
l::.iriop'e_ .platYP.hylla 
Cymbidium virescens 
Cephalotaxus han吻gtoJ:Zia
Lycopodium serratum var. serratum 
Aγdisia japonica 
Carex lenfa var. /enfa 
Ilex crenafa 
Loρhatherum gracile 
Vio/a gry，ρoceras 
Rohdea japonica 
PS2udosasa japo1J.ica 
Y oungia denticulata 
Goodyera schlechtendaliana 

テイカカズラ
ジャノヒゲ
ヒイラギ
アオキ
ヒサカキ
シロヨメナ
ケチヂミザサ
ミヤマシキミ
ヤプラン
シュンラン
イヌガヤ
ホソパトウグシパ
ヤブコウジ
ナキリスゲ
イヌツゲ
ササクサ
タチツボスミレ
オモト
ヤダケ
ヤクシソウ
ミヤマウズラ

革本層

(日〉

3 
l 

+ 
+ 

Trachelospermum asiaticum 
Rhus ambigua 

Lejうisorus thunbergiantfs 
Lepisorus onoei 

フ
シ

プ
ブ

イカカズ
タウ Jレ

シノ
キシノ

キ
メノ

ア

ツ

ノ
ヒ

刑
罰
一ガシ，オオバジャノヒゲなどがこれについでいる。常在度はジャノヒグが最も高く Vである。これについ

でヤブコ lウジが高く N，テイカカズラ，アラカシ，ウラジロガシ，シュンランはそれぞれ阻である。つる

植物はテイカカズラが普遍的に生じ，常在度はVである。これについでイタピカズラがH である。フゾラ

キジョランなどはまれに見られるにすぎない。着生植物ではノキシノブが比較的多ウラジロマタタピ，

く，常在度はEであり，ヒメノキシノブ，マメゾタがこれについで高く E である。ヨウラクラン，カヤラ

ン，ベニカヤランなどの着生はまれである。マメヅタはカシ類ことにウラジロガシの樹幹によく着生し，

そこに空中湿この現象は，谷間などでは時に 20m くらいの高さまでびっしり着生していることがある。

気の非常に多いととをあらわしている。

カシ類の方形調査区のうちその代表的だと思われるものを 3 か所あげると第 14-第 16 図のようであ

る。調査したカシ林 10 か所の樹高階別の本数配分は第 17 表のようである。この表を見ればわかるように

カシ類を総括すると， 5 -10m から 25-30m の問に存在し， 10-15m のものが最も本数が多い。このカ

カシ林の胸高直径階別の本数配分は第 18 表のようであシ類中最も高いものはシラカシの 22m である。



第16表カシ林組成要約表

Table 16. Summarized association table of Quercus. 

標準地番号 Quadrat 1 1 2 1 3 1 4 ¥ 5 1 6 1 7 1 8 1 9 110 

標準地面積(m2) Area I∞ 1 1∞ 1 1∞ 1 1∞|刈 1州州叫∞1 1∞
地 汗~ Configuration 中腹|中腹陣根|尾根|中腹|中腹|中腹岡山麓|尾根

階層 種 類 海抜高(m) Altitude 380 1 叫ぉ0\ωo1480 ¥390 \3沖叶 160\230 常在度 総合優占度

Layer Species 傾斜方向 Exposure of slope ES ¥ ES 1 ES 1 ES 1 ES 1 ES 1 E I WS 1 S 1 S Constancy Coverage value 

傾斜角度 Steepness of slope :-;T~~ 142143131 136\421 叫 43 1 33
最大林分高 Maximum height of stand 叶 221201221201221 刈 18 1 18 [17
最大胸高直径 Maximum d. b. h. 58 1 叶 80 1 33 1 65 1 38 1 52 1 67 1 29 1 28 

ウラジロ ガシ Quercus salicina var. stenoPhylla 5 5 3 3 2 5 W 3600 
ア カ ガ シ Quercus acuta 2 4 4 4 E 2100 

アラカシ QMenus gtmalayhuancoyiu naam4feon1s5a is 
3 2 2 l E 825 

オオツクパネガシ Quercus 4 2 I 800 
シラカシ Quercus 3 3 I 750 

高木層 ケヤキ Zelkova serrata 2 2 E 400 

(AP) イ ヌ ブナデ FAacgeuys mjaopnoo nica 2 2 I 350 
エンコウカエ var. marmoratum l 2 I 225 

f. dissectum 
イ ヌ シ デ PCGyu7pniznesus i tschonoshit 2 I 175 
ヤ ぺr ザ ク ラ jamasakura 2 I 175 
コ ナ ラ Quercus serrata l I 50 
ケ ン ポ ナ シ Hovenia dulcis 1 I 50 

ア ラ カ シ JcAs@QcFqwkb節師bgm曲前mb田何g，田偲回回afJsbqJm知aga抑spaph田四amros劃emacnlf回Zu ω Z ga 

l l 2 2 2 2 N 900 
イヌブナ 2 2 350 
ウラジロガシ var. stenoPhylla l 1 E 250 
サカキ 2 I 175 
モミ + E 101 

亜高木層 ウラジロノキ + I 51 
ヤマボウシ I 50 

(AS) ヒ イ 宅ラネギ QIAOlmsucmeeyfamcnumats hcomnutao s phoaivd1on4ya Uriamomleiunas s7in s 
I 50 

オオツクノ ガシ I 50 
アオハ 50 エンコウカエデダ cer mono var. marmora抑制 50 

f. dissectum 

E完
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50 

アオキ Aucuba jgsaaplaloiucn芯intGm u 
l 1 2 2 l 2 + V 776 

アラカシ Quercus 2 2 l 2 + 阻 626 
ウラジロガシ Quercus salicina var. stenoPhylla 2 1 2 2 E 575 

ヒサカキ ECOOZs4mM7yicaaanFjtIhabFs uos jnailtfm hKon4fkola ius + l 2 + + 2 皿 403 
ムラサキシキブ 2 + I 176 
ヒイラギ + + 1 + E 53 

カヤ TvOtbFureryna色 nucifera l + + E 52 
コパノガマズミ rnum erosum var. punctatum + + n 51 

低木層 シ ロ ダ モ Neolitsea sericea + 51 

(F) モ ミ Abies firma 50 
"7 Jレパウツギ Deutzia scabra + + + + + E 5 
ヤブムラサキ Callicarpa mollis 十 + + + E 4 
ヤ プ ツ ノ、' キジキ SLCoaipnmdiuee1m m 11a jujamaρpobonenlz.MCicMta m a 

+ + + E 3 
シ フ + + + H 3 
ク ロ モ + + I 2 
ノ、 ナ イ カ ダ Helwingia japonica + + I 2 
アブラチャ ン Parabenzoin ρraecox + + I 2 
シ キ ミ Illicium religiosum + I l 
ア カ 71 シ Quercus acuta + I 

ジャノヒゲ 0TρTahcthoρefoogsponeyjmaupm onica + + 2 + V 379 
テイカカズラ asiaticum + + 2 E 277 
ア フ カ シ Quercus glauca 1 + 田 201 
ウ ラジ ロ ガシ Quercus salicina var. steno，ρhylla l + + E 152 
ア オ キ Aucuba japonica + 十 E 102 
ア カ ガ シ Quercus acuta + I 51 

オオパジャノヒグじhsPAcゅmbrdmh抑mmgτup制bmspzuaeo削gFzafmda$h飽kme脚z仰z9mmzがL錫四醐mh師配mE醐mapsr邸a 

+ I 51 
ヤブコウジ + + + + + + 十 + W 8 
シュンラン + + + + 十 E 5 
ベニシダ + + + + E 4 
ミヤマシキミ + +, + + E 4 

革本層 オオパノイノモトソウ + + + E 3 

(H) ヤマイタチシダ DAMrbayinoeρsdtfeu時ïrゐ五mdabtmtEsnemtiatonsa s 
+ + + H 3 

モミ + + 十 E 3 
キジョラン + 十 + E 3 

カ ス ヤゲ CTa0y97ez 6yasacnhua釘liYn6e7nGsゐ var. alterniflora 
十 + + E 3 

オオイ ト + + + E 3 
ク ロ モ ジ Lindera umbellata 十 十 + H 3 

イ ヌ ガ ヤ CFSLHDMゆゆf8のnPY1h噌zmouamtpmkfLgoWghf仲azF唖1a叫m5抑均Fs6戸dゆsq，間pgh￠mhofaJnumw同Hzm pm a 四k割bbTnω 
+ + + n 3 

ノ、カタシダ + 十 I 2 

オシオイラタチシキダ 十 十 I 2 
十 + I 2 

ヤプラン 十 十 I 2 
ハナイカダ 十 十 I 2 

I I 1 I Fraxinus lanuginosa var. serrata コリネトコノ宅ノ
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第16表(つづき〉

Table 16. (Continuecl) 

11 1 十 141516171819110階層 rat 

Layer Constancy ICoverage value 

クマワラピ DAηsayorputmotn s-hcem + + 2 
カンアオイ 4lpftphzobnaitcuum m, + + 2 
ミミガタテンナンショグウ Arisa鑪a. + + E 2 
ナキリス C灑ex' lenta var. lenta + + I 2 
サイハイラ ン Cremastra variabilis 十 十 I 2 
ツクパネウツギ + + E 2 

草本階 シキミ + + I 2 
ケチヂミザサ s + + I 2 

(H) ヤプムラサキ + + I 2 
ヒ イ ラ ギダ + + I 2 
フモトシ + I 
ウリノキ ー + b l 

アワブP キ + I l 

シラカシ + I 
+ I 

テイカカズラ 1AwT14c7Mi0tsitt，Shedadedtaonfa stfpa 1heoyntdoρ匁mbouuleemnnwdtoaa ass1 a ioticunt 
2 2 + + + + + + + + V 358、

フジ 2 I 225 

つる植物 ウラジロマタタピ 2 175 
キ~ヨフ- ン I 50 

(L) イタピカズラ FHieUdωeran〉tp7phoonmtmbm + + + E 3 
キ ヅカ、 タ + I l 
イワ ラミ Schizophragma hydrangeoides + L 5 

ノ キ シ ノ ブ LLL品曲Gφeaap何師情耐af附m帥vona眠田官pshzaMnhh〆、ht。hz脚fμhu削mmψe館z除曲a山mお7師8篠k宮聞，aump出'hyllum 
+ + + + + + E 6 

着生植物
ヒメノキシノブ + + + + E 4 
マメヅタ + + + H 3 

(E) ヨウラクラン + I 
カヤラン + 1 
ベニカヤラン + I l 
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カシ林方形調査(地形中腹，方位 ES，傾斜角 420，標高 380m)

Fig. 14 Quadrat of Quercus forest. 

- 39 ー

る。この表を見ればわかるように，カシ類を総括すると 5 -lOcm から 75-80cmの間にあり， 5 -lOcm 

のものが最も本数が多く，ついで 10-15cm のものが多い。カシ林には太いものもかなり生じているが，

その中に細いものが沢山生じている。

ii .帯状調査区

カシ類の代表的な林と思われる箇所に長さ印m，幅 5mの帯状調査区を 3 か所とれ調査した林木配置

の状態は第 17 -第四図のようである。 また帯状調査区の樹高階矧j本数配分表はそれぞれ第 19 表，第 22

表および第 25表のようであり，胸高直径階別本数配分表はそれぞれ第 20表，第 23 表および第 26 表のよ

うである。以上の図と表を見れば明らかなように，カシ家の樹高は 5 -10mから2O-25m の聞に存在し，

5 -10m のものが本数が最も多い。最高はウラジロガシの 22m である。胸高直径は 5 -10cm から 90--

95cm の間にあり， 5 -lOcm のものが本数が最も多い。最高はウラジロガシの 90cm である。 カシ類の
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第15図 カシ林方形調査(地形尾根，方位 ES，傾斜角 42 0，標高 330m)

Fig. 15 Quadrat of Quercus forpst. 

ほか高木層にはモミ，イヌブナ，ハリギムミズキ，ヱンコウカエデなどが少し見られる。亜高木層には

カシ類のほかモミ，イヌブナ，ハリギれコパノトネリコ，アカシデなどが見られる。カシ林下の低木以

下の植物被度表はそれぞれ第 21 表，第 24表および第 'z1表のようである。低木層の被度は第 1調査区で
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第16図 カシ林方形調査(地形中腹，方位 ES. 傾斜角 31 0 ，標高 480m)

Fig. 16 Quadrat of Quercus forest. 

第17表 カシ林樹高階別樹木本数配分表 (10区集計)

Table 17. Quer，ωs forest. Number of tree3 in each height grade in (No. 1-10) quadrat. 

一一一移一I 一種一一一名一一 一一一一一一~一一一樹一He 両 (m) 5 10 15 20 25 ight 計

Sp'ecies" -一~一一一ーー 10 15 20 25 30 Total 

ウラジロガシ Quercus salicina var. steno�hylla 8 13 II 8 40 
ア フ カ シ Quercus glauca 13 13 2 1 29 
ア カ ガ シ Querc，叫s ac叫ta 5 7 13 
シ フ カ シナミ FAQEaZMbMg町i叩eusG cs ufjs ftasnpnonotoya nnmitcca ia na4folia 

6 6 
イ ヌ ブ 2 2 I 5 
モ 3 l 4 
ヒ サ カ キキ ZEeZ4l7hyoa 世ajsspeo yra ta 4 4 
ケ ヤ l 2 4 
オオツクパネガシ Quercus takaoyamensis l 2 3 
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum 2 1 3 

f. dissectum 

カヤ OTOsmFrmeyzath nucittficeim fofius 2 2 
ヒイラギ us 2 2 
コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa var _ serrata 2 2 
ヤマボウシ Cornus kousa l l 
ウラジロノキダ Sorb闘 japonica 1 l 
アオハ Ilex macropoda l 
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第17表(つづき〕

Table 17. (Continued) 

5 1 10 1 15 1 20 1 25 計
! 1 ! 1 ! 1 ! 1 ! 

樹S 種.名 10 1 15 1 20 1 25 1 30 1 Total 
一一一 peeles

サカキ Cleyera ja，ρonica 
オオアカガシ Quercus acuta var. megaPhylla 
イヌシデ Carpinus tschonoskii 
コナラ Quercus serrata 
ヤマザ、クラ Prunus jamasakura 
ケンポナシ Hovenia dulcis 

計 Tota! 1 43 1 38 1 33 1 II 1 1 1 126 

第18表 カシ林胸高直径階別樹木本数配分表 (10区集計)

Table 18. Quercus forest. Number of trees in each diameter grade in (No.1-10) quadrat. 

長戸事!km) 5 !o 115 20125 30135 40145 50155 60165 diamete 70175 
rl ! ! 1 ! ! 1 ! ! 1 ! ! 1 ! ! 1 ! ! 1 ! ! 1 ! 計

10 15120 25130 35140 45150 55160 65170 75180 Tota 

ウ ラジロ ガシ 8 51 3 Quercus sa/icina var. stenophylla 4 61 4 4 21 1 11 1 40 

ア フ カ シ
Quercus glauca 101 6 6 31 2 29 

ア カ jf シ
Quercus acuta l 31 1 I1 2 13 

シ フ カ シ
Quercus myrsina宅folia 21 2 6 

イ ヌ ブ ナ
3 Fagus japoゅûca 5 

モ 、、、

Abies firma 3 4 

ヒ jサ:ap カ キ
Eurya 側ica 4 4 

Zケ'elkova serヤrata キ
l 21 1 4 

オオツクパネガシ
l Quercus takaoyamensis 1 3 

エンコウカエデ Acer mono 
var. marmoratum f. dissectum 3 

カ ヤ
Torreya nucifera 2 2 

ヒ イトilicネラifo ギ 2 Osmanthus ilicifolius 2 

コノ守ノ リコ
Fraxinus lanuginosa var. serrata 2 

ヤ て7 ボ ウ シ
Cornus kousa 

Sウo ラジロノ キ
rbus japonica 1 

ア オ ノ、 ダ
Ilex macropoda l 1 

Cサleyera japカonica キ

オオアカガシ
QMenus acutd var.11Z mアegaphylla 

l 

イヌシ
Caψinus tschonosk 1 1 

コ ナ フ
Quercus serrata l 

ヤ てず ザ ク フ
Prunus jamasakura l l 

ケ ン ボ ナ シ
Hovenia dulcis 

計 Total 35 18 13 13 15 81 3 31 3 61 4 21 1 126 
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第17図 カシ帯状区林木配置図(1) (地形中腹，方位 ES，傾斜角 420，標高 382m)

Fig. 17 Belt-transpct in Querczωforests. (1) 

はアラカシとウラジロガシが高く，第 2調査区ではアオキとウラジロガシが高く，第 3 の調査区ではアオ

キが最も高い。草本層では第 1 調査区ではウラジロガシとアラカシの被度が高く，第 2調査区ではテイカ

カズラとジャノヒグの被度が比較的高く，第 3 調査区ではアオキの被度が最も高くなっている。つる植物

は各調査区ともテイカカズラが最も多く普遍的である。着生植物は各調査区ともノキシノブが普通に見ら
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第18図 カシ帯状区林木配置図 (2) (地形尾根~中腹，方位 SSE，傾斜角 31 0，標高 473m)

Fig. 18 Belt-transect in Quercus fore3ts. (2) 

れる。マメヅタは第 1 調査区の下部ではよく発達している。

3. ブナ類を主とする落葉広葉樹の天然林

i.方形調査区

ブナ類の優占する天然林中に 10m 平方の方形区を 10 か所とれその組成を要約した表をあげると第28

表のようである。この表を見ればわかるように，高木層の総合優占度はイヌプナが最も高くヲプナがこれ

についで高い。そのほかイロハモミジ，ケヤキ，ヤマトアオダモ，ハリギリ，ヤマザクラ，モミ，エンコ

ウカエデなどが見られるが総合優占度はイヌプナとブナにくらべると非常に低い。常在度はイヌプナがV

でブナがEである。イロハモミジなどの他種の常在度はいずれも 1 で低い。亜高木層はイヌブナの総合優

占度が最も高い。ついでモミ，カヤ，アカシデ，ウラジロノキ，ヤマボウシ，アワプキ，シラキ，アカガ
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31 

第四図 カシ帯状区林木配置図 (3) (地形中腹，方位 ESE，傾斜角 35-40 0，標高 382m)

Fig. 19 Belt-transect in Quercus forests. (3) 

シ，ヒサカキ，イヌツグの順であるが，イヌプナに比較すると低い。常在度はイヌプナEで，いちばん高

く，モミがこれについで高く Eである。他樹種はいずれも I で低い。低木層ではアオキとモミの総合優占

度が高い。これにつづいてミツパツツジ，アカガシ，コゴメウツギ，コパノガマズミ，ヤプムラサキ，ウ

ラジロガシ，マノレパウツギ，イヌツゲなどが高いが前の 2種にくらべるとはるかに低い。常在度はモミが
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第19表 カシ林帯状調査区樹高階別本数配分表( 1 ). 

Quercus forests. Number of tree3 in each height grade in No. 1 belt-transect. 

樹 両 (m)
5 10 15 20 25 

樹種名
Height 計

Species 10 15 20 25 30 Total 

ウラジロガシ Quzrcus salicina var. stenophylla 3 3 l 7 

アラカシ QZ467Cus gSEfassuilcta Folia 6 2 2 10 
ツクパネガガシ Quercus l l 

ア カ シ QQEA品F7町b，吋uuu問bv噌ar斤阻eewvyn脚ry，ec仰留%，〉"ufβa協吻u副，ss z zu as aβm，ng附thc岬wya副un，"u'胸iザ四羽ufewgYzm蝿a民f向旬o$舵d均a 喧v 

l 
シラカシ l 
モミ l 2 
コノ宅ノトネリコ ar. serrata l l 
カヤ 2 2 
ヒサカキ l 

Table 19. 

第20表 カシ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表(1)

Quercus forest. Number of tree3 Jn each diameter grade in No. 1 belt-transect. 

IU車型竺r 5 10 25 30 35 40 45 50 55 75 80 85 90 
計! I ! 

10 15 20125 30 35 40 45 50 55 60 80 85 90 95 Total 

ウラジロ ガシ
2 3 7 Quercus salicina var. ste.即'Phylla

ツクパ iネlifoliガz シQuercus sess 
ア フ カ シ

5 l 10 Quercus glauca 
ア カ ガ シ

l Q叫eγcus ac叫:ta

シ フ カ シ
Quercus myrsinaefolia 
モ 、、、

2 Abies fiγma 
コパノトネリコ

l Fγaxi叫叫s lan叫:gi，抗osa var. seγγata 
カ ヤ

2 2 Torreya nucifera 
ヒ サ カ キ
Eurya ja.戸onica

Table 20. 

第21表 カシ林の帯状調査区林床植物被度表 (1)

Quercus forest. Cover degree .of the plants in No. 1 belt-transect. Table 21. 

被度
Cover degree 

類種階層|
Layer I Species 

ア
ウ
カ
モ
ヒ
ア
マ
シ
ガ

2
2
1
1
1
1
1
+
+
 

Quercus gtauca 
Quercus salicina var. stenophylla 
Torreya nucifera 
Abies firma 
Eurya ja_ρ仰iC(J
Aucuba japun兤a 
ﾐeutZia scabra 
Neolitsea ‘sericea 
Vibztrn伹 d匀atatum 

シ
シ
ヤ
ミ
キ
キ
ギ
モ
ミ

カ
ロガ

サカ
オ

ノレノミウ ツ
ログ
マズ

フ

ラジ

低木層

(F) 

q
u
q
U
1
よ

1
4

Quercus salicina var. stenoρhylla 
.Quercμs glquca 
Ðryo.ρteris erythrosora 
oρhioρogor. japo1J.ica 

シ
シ
ゃ
夕
、
ゲ

ガ

ヒ

カ
シ

ロ

ノ

ジ
-
フ
ニ

一
フ
ャ

ウ
ア
ベ
ジ

草本層

(H) 
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Table 21. (Continued) 

被度
Cover degree 

類種階層|
Layer I Species 

革本層

(H) 

ー
+
十
+
+
+
+
+
+
+
+
+

Trachelospermum asiaticum 
F的lS nipponi，ω 
Dryopteris pacifica 
Torreya nucifera 
Cephalotaxus harringtonia 
Dryopteris bissetiana 
Ardisia japor.ica 
Neolitsea sericea 
Pteris cretica 
Skimmia japonica 
Quercus sessilifolia 
Carex lenta var. lenta 

テイカカズラ
イタピカズラ
オオイタチシダ
カヤ
イヌガヤ
ヤマイタチシダ
ヤブコウジ
シロダモ
オオパノイノモトソウ
ミヤマシキミ
ツクパネガシ
ナキリスゲ

+
+
+
+
 

TracheloS�ermum asiaticum 
Narsde担ia tomentosa 
Wisteria floribunda 
Actinidia arguta 

ラ
ン
Jン
ル

イカカズ
ジョラ

テ
キ
フ
シ

つる植物

(L) 
ズ

'マ
ノ + 

Lemmaphyllun microphyllum 
Lepisorus thunbergianus 

タ
ブ

チ

ヅ
シノ

クフ

メ
キ空

第22表 カシ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (2)

Quercus forest. Number of trees in each height grade in No. 2 belt-tran5ect. Table 22. 

←一一樹一Sp種一eCl一e一名s一一一一--_______ 、-----樹ーH 尚 (m) 
5 10 15 20 eight 計

10 15 20 25 Total 

ウ ラジロ ガシ Quercus salicina var. steno，戸hylla 4 6 
オオツクパネガシ Quercus takaoyamensis l 2 
ア カ ガ シ Quercus acuta 2 3 
アラカシ Queycus gselassuirlia fo 4 4 
ツクパネガシ Quercus sessilif olia 

モ ミ FAJ白4O4hGmcb84柳wお03H‘ass錦nsmfpR醐rhwg師加p初似osdn陣a訓sufu日fm q加fobfm dVa聞r. 
2 l 3 

イヌブナ l 3 4 
ハリギリ
アカシデ
ヒイラギ 2 2 
イロハモミジア ρalmatum 
イタヤカエ Acer mono var. marmoratum 

f. heterophyllum 
イ ヌ ツ グ Ilex crenata 
コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa var. serrata 

第23表 カシ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表 (2)

Quercus foreョt. Number of treeョ in each diameter grade in No. 2 belt-transect. Table 23. 

~一樹一戸一種一一主~名主\一\一一~一B\一Z飽一1S一1胸一h拍a二d車二優t二d二Eza二m函ne[】ter 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 160 計

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 165 Total 

ア カ ガ シ l l 3 Quercus acuta 
オオツクパネガシ

1 2 
Quercus ジtak，ωロ'yamガensi，シs 
ウラ 3 I 1 l 6 Quercus salicina var. stenoρ'hylla 
ノ、 リ ギ リ 1 l Kalopanax pictus 
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Table 23. (Continuecl) 

三註君!F(cm) 5 10 15 20 35 40 45 50 55 60 65 160 計iameter 111 
10 15 20 25 30135 40 45 50 55 60 65 70 165 Total 

アグク'cusラノg号lau カ シ 4 4 Quercus glauca 
ツ ネガシ
Quercus sessilifolia 
モ 、、、、

3 Abies fiγ悦4

イヌブ ナ 2 I 1 4 Fagus japonica 
ア カ ジ アJ 

Carpinus laxiflora 
ヒ イ フ ギ 2 2 Os押tanthus ilicifolius 
イロハモ 、、、 ジ

Acer palmatum var.ρデhaeltm6A7a0tcρuehFmyfmluom no イタヤカエ
var. marmoratum f. 
イ ヌ ツ グ
Ilex crenata 
コノ守ノ laトn ネリコ l Fraxinus lanuginosa var. serγ'ata 

第24表 カシ林の帯状調査区林床植物被度表 (2 ) 

Table 24. Quercus forest. Cover clegree of the plants in No. 2 belt-transect. 

階層|
Layer 

種 類 度

mg
b
 

e
 

'BG r
 

e
 

v
 

被
白Species 

ア オ キ AUCuba jsaaρlot-cninfca a 2 
r7 ラジ ロ ガシ Quercus salicina var. stenoρhylla 2 
ヒイラギ Osmanthus niIukgtzfnoolisua s 

低木層
コノξ ノトネリコ Fraxinus lanuginosa var. serrata + 
イヌブナ FQwaUgb6uu7Cnsuzjs mGIsn Peosnesfiim loifsuom ffa + 

(F) ツクパネガシ + 
コパノガマズミ var. punctatum + 
ヤプムラサキ NCQaeuolelliFicctasueゆsa a gsleamF目ioZkleGla fs + 
ア ラ ダカ シ + 
シロ モ + 

テイカカズラ hACrcTqT，mkonpfvz3smhwd犯岬maJbxのhm4uρete砲wJEqz砂ゆz，nsqmsuanMpecena mm，zVv3錫agad診pumurhm 叩um 田mu闘sanunss認Sa fa 2￠筒御ジャノヒゲ
カヤ + 
ヤブコウジ + 
シュンラン + 
ベニシダ + 

草木層 シャガ 十

(H) ナキリスゲ + 
ク サ イ チ ゴ Rubus hirsutus + 

ダチツボス ミ レ 血AASQVEUPm舵ヲ加1由2略，包珊珊m恒dgm醐a包ma戸本，制sh戸g抑骨ψh田U醐u軍棚mZ四Bm dzg e田dgdm SFdl脳
+ 

カンアオイ 十

ミヤマシキミ + 
チヂミザサ 十
クマワラビ + 
アオキ + 

テイカカズラ HTTeGdEehmefbTshp即u時mbeuam asiattmm 十

つる植物 キ ヅ タ グh即時 十

(L) キ ~ ヨ フ ン Narsd，側ia tOl叫叫:tosa + 
イ タピカズラ Ficus nippo明ica + 

物植
リ

生
α
着 ノキシノブ Lepisorus thtmbergianus 

ヒメノキシノブ Le片orus 抑制
+ 
+ 
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第25表 カシ林帯状調査区樹高階別本郷己分表 (3 ) 

Table 25. Quercus forest. Number of trees in each height grade in No. 3 belt-transect. 

一一樹一~SE一種ec 一es名 一~樹-一19一n 局 (m) 5 10 15 20 25 
言十

10 15 20 25 30 Total 

ウラジロガシ QMTcus gsmtaahyhliuaycsoicniya na aamevfeaonrlsi.a is stmgoρhylla 3 2 2 8 
アラカシ Quercus 5 9 15 
オオツクバネガシ Quercus l I 
シラカシ Quercus l 2 
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum l l 

f. dissectum 

ミズキ AcSAcFACTd昭hhaGMFawdmh7dd9"，ωume明bm四m99Hasua附，tazsmhJSa 5匁enIJhphZam9zaK制pbrnm1yu6oMu岬fmumn闘geMsm uw四nm 沼mvua呼akmr 泡a 

l 2 
フジキ 2 2 
シラキ 4 4 
オオモミジ amoenum l 
ヤプツパキ
コパノトネリコ var. serγata l 
クマシデ 1 
アワブキ 1 l 
カヤ l l 

第26表 カシ林帯状調査区直径階別本数配分表 (3)

Table 26. Quercus forest. Number of trees in each diameter grade in No. 3 belt-transect. 

一一----- 胸高直荏~記示) I " 1, ̂  I '" I ~^ I ~" I "̂  I "" I '̂  I '" I "̂  I "" I M I ---、 n 一一「竺で庁ーミ三、-，. ~イート 1 5 1101151201251301351401451501551801851 
掛掃工__________ Breas山，eight diameterl'� I 't I '{ I "t I "{ I '"'t I '"'i' I Y 1"7{ I "'t I "'i' I Y I O{ I � 
樹種名 ----一 I ,"r. 1 ,"r: I ~~ I '"J~ 10~ 10~ I d~ I A~ I ~~ I ~"c I ~~ I n\~ I f"\~ I '州 D-?七二，_， --ー-ー← 110 115120 1251301351401451501551601851901 Tota1 Species ~一一一一一一I'VI ''''I"vl'''"'I ,",vlv'''I "7VI "7'''I'''VI''''''luvlo'''17VI 

ウラジロガシ
Que1τus salicina var. stenophylla 
オオツクパネガシ
Quercus ta加oyamensis
アラカシ
Quercus glauca 
シラカシ
Quercus myrsinaefolia 
ミズキ
Aucuba jゆ叩ica
エンコウカエデ
Acer mo叩o var. marmoratum f. dissectum 
フヅキ
Cladrastゐ ρlatycarpa
カヤ
Torreya nucifera 
コノf ノトネリコ
F1匂xinus lan句通~inosa var. serrata 
クマシデ
Carpinus japo叩ica
シラ
Sψium ja少onicum

キ

オオモミジ
Acer palmatum var. amoenum 
ヤブツパキ
Camellia japonica var. 先P仰ica
アワブキ
Meliosma 押~yriantha

1 12 11111 111 8 

615 4 15 

2 2 

2 2 

2 2 

3 1 1 4 
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第27表 カシ林の帯状調査区林床植物被度表 (3)

Table 27. Quercus forest. Cover degree of the plants in No. 3 belt-transect.. 

階層|
Layer I 

種 類 !被度Cover degree Species 

ア オ キ AhRQAu加m縦肱η訓drA叫s句afz 会s開Eamjsbduo抑nanwm u佐ywg d官必atatu
2 

アラカシ
モミ
ヒサカキ
ミツパツツジ m l 
コパノガマズミ Viburnum erosum var. punctatum l 

ツ ク パ ネ ガ シ m申曲ROh出um抑制o町制醐r田闘かt叫h叫騒suvs即dtfdfscUlJgu41剛nftWaグtOJ0mfva 12n師v 

+ 
シキミ + 

低木層 ヒイラギ + 
(F) ヤマウルシ + 

ウラジロガシ Quercus salicina var. stenoPhylla + 
アオハダ Ilex macr，υρoda + 
ク ロ モ ジ Lindera Ul棺bellata + 
ノ、 ナ イ カ モダナ NHEueeolowfnui少nsegnsuia s s ejorazipcyeoρa nhiycla fu s 

+ 
ツ リ ノ、事 + 
シ ロ ダ + 
ヤ プ ツ ノ、ー キ ECalammegffniaus jagJhfoanb ka + 
ツ ノレ グ ミ γa + 

テイカカズラ SQTkTuiaemc7hCmUgliSoa sSiasalyjkhmoinnua km a vaasri.atSitmenm o 
2 

ミヤマシキミ
ウラジロガシ oρhylla 

ア オ キ EDAAALCqQFuゅpηUbdmη必d曲ψcmmpabhpsna師HauuIddfd，gnoFf"酬iaFかma4s'm甥Pg包matme輔sF，mfSω U歩岬J副血Pmvtha醐叫ymMo9剛smmoUm g唱S 伽va2xa 

ヒサカキ + 
ジャノヒグダ + 

草本層 ベニシ + 
(H) ホソパトウグシパ . serratum + 
モミ + 
イヌガヤ + 
ヤブコウジ + 
シも ュ ーン フー 、ン + 
ご巳 ゴ トノス キグ SCりsn74zz SjEacIhうoanliknaensis var.alterniflom + 
オオイ + 
レノ ロ ダ モ Neolitsea sericea + 

つる植物| フ
(L) I テ

着生植物 I , 
(E) I ノ

ミ:; Wisteria floribunda 
イカカズラ Trachelospermum asiaticum 

キシノブ Leρisorus thunbergianus 

+
+
一
+

いちばん高く Vであり，アオキとアカガシがWである。これらについでコパノガマズミ，ウラジロガシが

Eである。

草本層の総合優占度はアオキが最も高く，ミヤマシキミ，ツlレシキミ，モミ，コウヤボワキ，オオイト

スグ，オクモミジハクやマ，カシワパハグマなどが順次高い。常在度はミヤマシキミとカシワパハグマがV

でいちばん高く， アオキとモミがこれについで高く IV である。ツlレシキミ，コウヤボウキ，オオイトス

グ，ジャノヒグ，シュンラン，アカショウマ，クロモジは皿である。つる植物ではテイカカズラとイワガ

ラミの 2種が見られたのみである。テイカカズラの常在度は国である。一般にブナ林ではモミ林やカシ林

などに比較してつる植物の生育は不良である。着生植物の発達もモミ林やカシ林にくらべて悪く，ヒメノ

キシノブ，ノキシノブ，カヤラン，ピロウドシダなどがわずかに見られるに過ぎない。

プナ林の方形調査区のうち，代表的だと息われるものを 3 か所あげると第 20 -第 22 図のようである。

方形調査したプナ林 10 か所の樹高階別の本数配分は第 29 表のようである。 この表を見ればわかるよう

に，イヌブナは 5 -10m から 20-25m の聞にあり，そのうち 15-20mのものが最も本数が多い。プナは



第28表ブナ林組成要約表

Table 28. Summarized association table of Fagus. 

掛
N
E
M
m務
非
3
h
昨
濃
川
町O
N
M
E
n
u司
中
角
)
割
引
開
(
骨
骨
一
回
世ν
)

1
l

印
一
円
|
わ

標準地番号 Quadrat 1 LT 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 110 

標準地面積(mり Area l∞|叫
地 形 Configuration 尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根

階 層 種 類 海抜高(m) Altitude 46014601叫 450145014801450152015601480 常在度 総合優占度

Layer Species 傾斜方向 Exposure of slope N IENI N I~WINEI N INWI ~ I~\\TIEN Constancy Coverage val ue 

傾斜角度 (0) Steepness of slope 361 30 1 421 31 1 40 1 20 1 391 37 1 36 1 24 

最大林分高 Maximum height of stand 22119120 123125 125 121 123122120 

最大胸高直径 Maximum d. b. h. 631521641 70 1991 70 137 133161 134 

イ ヌ プ ミ ナジナ FAFauCgg67 uus s 1bdjcammpnoanattuiu cm a var.1halmatum 
5 5 5 3 3 4 4 4 4 V 5875 

ブ 4 4 3 3 2 5 E 3050 
イ ロノ、モ 3 375 
ケ ヤ キ Zelkova serrata 2 175 

高木層

オオモ ミ ジ AFJKhAz，eezbzwaMebnnerμs世p匁mf闘dsMa田mmzFkmm a4mp陶a臼鉱mk悶陶u凶vsm ar a酎師um 50 

(AP) ヤマトアオダモ 50 
ハリギリ 50 
ヤマザ、クラ l 50 
モミ firma l I 50 
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum I 50 

f. dissectum 

イ ヌ プ ナ RAζs白アhhw併bgr剤y面A合問回P包m師Sf留f回Aaa抑向bg錫制h四叫mommafzfuagZu oa m 

3 2 2 3 E 1200 
モミ 3 2 E 650 
カヤ 2 I 225 
アカシデ 2 I 225 

亜高木層 ウラジロノキ 2 I 175 

(A S) ヤマボウシ 2 I 175 
ア ワ ブ キ Melio幻najaρmoynrkiaunm tha l I 100 
シ フ キ Sapium I 100 
ア カ ガ シ Quercus acuta I 50 
ヒ サ カ グキ 1E16uz yyca rejnaρatoa nka l 50 
イ ヌ ツ I 50 
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Table 28. (Continued) c.n 
ト3

挙
糠
刊
丹
醐
滞
紳
湘
当
哨
何
難
市
町

満
H
U町
中

標準地番A号ー一一一一一一一一一一一一階 層 Quadrat l 2 3 4 5 6 I 7 8 9 常在度 総合優占度
Layer 種 類 il Con中ncy Coveragevalue Species 

アオキ 3 2 3 2 2 2 W 1550 
モミ 3 l 2 2 l 2 3 + V 1426 
ミツパツツジ 3 3 

芯J
750 

アカガシ l + 十 1 1+ 203 
コゴメウツギ + 2 176 

+ + E 152 
ヤプムラサガ キ + E 101 
ウラジロ ジ l 十 + 十 + E 54 

マノレパウ ツグギダ + 十 十 l E 53 
イヌツ + 十 l H 52 

低木層 アオハ
十

I I 51 
ダンコウノξ イ + l 

550 1i (F) ヤマボウシ
カヤ I 50 
イキ ヌ ブナ l I 50 
ハギ l I 50 

ツリパナ + 十 + + E 4 
ヒイラギ + + + E 3 
シラキ + + + E 3 
アワブキ + + + E 3 

ク ロ モ ジアダプ + + I 2 
アカシ + + I 2 
ハナイカ 十 + I 2 
ムラサキシキ + I 1 

アオキ 3 3 3 2 IV V 165000 2 
ミヤマシキミ 2 l 2 1 + + 
ツ Jレシキミ repens 1 2 十 E 376 
モミ + + l l l W 302 
コウヤボウキ + 1 E 201 

十 + l + + 国 104 

オクモミジハザググマ + E 101 
カシワパハ マ + + + + + + 十 l + V 58 
アズマネ サグ 50 
ジャノヒ + + 十 + + + E 6 
シュンラン 十 + 十 + + 国 5 
アカショウマ + + 十 + 取 5 
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第20図

第22図

、‘.-

プナ林方形調査(地形尾根，方位 N，傾斜角 420 ， 標高 420m)

Fig. 20 Quadrat of Fagu$ forest. 



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか)

第21図 ブナ林方形調査(地形尾根，方位 NE ，傾斜角 40ヘ標高 450m)

Fig. 21 Quadrat of Fagus forest. 

- 55 ー

15~20m と 20-25m の聞に生じ， このうち 20~25m のものの本数が多い。ブナ林の胸高直径階別の本

数配分は第 30 表のようである。この表を見ればわかるように， イヌブナは 5 -10cm から 60~65cm の

聞にあり， 10-15cm のものの本数がいちばん多く，最大のものは 65cm である。ブナは 30~35cm から

95~100cm の聞に存在し，かなり太いものが多くそのうちいちばん太いものは 99cm である。

ii .帯状調査区

プナ類の代表的な林と思われる箇所に長さ50m，幅 5mの帯状調査区を 3 か所とり調査した林木配置の

状態は第 23 図~第 25 図のようである。また帯状調査区の樹高階別の本数配分はそれぞれ第 31 表，第 34

表および第 37 表のようであり，胸高直径階別の本数配分はそれぞれ第 32表，第 35 表および第 38 表のよ

うである。以上の図と表を見れば明らかなように，イヌプナの樹高は 5 ~10m から 25-30m の聞に存在

し， 20~25m のものの本数が最も多い。最高は 30m である。ブナの樹高は 15-20m から 25-30m の間

にあれ 25-30m のものが本数が最も多い。最高は 24m である。胸高直径はイヌプナにおいては 5 ~lO 

cm から 70~75cm の間にあり， 5 -lOcm , 25-30cm および 35~40cm のものが本数が多い。最も太い
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第29表 ブナ林樹高階別樹木本数配分表(10区集計〉

Table 29. Fagus forest. Number of trees in each height grade in (No. 1-10) quadrat. 

一一一一一一一 樹一. .高 (m) 1 5 1 10 1 15 1 却 1 25 1 30 1 35 1 乱
山 ~ ~一一一一一一一一 Height 1 '� 1 't 1 't 1 y 1 -!-1 -i い| 討
樹【種.名 ---一一一一一一 I~I~I~I~I~I~I~IT~~ 

δpecles 一一 一一一一一l J J J J J J J 
イヌプナ Fagus japonica 
モミ Abies firma 
ブナ Fagus crenata 
アワブキ Meliosma niyriantha 
カヤ Torreya nucifera 
オオモミジ Acer palmatum var. amoenum 
アカシデ Carpinus laxiflora 
イロハモミジ Acer ρalmatum var. palmatum 
ヒサカキ Eurya japonica 
ウラジロノキ Sorbus japonica 
イヌツグ Ilex crenata 
ヤマボウシ Cornus kousa 
ミツパツツジ Rhododendron dilatatum 
ヤマトアオダモ Fraxinus longicuspis 
ノ、リギリ Kaloρanax pictus 
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum 

f. dissedum 
ヤマザクラ Prunus jamasakura 
ケヤキ Zelkova serrata 

計 Total

l;|l;|21: 0
3
8
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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第30表 プナ林胸高直径階別樹木本数配分表 (10区集計)

Table 30. Fagus forest. Number of trees in each diameter grac1e in (No.1-10) quadrat. 

三三4ぷ二 n 胸亭耳年(~~) 15 1101 15bobsbob蜘|姉0[55倒的作0[75[80[85[卯[95[ 叫
品主幅三_________ .t:Ireast-n叫ht diameterl'� IYIYlynTtl 日 tl '!T!T!T!T!-r !-r !T!T!-r !-I-! 1 訂
樹内種.名 -----------ーー 11 '01 151z'olz5b'ob514'ol4515'ol5516'ol6517'oli518'oI8519019511 �l Total 
P悦les -一一一一一寸 J J J J J ! J J J J J J J J J J J J E 

イヌブナ
Fagus μ抑制ca

モ
Abies firma 
ブ
Fagus crenata 
アワブキ
Meliosma myriantha 
カ
To庁eya nucife四
オオモミジ
Acer pa加。tum var. amoenz,m 
アカシデ
Carpinus lax伊ora
イロハモミジ
Acer ρα加atum var.ρalmatum 
ヒサカキ
Eurya japo叫切
ウラゾロノキ
Sorbus メ'apo叩ica
イヌツグ
Ilex crenata 
ヤマボワシ
Cornus kousa 
ミツバツツジ
Rhododendron dilatatum 
ヤマトアオダモ
Fraxinus longicus，ρis 
ハリギリ
Kaloρanax ρictus 
エンコウカエデ
Acer mono var. marmoratum f. dissectum 

山141~151川 4
、

、

、 81 11 11 11 11 1 

ナ

3 

ヤ 2 

11 1 

41 4 60 4 

13 

11 1 21 1 8 

3 

2 

2 

2 
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第30表 (つづき〉

Table 30. (Continued) 

ヤマザク
Prunus jamasakura 
ケヤキ
Zelkova serrata 

計
Total 

11 101 

第23図ブナ帯状区林木配置図(1) (地形中腹，方位 NE ，傾斜角 32 0，標高 509m)

Fig. 23 Belt-transect in Fagus forest. 
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ものは 72cm である。プナは胸高直径は 45-50cm から 75-80cm の聞に存在し， 45-50cm のものが本

数が多い。最も太いものは 78cm である。

高木層にはブナのほかイロハモミジ，ケヤキ，エンコウカエデなどが少し見られる。亜高木層にはイヌ

第24図 ブナ帯状区林木配置図 (2) (地形中腹，方位 NW，傾斜角 30 0 ，標高 515m)

Fig. 24 Belt-transect in Fagus forest. 
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ブナラウラジロガシ，イロハモミジ，オオモミジ，アカガシ，カヤヲウワミズザクラ，カマツカラウラジ

ロノキ，アオハダなどが生えている。ブナ林下の植物被度表はそれぞれ第 33 表，第 36 表および第 39表

のようである。第 1-第 2 調査区の低木層はともにアオキの被度が最も高く林下を全面に被覆している。

第25図 ブナ帯状区林木配置図 (3) (地形中腹，方位 N，傾斜角 35 0 ，標高 54Üm)

Fig. 25 Belt-transect in Fagus forest. 
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第31表 ブナ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (1)

Fagus forest. Number of trees in each height grade in No. 1 belt-transect. 

林業試験場研究報告- 60 ー

Table 31. 

樹 両 (m) 5 10 15 20 25 Height 計
樹 種

10 15 20 25 30 Total Species 

ブナ FFzaaeJgghuuoss zyG jCa7Sρ66no7anratia cta a 
2 2 

イヌプナ 2 4 8 

ケ ヤ アキ l 
エンコウカエ Acer mono var. marmoratum l 

f. dissectum 
イロハモミジ Acer ρalmatum var. '�almatum l l l 
ア カ ガ シ Quercus acuta 1 l 
カヤ pTfOuFnreuysa nwifem l 
ウワミズザクラ us grayana 

第32表 ブナ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表(1)

Fagus forest. Number of trees in each diameter grade in No. 1 belt-transect. Table 32. 

IFE事F 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 計

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 Total 

ブ ナ l 2 Fagus crenata 
イ ヌ プ ナ

2 I 1 2 l l l 8 Fagus ja'�onica 
ケ ヤ キ l l Zelkova serrata 
イロハモ ミジ
Acer '�almatum var. デρalmAacteurm m 
エンコウカエ ono 
var. marmoratum f. dissectum 

ア カ ガ シ
Quercus acuta 
カ ヤ
Torreya nuズcifeザm 
ウワミ クラ
Prunus grayana 

第33表 ブナ林の帯状調査区林床植物被度表 (1)

Fagus forest. Cover degree of the plants in No. 1 belt-transect. Table 33. 

被度
Cover degree 

種階層 i
Layer 

類

低木層

(F) 

5
1
1
1
1
+
+
+
+
+
+
+
 

Species 

Aucuba ja'�onica 
Viburnum erosum var.ρunctatum 
Quercus acuta 
Abies firma 
Callicarpa japonica 
Stachyurus praetox 
Viburn伹 dilatatum 
Helwingia japonica 
Osmanthus ilicifolius 
Ilex macropoda 
Neolitsea sericea 
Saρium japonicum 

アオキ
コパノガマズミ
アカガシ
モミ
ムラサキジキブ
キプシ
ガマズミ
ハナイカダ
ヒイラギ
アオハダ
シロダモ
シラキ

2
2
+
 

Aucuba ja�onica 
Skimmia ja�onica 
Carex sachalinensis var. alterniflora 

キ
ミ
グ

キ
ス

オ
マシ
イト

ヤ
オ

ア
ミ
オ
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第33表 (つづき)

Table 33. (Continued) 

階層 l
Layer 

草本層

(H) 

つる植物

(L) 

種 類
Species 

カ ン ア オ イ Asarum niPponicum 

テイカカズラ AOcQTsPwnbmdhz匹udmω向dJltsnzhba8，csu明0phsn aaa dffmzwtnψmt曲r岡u，S，gB田s 回gnvaartu.uSm 63cm モミ
ヒイラギ

ジ ャ ノ ヒ ゲグダ
オオイトス
アオハ flex macroρoda 

キ ヅ タ }{edera rhombea 
キ '/ ヨ フ ン Narsdenia tomentosa 
テイカカズラ Trachelos，ρermum asiaticum 

第34表 ブナ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (2)

- 61 ー

被度
Cover degree 

+ 
+ 
+ 
+ 
十

+ 
+ 

+ 
+ 
+ 

Table 34. Fagus forest. Number of trees in each height grade in No. 2 belt-transect. 

瓦よ子一一ーブ
5 10 15 20 25 Height 計

10 15 20 25 30 Total 

イヌプナ AFaCg67us PfaalmlboaηtfuCm G 
3 6 1 16 

オオモミジ var. amoenum 
ウラジロガシ Quercus salicina var. stenophylla 3 
カ ヤカ PTOOUTTrtehya hena ucuiiffelom sa va r • 1am is l 
カ 守ア ツ l 
ウラジロノキ Sorbus japonica l 

第35表 プナ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表 (2)

Table 35. Fagus forest. Number of trees in each diameter grade in No. 2 belt-transect. 

よ主坦予言m) 15 
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 計iameterl 'i 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 Total 

Fagus j{{ρonica 3 2 l l 2 16 

オオモミジ l l Acer palmatum var. amoenum 
カ 'マ ツ カ

I Pourthiaea villosa 
ウラデロガシ

3 3 Quercus salicina var. steno，ρhylla 
カ ヤ l 1 Torreya nucifera 
ウラジロノ キ l 1 Sorbus ja，ρonica 

第 3 の調査区ではアオキの被度がいちばん多いが，第 1 ，第 2調査区のように林下全面をおおうほどでは

ない。第 1調査区ではアオキのほかコパノガマズしアカガシラモミ，ムラサキシキブなどの被度が比較

的高い。第 2 の調査区ではアオキのほかは被度の高いものは見られず，ムラサキシキブ，ヒイラギ，アカ

ガシなどが点生している。第 3 調査区ではアオキのほかクロモミジ，コバノガマズミ，ムラサキシキブな

どの被度が比較的高い。
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第36表 ブナ林の帯状調査区林床植物被度表 (2)

Fagus forest. Cover degree of the plants in No. 2 belt-transect. Table 36. 

階層|
Layer I 

被 E
Cover degree 

4
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

類

Aucuba japonica 
Callicaゆa japonica 
Osmanthus ilicifolius 
Quercus a，仰ta
Cor珂us kousa 
Viburnum erosum var.ρunctatum 
Lindera UI刊bellata
Sorbus jaJうonica
Torreya nucifera 
Quercus salicina var. stenophylla 
Eurya japonica 
Deutzia scabra 
Euonymus OXYlうhyllus
He!ωingia ja.ρonica 
Callicarpa 削ollis

Species 
種

アオキ
ムラサキシキブ
ヒイラギ
アカガシ
ヤマボウシ
コパノガマズミ
クロモジ
ウラジロノキ
カヤ
ウラジロガシ
ヒサカキ
マ 1レパウツギ
ツリパナ
ハナイカダ
ヤブムラサキ

低木層

(F) 

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Trachelospermum asiaticum 
oρhiopogon japonica 
Pertya scandens 
Viola bisseti 
Oxalis acetosella 
Calex sachalinensis var. alterniflora 
Skimmia japonica 
Torreya nucifera 
Quercus salicina var. steno�hylla 
Ardisia japonica 
Cymbidium virescens 
Quercus acuta 
Ce�halotaxus harringtonia 

テイカカズラ
ジャノヒグ
コウヤボウキ
ナガパノスミレサイシン
ミヤマカタパミ
オオイトスゲ
ミヤマシキミ
カヤ
ウラジロガシ
ヤブコウジ
シュンラン
アカガシ
イヌガヤ

草本層

(H) 

+ 
+ 

Trachelospermum asiaticum 
Actinidia arguta 

ス
ヅ

ラ
ル

カ
チ

カ
ク

イ
フ

ア

シ

+ 
+ 

Lepisorus thunbergianus 
LeJうisorus onoei 

ブ
プ

シノ

キシノ
キ
メノ

ノ
ヒ

着生植物
(E) 

第37表 プナ林の帯状調査区樹高階別本数配分表 (3)

Fagus forest. Number of trees in each height grade in No. 3 belt-transect. Table 37. 

77一一一一一
樹 両 (m)

5 10 15 20 25 
Height 計

Species 10 15 20 25 30 Total 

プ ナナダ FFRaaexgguums s ajccaypyeonoρnaotidca a a 
2 2 4 

イ ヌ ブ 3 3 7 
ア オ ノ、

イロハモミジ Acef JIbうaaflmmatum var.Palmatum 
オオモミタ Acer palmatum var. amoenum 1 

草本層は第 1 調査区ではアオキとミヤマシキミの被度が比較的高く，オオイトスグ，カンアオイなどが

これについでいる。第 2調査区では被度の高いものはなく，テイカカズラ，ジャノヒグラコウヤボウキ，

ナガパノスミレサイシンなどが点生しているに過ぎない。第 3 の調査区ではコウヤボウキの被度が最も高

\，オクモミジハグマ，カシワパハグマ，スズダケ，ヤブコウジ，オオイトスグ，カンアオイ，タカオヒ

ゴタイなどの被度が比較的高い。つる植物は各調査区とも発達悪くテイカカズラ，キヅタ，キクヨラン，

シラクチヅIレなどがわずかに見られるに過ぎない。着生植物の発育も悪く，第 1調査区にはなく，第2-

第 3調査区ではノキシノブとヒメノキシノブがわずかに見られる。
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第38表 プナ林の帯状調査区胸高直径階別本数配分表 (3 ) 

Fagus fore3t. Number of treeョ in each diameter grade in No. 3 belt-transect. 

ほか)高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林

Table 38. 

工云EiFtm〉 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 
計t dlameterl 1 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 Total 
一

ブ ナ
l 4 Fagus crenata 

イヌブ ナ
2 I 1 l 6ム. 7 Fagus japonica 

ダア オ ノ、

Ile~ 飾品Cγo長oda
オ オ モ 、、、 ジ
Acer ρalmatum var. amoenum 
イ ロハモ ミジ
Acer palmatum var. palmatum 

第39表 ブナ林の帯状調査区林床植物被度表 (3)

Fagus forest. Cover degree of the plants in No. 3 belt-transect. Table 39. 

被度
Cover degree 

類種階層|
Layer I Species 

低木層

(F) 

2
1
1
1
+
+
+
 

Aucuba japo削.ω
Lindera umbellata 
Viburnum erosum var. pu舟ctatum
Callicarpa japonica 
Saρium ja，ρonicum 
Fraxinus lanuginosa var. serrata 
Quercus acuta 

キ
ジ
ミ
ブ
キ
コ
シ

ズ
キ
リ

モ
マ
シ
ネ
ガ

オ
ガ
キ
ラ
ト

ロ
ノ
サ
ノ
カ

パ
ラ
パ

ア
ク
コ
ム
シ
コ
ア

2
1
1
1
1
1
+
+
+
十
+
+
+
+
+
+
+
+

Pertya scandens 
Ainsliaea acerifolia 
Pertya robusta 
Sasa �urpurascens 
Aγdisia japon仰
Carex sachalinensis var. alterniflora 
Asarum n妙.ponicum
Saussurea sinuatoides 
Cymbidium virescens 
Aucuba japo河ica
Quercus salicina var. steno.ρhylla 
Abies firma 
Lindera umbellata 
Lonicera graciliPes 
Viburnum dilatatum 
Steρhana揖dra incisa 
Astilbe thunbergii 
0ρhioρogon japonicus 

コウヤボウキ
オクモミジハグマ
カシワパハグマ
スズダケ
ヤブコウジ
オオイトスグ
カンアオイ
タカオヒゴタイ
シュンラン
アオキ
ウラジロガシ
モミ
クロモジ
ウグイスカグラ
ガマズミ
コゴメウツギ
アカショウマ
ジャノヒゲ

草本層

(H) 

+ Trachelospermum asiaticum ブズカカイア

+ 
+ 

Lepisorus thunbergianus 
Lepisorus onoei 

ブ
ブ

シノ

キシノ
キ
メノ

ノ
ヒ

着生植物

(E) 
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4. アカマツ天然林

i 方形調査区

林業試験場研究報告第 196 号

アカマツ林は大きな尾根または小尾根，まれに南面の中腹に見られる。先にあげた 3 つの森林にくらべ

ると分布面積が狭い。東部の金比羅台を除いた他のアカマツ林の多くは大径木が一局部に群生し，遠望す

ると立派なアカマツ純林の様相を呈している。しかし森林内には大小のモミが沢山生じ，低木層や革本層

の構成植物はモミ林下と大差ない状態である。

さてアカマツの優占する森林中に 10m 平方の方形区を 10 か所とり，その組成を要約した表をあげると

第 40 表のようである。この表を見ればわかるように，高木層ではアカマツが断然多く上層林冠を占有し，

総合優占度が最も高い。アカマツのほかはモミ，ヤマザクラ，ウラグエンコヴカエデラエンコウカエデ，

アラカシなどが少し混生しているが総合優占度は高くない。常在度はアカマツがVであり，ついでモミの

みEであり，他樹種はすべて I である。亜高木層では総合優占度はモミが最も高く，アカマツは第 2 位で

はあるがかなり低い。そのほかアラカシ，エンコウカエデ，ヤプツパキ，アオハダ，コパノトネリコなど

が見られるが少ない。常在度はモミがEであるほか他はすべて I である。低木層では総合優占度のいちば

ん高いのはアオキであり，ついでアラカシ，コナラ，ヤブムラサキ，ウラジロガシラクロモジ，ムラサキ

シキブヲヤブツパキ，シラキ，コパノカマズミ，コパノトネリコ，モミなどの順に高いが，モミ林下など

のように 1 樹種で独占するようなことはない。常在度はアオキ，アラカシ，ヤブムラサキ，クロモジ，ム

ラサキシキブ，コパノガマズミの 6 種がEであり，コナラ，ウラジロガシ，ヤブツパキ，シラキ，コパノ

トネリコ，モミ，マノレパウツギ，ツリパナ，ウワミズザクラ，ハナイカダ，ダンコワパイ，イヌガヤがE

である。

草本層で総合優占度のいちばん高いのはチゴユリであり，これについでコウヤボウキ，ミヤマシキミ，

テイカカズラ，コナラ，アオキなどが高い。常在度はミヤマシキミがVでいちばん高く，チゴユリ，コウ

ヤボウキ，テイカカズラ，ジャノヒグがNでこれについでいる。アオキ，モミ，ヒイラギ，シュンランは

Eである。つる植物ではテイカカズラの常在度が高く IVであり，他のツタウノレシ，キヅタ，フジ，ミツバ

アケビなどは常在度 I で僅少である。着生植物はアカマツが尾根筋に多く生じ，乾燥し，空中湿気が少な

い関係や，樹皮の形態などにより発達悪く， ノキシノブとヒメノキシノブがわずかに見られるにすぎな

u、。

アカマツ方形調査区のうち，その代表的なものを 3 か所あげると第 26 図~第 28 図のようである。方形

調査したアカマツ林 10 か所の樹高階別の本数配分は第 41 表のようである。この表を見ればわかるように

アカマツの樹高は 5 -10m から 30-35m の聞にあり， 5 -20m と 25-30m のものが最も本数が多い。

3O-35m の高さのものが 9本ある。アカマツ林の胸高直径階別の本数配分は第 42 表のようである。この

表を見ればわかるようにアカマツは 5 -10cm から 90-95cm の間にあり， 20-25cm , 55-60cm および

60-65cm のものの本数が多い。かなり太い木が多く，最も太いものは 94cm におよぶ。

ii.帯状調査区

アカマツの代表的な林と思われる 3 か所に長さ50m，幅 5mの帯状調査区を 3 か所とり調査した林木配

置の状態は第 29 図~第 31 図のようである。また帯状調査区の樹高階別の本数配分はそれぞれ第 43 表，

第 46 表および第 49 表のようであり，胸高直径階別本数配分はそれぞれ第 44表，第 47表および第 50 表

のようである。



第40表アカマツ林組成要約表

Table 40. Summarized association table of Pinus densiflora forest. 
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標準地番号 Quadrat 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 110 
標準地面積(nf) Area l叶刈
地 形Configuration 尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|尾根|中腹|中腹|尾根

階 層 種 類 海抜高(m) Altitude 45014201判。01 2叫 2001250 1220 12~0 1480 常在度 総合優占度

Layer Species 傾斜方向 Exposure of slope w 1 w 1 WS 1 S 1 WS 1 S 1 WS 1 E S 1 S 1 W Constancy Coverage val ue 

傾斜角度(") Steepness of slope ~I~I~I 4 Iwl~I~I~I~I~ 
最大林分高 Maximum height of stand ~1~1~1~1~1~læl~I~I~ 
最大胸高 Maximum ム b. h. 75 1 77 1 751 94180 1 45 1 74156153166 

アカマツ PAPQmiMbniUutnss cuuFs ds Ierjnsmaasma liifac1is0ns7a ha uvm ar 
V 5 5 4 4 4 4 4 4 7000 

ウラジロガシ . stenojうhylla 3 I 375 
高木層 モミ 2 E 275 

ヤマザクラ 2 225 
(AP) ウラゲエンコウカエデア=: ~~~r mono var. conniv~n~， 2 175 

エンコウカエ Acer mono var. marmoratum 2 175 
f. dissectum 

ア フ カ シ Quer.ω:s acuf，α 100 

モミ PAAQiucbneieuerrs s ωmfds ioennngnoJsaa ifuvlocaa m r. 

3 2 4 4 2 皿 2025 
アカマツ 4 I 675 
アラカシ 3 I 425 
エンコウカエデ cer mono var. marmoratum 3 I 375 

f. dissectum 

ヤプツパキ ICFlamezmzdemlπlaiua cs yjoJapUρnooduna gifcna osa 2 I 175 
アオハダ l I 100 

亜高木層 コパノトネリコ var. serrata I 100 
(AS) 

ウラグエンコウカエデ Acer mono var. connivens I 50 
ヤマザクラ Prunus jamasakura I 50 
クロマツ PAQoiMucneeeufnyscPuutas s hlmusseamaslbsttcsuilifm tngfaioi lvfm a ar 

I 50 
ツクパネガシ I 50 
オオモミジ . amoenum l 50 
ウラジロガシ Quercus salicina var. steno，ρhylla 50 
ア ワ ブ キカ PlLdOeMftYotshmiaa sa muyirflioasns th a 50 
カ マ ツ + 
ク リ Castanea crenata + I l 
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(Continued) 

階層
一一一一一一一一一一 標準地番号

常在度 総合優占度一一一一ー~一一一一一一一 Quadtat 3 4 5 6 7 8 9 10 
Layer 種類

Constancy Coverage value Specie3 

ア オ キ Aucuba japonica 3 3 + l l E 901 
ア フ カ シ Quercus gl，仰ca + 3 2 2 皿 776 
コ ナ ラ Quer.仰s serrata 3 1 H 475 
ヤブムラサキ Callica7zs1hasamlicoilnfia s l l 十 l E 251 
ウラジロガシ Quercus salicina var. stenoρhylla 2 + + + E 178 
ク ロ モ ジ Lindera umbellata 1 + + l E 152 
ムラサキシキプ Callicarpa japonica l + + 1 l E 152 
ヤ プ ツ ノ、や キ Camellia japoica l E 150 

シラキ SFVGF12.Ihaうiz4ui7nmnuus jm afIdheonfnuoksEuuinm m o 
E 150 

コパノガマズミ var.ρunctatum + + + + l E 104 
コノ〈ノトネリコ us lanuginosa var. serrata + 1 + II 102 

低木層 モ ミ Abi(J$ firma + E 101 
マ Yレパウツギ Deutzia scabra + + 十 E 53 

(F) ツ リ ノξ ナ Euon)抑制s OX)\ρhyllus + + E 52 
ウワミズザクラ Prunus grayana l + + E 52 

ハ ナ イ カ ダ HLh44ddwbddwaZwbfan酬ga呼抱副o刷bhhn局ψadJbd醐avtdωrta副回a Z 

+ + II 52 
ダンコウパイ + + E 52 
アブラチャン I 50 
ツクパネウツギ I 50 
ク リ Castanea crenata I 50 
、、、 ツパツツジ Rhododendron dilatatum l I 50 
イ ヌ ガヤ Czphddams hzanwczisna gtonia + + + H 3 
コゴメ ウツギ、 Stephana坦dra + + I 2 
ヒ イ フ ギ Osmanthus ilicifolius + + I 2 
イ ヌ ツ ゲ Ilex crenata + + I 2 
ヤ 7 ウ ノレ シ Rhus trichocaゆa 十 + I 2 

チ ゴ ニエ リ Dis.ρorum smilacinum l + 2 3 2 + + 2 'N  953 
コ ウヤボウキ Pertya scandens + 2 3 l 2 l + + N 828 
、、、 ヤマシキミ Skimmia jaρonica 2 2 + 3 + + + + V 780 
テイ カカズラ Trachelospermum asiaticum + 十 2 2 + + W 454 
コ ナ ラ Quercus se:γrata + 3 I 376 

アオキ AA0ρUbheCluiioabDaosgpjoaaρn thojunalkIaba toa n 
2 + + E 277 

ジャノヒゲ ica 十 + + l + N 154 
ツクパネウツギ + + II 102 
ナガパノコウヤボウキ PAubiかesa JRfWamba yescens I 100 
モミ + + + + 十 皿 55 

ヤマウノレシ FRCahTauyρxsiinntFuuis s chJfoamCzGgzu9-g1hoia m nosa 
+ 51 

アカシデ I 50 
コノ号ノトネリコ var. serrata 50 

Table 40. (つづき〉第40表
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ヤマハギ Lesρedeza bicolor f. acutifolia 
ススキ Miscanthus sinensis 
ツノレシキミ Skimmia japonica var. r，φens 
ヒイラギ Osmanthus ilicifolius 
シュンラン Cymbidium virescens 
ヤブコウジ Ardisia japonica 
ィヌガヤ Ceþ加lotaxus harringtonia 
ヒメガンクピソウ Caゅωium rosulafum 
クロモジ Lindera umbellata 
ツノレリンドウ Tグipteros_ρermum japonicum 
ヤブムラサキ Callicaゆa mollis 
アキノキリンソウ Solidago j~ρonica 
アオハダ Il~x macroρoda 
チヂミザサ 0)うlismenus undulatifolius 
シラキ Saρium jaρonicum 
カシワパノ、グマ Per砂G 仰busta
イヌツグ Ilex crenata 
オオパギボウシ Hosta montana 
シラカシ Quercus myrsinaefolia 
コゴメウツギ Stφhanandra incisa 
ヤマユリ Lilium auratum 
ノガリヤス CalamagrostÎs arundinacea var. brachytricha 
'7 Jレパウツギ Deutzia scabra 
ヤブレガサ Syneilesis palmata 
オカトラノオ Lysimachia clethroid，ιs 
カヤ Torreya nucifera 
シロヨメナ Aster lei，。ρ'hyllus
コパノガマズミ Viburnum erosum var.ρunctatum 
ウラジロ Gleichenia japonica 
アカマツ Pinus densiflora 
ガマズミ Viburnum dilatatum 
ウリカエデ Acer crataegifolium 
ヤマツツジ Rhododend開n kam仰ρiferi
ツリパナ Euonymus oxyρhyllus 
ナツノ、ゼ Vacciniuin oldhami 
リュウノウギク Chrysanthemum makinoi 
ワラビ Pteridium aquilinum var. latiusculum 
ヤマカモジグサ Brachypodium sylvaticum 
ヤプラン Lirioρeρlatyρhylla
アラカシ Quercus glauca 
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第26図 アカヲツ林方形調査

(地形尾根，方位 W，傾斜角

32九標高 450出)

Fig. 26 Quadrat oLpinus 

densiflora forest. 

林業試験場研究報告第 196 号

第27図 アカマツ林方形調査

(地形尾根，方位 WS，傾斜角

300，標高 250m)

Fig. 27 -Quadrat of Pinus 

densiflora forest. 



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林ほか〉

第28図 アカマツ林方形調査

(地形尾根，方位 WS，傾斜角

25 0，標高 250m)

Fig. 28 Quadrat of ρinus 

densiflora forest. 

第41表 アカマツ林樹高階別樹木本数配分表 (10区集計)

Table 41. Pinus densiflora forest. Number of tre白 in each height 

grade in (No. 1-10) quadrat. 

樹 I罰 (m) 5 10 15 20 Height 

樹Sp種ecie名s 10 15 20 25 

ア カ マ ツ Pinusfdiennnsa -flom 7 5 15 11 
モ ミ Abies 28 10 6 
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum f. dissectum 4 l 

アラカシ Quer，ωs gmsalyaltumヒciia担naaevfaorfi. a 
4 

シラカシ Quercus 4 
ワラタザロガシ Quercus salicina var. stenoPhylla 2 l 
ヤマ クラ Prunus jamω'akura 2 l 
コナラ Quer，ωs serrata 2 
コノ号ノトネリコ F》adnusjhazpnoungkina oSa var.serrata 2 
ヤブツパアキ Camellia l 
ウラグエンコウカエ Acer mono var. connivens l 
ク ロ てr

tダツF IAPC1amiC持s6tu7ams n1huetaha lrmuocnpafboteuednrm a agtia i subsp. amoenum 

1 
オ オ モ 、句、、 1 
ア オ ノ、 l 
ク リ ea crenata l 

ツ クバネガシ EQ213n4KudweFw四賃由amFnS aa ρSm筒棚mU宮y34田A1白b血fol包dh ha 1 
カヤ l 
ヒサカキ l 
アヲブキ l 

計 Total 60 21 23 12 
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25 30 
計

30 35 Total 

15 9 62 
44 
5 
5 
4 
3 
3 
2 
2 
l 
l 
l 

1 
l 

I 
1 
l 

15 9 140 
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第42表 アカマツ林胸高直径階別樹木本数配分表 (10区集計)

Table 42. Pinus densiflora forest. Number of trees in each diameter grade 
in (No. 1-10) quadrat. 

註F」事手i;古Lm加 5 110115120125130135140145150155160165170175180185190 乱
! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! 副
101152012530135401455015560165170175180185901951 Total 

アカマツ | 
Pinus d~nsiflor~ ./ 1 21 21 51 61 51 41 31 q 41 51 61 61 41 41 q 2111 q 62 
モミ
Abtes fi問符a ~ 1131211 71 21 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 44 
エンコウカエデ
Ace; m-;;no'va:: ~~oratum f. dissectum 1 31 111 111 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 S 
アラカシ
Quercu; glaucd' ~ 1 31 q 1 q 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 S 
シラカシ
Quercus myrsina哩/oiia' I 31 1j 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 4 
ウラジロガシ
Querωs ;alicfna ~~r. ~stenophylla 1 21 I I 1j I I I I I I I I I I I I I I 3 
ヤ マ jamザナasakúクra フPru聞~ ian;asaktera -' 1 1 11 1 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 
コフ
Quercus se;rata ' 1 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 
コパノトネリコ
Fra~in';_s la'nugino;a var. serrata 1 ~ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 
ヤブツバキ
Camellia japonica 
ウラグエンコウカエデ、
Acer mono var.ωnni世ens 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
クロマツ
Pinus thunbergii 
オオモミジ
Acer palmatum ~r. ~moenum 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
アオハダ
ﾍlex md~ropod~' 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
クリ
Castanea cr朗ata' 11j111111111111111111 
ツクパネガシ
Quercus sessilifoUa 
カヤ
Torreya nucifera 
ヒサカキ
Eurya /aponicd' 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
アワブキ
Meliosma 'm計yriantha 

T~tal 1371281141121 71 41 3j 1j 41 51 61 61 41 4] 11 21 1111 140 

以上の図と表を見れば明らかなようにヲアカマツの老大木が上層林冠の大部分を占有し，まれにエンコ

ウカエデ，モミ，アラカシ，ウラジロガシ，ヤマザ、クラなどが混生している。アカマツは S""' lOmから30

-35m の間にあり， 15-20m と 25-30m のものが本数が多い。最高は 30m である。胸高直径は 5-10

cm から 90-95cm の間にあり， 20-25cm , 55-60cm およびOO""'65cm のものが本数が多い。最大のも

のは 90cm である。亜高木層は第 1-第 2調査区ではモミが優占し，他にヤマザ、クラ，ホオノキ，アラカ

シヲシラカシ，ウラジロガシ，コパノトネリコ，ワラグエンコウカエデなどが混交している。第 3調査区

はアカマツだけが繁生し他謝は全くない。アカマツ林下の低木層以下の植物被度表はそれぞれ第 45 表，

第 48 表および第 51 表のようである。低木層は第 1 と第 2調査区ではモミとアオキの被度が高しこれに

ついでクロモジ，ムラサキシキブ，マノレパウツギなどの被度が高い。第 3調査区ではヤマウルシヲウリカ

エデ，アオキの被度が比較的高く，ウラジロガシ，ヤブムラサキ，アラカシ，コパノトネリコ，コナラ，

ツクパネウツギ，コパノガマズミ，コゴメウツギなどの被度がこれにつぎ，調査区内に点、生している。
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アカマツ帯状区調査林木配置図( 1) (地形ヰ腹尾根，方位 SSE，傾斜角 22-23 0，標高 473m)

Fig. 29 Belt~transect pinus densiflora forest. 

第29図

第43表 アカマツ林帯状請査区樹高階別本数配分表( 1 ) 

Pinus densiflora forest. Number of trees in each height grade 

in No. 1 belt-transect. 

Table 43. 

一-樹Height高 (m) 5 10 15 20 25 
計

樹種名
10 15 20 25 30 Total Species 

アカマツ HAQACuφbαn由ewuhvsωa'ffdos amda初ωna値mmgdaf田拘s硲nmh7U a evγvzかarr 旬zta隅dma凶4men少rhny，gh 

3 5 3 11 
モミ 42 7 49 
ウラジロガシ l 
オオモミジ l 
イヌガヤ 1 
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第30図 アカマツ帯状区調査林木配置図 (2) (地形尾根，方位 S ，傾斜角 19 0，標高 518m)

Fig. 30 Belt-transect pinus densiflora forest. 

草本層は第 1 調査区ではミヤマシキミ，コウヤボウキ，チヂミザサの被度が高く，第 2調査区ではミヤ

マシキミのみの被度が高い。第 3 調査区ではテイカカズラ， コウヤボウキ，ジャノヒグ 3種の被度が高

い。つる植物は第 1 調査区ではテイカカズラ，第 2調査区ではツタウルシ，ツJレグミ，テイカカズラ，第

3調査区ではテイカカズラなどが比較的よく発達している。着生植物は少なく第 1 調査区でヒメノキシノ

ブ，第 2調査区でノキシノブとヒメノキシノブ，第 3 調査区でノキシノブが少し見られるのみである。
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第31図 アカマツ帯状区調査林木配置図 C 3) C地形尾根，方位 ESE，傾斜角 5-11'，標高 364m)

Fig. 31 Belt-transect in pinus densiflora forest. 

第44表 アカマツ林帯状調査区胸高直径階別本数記分表(1)

Table 44. Pinus densiflora forest. Number of trees in each diameter 

grade in No. 1 belt-transect. 

3i長竺竺!いer 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 計

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 Total 

ア カ マ ツ 1 11 2 l 21 3 l 11 Pinus densiflora 
モ 、、、、

281 13 71 1 49 Abies firma 
ウラジロガシ 1 l Quercus salicina var. stenoPhylla 
オ オ モ 、、、 ジ

l Acer palmatum var. amoenum 
イヌ ガ ヤ
Cφhalotaxus harringtonia 
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第45表 アカマツ林の帯状調査区林床植物被度表( 1 ) 

pi抑制 densiflora forest. Cover degree of the plants in No. 1 belt-transect. Table 45. 

階層 l
Layer 

被度
Cover degree 

2
1
1
+
+
+
+
+
+
+
 

類

Abies fiγma 
Aucuba japonica 
Lindera umbellata 
Osmanthus ilicifolius 
Euon)抑制s oxyPhyllus 
Abelia sρathulata 
日'burnum erosum var.ρunctatum 
Callicaゅa mollis 
Euon戸nus alatus 
Sapium japonicum 

Species 
種

モミ
アオキ
クロモジ
ヒイラギ
ツリパナ
ツクパネウツギ
コパノガマズミ
ヤブムラサキ
ニシキギ
シラキ

低木層

(F) 

3
3
2
1
1
1
+
+
+
+
 

Skimmia japonica 
Pertya scandens 
0ρlismenus undulatifolius 
Lindera umbellata 
Aucuba ja，ρonica 
Disporum smilacinum 
Cy隅bidium viresc側S
Tr争terospermum japo却icum
Viola grypoceras 
Ophiopogon japoπicus 

ミ
キ
サ
ジ
キ
リ
ン
ウ
レ
グ

ミヤマシキ
コウヤボウ
チヂミザ
クロモ
アオ
チゴユ
シュンラ
ツ yレリンド
タチツボスミ
ジャノヒ

草木層

(H) 

+ Trachelospermum asiaticum フースカカイア

事1 + 

第46表 アカマツ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (2)

Pinus densiflora forest. Number of tree3 in each height grade in No. 2 belt-transect. 

Lepisorus onoei プノキシノメヒ

Table 46. 

一一一一一一一一 樹 両 (m) 5 10 15 20 25 30 35 
言十一一一一ー一一一一一、 Height 

樹種名 一ー 10 15 20 25 30 35 40 Total 
Species 

アカマ r ツ PPAmibniten4ss ufs dimyjammsa ifa1soam hum 
2 3 6 

モミ 11 9 4 24 

ヤマザウクデラ 2 4 
エンコ カエ Acer mono var. marmoratum 2 2 

f. dissectum 
ホ オ ノ キ Magnolia obovata l 

第47表 アカマツ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表 (2)

P匤us densiflora forest. Number of trees in each diameter grade 

in No. 2 belt-transect. 

Table 47. 

一一~一~樹-一E岡一種一一田名一一一一~一一~~B~re~a胸s~-高-ht直d一g後出一t一tdc一imamJ一e辻一町 5110 15120 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80185 90 計
1 I 1 1 I 1 111 
10115 20125 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85190 95 Total 

ア カ ママ ツ 1 1 1 212 6 
Pi糊s densifloγa 
モ ー、、、

619 711 24 Abiesfirma 
エンコウカエデ 111 2 Acer mono var. marmoratum f. dissectum 
ヤ マ ザ ク フ 211 4 
prz帥us ja:悦asak:叫γa

ホ オ ノ キ l Magnolia obo叩ta
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第48表 アカマツ林帯状調査区林床植物被度表 (2)

Table 48. Pi抑制 de持siflora forest. Cover degree of the plants in No. 2 belt-transect. 

階層|
Layer I 

穫 類 !被度Cover degree Species 

アオキ ACDAaeUElnuC-leitucsdbafa a ゆ17jsamacpaja boam pniocna iω 3 
モミ 2 
ムラサキシキプ
マノレパウツギ

低木層 イ ヌ ガ ヤ Ceρhalotaxus harringtonia + 
(F) シキミ Illiciummγedliγzaiois畦udmsa + 

コゴメウツギ StePhan + 
ク ロ モ ジ Lindera umbellata + 
カ マ ツ カ Pourthiaea villosa var. laevis + 
シラキ SRahIobidzaomdmjgadJγDoomn .CdMim fa + 
ミツパツツジ dilatatum + 

ミヤマシキミ CSCkaelilbmmhamztJhoiate amjdaiρss coohn10aic7 wa ingTo 3 
イヌガヤ nia l 
エビネ + 
ア オ キ Aucuba japonica + 
イ ヌ ツ ゲ Ilex crenata + 
ヒ イ フ

ギキゲンタ ECH0印柏!m包hd"g町ze四bovbdamdt叩hmudusm s nofmso周mt出bHm雌fu回s抽nmcd師出m S var 日dicans + 
草本層 ツ ノレ 'マ サ + 
(H) 

〉、4〆p 
ヤ ノ ヒ + 

シ コー ン フ + 
キ ヅ + 
ヤ ブ コウジ ATTyadcihsidaojspapuomniuca m + 
テイ カカズラ asiaticum + 
チヂミザドサ印T2Yyμilipmdteamf問ia砂ujs町apmmou河dmiucla ajtaザFoolntutcsu 

+ 
ツ lレリン ウ m + 
ヒトツボクロ + 

ツタウノレシ REThlTaaumcshgemnlo冊uゆbsieggyulmaa bum m 
2 

つる植物 ツ ノレ ク事 ミ + 
(L) テイカカズラ asiaticum + 

キ ヅ タ Hedera rhombea + 
マ ツ ブ サ Schisandra nigra + 

物植
)
生
臼

着 ノキシノブ Lepisorus thunbergianus 
ヒメノキシノブ， Lepisorus onoei 

+ 
+ 

第49表 アカマツ林帯状調査区樹高階別本数配分表 (3)

Table 49. Pinus densグ10m forest. l¥urn1:er of trees in each height grade 

in No. 3 belt-transect. 

一一一一一一一一ー
樹 両 (rn) 5 10 15 20 25 

一一一一一千ight 言十
樹 種 10 15 20 25 30 Total 
Species 『ー一一-ーーーーーーーーーーーーーーーー

ア カ -マ ツ Pi官官s de時sifloγa 8 10 3 2 23 
ア フ カ シ Quercus glauca 5 5 
ウ リ カエヂ Aceγ crataegifoli叫慨 4 4 

コ ナ ラ Quercus serrata 2 2 
オオモミジ Acer palmatum var. amoenum 2 2 
ヤマウ Jレシ Rhus trichocar.ρa 2 2 
シ フ カ シ Qu町C叫S 楓yγsi叫aefolia l 1 
エンコカエデ Acer mono var. marmoratum l 

f. dissectum 
ク ロ マ ツ Pinus thunbergii l l 
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第50表 アカマツ林帯状調査区胸高直径階別本数配分表 (3)

Table 50. Pinus densiflora forest. Number of trees in 鐶ch diameter grade 

in No. 3 belt-transect. 

林業試験場研究報告- 76 ー

一=樹=三Sp二種eごcle一s名~高h直一P.1Q雇一1t (d~~eterl ~ kok5kol~513，013，514，014，515，0 本65170175180185190 計diameterl � I 'tl'tIYIYrlTìrtl~lTtl"tIYIYI' tI'lTtlYl7i 
101152012513013540145150155160!65170175180185901951 Total 

アカマツ 311011131111111111111111111123 Pi抑制s densiflora 

ウリカエデ 3111 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 Aceγcγataegifoli叫悦
クロマツ
Pinus thunbergii 
アラカシ 5 
Quercus glauca 

ヤマウノレシ 21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 Rhus trichocarρa 
コナラ l 
Quer，ωs serrata 
シラカシ 2 
Querc:叫S 悌yrsi叫aefolia

オオモミジ l 
Acer �almatum var. amoenum 
エンコウカエデ 2 
Acer mono var. marmoratum f. dissectum 1"' , 

第51表 アカ7ツ林の帯状調査区林床植物被度表 (3)

Ainus densiflora forest. Cover degree of the plants in No. 3 belt-transect. Table 51. 

被度
Cover degree 

類種階層 1
Layer Species 

低木層

(F) 

2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
十
+
+

Rhus trichocaゆa
Acer crataegifolium 
Aucuba ja�onica 
Quercus salicina var. steno�hylla 
Callicaゆa 問。llis
Quer，ωs glauca 
Fraxinus sieboldiana var. serrata 
Quer.ωs serrata 
Abelia sρathulata 
Viburnum erosum var. �unctatum 
Ste.ρhanand:γa i耳cisa
Lindera obtusiloba 
Pourthiaea villosa var. laevis 
Quercus myrsinaefolia 
Viburnum dilatatum 
Osmanthus ilicifolius 
Torreya nuα了era
Rhododendron kaemρiferi 
Acer mono marmoratum f. dissectum 
Ilex crenata 
Lindera glauca 
Deutzia crenata 
Euoπ:ymus alatus 
Deutzia scalrra 
Callicar�a Þゆonica
Prunus jamasakura 
Acer �almatum var. amoenum 
Rubus ρalmatus var. co.ρ，toρhyllus 
Sa�ium jalうoni，仰m
Prunus grayana 

シ
デ
キ
シ
キ
シ
コ
ラ
ギ
ミ
ギ
イ
カ
シ
ミ
ギ
ヤ
ジ
デ
グ
シ
ギ
ギ
ギ
プ
ラ
ジ
ゴ
キ
ラ

ル
エ
ガ
サ
リ
ツ
ズ
ツ
パ
ツ
ェ
パ
ツ
キ
ク
ミ
チ
ク

カ
ネ
ウ
マ
ツ
カ
ズ
ラ
カ
ツ
キ
シ

ロ
ラ
ウ
ウ
ウ
ウ
イ

ウ
カ
オ
ト
ナ
ネ
ガ
ツ
ウ
ツ
キ
ザ
モ
ラ
ズ

ジ
ム
'
メ
コ
コ
パ
フ

ラ
ノ
パ
ノ
マ
ラ
マ
イ
コ
ヌ
シ
ノ
サ
ー
ミ

マ
リ
ラ
プ
パ
ク
パ
ゴ
ン
マ
ン
マ
ル
ラ
マ
オ
ミ
ワ

ヤ
ウ
ア
ウ
ヤ
ア
コ
コ
ツ
コ
コ
ダ
カ
シ
ガ
ヒ
カ
ヤ
エ
イ
ヤ
ウ
ニ
マ
ム
ヤ
オ
モ
シ
ワ

q
u
っ
，a
勺
r
u
-
-
-

Tracheloゆermum asiaticum 
Perりa scandens 
Oþhioþogo珂 jaþoni，ωs
Brachy�odium sylvaticum 

テイカカズラ
コウヤボウキ
ジャノヒゲ
ヤマカモジグサ
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第51表 〈つづき〉

Table 51. (Continued) 

被 r 度
Cover degree 

種階層|
Layer 

類

草本層

(H) 

ー
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+

Species 

Miscanthus sinensis 
flex crenata 
Cymbidium virescens 
Ardisia japonica 
Euγ.ya japonica 
Asler leioρhyllus 
Carex 1，回zta. var. lenta 
Atractylodes japonica 
Aster scaber 
Skimmia japimica 
Pteridium aq官ilinum var. latiusαûum 
Quercus glau芯G
Aucuba japonica 
Polygonum cuspidatum 
Diゆorum smilacinum 
Euo周知iUS alatus f. ciliaio-dentatus 
Abies fi・rma
Ophiopogoπ Pla河iscapus
Hosta montana 

ススキ
イヌツゲ
シュンラン
ヤブコウジ
ヒサカキ
シロヨメナ

ナキリスグ
オケラ
シラヤマギク
ミヤマシキミ
ワラピ
アラカシ
アオキ
イタドリ
チゴユリ
コマユミ
モミ
オオパジャノヒゲ
オオパギボウシ

+
+
+
+
 

Tγachelos，長官mum aSﾎaticum 
Vitis flexuosa 
Akebia t:γifoliata 
Lo叫:iceγa gracilijμs 

ラ
ル
ピ
ラ

ズ
ヅ
ケ
ズ

カ
ク
ア

カ

カ
カ
パ

イ
ン
ツ
ィ

テ
サ
ミ
ス
一
ナ
ノ

つる植物

(L) 

Lepisorus thunbergianus ブノシキ
物植

リ
生
G
着

高尾山天然林の遷移考察四.

植生はいつまでも変わらないものではなく，年月のたつにつれて変わっていくものである。数十年の年

月を経てようやく変化の目だつものもあれば，数十日，数か月で変化のわかる場合もある。伐採跡地や

風水害跡地などでは環境状態が変化し，幾分乾燥した裸出地となるため，陽性の樹種からなる植生が成立

し，環境がしだいに第 1 次の植生によって変化するにしたがって，その林内に耐陰性の強い常緑樹または

針葉樹が侵入してきて，漸次陽樹を圧迫し，これにとってかわるようになるのがこの地方の低地では普通

現象である。この遷移は時間のたつにしたがって緩慢となり，ついにはその立地を支配する気候と完全に

調和した，ほとんど変化のないような安定した植生となる。高尾山天然林をこまかく踏査した資料にもと

づいて遷移を考察してみたいと思う。

高尾山の天然林を概観するに全山の広範囲にわたり分布しているモミ林，主として南面に分布している

カシ類を主とする常緑広葉樹林，上部の主として北面に分布しているブナ類を主とする落葉広葉樹林，尾

根筋に分布しているアカマツ林などにより一応安定した植生をなしている。しかしモミ林の一部は虫害や

風害によって破壊されたところがあり，またアカマツ(特に老大木〉はマックイムシなどの被害を受け枯死

しつつあれ安定していた植生が部分的にこわされ，第 2 次的の植生連続が行なわれつつあるところがあ

る。すなわち 150-200 年以上を経た老齢のモミは部分的にモミノハラアカマイマイの被害を受け枯死し，

またたびたびの台風によって倒されたところがあれ山中のところどころに白骨をさらし，かなり大きな

穴のあいたところがある。しかし大局的にみて高尾山のモミ林は，浅川実験林天然林のように虫による甚

大な被害を受けていない。そして林下にモミの稚，幼樹を沢山生じているところがあれまた他の違った
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森林である落葉広葉樹林下やアカマツ林下などにも稚，幼樹を大量に生じ，将来の高尾山におけるモミ林

の安泰さを証明し，かつ裏づけている。カシ類を主とする常緑広葉樹林は現在すっかり安定し，林下に沢

山の子孫を温存し，他の異なった森林であるモミ林，アカマツ林，ならびにブナを主とする落葉広葉樹林

下などにまで侵入し，勢力範囲を広めつつある。プナ類を主とする落葉広葉樹林下にはブナの稚樹を生ず

ることはきわめて少ない。イヌプナは部分的にかなり稚，幼樹を生じているところがある。将来大径木と

なりうるカエデ類，サクラ類，シデ類，ケヤキ，ホオノキなどの稚，幼樹は全地域に普遍的に生じている。

落葉広葉樹下にはアオキが最も優占しているが，前にも述べたようにその中にはモミやカシ類がかなりは

いってきているところがある。現在あるブナやイヌブナの大径木が寿命に達し，枯れたあと，どんな林に

なるかいまここで推そくすることはむずかしいが，イヌプナ林としてうけつがれるところもあり，またモ

ミ林となったわー小部分ではあるがアカガシを主とするカシ林となるところもあるだろうと思われる。

アカマツ林は主として東部や南部の尾根筋に分布し，老齢な大径木が亭立し，モミ林とは違った美しい景

観をなしている。しかし，最近マックイムシの食害を受けしだいに枯死しつつある浅川実験林のアカマツ

と同様に，近い将来その大部分が枯死してしまうのではないかと推察される。ほんとにおしいことである

が，助ける手段はほとんどない。 このアカマツ林の下には現在耐陰性のかなりあるモミの中径木，小径
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第32図モミの稚樹(カツラ林内，地形尾根，方位 S ，傾斜角 35 0，標高 445tn)

Fig. 32 Young growth .of Abies firma. 
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木，幼樹，稚樹が数段をなし，びっしり生えているところが多い。 こうしたところではたとえ上木のア

カマツが枯死しでも，後継のモミがひかえているので，土地が裸出することはなし土木がアカマツから

モミに変わっても低木層以下の植物はそのままの状態で生育ができる。アカマツは著しい陽樹であるの

で，もちろんアカマツ林下にはそのままの環境では稚樹を生じ得ない。ただし東南部の尾根コンピラ方面

によく発達しているアカマツ林は，老大木がかなりの間隔をおいて点生している関係で林下によく日があ

たり，アカマツの稚，幼樹が生えそれがりっぱに生育している。この地域では上層林冠をなすアカマツの

大径木が枯死しても，同種の後継樹があるので次代もアカマツ林として存続するものと思う。リフト，ケ

ープノレの沿線や頂上から西北にのひ守る尾根などに見られるアカマツの壮齢林は大部分植栽になるものであ

るという。高尾山では皆伐その他により大きな裸地ができ，そのままに放任されると尾根や尾根がかった

乾燥気味の地ではアカマツの稚樹が沢山生じ，将来アカマツ林として成林するものと恩われる。

Table 52, 

亡階層
Layer 

高木層 カ
ク

(AP) キ

亜(両A木S)層 I 、、、

第52表モミ稚樹調査表

Y oung growth of Abies fiγma ， and cover degree of the plants , 

植 物
Species 

名 被度
Cover degree 

ツ
ヌ
ハ

ラ CercidiPhyllum japonicum 
ギ Quercus acutissima 
ダ Phellodendron amuγense 

4
2
+
 

ズキ Cornus contγoversa 

モミ Abies fiγma ! 4 
ガマズミ Viburnum dilatatum I l 

低木層 ヤマコウパシ L，'ndera glauca I 1 
コナラ Quercus serrata I + 

(F) クロモジ Lindera umbellata I + 
ウツギ Deutzia crenata I + 
コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa var , serrata I + 
オオフジイバラ Rosa luciae + 
アブラチャン Pambenzoin Jbraecox I + 

キヅタ Hedera γhombea 4 
" 1レパウツギ Deutzia crenata I 1 
モミジイチゴ Rubus ρalmatus f , co_ρtoPhyllus I 1 

シ ロ ヨ メ ナ pAA品oeduμ‘FuMebjmre四官如a，gS四grHaM開updswodonu開uszdntua dS m u subsp.fdolhhyHunt l コウヤボウキ l 
アオキ + 
コナラ + 
チヂミザサ latifolius I + 

草本層 エンコウカエデAcer mono var , marmoratum f , dissectum I + 

(H) シ ュ ンフ ン aCMH印Cy6dgm7hgo闘egsbwozadpo"dsdedowmmuga e四y，og抱uh伽ZnaW拶負dm圃uo向aMnnu azCω 叫z胡四zS a + 
、 ホオノキ + 

ハナイカ + 
ジャノヒ s I + ノガリヤス Caダゲlamagrostis arundinacea var , brachytricha I + 
ケスゲ + 
コマユミ EcVau10ro1ena x ygmsuuMs hoaaclueinmteun s s 十タチツボスミレ + 
オオイトスゲ sis var , alterniflora I + 
ジャノヒゲ印hioρogon ja.poni，ωs I + 

キヅタ Hedera rhambea I + 
つる植物 ツ lレマサキ Euo河川畑s fortunei var , radica別 + 
(L) ミツバアケピ Akebia trifoliata I + 

着在京]ノキシノプ Lψ…幼unb咋ianus + 
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高尾山の中腹以上で，大木の枯損跡地，崩壊地などの裸i也に生じている植物を調査した結果，被度の多

い)1贋にあげると樹木では，モミジイチゴ，クサギ， .ミズキ，クマノミズキ，タラノキ，ムラサキシキプ，

カラスザシショウ，ヤプムラサキ，ニガイチゴ，コウゾ，アカシデ，クマイチゴ，ヤマハギ，イヌシデ，

コパノトネリコ，ネムノキ，コウヤボウキラアカメガシワ，ヤマウルシ，ウワミズザ、クラなどであり，草

本類ではススキヲカラムシなどであった。近い将来こうした陽性の植物の中に，カシ類やモミなどの耐陰

性があり大径木となる性質をもった樹木が生じ，互いに競争ししだいにそれらをあっとうしていくものと

足、われる。

高尾山のモミ林は広範囲に分布している。モミは耐陰性のかなり強いものであるのでモミ林下でも稚樹

を生じどんどん成長しているととろがある。しかし高尾山では，モミ材下といわずあらゆる森林下にアオ

キがびっしり生えているので，モミその他の将来の上層材、冠を形成しうるような樹種の発芽と生育をそが

いしているように思われるところがある。モミの稚樹，幼樹，小径木などが密生し，最もよく生育してい

る地域は頂上から東南面の一帯である。ここはアカマツの老齢林，カツラの造林地ヲコナラの造林地，ク

ヌギの造林地などに区画されているが，いずれの森林下にもモミがよく生え生育している。特にアカマツ

老齢林下ではモミの生育がよく，大きいものは高木層をなし，アカマツの樹冠にせまろうとしているもの

からヲ亜高木層をなしているもの，低木層を優占しているもの，地表草本層にあるものなど頻度も高く，
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複層林をなしている。付近にはモミの大木が点生している。カツラ植栽林下のモミの稚幼樹を調査した結
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モミの稚樹(コナラ林内，地形尾根，方位 SSW，傾斜角 26 0，標高 550m)

Fig. 33 Young growth of Abies firma. 

第33図
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第53表モミ稚樹調l 査表

Table 53. Young growth of Abie写 firma ，. and cover degree of the plants. 

植 物 名 4波 度
Layer Species Cover degree 

両(A木p)層\ コ ナ ラ Quercus serrata 3 

亜高木層 ア カ "7 ツ Pi叫us fdi刊en誌sαifloγα + 
モ ミ Abies + 

(AS) コ ナ ラ Quercus serrata + 
モ ミ Abies firma 4 

ク ロ モ ジ Lindera umbellata 2 
コ ナ ラ Queγcus seγγata l 
、、、 ス命 キ Cornus controversa l 
ツクノ守ネウツギ Abe!i，α spathulata
ガ -マ ズ 、、、 Viburnum dilatatum 1 
クマノ 、、、 ズキ Cornus controversa + 
コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa var. serrata + 
ウ ツ ギ Deutzia crenata + 
イヌザンショウ Zanthoxylum schinifolium + 
ヤ ぺF ノ、 ギ Les1うedeza bicolor f. acutifolia + 

(F) ク リ Casta担ea cγ開ata + 

タ マ ミノ ヂ FMCL一何岨am，必E届bMmm巾…asjdam四時裡wmm叩問!ica問抱 + 
ヤマコウパシ 十

ムラサキシキブ + 
アカマツ 十

イヌエンジ"- Maackia amurensis var. bueγ'geri + 
イ ヌ シデア Carpinus tschonoskii + 
エンコウカエ Acer mono var. marmoratum + 

f. dissectum 
ダンコ ウノξ イ Lindera obtusiloba + 

コウヤボウキ PAubetlyias scandens 3 
ツクパ!ネウツギ tzhpu afhulato 
ススキ Miscanthus sinensis 

ノガリヤス CmRc印y飢帥ahmhfns酎ammbard両kad省HmgWmuvt回mom叫daaoEm開sa tm田yaedUm邸unf怠fudm錫，，dcもSs 噌f何dv回f附mopr目hメv16ha16rs u 

+ 
モミジイチゴ + 
シュンラン + 
ケチヂミザサ + 
ワラビ Pteridium aqui!inum var. latius，ωlum + 

(H) センポンヤ リ Leib耳itzia a耳α略driα + 
ヤプレガサ SHyonsteaMemshonPtaalnma ata + 
オオパギボウシ + 
ミF ヤ ノ ヒ ゲ 0ρhftoiaJbnogaosn cajbaγρα onicus + 
リ ン ド ウ Gentiana scabra var. buergeri + 
オカトラノオ ScLyoirlsisidmiuagmaco hCjhoampcoolnestiuhcm a yoides + 
アキノキリンソウ + 
タイアザミ var. 仇comptum + 
チ ゴ ニL リ Dispoγ担m smilaci司叫悦 + 

つ(るL植〉物 I ミツバ 7 ケぜ Akebia tγifoli，αtα 十

な し

果は第 32 図および第 52 表のようである。

カツラは昭和4 年ころの植栽でやや谷がかった地形に植栽され，調査区の平均胸高直径は 19cm，平均

樹高は 15m であり，最大胸高直径は 27cm，最大樹高は 18m である。カツラのほか高木層をしているも

のは植栽のクヌギとキハダが少しあるのみである。亜高木層はほとんどなくミズキがわずかに見られるだ

けである。低木層にはモミが優占し，ほかにガマズミ，ヤマコウパシなどの被度が比較的高く，コナラ，

クロモジ，ウツギ，コパノトネリコ，ヤマテリハノイバラ，アブラチャンが点、生している。草本層は地面
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をはったキヅタが優占し，他に"7}レパウツギ，モミジイチゴ，コウヤボウキ，シロヨメナなどの被度が比

較的高く，他にアオキ，コナラ，チヂミザサ，エンコウカエデ，シュンラン，ホオノキ，ハナイカダ，::./

ャノヒゲ，サイトウガヤ， ケスゲラ タチツボスミレ， オオイトスゲ， リュウノウギクなどが点生してい

る。つる植物の発達は悪く僅少のキヅタ，ツノレマサキ，ミツパアケどなどが見られる。着生植物はわずか

にノキシノブが見られるにすぎない。地形は谷間で土壌はかなり湿っている南面であれかつ上木が落葉

樹である関係で空中湿気は少ないように思われる。この地に沢山生えたモミは樹高が O.3m から 2.8m ぐ

らいで1.5m 以上のものが多い。このすぐ付近にはモミの大木は生じていないが，少しはなれた両側の尾

根がかったところには沢山のモミの大径木が見られる。このそミの発生は種々の点から推察してみるに，

今から 10 年くらい前にモミの球果の大豊作の年があり，両側の高い木から台風にのってこの付近一帯に

沢山の種子を散布し，豪雨によってさらに広められ，落葉の下の土壌層まで種子をながし込み，土壌の好

条件と相まって翌春の気象状態が種子の発芽に適し，その後の稚首の成長も順調で今日の状態をなしたも

のと恩われる。ここから東寄り中腹で南南西にむき傾斜角 26 0 あるコナラの植栽林下のモミの稚，幼樹を

調査した結果は第 33 図および第 53 表のようである。

高木層はコナラである。亜高木層にはアカマツ，モミ， コナラがわずかにある。低木層はモミが優占

し，これについでクロモジ，ミズキ，ツクパネウツギ，ガマズミ，コナラなどの被度が比較的高い。その
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第34図モミの稚樹(ブナ林内，地形中腹，方位 NW，傾斜角 35 0，標高 473m)

Fig. 34 Young growth of Abies firma. 
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第54表モミ稚樹調査表

Young growth of Abi・es firma and cover degree of the plants. 

高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林

Table 54. 

日
一

被度
Cover degree 

2 
2 

名

Fagus japonica 
Acer mono var. marmoratum 
f. dissectum 

Maackia amurensis var. 伽ergeri
flex macroρoda 
Meliosma myriantha 
5apium ja.ρonicum 

物
Species 

植

ブナ
カエデ

ジン
ハ
」
ブ

ユ
ダ
キ
キ

ウ
ヌ

ンコ

ェ
オ
ワ

ヌ

イ
コ二

イ
ア
ア
シ

高木層

(AP) 

フ

+ 

3
2
+
+
+
+
+
+
 

Meliosma myriantha 

Abies firma 
Auωba japonica 
Lindera umbeltata 
51ψ'hanandra incisa 
Meliosma tenuis 
Quer，ωs salicina 
Viburnum erosum 
乃Itrax obassia 

キ

ミ
キ
ジ
ギ
ソ
シ
ミ
ク

ツ
ウ
ガ
ズ
ボ

モ
マウ
ホ
ロ
ン

オ
ガ
メ
マ
ジ
ウ

ロ

f
J

ゴ
ヤ
ラ
パ
ク

モ
ア
ク
コ
ミ
ウ
コ

ρ

プワア

低木層

(F) 

l
l
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
 

Pertya scandens 
5kimmia japo珂ica
Pertya glabrescens 
Cymbidium virescens 
Carex sachaliπensis var. alter舟i江flora
Asarum nilψonicum 
Fagus japonica 
Meliosma myriantha 
OPhiopogon ja.ρonicus 
Torreya nucifera 
Osmanthus ilicifolius 
Abies firma 
Aucuba ja.ρonica 
0ρlismenus undulatifolius 
Rubus ρalmatus f. coPtoPhyllus 
5aPium ja.ρonicum 

コウヤボウキ
ミヤマシキミ
ナガパノコウヤボウキ
シュンラン
オオイトスグ
カンアオイ
イヌブナ
アワプキ
ジャノヒグ
カヤ
ヒイラギ
モミ
アオキ
ケチヂミザ、サ
モミジイチゴ
シラキ

草本層

(H) 

+ Trachelos.ρermum asiaticum var. intermedium テイカカズラ

議引 しな

ほかクマノミズキ，コパノトネリコラウツギ，イヌザンショウ，ヤマハギ，クリ，クマシデ，ヤマコウバ

シ，ムラサキシキプ，アカマツ，イヌエンジュ，イヌシデ，エンコウカエデ，ダンコウパイなどがわずか

に見られる。草本層ではコウヤボウキの被度が最も高く，ついでツクパネウツギヲススキである。そのほ

かサイトウガヤ，モミジイチゴ，シュンラン，チヂミザサ，ワラピ，センボンヤリ，ヤプレガサ，オオパ

ギボウシ，リュウノヒグ，リンドウ，オカトラノオ，アキノキリンソウ，タイアザミ，チゴユリなどが点

生している。つる植物はミツバアケピがわずかに見られるのみである。着生植物はない。このコナラ植栽

林下のモミの稚，幼樹の発生と成長を考察してみたいと思う。

ここに生えているモミの稚幼樹は 30cm くらいのものもあるが，大部分のものは1.5- 2 m の高さがあ

る。前述のカツラ植栽林と同様，いろいろの好条件が重なりモミがいっせいに発芽し，成長したものであ

る。カツラ林下にくらべると平均して樹高が低いがこれは土壌条件の差であり，発芽年代は同じであろう

と思う。つぎに仏舎利塔下部の方位北西，中腹，傾斜角 35。の落葉広葉樹からなる天然林下のモミの稚，

幼樹の調査を行なった結果は第 34 図および第 54表のようである。
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高木層はイヌプナ，エンコウカエデ，イヌエンジュ，アオハダ，アワプキなどの落葉広葉樹からなり，

このうち被度はエンコウカエデ，イヌブナが高い。亜高木層にはシラキ，ヤマボウシ，アワブキなどが少

しく見られる。低木層はモミの被度が最も高く，ついでアオキであり，そのほかクロモジ， コゴメウツ

ギ，ミヤマホウソ，コパノガマズミ，ハクウンボク，ウラジロガシなどが点生している。低木層はミヤマ

シキミ，コウヤボウキの被度がやや高く，ほかにナガパノコウヤボウキ，シュンラン，オオイトスゲ，カ

ンアオイ，イヌプナ，アワプキ，ジャノヒゲ，カヤ，ヒイラギ，モミ，アオキ，チヂミザサ，モミジイチ

ゴ，シラキなどが少しく見られる。つる植物はわずかにテイカカスラが見られるのみで着生植物はない。

この地のモミはさきにのぺた 2 か所の調査地とは条件がかなりことなっている。ここからあまり遠く離

れていないところにモミの大径木が沢山あり，モミの種子の散布をうけるチャンスは数多くあると思う。

そのうえ土壌は軽しようであり，上木は落葉広葉樹の疎林であり，ともにモミの発芽と生育には好条件で

ある。だから，この調査地に引きつづいた同一林相の林下には，かなり広い面積に数多いモミがいっせい

に生育している。遠からずこの落葉広葉樹林の一部はモミにあっとうされ，その様相を一変し，モミを主

としその一部に落葉広葉樹と僅少のカシ類を交じえた林となるものと推察される。

婆するに現在高尾山のモミ林はかなり広大な面積を占めているが，その一部は虫害や老衰で枯死するで

あろうが，後継のモミはいたるところに生じどんどん生育しているので，将来は今より以上にモミ天然林

の面積は広がり長く繁栄するものと思われる。

〔附録〕高尾山主要樹種別の大木

高尾山に自生するものまたは植栽されている主要樹木の最大胸高直径と最大樹高を樹種別にあげると次

のようである。

ただし，この目的のため高尾会山にある樹木を 1 本 1本あたったのではないので，ここにとりあげたも

の以上の大木がほかにもあるかもわからない。また直径の最大のものが必ずしも樹高が最大とは限らない

ので，ここでは直径と樹高を切り離して各種ごとに直径の最大のものと樹高の最大のものをあげた。

種I I最高ïOC~1献樹高|備考 11 I 樹 種|最高品一|備考
ス ギ 225ω 55m 植栽 ト チ ノ キ 162cm 31m 天然生

ケ ヤ キ 146 32 ，グ

針 モ 、、、 146 47 天然生
ナ フコ 111 29 1/ 

ア カ ヨマ ツ 120 41 // 落 プ ナ 100 25 1/ 

葉
イ ヌ ブ ナ 95 23 カ ヤ 91 21 1/ 1/ 

葉 ヤマザクラ 86 20 // 

樹 ク ロ マ ツ 80 39 1/ 
ノ、 リ ギ リ 82 24 1/ 

ヒ ノ キ 70 27 植栽 広 イロハモミジ 75 20 1/ 

イ ヌ シ アJ 70 20 1/ 

ア カ ガ シ 187 22 天然生 葉 ア サ ダ 70 20 1/ 

p吊zゐ

ウラジロガシ 146 22 1/ メグスリノキ 67 18 1/ 

緑
広 ス ダ ジ イ 68 21 1/ 

樹 ホ オ ノ キ 61 22 F 

業 ヨグソミネパリ 56 18 1/ 

樹 オオツクパネガシ 61 20 1/ 
カ ゴ ノ キ 110 17 1/ 

ア フ カ シ 54 22 1/ ー エゾ、エノキ 42 20 1/ 
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IX. 高尾山およびその周辺に自生する高等植物の分布概説

植物の分布には 2 つの型がある。その 1 つは気候との関連が強く，同じ気候の地域に広く分布している

種類がある。いま 1 つは気候との関連があっても，それよりも生育する地域の地史とより密接に結びつき

のある種類である。この 2 つの型の聞にさまざまな中間的なものがあり，はっきりしないものが多いが，

大ざっぱにわけると気候型と地史型の 2 つの分布型にわけることができる。気候型に属する植物はその種

類が多く，地史型に属するものはその種類が少ない。気候型のうちでは気温が最も植物の分布に関係、が深

い。特にシダ植物は温度に支配されることが多いようである。また降水量(含む積雪)の総量は植物の分

布に大きな影響を与えることはもちろんであるが，日本のように年間降水量の総量が 1 ， OOOmm 以下のと

ころがほとんどない国では，その総量よりも降水の配布(配分)状態のほうが一層関係が深いようであ

る。日本海側と太平洋側とでは，植物の種類が著しく違うのは気温の状態の差異もあろうが，降水の配布

状態のちがいも大きく影響しているものと思われる。

上述のように高尾山の気温や降水量については，山に観測所がないのではっきりしたことはわからな

い。山麓から東北にゃく 3km の位置にある当浅川実験林には観測設備がある。ここで観測した昭和 2 年

から昭和 34 年までの 33 年間の観測値によると平均気温は 13.40 C ，降水量の年平均は 1 ， 856.2mm であ

る。また気温の高の極は 36.4 0 C ，低の極はー10.6 0 C である。この観測所は海抜約 184m のところにあ

れ高尾山麓とは気温も大体同じくらいと思われる。ケーブルやリフトの終点は海抜およそ 450m，頂上

は海抜 603m の高さにあり，かつ北からの寒風をまともに受けるので冬はかなり温度がさがるものと思わ

れる。浅川実験林の本年度の最低気温は 1 月 21 日の -9.3 0 C であったが，高尾山頂ではこの時おそらく

-12~ー 13 0 C にさがったものと恩われる。反対に真夏でも山頂は混度低く非常に涼しい。降水量は山麓

では大した差はなく，山頂付近ではいくぶん多いと恩われる。冬山麓が雨のときでも山頂付近では雪とな

ることが多い。積雪量は山麓よりかなり多い。こうした気候ことに気温の状態は南面および東面では暖地

性植物の生育に適し，また北面や山頂付近では寒地性植物の生育も許しうる。だから高尾山の自生植物を

大観すると，暖地性植物はもちろん多いが，また寒地性植物もかなり見られる。

高尾山とその周辺に産する高等植物の総数は 153 科， 1 ， 596 種類である。これらの植物を暖地位横物と

寒地性横物とにわけ，その主なるものをあげると次のようである。

1. 暖地性横物要素

ここにいう暖地性植物要素とは日本の中央部の南部以西，近畿，中国，四国，九州I (各高地を除く)の

各地方，あるいはそれ以南の暖地に分布の本拠をおく植物をいい，高尾山およびその周辺ではその数はか

なり多い。そのおもなるものをあげると次のようである。

i 木本類

イヌガヤ，カヤ，ハリモミ，ツガ，ゴゴメヤナギ，スダジイ，アカガシ，ツクパネガシ，シラカシ，ウ

ラジロガシ，アラカシ，クヌギ，イチイガシ，エノキ，ムクノキ，イタピカズラ，マツグ守ミ，オオパウマ

ノスズクサ，ツヅラフジ，シキミ，ピナンカズラ，カゴノキ，ヤマコウパシ，ダンコワパイ，タブノキ，

シロダモ，ガクウツギ，オオフジイバラ，テリハノイバラ， フユイチゴ， ミヤマフユイチゴ，イヌザク

ラ，リンボク，ェドヒガン，クサボケ，ネムノキヲフジキ，ユクノキヲキハギ，ジャケツイパラ，カラス

ザンショウ，ミヤマシキミ，ニガキ，ツグ，コクサギヲアカメガシワ，ゴンズイ，シラキ，ケンポナシ，
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マユミ，ムクログ，ウラジロマタタピヲサカキ，ヤプツパキ，ヒサカキ，イイギリ，コガンピ:\ミヤマウ

コギ，アオキ，キヅタ，クマノミズキ，ツノレグミ，イワナンテン，アセピ，シナノガキ，タンナサワフタ

ギ，オオパアサガラ，マンリョウ，ヒイラギ，テイカカズラ，キジョラン，ヤプムラサキ，テリハコパノ

ガマズミ，ゴマギ，ナガパノコウヤボワキ。

ii. 草本類

スギ、ラン，カタヒパ，オオパヤシャゼンマイ，カニクサ，コシダ，ウラジロ，ホソパコケシノブ，アオ

ホラゴケ，ハイホラゴケ，フモトシダ，オオパノイノモトソウ，アマクサシダ，イワガネソウ，イノモト

ソウ，タチシノブ，ハコネシダ，オオパノハチジョウシダ，ホラシノブ，セイタカシケシダ，シロヤマシ

ダ，ホソパイヌワラピ，シケシダ，ベニシダ，トウゴクシダ，オオペニシダ，ヒメイタチシダ，サイコク

ベニシダ，マノレパベニシダ，ヒロハイヌワラピ，シケチシダ，キヨスミヒメワラピ，イプキシダラハシゴ

シダ，ホシダ，ヤワラシダ，エピラシダ，へラシダヲハカタシダ，オニカナワラビ，オニイノデ，カタイ

ノデ，サイコクイノデ，イノデモドキ，アカメイノデ，ツヤナシイノデ，ヒメカナワラピ，オオキヨズミ

シダ，チャボイノデ，ドワリョウイノデ，ハコネイノデ，オンガタイノデ，コモチシダ，コパノヒノキシ

ダ，マメヅタ，クリハラン，サジラン，ナガパヤブマオ，ヒメウワパミソウ，マノレミヤマゴボウ，ヒメウ

ズ，シギンカラマツ，オノマンネングサ，マノレパマンネングサ，ヨゴレネコノメ，ヤシウネコノメ，コミ

ヤマスミレ，ナガパノスミレサイシン，フモトスミレ，ハナピゼリ，オオパチドメグサ，チドメグサ，コ

ナスビ，サワ Jレリソウ，オオJレリソワ，ヤマJレリソウ，シモパシラ，タニジャコウソウ，レモンエゴマ，

トラノオジソ，オカタツナミソウ，コバノタツナミソウ，ミヤマナミキ，ハグロソウ，キツネノマゴ，イ

ナモリソワ，カラスウリ，キカラスワリ，ツIレギキョウ，ヒメガンクピソワ，トキンソク，シュウプンソ

ワ，テパコモミジガサ，ササクサ，イトハナピテンツキ，ヤマオオイトスグ，ケスグ，モエギスグ，ウパ

ユリ，ヤマラ y キョウ，ヒオウギ，ムギラン，マヤラン，セッコク，ベニカヤラン，フウラン，ヨウラク

ラン，カヤラン，クモラン，ヒトツボクロ。

2. 寒地性植物要素

本州の北部から北海道またはそれより以北の寒地に分布の本拠をもっ植物をいい，高尾山ならびにその

周辺では暖地性植物要素よりその数は幾分少ないがかなりある。そのおもなものをあげると次のようであ

る。

i. 木本類

オノエヤナギ，ヤマネコヤナギ，サワグノレミ，ケヤマハンノキ，サワシパ，ブナ，ミズナラ，エゾエノ

キ，ノVレニレ，カツラ，ホオノキ，チョウジザクラ，カスミザクラ，イヌエンジュ，エゾヤマハギ，キハ

ダ，オニイタヤ，ヒトツパカエデ，メグスリノキ，トチノキ，シナノキ，サ1レナシ， マタタピラ タラノ

キヲハリギリ，ミヤマイボタなど。

ii .革本類

ヒロハハナヤスリ，カラクサシダ，イワデンダ，フクロシダ，ジュウモンジシダ，ミヤマシダ，ナライ

シダ，シノブカグマ，オシダ，ミヤマワラビ，ホソイノデ， カラハナソウ， トキホコリ，オオヤマフス

マ，ワダソワ，ワチガイソウ，フクジュソウ，アズマイチグ，レングショウマ，オオバショウマ，トウゴ

クサパノオ. }レイヨウボタン，チョウセンキンミズヒキ， ミツモトソワ， マノレミノワ Jレシ， イブキスミ

レ，シャクタヨウソウ，クサレダマ，オオキヌタソワ，ハシリドコロ， レンプクソウ， フクシマシャジ
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ン ， Yパナ，タニギキョウ，シデシャジン，オクモミジハク守マ，ヤマハハコ，タマブキ，ノ y ポロガンク

ピソウ，オオガンクピソウ，マyレパダ、ケプキ， メタカラコウ， ヒメヒゴタイ，ハンゴンソウ， コウリン

カ，オヤマボクチ，キクアザミ，アオヤギソワ，ユキザ、サ，カキラン，サカネランなどである。

3. 固有植物

これは 1 地方， 1 地域または 1 地区のみに自生し，他の場所には分布しない植物をいう。現在固有植物

と恩われているものでも，各地のフロラの調査がすすめば固有でなくなるものもできてくる。

高尾山およびその周辺に自生する高等植物のうちで，この地区に固有と思われる種類は少ない。そのお

もなものをあげると次のようである。

1.アズマナシ乃Irus kunoriana KOIDZ. 

2. タルミヤシャプシ Alnus peculiaris HIYAMA 

3. ケタニタデ Circaea dubia HARA var. makinoi HARA 

4. タカオワニグチソワ Polygonatum desoulavyi KOMAR. var. azegamii OHWI 

5. ウチダシナガパノコウヤボウキ Pertya glabrescens SCHULTZ-BIPONTINUS f. impressa HARA 

6. ヨコヤマタツノヒグ Diarrhena japonica FR. et SAV. f. musashiensis HIYAMA 

7. ミドリヒメフタノ宅ラン Listera shikokiana MAKINO f. viridis HIYAMA 

8. シロパナオカタツナミソウ Scutellaria brachysPica NAKAI et HARA f. albiflora HAYASHI et 

KOBAYASHI-YOSHIO 

9. ホソパノミミガタテンナンショウ Arisaema limbatum NAKAI et F. MAEKAWA f. angustifo-

lium HAYASHI 

10. ヤエキツネノカミソリ Lycoris sanguinea MAXIM. f. plena Y AMAZAKI 

11. ベニガクウツギ Hydrangea scandens SERINGE f. rosea HIYAMA 

12. タカオヤプマオ Boehmeria sieboldiana BL. f. decomposita HIYAMA 

13. キイロミミガタテンナンショウ Arisa側a limbatum NAKAI et F. MAEKAWA f. viridiflavum 

HAYASHI 

14. ミドリミツノ4 ウツギ Staphylea bumalda DC. f. kobotokensis HAYASHI 

15. ムラサキイチリンソウ Anemone 揖ikoensis MAXIM. f. violacea HAYASHI 

16. オオパナハンショウズル Clematis japonica THUNB. f. grandiflora HAYASHI 

17. タカオコパノガマズミ Viburnum erosum THUNB. f. aurantiacum HAYASHI 

などである。

X. 高尾山およびその周辺を原産地 (TY]le-locality) とする高等植物(発表年代)1頂)

1. 既発表の植物

(1 ) ヤグノレマカエデ Acer pictum THlThlB. var. dissectum WESMAEL subvar. subtriJidum 

MAKINO カエデ科，植物学雑誌 18 : 114 (1904) 

牧野富太郎博士が 1903 年 11 月高尾山にて発見命名したものである。これは小木について発表されたも

ので，ウラグエンコウカエデに似て，裂片は全縁あるいは 1-2 大歯牙がある。最近は若木のみに見られ

る形として区別しないこともある。しかし大木の成形葉になっても葉が中裂して，そのうえ裂片にはっき
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り七た歯牙が出るものもあるから品種として区別すべきであると思う。高尾山にもこの型の大木がある。

学名は A. mono 'MAXIM. var. coηniven$ HARA' f. subtrifidum REHDE~ となる。

(2) シロミノアオキ Aucuba japonica THUNB. va,r. leucocarpa MATSUM,. eLNAKAI ミズキ科，

植物学雑誌 22 : 152 (1908) 

中井猛之進博士が高尾山中にて発見し，松村任三博士と共同で命名発表されたものである。のちに久内

清孝氏は高尾山にて採集したシロミノアオキを栽培して，その花が緑花であることを知れ中井博士に相

談されたので中井博士は植物研究雑誌 11 : 530 (1935) に追加の記相文を発表されている。牧野富太郎博

士はアオキの緑花品にアオバナアオキ Aucuba japonica THUNB. f. viridiflota MAKINO なる品種を発

表しておられる。 c植物研究雑誌 1 : 17 (1917)J これは久内清孝氏が箱根湯本にて採集された雄本?

である。しかしヲ原寛博士は日本種子植物集覧 ill-331 (1954) でアオパナアオキの学名を起用してシ

ロミノアオキの学名をその異名とされている。林の観察によると，シロミノアオキの花は緑花である。し

かし緑花のものが必ずシロミノアオキであるとはかぎらない。緑花のアオキで果実は赤色になるものが多

，い。また紫褐色花と緑花の中間色のものもある。本書にてはシロミノアオキを品種としてあっかい A.

japonica THUNB. f. leucocaゆa OHWI を採用した。

(3) タカオヒゴタイ Saussurea sinuafa KOMAR. f. japon仰 NAKAI キク科，植物学雑誌 23 : 

192 (1909) 

舟橋氏が高尾山で採集され，中井博士によって命名発表されたものであるが，その後植物学雑誌 29 : 

197 (1915) において種に引きあげ， S. sinuafdides NAKAI と改められた。

茎は細く，高さ 35-60cm で毛がある。下部の葉は広卵形または卵形で長さ 7-llcm，深く大きく波

状に湾入し，不整の牙歯がある。質は薄く両面に短軟毛がある。 9 -10月ころ頭花はまばらな散房状につ

き，花冠は帯紫色長さ 13-14mm，総査には密に蜘妹毛があり，総査片は皮針形で上半は反曲する。関

東西南部に分布する。裏高尾縦走路から恩方地区方面の尾根にはオンガタヒゴタイ Saussurea X safowi 

KIT品1URA というタカオヒゴタイとセイタカトウヒレンの雑種がある。 これは佐藤達夫氏が元恩方村に

おいて 1934年にはじめて採集されたものである。これは頭花の形状と葉が茎に沿下する性質はセイタカ

トウヒレンに似ているが，葉の形状特に湾入欠刻のあるところと頭花に灰白色の綿毛のあるのはタカオヒ

ゴタイに似ている。

(4) キランニシキゴロモ Afuga bastarda MAKINO - A. decumbens THUNB. X A. yezoensis 

MAXIM. シソ科，植物学雑誌 26: 175 (1912) 

1912年 5 月 5 日に牧野富太郎博士が高尾山で，はじめて採集され，茎および花の色はキランソウに似る

が，葉の形，色ヲそしてきめのようすはニシキゴロモに似ているのでキランソウとニシキゴロモとの中間

穏として発表された。当時二シキゴロモとしてあっかわれた高尾山産のものは，前年に中井博士が変種と

して発表されたツクパキンモンソウにあたる。

(5) アカコミヤマスミレ V�!a. maximowicz加w MAKrno f. rubescens MAKINO スミレ科，植物

学雑誌 26 : 151 (1912) 

コミヤマスミレは高尾山では谷添いの林下にたくさん見られるが，これらに混じ、って葉，特に葉裏が暗

赤色を帯びるものがあり，牧野博士が高尾山で採集されたものをタイプとして発表されたものである。

(6) ヤマミゾソパ Po!ygdnum 'thunbergii.SIEB. & ZtJcc. var. oreoPhilum MAKINO タデ科，
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植物学雑誌 27 : 251 (1913) 

牧野富太郎博士がはじめて高尾山で採集発表されたものである。山地の樹下に生える陰地植物で，全体

に刺も毛も少なく，茎は直立しないで，葉身は幅が広く左右の裂片の上でくびれない。また葉柄に翼が出

ないことなどで，ミゾソパの変種とされていたが，桧山康三氏はヤマミゾソパの小堅果は著しい光沢があ

り，形もミゾソパよりいっそう円味があり灰色がかっているという理由で，独立種 Persicaria oreophila 

HIYAMA とした。本州の福島県から関東地方，東海地方に分布する。

(7) レモンエゴマ Perilla ocimoidωLINN. f. citriodora MAKINO シソ科，植物学雑誌、 28:180(1914)

高尾山において 1913 年にはじめて牧野富太郎博士によって採集されたが， その後本州(金華山以南の

太平洋側)，四国，九州に分布することが知られている。エゴマに似ているが，レモンょうの芳香がある。

茎は高さ 20-70cm で短軟毛をやや多く密生している。葉の下面に腺点があり，脈上には長軟毛および細

毛がある。 8-10月ころ多数の花をつけた花穂を出し，のちに伸長して長さ 10-18cm に達し，がくは果

時に長さ 6-8mm で，分果の径は1.2- 1. 5mm である。学名は現在 Perilla jrutescens BRIπ. var. 

citriodora OHWI が用いられている。

(8) ヤプザクラ Prunus incisa THUNB. var. tomentosa G. KOIDZUMI パラ科，植物学雑誌 29

: 314 (1915) 

1910 年 4 月小泉源一博士が高尾山で採集されたものが基準標本であるが，久内清孝氏も 1915 年 4 月横

浜市立野町で採集し，これにヤプザ、クラなる和名を与え，小泉博土のもとに送られたので上記のような名

で発表され，その後 1937 年になって，久内清孝氏はマメザ、クラに似るもがく片に必ず鋸歯が出ることが

はっきりした区別点であるといわれ，また花柱に散生毛が出たり，事筒が短く基部がふくれたれまた

大きい葉が出たり， 花がやや大きいなどの理由で種に引き上げられ，学名は Prunus hisauchiana G. 

KOIDZUMI と変更された。 しかし当初区別点としていた花梗の毛は普通のマメザクラより多いが大した

ことではないと久内氏ものべておられる。高尾山，南高尾などの林中にまれに見られ，梅ノ木国有林の沢

添いの道には数本並んで生えているところがある。

(9) ノコギリパノマメザクラ Prunus incisa THUNB. var. serrata G. KOIDZUMI パラ科，植物

学雑誌 29 : 314 (1915) 

箱根山および高尾山で採集された葉の鋸歯が長く鋭いものであるが，現今ではとくに区別し記載してい

る学者はほとんどない。

(10) サツキヒナノウスツボ ScroPhularia musashiensis BONA TI ゴマノハグサ科， Bull. Soc. Bot. 

France LVlU : 520 (1911)ロ植物学雑誌 30 : 110 (1916) 

樹林下に 4-5 月ころ黒紫色のだるま状つぼ形の小花を長い柄の先につける多年草で，茎は 4 稜あり高

さ 40-80cm に達する。葉は卵形または卵状長だ円形で辺縁には重きょ歯があり葉質は薄い。関東西部に

のみ産し，学名のもとになった産地は詳しい説明がなされていないが，高尾山であろうといわれている。

和名は古海正福氏の命名されたものである。

(11) トラノオジソ Perilla hirtella NAKAI シソ科，植物学雑誌 31 : 286 (1917) 

中井猛之進博士が高尾山で発見命名されたが，学名はのちに P. jrutescens BRITTON var. hirtella 

MAKINO et NE聞)TO と変更された。シソに似たかおりがある。 レモンエゴマより葉はやや狭く，茎に

は粗毛が散生し，包は緑色をおびる。花はレモンエゴマより時季がおくれて咲き，花は小形で，花序は細
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長い穂状である。がくは花時 2-3mmで小さい。本州1，四国，そして中国中部に分布する。

(12) シロパナオオパジャノヒグ Ophiopogon wallichianus HOOK. fil. vai; leucanthus MAKINO 

ユリ科，植物研究雑誌 II -3 : 12 (1919) 

牧野富太郎博士が高尾山で発見されたオオパジャノヒゲの純白花品であって，高尾山およびその付近の

山地に見られるが数量は少ない。学名は奥山春季氏により O. planiscapus NAKAI f. leucanthus OKUｭ

YAMA と品種に改められた。

(13) オオツクパネガシ Quercus takaoyamensis MAKINO ブナ科J 植物研究雑誌 II -4 : 13 (1920) 

関東以西のアカガシとツクパネガシの混生地帯では，その問種とおもわれる種々の中間的形質を現わし

たものがみられる。久内清孝氏および牧野富太郎博士が高尾山で発見し，牧野博士によってオオツクパネ

ガシと命名，発表されたものもそのー型と息われ， その Type tree といわれているものが表参道脇に現

在も生存している。葉形はツクパネガシに近くて葉の先端近くに少数の鋸歯があり，葉が大形でやや厚

く，柄が少し長い点はアカガシの性質も出ている。

(14) シタキツノレウメモドキ(オオツノレウメモドキ) Celastrus articulatus T町NB. var. stephanotiｭ

ifolius MAKINO ニシキギ科，植物研究雑誌 III-6 : 24 (1926) 

1926 年牧野富太郎博士が高尾山で採集し，発表されたもので，同年の12月に同誌 III-12 : 46 (1926) に

おいて C. stePhanotiifolius MAKINO として種に引上げられた。葉はガガイモ科のシタキソウを恩わせ

る形をしているので上記の和名がつけられ，広だ円形またはだ円形，ときにはやや円形または卵円形をな

し，下面の中肋および脈上に短立毛を密生する。このものは牧野博士が先に植物学雑誌 7 : 102 (1893) 

に発表されたオオツルワメモドキ C. articulatus THUNB. var. pubιscens MAKINO と同じである。本

州|の関東以西，四国，九州，南朝鮮にまれに産する。

(15) ホシザキイナモリソウ Pseudoρ'yxis dψressa MIQ. var. angustiloba MAKINO アカネ科，

植物研究雑誌 III-6 : 24 (1926) 

イナモリソウの花冠片が 6-7裂片あれ裂片は狭くて，辺縁がまくれている。牧野富太郎博士が高尾

山で採集したものについて発表された。のちに原寛博士はこれを品種とされ， f. angustiloba (MAKINO) 

HARA と改めた。

(16) フイリイナモリソウ Pseudoρ'yxis d，ψresa MIQ. var. variegata MAKINO アカネ科，植物研

究雑誌 III-6 : 24 (1926) 

高尾山で牧野富太郎博士が採集され，発表されたものである。これはイナモリソウの棄の表面に淡色の

模様のはいったものである。現在高尾山では樹林下にフイリ品のみで群落をなしているところがみられ

る。学名は原寛博士によってf.仰iegata (MAKINO) HA臥と改められた。

(17) ミヤマクマザサ Sasa hayatae MAKINO イネ科，植物研究雑誌 III-4 : 16 (1926) 

牧野富太郎博士が高尾山で採集され，新種として発表されたもので，種名は当時の東京大学教授早田文

蔵博士を記念して献名されたものである。手早は直生して，上部は分枝し，枝は各節に単立する。葉は長だ

円状皮針形または皮針形，鋭尖頭，鈍脚にして上面は架毛，下面に毛を散生する。葉柄は短く基部に毛を

密生する。葉鞘ははじめ有毛，のち無毛となり，冬期には葉縁がやや白くふちどられる。高尾山頂近くに

ある。東京都のほか静岡県にも分布している。

(18) タカオホオズキ Physaliastrum kimurai MAKINO ナス科，植物研究雑誌、llI-10 ， 37 (1926) 
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アオホオズキに似て果実が球形のものを 1962 年 10 月 24 日高尾山にて木村康一博士が採集された。こ

れに牧野富太郎博士がタカオホオズキと命名され，発表した。のちに大井次三郎博士はこれをアオホオズ

キの品種として P. Savatieri MAKINO f. kimurai OHWI と改められた。しかし，高尾山でもまれに見

られるのみである。なお，丹沢山山集の札掛，塔ケ岳方面にも稀産する。

(19) タカオホロジ Solanum takaoyamense MAKINO ナス科，植物研究雑誌皿ー10 : 38 (1926) 

ヤマホロシに似て葉に牙歯があり，呆実は広だ円形のものを牧野富太郎博士が高尾山で採集され，命名

発表された。のちに原 寛博士はヤマホロシの変種として S. ja.ρonense NAKAI var. takaoyamense 

HARA と学名を改められた。高尾山ではまれに見られるにすぎない。なお，伊豆天城山や東京都下の他

山にもある。

(20) タカオスミレ Viola yesoensis MAXIM. var. discolor NAKAI スミレ科，植物学雑誌 42: 588 

(1928) 

小泉秀雄氏が高尾山で採集された葉裏の赤褐色なるヒカグスミレの 1 変種であるが，桧山庫三氏は後に

品種f. discolor HIYAMA に改められた。中井猛之進博士の発表文のなかにも「今は現場は荒されて見

るかげもなし」とあるが，その後だれも採集したということを聞いていない。しかし，スミレの研究をし

ておられる国立科学博物館伊藤栄子氏の話では，軽井沢などで葉裏の赤褐色なるヒカグスミレ，すなわち

タカオスミレを見ているとのことである。葉表面の赤褐色によごれるハグロスミレは高尾山および付近に

沢山ある。

(21) タカオシケチシダ Cornopteris musashiensis NAKAI オシダ科ヲ植物学雑誌 44: 8 (1930) 

1930年中井猛之進博士はシケチシダ属を新設され，このとき高尾山で採集された新種タカオシケチシダ

を発表された。シケチシダとは葉裏の脈上，羽軸等に軟毛があるので区別できる。 1938年伊藤洋博士は

シケチシダの変種として C. decurr，仰ti-alata NAKAI var. pilosella H. ITO と学名を改められた。高

尾山では主として南面のピワ滝道に生ずる。

(22) ウスゲヌスピトハギ Desmodium podocaゆum DC. var. glabrius N AKAI マメ科，植物学雑

誌 44 : 36 (1930) 

マノレパヌスピトハギに似て茎葉に毛が少なく，茎はほとんど無毛のもので，松村任三博士がかつて高尾

山で採集された標本を Type として中井博士が発表されたものである。のちに桧山庫三氏は学名を D.

raαmosum DC. var. villosum OHWI f. glabrius HIYAMA と改められた。

(23) アサカワソウ Festuca musashiensis HONDA イネ科， Monogr. Poac. ]ap.. 47 (1930) 

1928年久内清孝氏が採集されたものを本田正次博士が新種とし，和名も当時の町名からアサカワソウと

命名，発表されたっ自生品はなく栽植されたものばかりであって，葉が細長く糸状で，株をなしたところ

が美しいので，高尾山麓の一部の民家には現在も栽植されている。オオウシノケグサに似ていてヲ緑色無

毛であって，線状皮針形の円錐花序をつけ，小穏は細い。包穎および護穎の辺縁は有毛である。大井次三

郎博士はオオウシノケグサの変穫として学名を F. rubra LINN. var. musashiensis OHWI と改められ

た。この草がどこからだれがもってきたものか，あるいはどういう経路をへてこの地に野化したものか不

明である。

(24) アズマナシ pyrus kunoriana KOIDZ. ナシ科，植物分類，地理 3 : 39 (1934) 

昭和 8年12月 4 日九里聴雄氏によって小仏峠において発見されたもので，学名は同氏を記念してつけら
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れた。その木は現在なお残っている。校は黒色あるいは褐黒色で無毛，葉は割合にうすし卵形または卵

円形を呈し，たいらに平臥した小鋸歯があり，その先端は針状となる。急鋭尖頭， 円脚で長さ 8 -11.5 

cm，幅 5-7.5cm ほどである。果実はやや球形である。

(25) タカオスグ Carex musash福nsis OHWI スグ科， Cyp. Jap. 1 : 512 (1936) 

ナルコスグとアゼスグの天然雑種であって，南高尾で T. SUTO 氏が採集し，大井次三郎博土が命名

発表された。現在も梅ノ木平から峯の薬師に行く途中の小j!lの縁などに見られる。秋山茂雄博土はタカオ

スグをシャリスグの変種 Carex sharensis FRANCH. var. musashiensis AKIY. としている。また，本種

をナルコスグとヤマアゼスグの天然雑種だろうといっている人もある。

(26) タカオミサキカグマ Dryoρteris chinensis KOIDZ. var. takaoyamensis H. ITO オシダ科，

植物学雑誌 50 : 38 (1936) 

1909年高尾山で中井猛之進博士が採集された標本にもとづいて，伊藤洋博士が発表されたもので，ミ

サキカグマとは，羽片が長だ円形で卵状三角形でなく，小羽片は線形または長だ円形なる点で区別された

が，その後サクライカグマ D. gyl刊noρ'hylla C. CHR. の異名とされ，これを区別しなくなった。

(27) ヒイラギイヌシデ CarPinus t~chonoskii MAXIl¥1. 1 us . incisa INOIWl¥1A カパノキ科，東京

大学農学部演習林報告 25 : 23 (1937) 

イヌシデの枝変わりであって，下葉は普通葉にちかいが，上位の葉は狭長だ円形で，羽状にせん裂する

もので，元八王子で採集され，猪熊東大名誉教授によって命名，発表されたものである。

(28) ナガホハナタデ Persicaria yokusaiana NAKAI var. laxiflora HARA タデ科，植物研究雑誌，

17 : 338 (1941) 

中井猛之進博士は 1913 年 10 月 27 日に高尾山で採集されたものを Type として ， Persicaria posumba 

var. laxiflora NAKAI , in Rep. Veg. 'Quelp. 41 (1914) なる学名をつけられた。しかしこのものは裸

名であったので原 寛博士が上記の変種名とともに正式に記載文をのせ発表された。その後桧山庫三氏は

品種としてあっかい ， P. yokusaiana f. laxず"lora HIYAMA に改められた。ナガホハナタデは北海道より

九州まで広く分布し，台湾，朝鮮，満州にまでおよび，ハナタデより穂の花が隔たってまばらにつくもの

である。

(29) ウチダシナガパノコウヤボワキ Pertya glabrescens SCHULTZ-BIPONTlNUS var. impr，ω'sa 

HONDA キク科，植物学雑誌 59 : 16 (1946) 

本田正次博士が l日浅川町上梢田の山林において見い出されたナガパノコワヤボウキの葉脈が上面から下

面に向かつて強く打ち出されたものである。学名はのちに原寛博士により品種とされ， P. glabrescens 

f. impressa HA臥に改められた。

(30) トガリシオデ Smilax hなvensis MIQ. var. max絈owiczi� KITAGA W A f. acuta HIYAMA ユ

リ科，植物研究雑誌 26 : 156 (1951) 

シオデの果実の先のとがるもので，桧山康三氏が景信山で採集し，命名された。学名は S. riρariaA. 

DC. var. ussuriensis HARA et T. KOYAMA f. acuta (HIY.品仏) KOBAYASHI-YOSHIO comb. nov. 

と新しく組み合わせる。

(31) ヨコヤマタツノヒグ Diarrhena japonica FR. et SAV. f. musashiensis HIYAMA イネ科，

植物研究雑誌 28 : 218 (1953) 
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タツノヒグの Palea 竜骨は一般に無毛平滑であるが，浅川実験林内には竜骨上に微細な刺状臆毛があ

ってざらつくものがある。小林が発見し，桧山庫三氏により命名，発表されたものである。和名は当時の

村名である横山村にもとづいて命名された。

(32) ミドリヒメフタパラン Li・'stera shikokiana MAKINO f. viridis HIY AMA ラン科，植物研究雑

誌 28 : 152 (1953) 

ヒメフタパランはー名ムラサキフタパランといわれているが，浅川実験林にはこれらに混じって全株緑

色のものがある。小林によって発見され，桧山庫三氏が品種として命名発表された。学名は L. japonica 

を起用するならば新しい組合せが必要であり ， Listera japonica BLUME f. viridis (HIYAMA) KOBA-

YASHI-YOSHIO comb. nov. となる。

(33) アツカワザ、ンショウ Zanthoxylum piperitum A.P.DE CANDOLLE f. corticosum KUSAKA 

ミカン科，林業試験場研究報告 58 : 43 (1953) 

サンショウの樹皮の性質には 2 型あることを草下正夫氏は旧横山村産のものについて発表された。その

l つコルク層が全面に発達したものをアツカワザンショウというや次のイボザ、ンショウは樹皮のコルク層

がいぼ状になっているものである。

(34) イボザ、ンショウ Zanthoxylum ρiperitum A. P. DE CANDOLLE f. verrucatum KUSAKA ミカ

ン科，林業試験場研究報告 58 : 44 (1953) 

(35) ヒロハヤプムラサキ Callicarpa mollis SIEB. et Zucc. f. latifolia KUSAKA クマツヅラ科，

林業試験場研究報告 58 : 44 (1953) 

ヤプムラサキの葉の幅が広くなり，卵形を呈し，葉脚が広模形のものを浅川実験林に隣接する山地で草

下正夫氏が採集され，命名したものである。

(36) ケヒメカンスグ Carex x insolita T. KOYAMA -C. conica Boo廿xC. duvariana FR. et SA V . 

カヤツリグサ科，植物研究雑誌 30 : 135 (1955) 

小山鉄夫博士は南高尾の峯の薬師で採集されたものを Type として， ヒメカンスゲとケスグの雑種を

2 つの形に分けて発表された。峯の薬師で採集したものは，ヒメカンスグより全体が強く，葉は幅 4mm

くらいでかなり幅広く，葉輸の底が褐紫色のもの。他の型は千葉県鋸山で採集されたものでケスグより全

体に小さし細長い型で，葉は幅 2mmほどで細く，葉輸の底はやや褐色を呈するものである。

(37) ムラサキオニシバリ Daρhne pseudo-mezereum A. GRAY f. atropurpurea HIYAMA ジンチ

ョウグ科，植物研究雑誌 32 : 114 (1957) 

オニシパリの花のがくの外面が暗紫色を呈するもので，南高尾の梅ノ木平で飯泉優氏が採集されたも

のを桧山庫三氏が命名されたものである。このように着色した花は当地方ではしばしばみることができ

る。

(38) コポトケスミレ Viola ρhalacrocarpa MAXIM. f. chionantha HIYAMA スミレ科，植物研究

雑誌 32 : 288 (1957) 

小仏峠と城山との中間の尾根で矢野佐氏が発見したアカネスミレの自花品であって，桧山産三氏が採

集地の名前をとってコボトケスミレと命名ヲ発表された。

(39) アケボノミヤマシキミ Skimmia ja，ρonica THU阻. f. rosea. HAYASHI ミカン科，林業試験

場研究報告 107 : 28 (1958) 
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基本種のミヤマシキミにくらぺてがくと花梗が紅色でやや禍色を帯び，つぼみと花弁は紅色を呈する。

高尾山で林および小林が採集したものである。

(40) ワスベニニリンソウ Anemone flaccida FR. SCHMIDT f. rosea HAYASHI キンポウグ科，

林業試験場研究報告 107 : 29 (1958) 

花色に濃淡の差があるが，ニリンソウの花弁状を呈するがく片が紅色を呈するものである。高尾山のも

のについて林が発表した。

(41) タカオイノデ Polystichum x takaosanense KURATA -P. longifrons x P. ovato-paleac仰m オシ

ダ科，北陸の植物 8 : 17 (1959) 

アイアスカイノデとツヤナシイノデの雑種で 1954 年末に渡嘉敷裕氏が高尾山で採集し，翌年同氏と同

行して倉田 悟博士がピワ滝上流を調査され，新雑種としたもので，アカメイノデに近いが，葉面の色が

黄色味を帯び，葉柄の堅い黒色りん片はアカメイノデに比しずっと不顕著で，ただ葉柄下部に多少栗色の

たてじまを有するりん片が出るのみである。ソーラスの付き方はほぼアカメイノデに一致し，羽片および

小羽片の先端から基部に向かつて配列する。高尾山における産量は少ないが，本州、|における分布は武蔵，

駿河，三河，伊勢，近江，越前におよんでいる。

(42) ケタニタデ Circaeaxdubia HARA var. makinoi HARA アカパナ科，植物研究雑誌 34: 316 

(1959) 

1921年に高尾山で牧野富太郎博士が採集された標本をのちに東京大学の原 寛博士が研究され，タニタ

デとワシタキソウの雑種と考え命名，発表された。全体は小形で茎は高さ1O-15cm あれ毛が多く，葉

はやや心形をなし上面にかなり長い毛がある。花序はタニタデに近く無毛で，花梗は細く，子房にやや柔

らかい太い毛がある。林は高尾山の大ダJレミ方面やジヤi竜方面で見た。

(43) アツカワサワラ Chamaecyparis がsifera SIEB. et ZUCC. f. cr，ω'sa HAYASHI ヒノキ科，林

業試験場研究報告 125 : 72 (1960) 

基本種のサワラより樹皮が厚く海綿質でフワフワして柔らかく，縦に長い溝を生じたものである。現在

は八王子市市有林になっている旧さいの神国有林のヒノキ造林地中に 3本あったものである。しかし学名

発表のあと台風のために根本から折れてしまった。この母樹からとった穂木を接木ならびに挿木したもの

が浅川実験林には十数本育っている。富士山の青木が原天然林内にはサワラに混じってアツカワサワラが

2本自生することが山梨県林業試験場の斎藤技師によって見いだされ，今年の 3 月に林および小林がこれ

を確認してきた。

(44) クリハダヒノキ Chamaecyparis o!Jtusa SIEB. et Zucc. f. hasegawana HAYASHI ヒノキ科，

林業試験場研究報告 125 : 72 (1960) 

樹皮がやや白く，縦に割れ目を生じ，全くクリのような肌をしている。長谷川孝三博士が帝室林野局林

業試験場の当時に，小仏事業区区劃班 2 イの大正 4年度植栽のスギ， ヒノキ林中で発見されたものであ

る。数本あったという。その後，台風被害のためその林地は伐採されてしまった。現在，浅川実験林に

は，この母樹かち穂をとり挿木したものが 1 本ある。群馬県小根山林業試験地には同様に挿木したものが

十数本橋栽されている。

(45) ヒレノブキ Adenocaulon himalaicum EDGEW. f. uroρte問m HAYAS凹 キク科，林業試験

場研究報告 125 : 76 (1960) 
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高尾山およびその付近の沢ぞ、いの道を埋めて生えるソブキは基本種のものと違って，葉の長柄にある翼

が幅広しかっ羽状に不整深裂して長いヒレ状をなしている。林が高尾山の調査中にこのことに気付き区

別して発表した。

(46) マノレパカシワノ守ハグマ Pertya robustum BEAUVERD. f. rotundatum HAYASHI キク科，林

業試験場研究報告 125 : 76 (1960) 

基本種カシワパハグマに比し葉が丸く，やや円形または卵円形を呈し，牙歯または不整欠刻が非常に浅

く，両面にほとんど毛なく，かっ縁毛を生じないもので，林が高尾山で採集し，命名したものであるが誤

植につきここに Pertya robusta BEAUVERD f. rotundata HAYASHI と訂正する。

(47) シロパナオカタツナミソウ Scutellaria brachyspica NAKAI et HARA f. albiflora HAYASHI 

et KOBAYASHI-YOSHIO シソ科，林業試験場研究報告 125 : 76 (1960) 

オカタツナミソウの白花品で，花筒部は白色，頭の裂片の端にのみわずかに淡紫色が残り，唇弁には白

地に淡紫色の斑点がある。花筒にある短腺毛は無色で，雄芯のやくは白色である。浅川実験林内で小林が

発見した。

(48) ホソパノミミガタテンナンショウ Arisaema limbatum NAKAI et MAEKAWA f. angustifolium 

HAYASHI サトイモ科，林業試験場研究報告 125 : 76 (1960) 

ミミガタテンナンショウの葉は，一般には 2枚出て小葉は 7-11 個あり，先端の鋭くとがった長だ円形

で幅広いものであるが，林は高尾山で葉が著しく細長く，狭皮針形ないし長だ円状皮針形のものを採集

し，これに上記の和名を与えた。

(49) エダウチミゾシダ Lφtogramma mollissima CHING. f. takaoyamensis HAYASHI オシダ

科，林業試験場研究報告 125 : 77 (1960) 

ミゾシダの葉身が 2-4 岐した品種で，林が高尾山で採集したものに命名，発表した。

(50) ヤエキツネノカミソリ Lycoris sanguinea MAXIM. f. Plena Y AMAZAKI ヒガンパナ科，植

物研究雑誌 35: 178 (1960) 

キツネノカミソリの八重咲品でおしべが全部弁化したもので， 1 つの花に 15-20枚の花被がある。高

尾山の日影沢で小沢元之助，榎本一郎両氏が採集し，山崎敬博士が命名，発表された。これと前後して

林は浅川実験林内にもまれにあることを発見した。

(51) ベニガクウツギ Hydrangea scandens SER. f. rosea HIYA1¥1A ユキノシタ科，植物研究雑誌

36 : 331 (1961) 

南高尾の中沢で桧山庫三氏が採集し，発表したガクウツギの紅花品で，花はあざやかな紅色で装飾花の

葉片の内面が帯色して美しいものである。

(52) タノレミヤシャブシ Alnus xρeculiaris HIYAMA -A. firma SIEB. & Zucc. x A. pendula 

MATSUM. カバノキ科，植物研究雑誌 37 : 153 (1962) 

大垂水峠で桧山庫三氏が発見し，発表したヤシャプシとヒメヤシャブシの自然雑種で，葉はヤシャプシ

によく似ているが，それよりやや狭長で基脚がゆがんだ鈍形をなし，側脈は 16本ばかりで，葉柄の長さ

は 10mm 内外ある。しかし雌花穂は 2-5 個をつけて直立せず，その小柄の長くて細い点はヒメヤシャ

プシに似る。球果は長さ 20mm 内外のだ円体で大きさはヤシャブシに近いが，そのりん片にはヒメヤシャ

ブシ特有の微毛がわずかながら見られ，堅果は不稔である。しかしなお検討を要する種類と恩われる。
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(53) キイロミミガタテンナンショウ Arisaema limbatum N AKAI et F. MAEKAW A f. viridiflavum 

HA:YASHI サトイモ科，北陸の植物 11 : 117 (1963) 

ミミガタテンナンショウの仏炎包は普通は濃紫黒色であるが，峯尾の長女峯尾喜久子君が南高尾の峯の

薬師付近で，淡黄緑色を呈するものを見いだした。これに上記の和名と学名を林が発表したものである。

これは現在浅川実験林内に植栽されており，年々変わらない淡黄緑色の花を開く。

(54) タカオヤプマオ Boehmeria sieboldiana BL. f. decomposita HIYAMA イラクサ科，植物研究

雑誌 39 : 24 (1964) 

ナガパヤブマオで雌花序が総状に分校して複生するもので，桧山庫三氏と小林が 1962 年高尾山で採集

したもので，桧山氏によって命名，発表された。

(55) フイリタマアジサイ Hydrangea involucrata EIEB. f. variegata HAYASHI ユキノシタ科，

林業試験場研究報告 170 : 80 (1964) 

タマアジサイの葉の全面に黄色の斑のはいったもので，高尾山で林が発見し，発表した。

(56) シロパナヒナスミレ Viola tokubuchiana MAKINO var. tenuicornis F. MAEKAW A et HAｭ

SHIMOTO f. albiflora HA Y ASHI スミレ科，林業試験場研究報告 170 : 83 (1964) 

ヒナスミレの白花品で畔上能力氏が高尾山で見いだしたものである。

(57) ウスベニアカショウマ Astilbe thunbergii MIQ. f. rosea HIYAMA ユキノシタ科，植物研究

雑誌 40 : 89 (1965) 

アカショウマの花の淡紅色を呈する美しいものである。南高尾の中沢の谷で桧山庫三氏が採集し，命名!

したものであるが，このものは浅川実験林にもある。また丹沢山にも生ずる。

(58) タカオワニグチソウ Polygonatum desoulavyi KOMAR. var. azegamii CHWI ユリ科，大井次

三郎著，日本植物誌改訂版 1439 (1965) 

コウライワニグチソウにくらべて，全体がほとんど平滑となり，包が小梗の下端につきいちじるしく開

出するものである。花の形はワニグチソウ，花の内部構造はアマドコロにやや似ており，葉の形はミヤマ

ナノレコユリによく似ている。これは南高尾で畦上浦治郎および畦上能力の両氏が発見されたもので，ごく

ー少部分にしかなく稀品である。現在浅川実験林に数株植栽しであり，年々開花する。

変種名の azegamii は大井次三郎博士が発見者を記念して命名されたものである。

(59) ヤエクサボケ Chaenomeles .iaρo河ica LINDL. f. Plena HIYAMA et KOBAYASHI-YOSHIO ノ寄

ラ科植物研究雑誌(投稿中)

八重咲のクサボケで，城山国有林内にて，昭和 41 年4 月桧山庫三氏と小林が見いだしたものである。

このものは浅川実験林内にもある。

以上のほか調査区域外の近接地域を原産地とする種類をあげると次のようである。

( 1) Polystichum X ongataense K URA T A -P. ovato-�aleaceum X P. pseudo -makinoi オンガタイノ

デ(サイゴクイノデとツヤナシイノデの雑種) 産地，恩方村(現八王子市恩方町〕。

( 2) Athyrium satowi H.. ITo トラノオイヌワラビ 産地，恩方村(現八王子J恩方町)。これはへ

ピノネゴザの奇形品と思われる。

2. 新発表の植物

(1) ムラサキイチリンソウ キンポウゲ科
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基本種イチリンソウは 5 個ある花弁状のがく片は楕円形で通常白色であるが，ときに外面の少しく淡紫

色を帯びているものもある。

この品種はつぼみは濃い紫色でありがく片も裏面のみでなく表面までもあざやかな紫董色を呈するもの

である。

最初植物愛好家金子蓮造氏が林に指摘されたもので，南高尾のー局部に群生している。

ここに 1 品種として記載発表する。

(2) オオパナハンショウズル キンポウゲ科

葉は卵形または楕円形で大きし長さ 8-10cm，幅 3-5cm あり，葉質著しく厚い。がく片は 4 個で，

形大きく長さ 3 -5cm，全長の 2/3 の上部は紅紫色，下部の 1/3 は白色であり，質が著しく厚い。浅川

実験林の西部白山団地に自生する。他ではまだ見ていない。

(3) ミドリミツパウツギ ミツパウツギ科

基本種ミツバウツギは 5-6 月ころ今年でた若校の先にせまい円錐花序を出し，白色の花を開く。花弁，

がく片ともに 5 個である。本品種は花弁とがく片，花茎などが緑色をなすものである。他の形質は基本種

とちがわない。八王子市の植物研究家畔上能力氏が，Jイムで採集されたものである。類似品に f. viridis 

(NAKAI) HARA シロパナミツパウツギが記載されているが，これは幼条や葉上国は花軸とともに緑色を

帯び，小梗は緑白色で花は純白色のものであるので別品種である。

(4) タカオコパノガマズミ スイカズラ科

これはテリハコパノガマズミの果実が球形で長さ 6-7mmあり，澄黄色をなすものである。

さきに果実の黄熟するものにはキミノコパノガマズミが記載発表されているが，これは果実の色彩がは

っきり違うものである。

高尾山北部の尾根で生態調査を行なっていた際，小山芳太郎が発見したものである。赤色の果実をつけ

たテリハコパノガマズミの中に 2 本混生していたが，はっきり区別できた。

その 1 本は現在浅川実験林内に植栽されている。

(5) シロパナフクシマシャジン キキョウ科

基本種の茎は直立し毛があり，葉は通常 3-4枚輪生することが多いが，ときに対生または互生し楕円

形で先は尖り，もとは細まり，ふちにはきょ歯がある。夏に茎頂にややまばらな円錐花序をつくり，紫色

または紫白色花を開く。この新品種は，他の形質にはほとんど違いは認められないが，花が純白色を呈す

るものである。八王子市の畔上能力氏が高尾見張台付近で採集されたものである。この品種はまた群馬県

勢多郡東村にもまれにある。

(付-1) アケボノコゴメウツギパラ科

コゴメウツギの基本種は花弁もがく片も白色であるが，これはつぼみ，花弁，がく片，花梗などが薄紅

色をなすものである。乾燥標本にしても色が美しく残っている。八王子市恩方の植物研究家菱山忠三郎氏

が恩方の山地で採集されたものである。こんどの調査区域からは少しはずれるが調査範囲にある小下沢と

は同一山塊であるのでここに特にあげた次第である。

く 1) Anemone nikoensis MAXIM. 

form. violacea HAYASHI form. nov. 

Flores violacei. 
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Nom. Jap. Murasaki-Ichirins� 

Hab. in Hondo , Prov. Musashi; Mt. Takao 

(Yasaka HAYASHI , April 15. 1965, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 
(2) Clematis japonica THUNB. 

forrn. grandiflora HAYASHI forrn. nov. 

Foliola 3. ovata vel elliptica crassa , 8-10cm longa 3-5cm lata. calyces 4, purpureati 3-3.5cm 

longi basi albidi. 

Nom. Jap. Obana-Hanshyozuru 

Hab , in Hondo , Prov. Musashi ; Asakawa 

(Yasaka HAYASHI , May 23 , 1966 , typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

(3) Staphylea bumalda DC. 

forrn. kobotokensis HAYASHI forrn. nov. 

Flore3 viridi. 

Nom. Jap. Midori-Mitubautsugi 

Hab. in Hondo , Prov.. Musashi Kobotoke 

(Chikara AZEGAMI May 20 , 1962. Typus in Herb. Gov. For. Exp. 5t8.) 
( 4) Viburnum erosum THUNB. 

forrn. aurant礼cum HAYASHI forrn. noy. 

Fructus aurantiacus. Laevis globosus 6-7mm , diam. 

Nom. Jap. Takao-Kobano-Gamazumi 

Hah. in Hondo , Prov. Musashi ; Mt. Takao 

(Yasaka HAYASHI October 15 , 1965 , typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

(5) Adenophora divaricata FRANCH. et SAVAT. 

forrn. albiflQra HAYASHI forrn. nov. 

Flores albi. 

Nom. Jap. Shirobana-Fukushimashajin. 

Hab. in Hondo , Prov. Musashi Mt. Takao. 

(Chikara AZEGAMI Sep. 20 , 1965, typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.; 

(付 1) Stephanandra incisa ZABEL. 

f orrn. rosea HA Y ASHI f orrn. nov. 

Floreョ， calyces , et pedunculi rosei 

Nom. Jap. Akebono-Kogomeutsugi 

Hab. in Hondo , Prov. Musashi; Ongata 
(Chiuzaburo HISHIYAMA , May 27. 1966 , typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

XI. 高尾山およびその周辺に産する高等植物中分類地理学上注目すべき種類

高尾山とその周辺の指定区域内に自生する植物のうち，分類地理学上注目すべき植物あるいは興味ある

植物はかなり多いが，そのうちでわたくしたちが特筆する価値のあると恩われたものを 28種類選び簡単

な解説をする。なお，前項X. であげた高尾山およびその周辺を原産地 (Type-locality) とする植物中

には，分類地理学上注目すべき植物が多いがここでは重複をさけあげないこととした。

1. シロヤマシダ Diplazium hachijoense NAKAI オシダ科

常緑性の大形のシダで葉身は三角状卵形で長さ，幅ともに 50-100cm ぐらい， 2 回羽状に深く裂ける。
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葉柄は葉身と，ほぼ同長である。胞子のう群は線形で小羽片の小脈上につき，中肋とへりの中聞に並び，包

膜は膜質である。本州(関東地方南部，富山県宮崎神社社叢以西)，四国，九州，琉球，済州島に分布す

る。教育大学生芹沢俊介君が高尾山の東北部で発見し，東大の倉田博士に確認してもらい 1965 年報告さ

れたが，高尾山でははなはだまれなものである。

このほかに高尾山付近で‘は産量が少なく，まれなシダとしては，暖地性のものではサイコクベニシダ，

アマクサシダ，オニイノデ，アカメイノデ，イプキシダ，へラシダ，クリ ρランなどがあり，温帯性のも

のではシノブカグマ，ミヤマワラビ，ミヤマクマワラビ，オシダ，トヨクチイノデ，ホソイノデ，オシャ

クジデンダ，ナライシダなどがある。

2. フジオシダ Dryopteris x 卸atanabei KURATA - D. cγassirhizoma NAKAI X D. uniformis 

MAKINO オシダ科

オシダとオクマワラピの雑種で，最近倉田 悟博士が北陸の植物 14 : 34 (l965) に御殿場市で湯山五

策氏が採集されたものをタイプとして発表されたものである。和名は岡市に住む渡辺正氏がつけられた

もので，学名の種名は同氏を記念して名付けられた。この発表のときに研究したフジオシダの標本のなか

には南高尾で著者の 1 人林が 1960 年に採集したものがふくまれている。そして他にも本州'1 (常陸ヲ武蔵，

駿河，信州〕の各地に分布するという。葉形は倒皮針形で細長く，羽片は 20~25対あり，下部羽片はか

なり短縮し，葉柄は短く，葉身の約 1/5 長でオシダに類似するが，羽片は幅広く線状皮針形，その切込み

は深く，裂片聞は多少離れ，下部裂片は独立小羽片となり，幅広く約 7rnmあり，また特に下部羽片は幅

広くその小羽片は大形となる。

3. ハリモミ Picea polita CARR. マツ科

日本特産の常緑の針葉高木で，葉は太くて湾曲し，先は針状でするどくとがる。球果は卵状楕円形また

は卵形で，はじめ緑色のち緑褐色となり，肉桂色に成熟し光沢がある。天然分布の北限地は福島県下の医

王寺山，北緯およそ 37"35' であり，それより以南関東，東海，近畿各地方，四国，九州に広く分布し，

天然分布の南限地は鹿児島県高隈山の北緯おおよそ 31 028' である。東京都下では日原山， )"11苔:山，大岳

などに点生している。山梨県富士山麓の山中湖近くには日本一の大群生があり有名で，天然記念物に指定

されている。また神奈川県の丹沢山集や埼玉県秩父山集にもかなりある。高尾山には猿園の近くに 1 本だ

けある。おそらく自生品と恩われる。広い目でみると決して珍しい木ではないがヲ高尾山としては珍貴な

樹木の一つである。

4. ミズメ(ヨグソミネパリ ) Betula glossa SIEB. et Zucc. カバノキ科

別名をアズサ， ともいう。本州(岩手県北緯 40015' 以南)，四国，九州、|の温帯または暖帯に広く分布

し，天然分布の南限地は鹿児島県高隅山の北緯およそ 31027' である。落葉高木で，樹皮は灰褐色ではじ

めは平滑であるが，老木ではやや不規則に亀裂し，枝の内皮にサロメチーノレと同様の臭気がある。葉は互

生し，卵形ないし卵状長楕円形で先は鋭尖形，もとは浅い心臓形でふちに不規則な二重きょ歯がある。雌

雄同株で 5 月ころ開花する。雄花の尾状花穂は小枝の織から垂れ下がり，黄禍色の多数の細かい花を密着

する。雌花の花穂は雄花の下にある短校の端に 1 個っき，上に向き多数の緑色の花を密lこつける。果穂は

楕円形で直立し，長さ 2 ~ 3 crn ある。業と果穂の大形のヨグソミネパリと，葉と呆穂のやや小形のミズ

メとをわけている学者もあるが，極端なものは区別がつくが，中間形が多く一般には鑑別困難である。高

尾山にはケーブル終点とリフト終点の問の道路わきに大きく根を張って生えている大木がある。もとはこ
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の木が高尾山ではただ 1 本あるだけといわれていたが，これから少し下方に 2本の中径木がありよく果実

がついている。母樹から種子が落ち生えたものと思う。付近の揚地には稚樹もはえている。広い目でみる

と決して珍らしい木ではないが，高尾山としてはこれまた珍貴な木のひとつである。

5. エゾエノキ Celtis jessoensis KOIDZ. ニレ科

北海道，本チ1-1，四国，九州1 ，対島，韓国，満州などに広く分布する落葉高木である。葉は互生し，卵形ま

たは卵状楕円形で長さは 5 -lOcm あり，先は有尾鋭尖形でふちに鋭い鋸歯がある。表面は濃い緑色で，

やや平滑かまたはざらつき，下面は淡緑色または灰色である。花は 5 月ごろ新枝の葉えきに目だたない花

を開く。核果には長い柄があって少し下垂し，径7-8mmあり秋黒熟する。高尾山では南面中腹の傾斜

地に胸高直径 49cm ，樹高 19m のものと胸高直径 42cm，樹高 21m のものが 2 本ああ。 このほかにもま

だどこかにあるものと思われる。しかし高尾山としては，やはり珍貴な樹木のひとつである。

6. タマノカンアオイ Asarum tamaense MAKINO ウマノスズクサ科

常緑多年生主主本で葉は円卵形，先は円形，もとは心臓形で長さ 5 -13cm あり，業肉やや厚く，表面に

は光沢があり，脈は網目状となり落ちこんでいる。 4-5 月ころ暗紫色で径 3 -4cm 大形の花を開く。

東京都，神奈川県にわたる多摩丘陵を主産地としてまれに狭山，府中，深大寺，八王子市郊外など限られ

た地区に分布する。高尾山で、は西北部の小地域にだけ見られる。このほか高尾山ではカンアオイ，ランヨ

ウアオイなどの類似種を産する。

7. フクジュソウ Adonis amurensis REGEL et RADD. キンポワグ科

革質のやわらかい多年生草本で，葉は互生し，長い柄があり， 3 回羽状複葉をなす。 2-3 月ころ新葉

とともに茎の頂に径 3cm ぐらいの黄色い美しい花を l 個つけ，日が当たると上向きに正関する。普通草

花として広く栽培される。本州北部から北海道，様太，韓国，満洲，中国北部，アムールなど寒地に多く

自生するが，本州南部，四国，九州などにもまれに分布する。高尾山では西北部の小仏方面にまれに見ら

れる。

8. レングショウマ Anemono�sis macro�hylla SIEB. et Zucc. キンポウグ科

直立無毛の多年生草本で，高さは田-80cm となる。葉は大形で互生し，根生葉と茎葉があり， 2 回 3

出， 3 回 3 出，または 4 回 3 出複葉をなし，小葉は卵形でふちには鋭尖形の不規則なきょ歯があるコ 7-

8 月ころ茎の上部に長い花枝を出し，上部はまばらな総状花序をなし， 3 -3.5cmもある大形の淡紫色の

花をやや下向きに開き美しい。日本特産の植物で宮城県から奈良県大峯山脈の問の高地に分布している。

主産地は関東地方である。近くでは奥多摩や丹沢山塊には群生地があるが，高尾山周辺にはまれで木下沢

で見たのみである。

9. シギンカラマツ Thalictrum actaefolium SIEB. et Zucc. キンポウグ科

全株無毛の多年生草本で，茎の高さは 30-60cm となる。茎の地下にある部分は著しい黄色を呈する。

葉は互生し， 2 回 3 出，または 3 回 3 出の複葉である。小葉は薄い洋紙質で下面は粉白色をなし，葉脈が隆

起している。 7 -10月疎なる円錐花序を出し，小花を聞く。花弁はなしがく片は白色で外面は紅紫色を

おびる。おしべは多数で花糸は白色をなし輪状に並ぶ。本種は埼玉県以西の本州，四国，九州、|に分布する

がどこにもざらにあるというものではない。高尾山周辺では日蔭沢や小仏道に少し見られるのみである。

10. ユクノキ(ミヤマフジキ) Cladrastis sikokiana MAKINO マメ科

本州、1 (埼玉県秩父以南)，四国，九州1，対島の深山に自生する落葉高木である。若枝Iとは禍色の綿毛が



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか) -101 ー

ある。芽は葉柄の基部に包まれている。葉は互生し， 9-11 個の小葉からなる奇数羽状複葉である。 小葉

は羽軸上に互生し，長楕円形全縁，葉質は薄く，左右不斉で下面は粉白色を帯び中肋上には毛がある。側

脈は各側に 13-15 個。 6-8 月複総状花序を枝先に生じ， 白色蝶形花をやや密に開く。がくは浅く五裂

し，軟毛がある。雄しべは 10 個ありゆ着しない。花後，平たくほとんど翼のない長い豆果を出し，中に

数個の種子を生じ，通常裂開しない。高尾山にはわたしたちの調査では，ケープル終点の西側に，胸高直

径 25cm ，樹高 13m くらいの木が l 本発見されたのみである。まだこの木以外にもある可能性が多い。隣

接の恩方には点生している。高尾山にはこのユクノキに類似したフジキ Cladrastis ρlatycarpa MAKINO 

が沢山生えているので見あやまりやすい。この両種のおもな区別点をあげてみると次のようである。フグ

キの葉裏は淡緑色で網状脈が隆起している。小葉の側脈は各 8-13 個，冬芽は薄い白紙状の袋に包まれて

いる。花期が早い。豆果の両側に著しい翼がある。これに反しユクノキの葉裏は粉白色で網状脈は隆起し

ていない。小葉の側脈は各側に 13-15 個冬芽は赤褐色の毛を密生している。花期がフジキよりおそい。

豆果の両側に翼がない。

11. タカオフウロ Geranium wilfordi MA.'{IM. var. chinense HARA フウロソウ科，植物研究雑

誌 38 : 60 (1963) 

牧野富太郎博士が 1910 年に高尾山で採集された標本にミツパフクロで，がく片や小花柄に関出した長

毛の出るものがある。しかし，同じ個体でもがくなどに開出長毛のほとんど，または全くないものも混じ

っている。この標本について研究された桧山庫三氏は中国，台湾に産するものに原寛博士が G. wilfordi 

var. chinense なる学名をあたえたものと同物とみて，学名はこれにしたがい和名をタカオフウロと命名，

日本における新産地として発表された。

12. マノレミノウルシ Euρhorbia ebracteolata HAYATA トウダイグサ科

地下の根茎は非常に太く，茎の高さは 40-50cm である。芽立ちのときは，紫紅色を帯びて美しいので

ベニタイグキともいわれる。のちには緑色となる。葉は下部では互生し，上部では輪生する。広倒皮針

形，または倒卵状長だ円形で長さ 5-10cm ，幅1. 5-2.5cm，裏面には茎の上部とともに軟毛がある。杯

状花序は 1 個の花のように見え， 4 個の腺体は円心形，円頭で暗褐色，径約 2.5mm ある。総包葉は卵状

三角形，鈍頭で基部は鼓形で長さ約 2 -3cm，幅 1- 2cmである。さく果は平滑でノウルシのように突

起が無い。北海道，本州の一部に分布するが，当地方では裏高尾にわずかに見られるのみである。かつて

中央線の沿線にあったものは最近の複線工事のために絶滅してしまった。

13. トチノキ Aesculus turbinata BLUME トチノキ科

本種は北海道(渡島半島，銭函付近以南)，本州，四国，九州1 (熊本県国見岳以北)に天然分布するつ

東北地方には最も多く産し，九州11こはまれである。落葉の大高木，樹皮は灰褐色，老木では厚い片となっ

てはがれ，特有な紋をなす。冬芽は大形でよくねばる。対生の葉は掌状複葉で，ノj、棄は普通 7 個あり，倒

長卵形または倒卵状長楕円形でへりには鈍い重きょ歯がある。上面は無毛，下面には赤褐色の軟毛があ

る。 5-6 月ころ若校の先に 15-25cm くらいの円錐花序を出し，多数の帯紅白色の花を開く。花は 4弁

で直径1.5cm くらい。両性花と雄花とがある。 ともに雄芯は 7本である。果実は倒円錐形で 3 裂するつ

種子は赤褐色で光沢がある。高尾山には薬王院少し手前の植栽大杉のすぐ下の谷聞に 2本ある。 1 本は太

く胸高直径1.62m に及ぶ。高尾山では，今のところこのほかにはみあたらないが，他の場所にもあるか

もしれない。広い目でみればけっして珍しい木ではないが，高尾山ではまれな木のひとつである。
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14. ウラジロマタタピ Actinidia hy�o!euca MAKINO マタタピ科

本弁I (関東南部以西)，四国，九州I (屋久島まで)の暖帯林中に自生するつる植物である。小枝は無毛，

平滑である。業は長楕円形で基部は円形または急鋭形，上面は無毛で下面は帯粉白色をなし，褐色の肢毛

がある。葉質は堅い草質で，長さ 6 -10cm あり縁にはとげ状の鋸歯がある。雌雄異株。 5-6 月ころ，

白色の花を小校の上方に肢生して開く。雄花は集散花序をなし 1-10 花，雌花は 1 個ずつつく。雄，雌花

とも花弁とがく片は 5 個。花序，がく，子房はいずれも無毛である。果実は液果で広楕円形をなし，長さ

2-3cm あれやや明色の斑点を疎に生ずる。 10-11 月ころ緑がかかった肉色に熟す。中に細かい種子が

沢山ある。よく成熟したものは甘ずっぱい味があり食べられる。類似種サノレナシとは葉裏の粉白色である

こと，花序とがくの辺縁に密毛のないことにより区別される。和名は普通ウラジロマタタピといわれてい

るが，ウラジロサノレナシとしたほうがよかろうと思う。なぜなら本種はマタタピよりもサルナシに近似の

ものであるからである。高尾山には諸々に見いだされモミ，カヤ，カシなどの大木にまきっき太いものは

径 6-8cm くらいとなり， 20-25m の高所までのぼっている。高尾山は分布の北限地に近いと思われる。

15. ミヤマウコギ Acantho，ρanax tγichodon FRANCH. et SAV. ウコギ科

本州(関東南部，東海道，近畿)，四国(徳島県のみ)の比較的かぎられた地域に分布する落葉の小低

木で，樹林下に生える。枝は帯灰白色無毛で細い刺針がある。葉柄は帯赤紫色で 2- 5cm ある。小葉は

5 個あり薄質で菱形または模状倒卵形で両端はとがり長さ 3 -6cm，幅 1- 2cm，へりに不整のとがっ

た鋭きょ歯があり，表面の脈の上へりに小さなとげが散生する。裏面にはとげも毛もない。 5-6 月ころ

本年のびた長校の先に散形花序を出し，黄緑色 5 弁の小花を 10個あまり開く。果実は平たい球形で径 6

mm ぐらいで 9-10 月ころ紫黒色に熟す。高尾山では主に東南面のモミ林やカシ林下にまれに自生してい

るにすぎない。

16. ノ、ナピゼリ Ange!ictJ inaequalis MAXIM. セリ科

箱根で採用されたものがタイプになっている植物で本州，四国，九州に分布し，高尾山の頂上付近樹林

下にもあるが産量の少ないものである。高さ 120cm ぐらいとなり，全株無毛茎は中空で紫褐色をおびる。

葉は 2-3 回 3 出複葉で小葉は卵状皮針形，鋭尖頭で葉質は薄い。散形花序をなして小さい淡紫色の 5 弁

花を 8-9 月ころに開き，果実は楕円形，長さ 6-8mmで翼がやや幅広くて 5-6mmぐらいある。本

種に類似し葉体の上部に細毛があり，葉はやや厚く，花梗の長さが同じである。イワニンジンは南高尾に

ある。

17. シナノガキ Diosρ'yros j~ρonica SIEB. et Zucc. カキノキ科

一名リュウキュウマメガキという。本外I (関東以南)，四国，九州，琉球，台湾，南鮮，中国中部の暖

帯に広く分布する落葉の高木である。葉は互生し， 15-25mmの柄があり長楕円形で両端とがり，全縁，

表面は深緑色，裏面は灰白色で毛はない。雌雄同株。 6 月ころ新枝の葉のわきに短い花柄のある黄白色の

小さい花を開く。花冠はつぼ状で先が 4 裂する。雄花は 16 本の雄しべをもち，雌花は 1 本の雌しぺと退

化した 8本の雄しべをもっ。果実は径1.5cm 前後の小さい液果で長楕円形または球形で，晩秋熟して黄

色となる。高尾山にはまれに大木があり，秋黄褐色に熟した果実が沢山実っているのが見られる。幼樹も

ところどころに見られる。高尾山としては珍しい樹木のひとつである。

18. ヤマトアオダモ Praxinus longicus�is SIEB. et Zucc. モクセイ科

本州、I (全土)，四国，九州の温帯ならびに暖帯の森林中に点生する落葉高木である。若枝にははじめ淡



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか) 9
d
 

A
U
 

褐色の多細胞縮毛があるが，のち灰褐色となる。 5-7小葉よりなる奇数羽状複葉である。小葉は広皮針

形ヲ広倒皮針形または長楕円状皮童f形で尾状鋭尖頭をなし，縁には低い鋸歯がある。葉質やや厚く表面に

は光沢がある。羽軸は通常ゾクザグ形をなす特徴がある。花冠はない。がくは洋杯形で小形の歯がある。

翼果は倒皮針形で長さ 3--4cm，幅約 6mm，凹頭または鈍頭，秋成熟する。高尾山にはかなりの大木

が 2-3本見つかっている。これまた高尾山としては珍しい樹木のひとつである。稚樹もまれに見られ

る。シオジも高尾の谷筋にまれにあると書いてある報告書もあるが，わたしどもの調査の結果では，まだ

見いだされていない。おそらくこのヤマトアオダモの見あやまりではなかろうかと思う。

19. キジョラン Marsdenia tomentosa MORREN et DECAISNE ガガイモ科

本弁1 (茨城県以南および能登半島以南)，四国，九州，琉球，較鮮半島(南部)の暖帯林下に生える常

緑のつる植物で，下部は木質，上部は緑色草質で，十数メートルの高さまでよじ登る。業は有柄で対生

し，全縁， Iまぼ円形で先は鋭くとがり，長さ幅とも 7 -13cm，表面には光沢がある。 8-9 月葉肢に短

い柄を出し，淡黄白色の小さい花を散形状に集まってつける。花冠は鐘形で深く 5 裂する。花筒の内部に

は毛がはえている。袋果は緑色，楕円形で長さ 10-15cm あり大きい。種子には著しい白色の冠毛があ

る。高尾山ではモミ林やカシ林下に生じ，南面のウラジロガシ林下などには群生地がある o

20. ムラサキ Lithos�ermum erythrorhizon SIEB. et Zucc. ムラサキ科

やや乾燥した山地草原に生える多年草で，根は太く，乾くと紫色となる。根を紫根と称、し，薬用に用い

かつては染料とした。高さ 40-70cm に直立する茎には斜上する粗毛がらる。葉は無柄で，長さ 3-7cm

で皮針形または長だ円形で，先はとがり粗毛がある。 6-7 月ころ白色の径約4mmの花を開きラ花冠

は 5 裂し，長さ約 6mmの筒がある。のどの部分には横に突起がある。北海道，本州1 ，四国，九州、|カミら朝

鮮，帝j十，1 ，中国，アムーノレに分布し，かつては高尾山および周辺山地に多かったが，らん採され一時絶威

されたといわれていた。ところが最近精査の結果肉陽の尾根に点生し小群生地もあることがわかった。

21. カイジンドウ Ajuga ciliata BUNGE var. villosior A. GRAY シソî'4

山地の林中に生える多年草で，茎は 30-40cm に直立して 4 稜条があり，全体に白毛が多い'0 葉は数対

あって下部のものは小形で脱落し，中部の葉は卵形~広卵形で長さ 3 -8cm，幅 2 -4.5cmでやや鋭頭，

基部は広いくさび形で有翼の柄となっている。辺縁には不整の粗大な鋸歯がある。 5-6 月ころ青紫色の

唇形花を輪状につけ，筒部は長さ 12cm 内外である。これに似たヒイラギソウの葉は鋭い欠刻状の牙歯が

あり，基部は円形または浅心形である。花冠の筒部は長さ約 20mm に達し，大きいので区別できる。ヵ

イジンドウとは甲斐の国のリンドウを意味するといわれ，北海道，本州(北部，中部)，九州1 (鹿児島県)

に分布するが，この地方では南高尾にきわめてまれに産するのみである。

22. シモパシラ Keiskea j~ρonica MIQ. シソ科

ユキヨセソウとも呼ばれ，シモパシラとは冬になって霧柱で枯れた茎に氷の結品ができるので名付けら

れた。山地の林中に生える多年草で茎は四角形で高さ 60cm 内外，やや堅く，葉は対生し広皮針形または

狭卵形で，ふちには鋸歯があり，長鋭せん頭，基部も鋭く狭まる。ふちには鋸歯があり， 9 -10月ころ葉

のわきに片側にかたょった花穂を出し，小形の白色唇形花を多数つける。本弁1 (関東地方以西)，四国，

九州に分布し，この地方の山地にはやや多く見られる。葉だけみると同科のセキヤノアキチョウジによく

似ており，まちがえやすい。

23. ヤマホワズキ Physa!is chamaesarachoides MAKINO ナス科
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山地の沢に近い林中に生える多年草で，茎は高さ 30-60cm で分校し，葉は卵形または卵状だ円形で長

さ 6.- lOcm ，幅 3 -5cm，急鋭せん頭，基部は有翼の柄にながれる。薄質で少数の組牙歯がある。 8-

10月ころ白色鐘形で先に 3 角形の 5 歯がある花を葉のわきに l 個あて下垂する。花後にがくは成長して球

形の果実を包み，長さ 12-15mm となる。 10 肋あって翼状に隆起するが，ホオズキのように角ばらな

い。本州(関東以西)，四国，九州に分布するが，まれに産する植物である。高尾山，南高尾の樹林下に

まれに見られる。

24. レンプクソウ Adoxa moschate1tina LINN. レンプクソウ科・

北半球の温帯に広く分布し，山地の林内にはえる多年草で 1 科， 1 属， 1 種の珍しいものである。むか

し，フクジュソウに長い地下茎がつづいてきたのを見た人がはじめて連福草といい出したといわれ，ー名

ゴリンパナと称するのは小花が茎頂に 5 個ついたさまをいったものである。細長いふく枝をつけ，根茎は

節々が少し肥厚する。根葉は長柄があり， 3 - 9 個の小業に分裂する。茎は高さ 8 -17cm で根葉とほぼ

同長，茎葉は 1 対で対生し 3 裂する。 4-5 月ころ茎頂に黄緑色の小花を 5 個頭状につける。頂端の花は

花冠が 4 裂して 8 雄ずいあり，側方の 4 花冠が 5 裂して 10 雄ずいある。本弁1 (近畿地方以東)，北海道に

分布し，高尾山周辺では裏高尾，元八王子等の 1 部に産する。

25. ツ/レギキョウ Camρanumoea maximo卸iczii HONDA キキョウ科

多年生のつる草で卵心形，裏面粉白で膜質の葉は長柄をもって対生または互生する。 8-11月ころヲ葉

のわきに 1 個の内面紫色を帯びた鐘形花を下垂する。基部は子房と合着し，先は 5 裂し，裂片は鋭頭で反

曲する。径 1 -1. 2cmの属卵球形の紫色の液果をつけ，基部にはがくが宿存している。本州1 (関東地方以

西)，四国，九州、1，台湾に分布する。木村康一博士が高尾山にあることを植物研究雑誌， 5 巻ヲ p. 160 

(1928 年)に発表されたのが関東地方に本種のあることが知られた最初である。なお，栃木県高館山が天

然分布の北限地である。

高尾山ではらん採のため絶滅してしまったと一時いわれたが，最近の調査によると部分的に小群落をな

し繁茂しているところがあることがわかうた。しかし，高尾山では珍種にぞくする。

26. ノッポロガンクピソウ Caゆesium mafsuei T ATEW. et KIT.品1. キク科

沢ぞいの林下に生えているやや大形の多年草であるが数は少ない。ガンクピソウに似ているが，下部の

葉には長柄があり，卵形または広卵形，長さ 7.5-14cm，幅 5-11cm，基部は浅心形または円形で柄に

くさび状に流れる。 8-9 月ころ頭花は点頭して校に頂生し，総包は半球形である。当地方のものは頭花

がやや大きいということで中井博士がタカオガンクピソウ C. kishidai NAKAI という学名を用意された

が，正式の学名としては発表されていない。本州(近畿地方以北)，北海道に分布する。

27. ヒトツパテンナンショウ Arisaema monoμyllum NAKAI サトイモ科

武州、l御岳山を原産とする種類で本州の北・中部に分布するが，高尾山付近でも樹林下に少ないが見られ

る。葉は通常は 1 個であるからヒトツパテンナンショウと呼ばれているが，まれには 2個のものもある。

小葉は 7 ，.，; 9 個で卵状だ円形である。仏炎包は淡緑色で上端は皮針状 3角形で尾状にとがり，内面の基部

に山形の黒紫色の斑紋がある。花序の付属体は細くて上部が前傾している。

28. コアツモリソウ Cy�ri�edium debile REICHB. fil. ラン科

山地の林中に生え，茎の高さ 10-20cm，葉は心円形で対生して 2 個ある。 5-6 月ころ花径2cm ほ

どの帯紫黄緑色の花を下垂してつける。花の柄はわん曲し，長さ 2- 3cm あり，唇弁は袋状で紅紫色の
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条斑がある。北海道(西南部)，本州，四国，九州・1，中国民分布し，高尾山およびその周辺では，かつて

はしばしば見かけることができたが，森林の伐採その他のために，現今では非常に少なくなってしまっ

た。同属の大型の美花をつけるクマガエソウも林下に群落をなしてよくみられたものであるが，やはり少

なくなってしまった。

29. キパナノショウキラン Yoania amagiensis NAKAI et F. MAEKAW A ラン科

山地の樹林下に生ずる無葉のランで，はじめ伊豆天城山で発見されたが，その後本州の関東以西および

九州に分布することがわかり，箱根，丹沢山，埼玉県伊豆岳などからも知られ，高尾山でもピワ滝道など

にまれに見られる。根茎は肥厚してよく枝わかれしている。茎は高さ 20-30cm で直立し，三角形のりん

片がまばらにつく。 6-7 月ころ淡黄色の花を総状に 6-15 個ぐらいつける。ショウキランに似ているが

花色がちがい(ショウキランは紫色)，花の数が多く， また唇弁の内面の距の入口に密毛があるので区別

できる。

X1I. 高尾山およびその周辺に産する高等植物の生活形

高尾山およびその周辺に産する高等植物を RAUNKlAER の方法により生活形を表示すると，次の第 55

表のようである。ただし，ギンリョウソウのような寄生植物 6 種類，および植栽品 22 種類は除いてある

(ただし，つる植物 Liane3 は RAUNKlAER の原著にはなくあとカミら加えられたものである〉。

第 55 表 Table 55. 

語踊ヰ主211E|山1 M I N I 叶 L 而云ドーITh I ごal
羊歯植物 Pteridophyta 29 2 60 51 35 l 179 

裸子植物 Gymnospermae 9 2 11 

古生花被植物 Archichlamydeae 21 119 45 86 10 34 184 70 121 109 671 

後生花被植物 Metachlamydeae l 13 14 40 3 61 136 86 85 385 

単子葉植物 Monocotyledoneae 7 4 13 31 120 91 30 56 324 

計 Total 481 138 591 141 73 43 491 281 441 251 1,570 

(~の 3.1 8.8 3.7 9.0 4.6 2.7 31.3 17.8 2.8 16.2 100 

路符号 E: 着生植物 Epiphytes. L: つる槌物 Lianes.
MM: 大型挺空植物 Megaphanerophyte3. H: 半地中植物 Hemicryptophytes.

G: 地中植物 Geophytes.M: 小型挺空植物 Microphanerophytes.
N: 媛型挺空植物 Nanophanerophytes. HH: 水中，水湿植物 Hydrophytes and 

Helophytes. Ch: 地表植物 Chamaephytes.

. E MM M N CH L H (ì 出 1H

Th: 1 年生植物 Therophytes.

この表を見ると半地中植物が最も多く 31. 3% を占め，ついで地

中植物が多く 17.8% ， 1 年生植物の 16.2%，媛型挺空植物が 9% ，

大型挺空植物 8.8% でつづいて多い。最も少ないのはつる植物 2.7

%である。

次にこの表から「スペクトラム」を組み立て図示してみると第35

図のようである。

第35図 「ラウンキエール氏」の生活形スペクトラム
Fig. 35 Biological spectram. 
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xm. 高尾山およびその周辺に産する高等植物目録

1. 調査区域:調査区を便宜上次の 5 区に別けて取りあつかった。高尾山国有林の大部分と薬王院所有

林ならびに一部民有林を含めた高尾山区，農林省林業試験場浅川実験林，多摩待f，陵および御衣公園を含ん

だ東高尾区，高尾山大見晴しより西部で，大垂水から小仏峠を経て景信山に至るまでの西高尾区，甲州、|街

道南部の梅木，大平両国有林ならびに梅木平から峯の薬師峠を経て大垂水峠を結んだ線内の民有林を含ん

だ南高尾区，城山，小下沢両国有林ならびに付近の民有林を含んだ北高尾区。植物名の次に産地区名の記

してないものは，各調査区内に産するものである。カッコ内の氏名は採集者名である。植栽植物は東高尾

区の浅川実験林多摩御陵ならびに各調査区内の民家などに植えられているものは大部分省略した。

2. 学名は主として大井次三郎著「改訂新版日本植物誌J によったが，また北村四郎ほか著「原色日本

植物図鑑(上・中・下)，田川基ニ著「原色羊歯植物図鑑j，本田正次著「改訂日本植物名集j，原寛著

「日本種子植物集覧j 1 -m，奥山春季著「原色日本野外植物図譜j 1-7 ，杉本JI良一著「増補改訂版日

本樹木総検索誌j，杉本順一著「日本草本植物総検索誌J などによったものもある。

3. 和名のあとに生活形をあげ，樹木の常緑，落葉を括弧内に示した。ただし，ギンリョウソウのよ

うな寄生植物および，植栽品は除いてある。高尾山およびその周辺の調査区内に生ずる高等植物の総数は

153 科1， 598 種類であり，これを植物分類学上の区分により配列すると次の第 56 表のようである。

第 56 表 Table 56. 

植分自然分類 |科|種|亜種|変種品種 |τ …|計』
Natural classification of plants IFamilia I Species ISubspecieslVarietasl Forma I .....u~. I .Total 

羊歯植物 Pteridophyta 17 143 22 ''l4 179 

裸子植物 Gymnospermae 6 15 l 2 18 

古生花被植物 Archichlamydeae 76 498 86 99 685 

後生花被植物 Metachlamydeae 34 268 2 72 50 392 

単子葉植物 Monocotyledoneae 20 251 46 27 324 

計 Total 153 1, 175 3 227 192 1,598 

このうち， (E) 常緑木本植物 (Evergreen ligneous plants) は 94 種類， (D) 落葉木本植物 (Deci­

duous ligneous plants) は 311 種類である。種類数の多い科を順次 20 あげると次の第57表のようである。

第 57 表 Table 57. 

科 名 |討会II 科 名 |種類数
l キ ク 科 Compositae 129 11 キンポウゲ科 Ranunculaceae 39 

2 オシダ科 Aspidiaceae 108 12 フ ン 科 Orchidaceae 37 

3 イ ネ 科 Gramineae 97 13 ユキノシタ科 Saxifragaceae 33 

4 カヤツリグサ科 Cyperaceae 64 14 セ リ 科 Umbelliferae 26 

5 ノごt フ 科 Rosaceae 58 15 ゴマノハグサ科Scrophulariaceae 25 

6 -マ メ 科 Leguminosae 57 16 フ ナ 科 Fagaceae 23 

7 シ ソ 科 Labiatae 55 17 スイカズラ科 Czprifoliaceae 23 

8 ニエ リ 手ヰ Liliaceae 53 18 イノモトソウ科 Pteridaceae 19 

9 スミ レ手ヰ Violaceae 48 19 イラクサ科 Urticaceae 19 

10 タ アJ 手ヰ Polygonaceae 43 20 アブラナ科 Crucjferae 19 
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この表を見ればわかるようにキク科が最も多く 129 種類，次でオシダ科の 108 種類，イネ科の 97 種類，

カヤツリグサ科の 64 種類などがこれにつづいて多い。

いままでに発表された高尾山およびその周辺の目録等には記載されているが，明らかに誤りと思われる

もの，またはあってもよいが確認できず本目録には記載しなかったもの (16種類)。

オオメヤブマオ(常谷氏) ト ネ リ コ(常谷氏) シ オ ジ(都緑公報告)

ミヤマヤブコウジ(常谷氏〕 チョウジカズラ(常谷氏) ニシキゴロモ(常谷氏)

オオカメノキ(草下氏) マノレメノニンジン(常谷氏) タイミンガサモドキ(常谷氏)

ウセンチク(常谷氏)

ホトトギス(常谷氏)

ホソパタデ(常谷氏)

ヤシャダケ(都公緑報告)ハ ト ム ギ(常谷氏)

ショウキラン(都公緑報告)

ヤプイパラ(常谷氏)

第36図高尾山およびその周辺のフロラ調査区域図
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高尾山およびその周辺の高等植物目録

PTERIDOPHYTA 羊歯植物門

Lycopodiaceae ヒカゲノカズラ科

Lycopodium clavatum LINN. var. 

n抑onicum NAKAI ヒカゲノカズラ

東高尾，稀。

L. cryptomerinum MAXIM. 

スギラン高尾山(芹沢氏〕。

L. serratum THUNB. var. serratum 

ホソパトウグシパ

L. serratum THUNB. var. serratum 

f. intermedium NAKAI 

ヒロハノトウグシパ

Selaginellaceae イワヒパ科

Selaginella involvens SPRING カタヒノ守

北高尾，稀。

s. niPponica FRANCH. et SAVAT. 

タチクラマゴケ

S. remotifolia SPRING クラマゴケ

S. tamariscina SPRING イワヒノミ

Isoetaceae ミズニラ科

H H  Isoetω japonica A. BR. ミズニラ

Equ.isetaceae トクサ科

Equisetum a仰ense LINN. スギナ G 

E. ρalustre LINN. イヌスギナ南高尾，稀。 G

Botrychiaceae ハナワラビ科

Botrychium japonicum UND. オオハナワラピ G

B. strictum UND. ナガボナツノハナワラピ G 

B. ternatum Sw. フユノハナワラピ G 

B. ternatum Sw. var. 

niPponicum NAMEGATA アカハナワラビ G

B. virginianum Sw. ナツノハナワラビ

Ophioglossaceae ハナヤスリ科

Ophioglossum thermale KOMAROV 

var. nipponicum NISIDA コハナヤスリ G 

東高尾。

O. vulgatum LINN. ヒロハノ、ナヤスリ G 

東高尾。

Ch 

Osmu.ndaceae ゼンマイ科

Osmunda japonica THUNB. ゼンマイ G 

O. lancea THUNB. ヤシャゼンマイ

南高尾，北高尾ヲ稀。 G

E 

O. lancea THUNB. f. intermedia TAGAWA 

オクタマゼンマイ G 

Ch 

O. lancea THUNB. var. latiρinnula 

TAGAWA オオパヤシャゼンマイ G 

Schizaeaceae フサシダ科

Ch 

Lygodium japonicum Sw. カニクサ

Gleicheniaceae ウラジロ科

G 

E 

Gleichenia japonica SPR. ウラジロ

南高尾，高尾山，北高尾，東高尾，やや稀。 N

Dicranopteris linearis UND. 

var. dichotoma HOLLT. コシダ

'
n
'
n
T
J
 

C

C

]

 

北高尾，東高尾，稀。 N 

Hymenophyllaceae コケシノブ科

Crepidomanes insigne Fu. アオホラゴケ

高尾山，北高尾，稀。 E 

Gonocormus minutus V. D. B. ウチワゴケ E 

Hymenoρhyllum barbatum BAKER 

G 

コウヤコケシノブ

Mecodium paniculiflorul冗 COPEL.

ヒメコケシノブ北高尾，稀O

M. polyanthos COPEL. 

ホソパコケシノブ，稀。

M. wrightii COPEL. コケシノブF

北高尾，稀。

Vandenboschia radicans COPEL. var. 

orientalis H. ITO ハイホラゴケ

高尾山，稀。

V. titibuensis H. ITO チチブホラゴケ

北高尾，稀。 E 

E 

E 

E 

E 

E 

Pteridaceae イノモトソウ科

Adiantum monochlamys EATON ハコネシダ H 

A. ρedatum LINN. クジャクシダ H 
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Cheilanthes argentea KUNZE ヒメウラジロ

西高尾，稀。 E

Coniogramme x fauriei HIERON 

イヌイワガネソウ G 

C. intermedia HIERON イワガネゼンマイ G 

C. inten仰edia HIERON f. nosei KURATA 

チチプイワガネ，高尾山(芹沢氏) G 

C. intermedia HIERON L villosa KURATA 

ウラゲイワガネ

C. japonica DIELS イワガネソウ

Dennstaedtia hirsuta MEτT. イヌシダ

D. wilfordii KOIDZ. オウレンシダ H 

Microlepia marginata C. CHR. フモトシダ H 

Onychium japoni・CUI仰 KUNZE タチシノブ H 

Pleurosoriopsis makinoi FOMIN 

カラクサシダ高尾山，稀。 E

Pteridium aquilinum KUHN. var. 

必tiusculum UND. ワラビ G 

Pteris cretica LINN. オオパノイノモトソウ G 

P. dispar KUNZE アマクサシダ高尾山，稀。 G

P. inaequalis BAKER var. aequata TAGAWA 

オオバノハチジョウシダ G 

P. mult約ida POIR. イノモトソウ G 

Sphenomeris chusana COPEL. ホラシノプ

東高尾，稀。 H

Parkeriaceae ミズワラビ科

Ceratopteris thalictroides ERONGN. 

ミズワラピ，稀。

Davalliaceae シノブ科

Davallia mariesii MOORE シノブ

Aspidiaceae オシダ科

Athyrium clivicola TAGAWA 

カラクサイヌワラピ Ch 

A. conilii TAGAWA ホソパシケシダ H 

A. conilii TAGAWA var. oldhami TAGAWA 

ヤブシダ H 

A. crenatum RUPR. var. glabrum TAGAWA 

ミヤマシダ，高尾山，稀。 G

一 109 -::-

A. dimoゆhophyllum TAGAWA 

セイタカシケシダ

高尾山，東高尾，稀。 H

A. frangulum TAGAWA ミヤコイヌワラピ

高尾山，北高尾，稀。 Ch

A. hachijoense OHWI シロヤマシダ

高尾山(芹沢氏)，稀。 G

G 

A. iseanum Ros. ホソパイヌワラビ

高尾山，稀。

A. japonicum COPEL. シケシダ

A.mωosorum MAKINO ヌリワラピ

A. niponicum HANCE イヌワラピ

白
日
G
G

G 

H 

A. n争onicum HANCE f. metallicum HONDA 

ニシキシダ G 

A. okuboanum MAKINO オオヒメワラビ H 

A. pycnosorum CHRIST. ミヤマシケシダ Ch 

A. squamigerum OHWI キヨタキシダ

A. 叫nifurcatum C. CHR. 

オオヒメワラビモドキ，高尾山，稀。

A. vidalii N AKAI ヤマイヌワラピ

Ch 

H 

Ch 

A. vidalii NAKAI f. pulvigerum KURATA 

ケヤマイヌワラピ，高尾山 Ch 

A. wardii MAKINO ヒロノ、ノイヌワラピ Ch 

A. wardii MAKINO var. majus MAKINO 

オオヒロハイヌワラピ，高尾山，稀。 Ch

A. yokoscense CHRIST. ヘピノネゴザ Ch 

Cornopteris decurrenti-alata NAKAI 

シケチシダ G 

Th C. decurrenti-alata N AKAI var.ρilosella 

H.ITO タカオシケチシダ

高尾山ヲ北高尾，稀。

C. hakone附・'s NAKAI ρコネシケチシダ

北高尾，西高尾，稀。 G 

E 
G 

Ctentis maximowicziana CHING 

キヨスミヒメワラビ，高尾山，稀。 G

Cyclosorus acuminatus NAKAI ホシダ H 

Cyrtomium caηotideum PR. メヤブソテツ

高尾山，稀。 Ch

C. falcatum PR. オニヤプツテツ

高尾山，稀。 Ch
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c. fortunei J. SMITH ヤブソテツ

C. fortunei J. SMITH var. clivicola 

TAGAWA ヤマヤプソテツ

高尾山にはノコギリヤマヤプソテツf.

gros.幻idens にあたるものもあるが，区別

しないことにした。

C. fortunei J. SMITH var. inten河edium

TAGAWA ミヤコヤブソテツ

高尾山(畔上氏)稀。 Ch

Diplazium subsinuatum T AGAW A へラシダ

高尾山(林弥栄)，稀。 H

Dryopteris atrata CHING イワヘゴ

高尾山，北高尾，やや稀。 Ch

D. atrata CHING f. cycadina NAMEGATA 

et KURATA イヌイワヘゴ，高尾山，稀。 Ch

D. bissetiana C. CHR. ヤマイタチシダ H 

D. champi，仰i C. CHR. サイコクベニシダ

東高尾，稀。 H

D. chinensis KOIDZ. ミサキカグマ Ch 

D. crassirhizoma NAKAI オシダ稀。 Ch

D. dickinsi� C. CHR. オオクジャクシダ

北高尾，稀。 Ch

D. erythrosora O. KUNTZE ペニシダ H 

D. erythrosora O. KUNTZE f. viridisora 

H.ITO ミドリベニシダ H 

D. fuscipes C. CHR. マノレパベニシダ

高尾山，北高尾。 H

D. gymnoPhylla C. CHR. サクライカグマ

高尾山，東高尾，北高尾，稀。 H

D. hondo3nsis KOIDZ. オオペニシダ H 

D. hondoensis KOIDZ. f. γubrisora KURATA 

ホオペニオオベニシダ北高尾(芹沢氏) H 

D. lacera O. KUNTZE クマワラピ

D. lacera O. KUNTZE f. intermedia 

H.ITO アイノコクマワラビ

D. nipponensis KOIDZ. トウゴクシダ

D. pac�ica TAGAWA オオイタチシダ

D. ρolyleþis C. CHR. ミヤマクマワラピ

高尾山，稀。 Ch

Ch D. sacrosancta KOIDZ. ヒメイタチシダ

D. saxifraga H. ITO イワイタチシダ

H 

E 

Ch D. tokyoensis C. CHR. タニヘゴ

多摩陵(畔上氏)，稀。 Ch 

Ch D. uniformis MAKINO オクマワラピ

D. x watanab鑛 KURATA フジオシダ

南高尾(林弥栄)，稀。 Ch

Gymnocarpium oyamense CHING エピラシダ

高尾山，北高尾，西高尾，稀。 H

Lastrea glanduligera MOORE ノ、シゴシダ H 

L. japonica COPEL. ハリガネワラピ H 

L. japonica COPEL. var. musashiensis 

HONDA イワハリガネワラピ

高尾山(坂本氏)，稀。 H

L. japonica COPEL. f. viridescens TAGAWA 

アオハリガネワラピ H 

L. laxa COPEL. ヤワラシダ H

L. miqueliana T AGAW A コハシゴシダ H 

L. oligo.ρhlebia COPEL. var. elegans 

TAGAWA ヒメワラビ H 

L. subochthodes TAGAWA イプキシダ

高尾山(林弥栄)，稀。 H

L. thelypteris BORY ヒメシダ H 

L. viridifrons TAGAWA ミドリヒメワラピ H 

Leptogramma mollissima CHING ミゾシダ H 

L. mollissima CHING f. takaoyamensis 

HAYASHI エダ♂ウチミゾシダ

高尾山(林弥栄)，稀。 H

Matteuccia orientalis TREV. イヌガンソク Ch 

M. struthioρteris TODARO クサソテツ Ch 

Onoclea sensibilis LINN. var. interrujうta

MAXIM. コウヤワラピ

Phegopteri・'s decursive-pinnata F立E

G 

Ch Ch ゲジゲジシダ

P. po似podioides FﾉE ミヤマワラピ

北高尾(畔上氏，林弥栄)，稀。

Polystic加!þsis a隅abilis TAGAWA 

オオカナワラピ，高尾山，北高尾。

P. miqueliana TAGAWA ナライシダ

高尾山，南高尾，東高尾，稀。 H 

U

H

H

 

H 

H 
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P. musica TAGAWA シノブカグマ

高尾山(林弥栄)，稀。

P. aristata HOLTT. ホソノ宅カナワラビ

北高尾。 H

P. simPlicior TAGAWA ハカタシダ H 

P. simPlicior TAGAWA var. major TAGAWA 

オニカナワラピ，高尾山，北高尾。 H

P. standishii T AGA W A リョウメンシダ H 

Polystichum x anceps KURATA 

ドウリョウイノデ，高尾山， (芹沢氏)，稀。 Ch

P. braunii FﾉE ホソイノデ

高尾山(畔上氏)，稀。

P. craspedosorum DIELS ツノレデンダ

南高尾，稀。

P. x hakoπense KURATA ハコネイノデ

西高尾(城所氏)，稀。

P. igaens(! TAGAWA チャボイノデ

P. iidanum KURATA アイカタイノデ

高尾山(芹沢氏〕ヲ稀。

P. x izuense KURATA カタイノデモドキ
高尾山，稀。 Ch

P. X jitaroi KURATA ジタロウイノデ

北高尾(芹沢氏)，稀。

P. x kurokawae TAGAWA アカメイノデ

高尾山，稀。

P. makinoi TAGAWA カタイノデ

P. x mashikoi KURATA アマギイノデ
高尾山，稀。

P. ohmurae KURATA トヨグチイノデ

高尾山(畔上氏)，稀。 Ch

P. x ongataense KURATA オンガタイノデ

高尾山，北高尾，稀。 Ch

P. x okanum KURATA ナメライノデ
北高尾(芹沢氏)，稀。

P. polyblepharum PR. イノデ

P. polyblePharum PR. var. 

fibrilloso-ρaleaceum T AGAW A 

アスカイノデ

P. polyblePharum PR. var. intermedium 

KURATA アイアスカイノデ Ch 

P. pseudo-makinoi TAGAWA 

H サイコクイノデ Ch 

P. retroso-paleaceum T AGA W A var. 

ovato-pa1eaceum TAGAWA 

ツヤナシイノデ

P. rigens TAGAWA オニイノデ

高尾山，稀。

Ch 

Ch 

Ch P. tagawanum KURATA イノデ?モドキ

Ch 

E 

P. x takaosanense KURATA タカオイノデ
高尾山，稀。 Ch

P. tr争teron PR. ジュウモンジシダ Ch 

P. tripteron PR. f. simρlicissimum 

TAGAWA ヒトツパジュウモンジシダ Ch 

Ch 

Ch 

P. tsus-simense J. SM. ヒメカナワラビ H 

P. tsus-simense J. SM. var. mayebarai 

KURATA オオキヨズミシダ

高尾山，稀。 H 

Woodsia manchuriensis HOOK. フクロシダ E 

Ch W. ρolystichaides EATON イワデンダ E 

Blechnaceae シシガシラ科

Ch 

Struthiopteris amabilis CHING オサシダ

北高尾，稀。 Ch 

Ch 

Ch 

Ch 

S. niponica NAKAI シシガシラ

Woodwardia orientalis Sw. コモチシダ

稀。 Ch 

Ch 

Aspleniaceae チヤセンシダ科

Asplenium incisum THUNB. トラノオシダ H 

A.sa何lii HOOK. コパノヒノキシダ

A. pekinense HA.'¥1CE トキワトラノオ

西高尾，稀。

E 

H

E

 

Ch 

Ch 

A. varians WALL. イワトラノオ

Polypodiaceae ウラポシ科

Camρtosorus sibiricus RUPR. クモノスシダ

高尾山，稀。 E

Ch 

CηIþsinus hastatus COPEL. ミツデウラボシ E 

Lemmaphy!lum microρhyllum PR. マメヅタ E 

LePisorus onoei CHING ヒメノキシノグ

L. thunbergianus CHING ノキシノプ

E

E
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L. ussuriensis CHIl、，G var. distans TAGAWA 

ミヤマノキシノブ E 

Loxogramme saziran T AGAW A サジラン

高尾山(畔上氏)，北高尾，稀。

Neocheiropteris ensata CHING クリノ、ラン

高尾山(菱山氏，芹沢氏)，稀。

Polypodium fauriei CHRIST. 

E 

Ch 

オシャクジデンダ，北高尾(畔上氏)ヲ稀。 E

pyrrosia linearifolia CHING ピロウドシダ E 

SPERMATOPHYTA 種子植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物E門

GINKGOALES イチョウ綱

Ginkgoaceae イチョウ科

Ginkgo biloba LINN. イチョウ，植栽

CONIFERAE 球果植物綱・

Taxaceae イチイ科

Torreya nucifera SIEB. et ZUCC. カヤ

Cephalotaxaceae イヌガヤ科

Cephalotaxus harringtonia K. KOCH 

イヌガヤ

Pinaceae マツ科

Abies firma SIBE. et ZUCC. モミ

Larix lej地lepis GORDON カラマツ，植栽

Picea Pofita CARR. ノ、リモミ

高尾山，稀。

Pinus densiflora SIEB. et ZUCC. 

アカマツ

M乱4
(E) 

乱f
(E) 

MM  
(E) 

M乱f
(E) 

MM 
(E) 

P. pentaPhylla MAYR キタゴヨウマツ，植栽

P. thunbergii P ARL. クロマツ

高尾山，稀。

Tsuga sieboldii CARR. ツガ

東高尾，北高尾，稀。

MM  
(E) 

MM  
(E) 

Taxodiaceae ;..ギ科

Cr)φtomeria japonica D. DON スギ

植栽， 里子化。

C. japonica D. DON var. radicans NAKAI 

キタヤマダイスギ，粧栽

Cnpressaceae ヒノキ科

Chamaecyparis obtusa SrEB. et ZUCC. 

ヒノキ，植栽，野化。

C. obtusa SIEB. et ZucC. f. hasegawana 

HAYASHI クリハダ、ヒノキ，植栽。

C. pisifera SIEB. et ZUCC. サワラ

植栽，野化。

C. pisifera SIEB. et ZUCC. f. crassa 

HAYASHI アツカワサワラ，植栽。

Thujojうsis dolabrata SIEB.. et ZUCC. 

アスナロ，植栽。

JuniPerus rig冝a SIEB. et ZUCC. 

ネズミサシ，南高尾，稀。

ANGIOSPERMAE 被子植物E門

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物綱

Ml\在
(E) 

MM  
(E) 

MM 
(E) 

乱4
(E) 

ARCHICHLAMYDEAE 古生花被植物豆綱

Sau.ru.raceae ドクダミ科

Houtfuynia cordata THUNB. ドクダミ

Saururus chinensis BAILL. ハングショウ

Chloranthaceae センリヨウ手ヰ

Chlo何時thus japo別ica SIEB. ヒトリシズカ

C. serratus ROEN. et SCHULT. 

フタリシズカ

Salicaceae ヤナギ科

Populus sieboldi MIQ. ヤマナラシ

Sa!ix bakko KIMURA 

ヤマネコヤナギ(パ y コヤナギ)

S. futura SEEM. 

オオネコヤナギ(キンメヤナギ)

G 

G 

G 

G 

MM  
(D) 

乱f乱f
(D) 

N 
(D) 



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか)

s. gracilisか'la MIQ. ネコヤナギ

S. integra THUNB. イヌコリヤナギ

s. ja，ρo珂 ica THUNB. シパヤナギ

N 
(D) 

N 
(D) 

乱f
(D) 

S. kinuyanagi KIMURA キヌヤナギ，野化 M 
。 (D)

S. sachalinensis FR. SCHM. オノエヤナギ間

S. serissaefolia KIMURA コゴメヤナギ

北高尾，稀。

S. subfragilis ANDERS タチヤナギ

S. vulpina ANDERS キツネヤナギ

J u.glandaceae クルミ科

luglans ailanthifolia CARR. オニグルミ

Pterocarya rhoifolia SIEB. et ZUCC. 

サワグノレミ，高尾山，北高尾，稀。

Betulaceae カバノキ科

Alnus)円ïrma SIEB. et ZUCC. var. 

hirtella FRANCH. et SA V AT . 

ミヤマヤシャプシ

A. hirsuta TURCZAN. ケヤマノ、ンノキ

A. hirsuta TURCZAN. var. sめかica

SCHNEID. ヤマハンノキ

A. japonica STEUD. ハンノキ

MM  
(D) 

M 
(D) 

N 
(D) 

乱rlM
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

乱rlM
(D) 

A. x peculiaris HIYAMA 

タノレミヤシャプシ，南高尾(桧山氏)，稀 MM  
。 (D)

A. pendula MATSUM. 

ヒメヤシャブシ，植栽。

Betula grossa SIEB. et ZUCC. 

ヨグソミネパリ(ミズメ)，高尾山，北

高尾，稀。

B. Platyphylla SUKATCHEV va.r. japonica 

HARA. シラカンパ

北高尾，稀。

Carpi:加s cordata BLUME サワシパ

. C. japo揖ica BLUME クマシデ

C. laxiflora BLUME アカシデ

MM  
(D) 

M
>

M
>

M
>

M
>

M
ω
M
ω
M
ω
M
ω
 

C. tschonoskii MAXIM. イヌシデ

C. tsch刀noskii MAXIM. 

1. incisa INOKUMA ヒイラギイヌシデ

北高尾(猪熊氏)，稀。
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MM  
(D) 

MM  
(D) 

Corylus sieboldiana BLUME ツ/ハシパミ M 
(D) 

Ostrya japo持ica SARG. アサダ

Fagaceae ブナ科

Castanea crenata -SIEB. et Zucc. クリ

Castanopsお印刷data SCHOTTKY 

ツプラジイ，東高尾，稀。

C. cu里少idata SCHOTTKY var. 

sieboldii NAKAI スダジイ

I Fagus c何托ata BLUME ブナ

F. japonica MAXIM. イヌプナ

Quercus acuta THUNB. アカガシ

M乱4
(D) 

MM  
(D) 

恥rlM
(E) 

Ml\在
(E) 

MM  
(D) 

M M  
(D) 

MM  
(E) 

Q. acuta THUNB. f. mega，ρhylla OKUYAMA 

オオアカガシ，高尾山，稀。 MM
(E) 

Q. acuta THUNB. var. Yokohamensis 

NAKAI ヒメアカガシ

Q. acutissima CARR. クヌギ

Q. aliena BLUME var. pellucida BLUME 

アオナラガシワ，高尾山，北高尾，稀。

Q. dentata THUNB. カシワ

Q. nipponica KOIDZ. ホソパガシワ

高尾山，北高尾，稀。

Q. gilva BLUME イチイガシ

東高尾，稀。

Q. glauca THUNB. アラカシ

Q. mongolica FISCH. var. grosseserrata 

REHD. et WI凶. ミズナラ

Q. myrshina号folia BLUME シラカシ

Q. sessilifolia BLUME ツクパネガシ

Q. salicina BLUME var. steno�hylla 

HATSUSlMA ウラジロガシ

MM  
(E) 

M乱4
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(E) 

MM  
(E) 

M
め
M
m
u
M
m
り

M
(
M
(
M
く

MM  
(E) 
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Q. salicina BWME f. latifolia 

KOBAYASHI-YOSHIO 

ヒロハウラジロガシ

Q. serrata THUNB. コナラ

Q. .serrata THUNB. var. donarium KIT AM. 

乱1M
(E) 

MM  
(D) 

MM  
et T. HORlKAWA テリハコナラ (D) 

Q. takaoyamensis MAKINO 

オオツクパネガシ

高尾山，北高尾，東高尾，稀。

Q. takatorensis MAKINO コガシワ

南高尾，稀。

Ulmaceae ヱレ科

Aphananthe aspera PLANCH. ムクノキ

Celtis jessoensis KOIDZ. エゾエノキ

高尾山，稀。

C. sinensis PERS. var. japonica NAKAI 

エノキ

Ulmus davidiana pu凶CH.

var. japonica NAKAI ノ、1レニレ

Zelkova serrata MAKINO ケヤキ

Z. schneideriana HAND.-MAZZ. 

トウゲヤキ，高尾山，東高尾，稀。

Moraceae クワ科

Broussonet勿 kazinoki SIEB. コウゾ

Fat蛄a villosa NAKAI クワクサ

Ficus niPponica FRANCH. et SAVAT. 

イタピカズラ

Humulus ja.ρonicωSIEB. et ZUCC. 

カナムグラ

H. lupulus LINN. var. 

乱1M
(E) 

孔1M
(E) 

MM  
(D) 

乱1M
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

孔1M
(D) 

M 
(D) 

Th 

L 
(E) 

Th 

cordifolius MAXIM. カラハナソウ H 

1v[orus bombycis KOIDZ. ヤマグワ

M. bombycis KOIDZ. 

f. quinquefolia HOTTA 

モミジパヤマグワ

MM  
(D) 

MM  
(D) 

Urticaceae イラクサ科

Boehmeria 10托:gispica STEUD. ヤブマオ

B. 'nippononivea KOIDZ. カラムシ

B. n~伸ononivea KOIDZ. var. concolor 

OHWI アオカラムシ

B.. paraspicata NAKAI クサコアカソ

f. viridis SA T AKE 南高尾，北高尾

アオコアカソ

B. Platanifolia FRANCH. et SAVAT. 

メヤプマオ

B. sieboldiana BLUME ナガパヤブマオ

B. sieboldiana BLUME f. decomposita 

HIYAMA タカオヤブマオ，稀。

B. sPicata THUNB. コアカソ

B. tricuspis MAKINO アカソ

Ela~ostema densiflorum FRANCH. 

et SAVAT. トキホコリ

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

H 

N 
(D) 

H 

Th 

E. umbellatum BLUME ヒメウワノξ ミソウ HH  

E. UI叫bellatul叩 BLUME var. majus MAXIM. 

ウワノξ ミソウ HH 

Laportea bu!bifera WEDDELL ムカゴイラクサ H 

Nanocnide japonicq BLUME カテンソウ

Pilea hamaoi MAKINO ミズ

P. japonica HAND.-MAZZ. ヤマミズ

P. mongolica WEDDELL アオミズ

Urtica thunbergiana SIEB. et Zucc. 

イラクサ

Santalaceae ビャクダン科

Buckleya lanceolata MIQ. ツクノ〈ネ

Thesium chinense TURCZ. カナピキソウ

Lorantaceae ヤドリギ科

Taxillus kaemρiferi DANSER マツグミ

Viscum album LINN. var. coloratum OHWI 

ヤドリギ

Aristolochiaceae ウマノスズクサ科

Aristolochia debilis SIEB. et Zucc. 

ウマノスズクサ

H 

Th 

Th 

Th 

H 

N 
(D) 

H 

E 
(E) 

E 
(E) 

G 
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A. kaenψiferi WILLD. 

オオパウマノスズクサ

Asarum blumei DUCH. ランヨウアオイ

A. caulescens MAXIM. フタノヰアオイ

北高尾，稀。

L 
(D) 

H 

A. kooyanum MAKINO var. niPponicum 

KITAM. カンアオイ

A. tamaense MAKINO タマノカンアオイ

高尾山，東高尾，稀。

Polygonaceae タデ科

Bilderdykia convolvulus DUMERT ソパカズラ

ヨーロッパ，西部アジア原産，帰化。 Th

Fagopyrum sagittatum GILIB. ソパラ野化。 Th

Logunea cochinchinensis LOUR var. 

ρilosa NAKAI オオケタデ

印度，マレーシア，中国原産，帰化。

L. orientalis NAKAI 

アカオオケタデ(オオベニタデ)

中国，タイ，インド原産，帰化。

Persicaria consρicua NAKAI サクラタデ H H  

P. hastatotriloba ﾛKUY AMA オオミゾソパ Th 

P. hastatotriloba ﾛKUYAMA 

f. albiflora HONDA 

シロパナオオミゾソパ

P. hastatotriloba OKUY AMA 

f. viridans HONDA 

アオパナオオミゾソパ Th 

P. lapathifolia S. F. GRAY サナエタデ Th 

P. lapath~ゲ'olia S. F. GRAY var. salicifolia 

MIYABE ウラヅロサナエタデ Th 

P. longiseta KITAGAWA イヌタデ Th 

P. longiseta KITAGAWA 

f. albiflora MASAM. シロパナイヌタデ Th

P. maackiana NAKAI サデクサ Th 

P. mitis GILIBERT var. hirticaulis HARA 

et I. ITO オオノVレタデ

P. nepalensis H. GROSS タニソパ

P. nipponensis H. GROSS ヤノネグサ

P. ρaludicola NAKAI ヤナギヌカボ Th 
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P. ρerfoliata H. GROSS イシミカワ Th 

H 

P. ρubescens HARA f. acuminata HIYAMA 

ボントクタデ Th 

P. sagittata H. GROSS. var. sieboldi NAKAI 

アキノウナギツカミ Th 

P. senticosa H. GROSS. 

""7 ""7コノシリヌグイ Th 

P. tenuiflora HARA オオイヌタデ Th 

P. tenuiflora HARA f. albiflora MURAI 

H 

H 

Th 

シロパナオオイヌタデ

P. thunbergii H. GROSS ミゾソパ

P. thunbergii H. GROSS f. viridialba 

IWATA シロパナミゾソパ

P. debilis H. GROSS ミヤマタニソパ

P. viscofera H. GROSS ネパリタデ

P. viscofera H. GROSS subsp. 

robusta HIYAMA オオネパリタデ

P. oreoρhila HIYAMA ヤマミゾソノ守

'
b
'
b
'
n
 

T

T

T

 

Th 

Th 

h

'

b

h

 

T

T

T

 

Th P. yokusaiana NAKAI ハナタデ

P. yokusaiana NAKAI f. albiflora HARA 

シロパナハナタデ Th 

P. yokusaiana NAKAI f. laxiflora HIYAMA 

ナガボハナタデ Th 

Th P. yokus，αiana NAKAI 

f. stenolうhylla HIYAMA ホソノξノ、ナタデ Th 

Polygonum aviculare LINN. ニワヤナギ Th 

Reynoutria j，αρonica HOUTT. イタドリ G 

R. ja，ρonica HOUTT. var. com_白:þacta HIYAMA 

f. colorans HIYAMA メイグツソウ G 

Rumex acetosa LINN. スイノ" H 

R. acefosella LINN. ヒメスイノ守

ヨーロッパ，アジア原産，帰化。 H

R. conglomel叫us MURR. アレチギシギシ

ヨーロッパ原産，帰化。 H

R. ja�onicus HOUTT. ギシギシ H 

h

h

h

 

T

T

T

 

R. obtusゲ'olius LINN. エゾノギシギシ

Sunania filiformis RAFIN. ミズヒキ

S. neofiliformis HARA シンミズヒキ

H

H

H
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Chen~podiaceae アカザ科

Cheno�odium album LINN. シ，ロザ、

欧亜大陵原産，帰化。 Th

σ . ambrosioides LINN. ケアリタソウ 熱

帯アメリカ原産，帰化。 Th

C. ambrosioides LINN. var. antherminticum 

A. GRAY アメリカアリタソウ

熱帯アメリカ原産，帰化。

C. ficifolium SMITH コアカザ

ヨーロ yパ原産，帰化。 Th

Th 

Amaranthaceae ヒユ科

Achyranthe.s f auriei LEV. et V AN • 

ヒナタイノコズチ H 

A. ja�onica NAKAI イノコズチ 日

A. long凬olia MAKINO ヤナギイノコズチ H 

Amaγanthus tiv冝us LINN. イヌピユ Th 

A. hybr冝us LINN. var. �atulus THELL. 

ホソアオグイトワ

熱帯アメリカ原産，帰化。 Th

A. v叝冝﨎 LINN. ホナガイヌピユ(アオピユ〉

熱帯アメリカ原産，帰化。 Th

Phytolaccaceae ヤマゴボウ科

Phytolacca amer兤ana LINN. 

ヨウシュヤマゴボウ

北アメリカ原産，帰化。

P. esculenta VAN HOUTTE ヤマゴボウ G 

P. ja�on兤a MAKINO マノレミノヤマゴボウ

高尾山，稀。 G

Aizoaceae ザクロソウ科

Mollugo �enta�hylla LINN. ザクロソウ

M. verticillata LINN. クノレマパザクロソウ

北アメリカ原産，東高尾，稀，帰化。 Th

Portulilcaceae スベリヒユ科

Portulaca oleracea L INN . 

スベリヒユ

CaryophyIIaceae -ナデシコ科

Arenaria seゆ'yllifolia LrNN. ノミノツヅリ Th 

Cerastium glomeratum THUILL. 

オランダミミナグサ

ヨーロァバ原産，帰化。

C. holosteoides FRIES var. 

haflaisanense MIZUSHIMA ミミナグサ Th 

Cuαebalus baccifer LINN. var. 

ja�onicus MIQ. ナンパンハコベ H 

Dianthus sU�erbus LINN. var. 

longicalycinus WILLIAMS カワラナデシコ H

Lychnis miqueliana ROHRB. 

フシログロセンノワ G 

Melandryum fiγmum ROHRB. フシグロ Th 

M. firmum ROHRB. f. ρubescens MAKINO 

ケフシグロ Th 

Moehringia lateriflora FENZL. 

オオヤマフスマ，東高尾。 H

Pseudostellar僘 hetero�hylla P AX 

ワダソウ，西高尾(畔上氏)，稀。 H

Sagina ja�onica OfﾌWI ツメクサ Th 

Sile四e armeria LINN. ムシトリナデシコ

ヨーロ yバ原産，野化。 Th

Stellaria als匤e GRIMM. var. undulala OHWI 

ノミノフスマ

S. aquatica Scop. ウシハコベ

S. diversiflora MAXIM. サワハコベ

m
H
H

百S. med僘 VILLARS コハコベ

G 
S. neglecta WEIHE ハコベ(ミドリハコベ) Th 

S. monos�erma HAMILT. var. 

ja�onica MAXIM. オオヤマハコベ

S. sessil凬lora Y ABE ミヤマハコベ

G 

H 

Th 

Nymphaeaceae スイレン科

NUJうhar ja，ρonícum DC. コウホネ

東高尾，稀。 HH 

Th 

Ellpteleaceae フサザクラ科

Euρtelea �olyandra SIEB. et ZUCC. 

フサザクラ

E. �olyandra SIEB. et ZUCC. 

f. hy�oleuca MIZUSHIMA et YOKOUCHI 

ウラジロフサザ、クラ

南高尾，北高尾(林弥栄)，稀。 MM  
(D) 

MM  
(D) 

Th 
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CercidiphyIlaceae カツラ科

Cercidiphy[{um japoπicum SIEB. et ZUCC. 

カツラ，北高尾。

高尾山，東高尾などに植栽林がある。

Ranunculaceae キンポウゲ科

Aconitum j，αponicum THUNB. var 

mo時tanum NAKAI ヤマトリカプト

A. senanense NAKAI ホソパトリカプト

MM 
(D) 

G 

南高尾，稀。 G

Adonis amurensis REGEL et RADDE 

フクジュソウ，西高尾，北高尾，稀。 G

Anemone flaccida FR. SCHM. ニリンソウ G 

A. flaccida FR. SCHM. f. rosea HAYASHI 

ウスペニニリンソウ G 

A. flaccida FR. SCHM. f. viridis TATEWAKI 

ミドリニリンソワ，高尾山，稀。 G

A. nikoensis MAXIM. イチリンソウ G 

A. nikoensis MAXIM. f. violacea HAYASHI 

f. nov. ムラサキイチリンソウ G 

南高尾，稀。

A. nikoensis MAXIM. f. Jうlena SUGIMOTO 

ヤエイチリンソウ，南高尾，稀。 G

A. hupehensis LEMOINE var. japonica 

BOWLES et STEARN シュウメイギク

中国原産，野化。

A. ρseudo-altaica HARA 

キクザキイチリンソクヲ高尾山，稀。

A. raddeana REGEL アズマイチグ

Anemonopsis macγoρhylla SIEB. et ZUCC. 

レングショウマ，北高尾，稀。

Cimicifuga aceriηa C. TANAKA var. 

macroρhyta HARA オオパショウマ

北高尾，稀。

C. japonica SPRENGEL イヌショウマ

C. sim�lex WORMSK. サラシナショウマ

Clematis aPiifolia DC. ボタンヅJレ

C. aPiifolia DC. var. biternata MAKINO 

コボタンヅノレ

c. japonica THUNB. ハンショウヅ1レ

H 

G 

G 

G 

G 

G 

G 

L 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

C. japonica T即NB. f. grandiflora HAYASHI 

f. nov. オオパナハンショワヅノレ

南高尾(林弥栄)，稀。

C. sta時s SIEB. et ZUCC. クサボタン

c. lerniflora DC. センニンソウ

DefPhinium anthriscifolium HANCE 

セリパヒエンソワ，中国原産，東高尾，

帰化。

Isopyrum trachyspermum MAXIM 

L 
(D) 

Ch 
(D) 

L 
(D) 

Th 

トウゴクサパノオ，南高尾(畔上氏)，稀。 H

Lycoctonum fudjisanense NAKAI 

フジレイタンソウ，西高尾，北高尾，稀。 G

Paeonia japonica MIYABE et TAKEDA 

ヤマシャクヤク

P. ja，ρonica MIYABE et TAKEDA 

f. hirsula HARA ケヤマシャクヤク

高尾山，稀。

G 

G 

P. ovovata MAXIM. ベニバナヤマシャクヤク G

P. ovovata MAXIM. f. glabra TAKEDA 

ケナシベニバナヤマシャクヤク G 

Pulsatilla cernua SPR. オキナグサ

高尾山，北高尾，稀。 H

Ranunculus cantoniensis DC. 

ケキツネノボタン HH 

R. japo持icus THUNB. ワマノアシガタ H 

R. japonicus T日UNB. f. ρleniflorus HONDA 

キンポウゲ，南高尾，東高尾，稀。 H 

R. quelpaerfeπsis NAKAI 

ヤマキツネノボタン

R. quelpaertensis NAKAI var. glaber HARA 

キツネノボタン

R. sceleratus LINN. タガラシ

Semiaquilegia adoxoides MAKINO ヒメウズ

Thalictrum actaefolium SIEB. et ZUCC. 

シギンカラマツ，西高尾，稀。

T. minus LINN. var. hyPole�um MIQ. 

アキカラマツ

Lardizabalaceae アケピ科

Akebia xρ側taρhy[{a MAKINO 

ゴヨウアケピ，東高尾，稀。

H 

HH 

Th 

H 

H 

H 

L 
(D) 
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A. quinata DECNE アケピ

A. trifoliata KOIDZ. ミツノヰアケピ

Berberidaceae メギ科

Berberis thunbergii DC. メギ

Caulophyllum robustum MAXIM. 

Jレイヨウボタン

Epimedium grandiflorum MORR. var. 

thunbergianum NAKAI イカリソウ

Naπdina domestica THUNB. 

ナンテン，野化。

Menispermaceae ツヅラフジ科

Cocculus trilobus DC. アオツヅラフジ

Sinomenium acutum REHD. et WILS. 

ツヅラフジ

Magnoliaceae モクレン科

llicium religiosum SIEB. et ZUCC. シキミ

Kadsura japonica DUNAL ピナンカズラ

Magnolia kobus DC. コプシ

M. obovata THUNB. ホオノキ

Schisandra repanda RADLK. マップサ

Lauraceae クスノキ科

L 
(D) 

L 
(D) 

N 
(D) 

G 

H 

N 
(E) 

L 
(D) 

L 
(D) 

M 
(E) 

L 
(E) 

乱1M
(D) 

乱f恥f
(D) 

L 
(D) 

Actinodaphne lancifolia MEISSN. カゴノキ MM  
(E) 

Cinnamomum camPhora SIEB. クスノキ

東高尾，植栽。

C. ja，ρonicum SIEB. ヤブニクケイ

東高尾，野化。

Liπdera glauca BLUME ヤマコウノ守シ

L. obtusiloba BLUME ダンコウパイ

L. obtusiloba BLUME f. villosa BLUME 

ウラグダンコウパイ

L. umbelata THUNB. クロモジ

Machilus thunbergii SIEB. et ZUCC. 

タブノキ

MM 
(E) 

M 
(D) 

M 
(D) 

M 
(D) 

M 
(D) 

MM  
(E) 

Neolitsea sericea KOIDZ. シロダモ

P伽'ar，γ叩G仰伽b伽e開ηM仰zoinりP仰M仰釘仰仰0何xNAK凶E

Papaveraceae ケシ科

Chelidonium japonicum THUNB. 

Ml\在
(E) 

ヤマブキソウ，南高尾。 H

C. ja_ρonicum THUNB. f. lanceolatum OHWI 

ホソパヤマブキソウ，南高尾，稀。 日

C. majus LINN. var. asiaticum OHWI 

クサノオウ

Coγ.ydalis decumbens PERS. 

ジロウボ、ウエンゴサク

C. incisa PERS. ムラサキケマン

C. incisa PERS. f. pollescens 恥1AKINO

シロヤブケマン

C. lineariloba SIEB. et ZUCC. 

ヤマエンゴサク

C. pallida PERS. var. tenuis YATABE 

ミヤマキケマン

Macleya cordata R. BR. タケニグサ

Cruciferae アブラナ科

Arabis glabra BE悶..H. ハタザオ

Th 

G 

Th 

Th 

Th 

Th 

G 

Th 

A. hirsuta ScoP. ヤマハタザ、オ Th 

Capsella bursa-�astoris MEDICUS ナズナ Th 

Cardamine anemonoides O. E. SCHULZ 

ミツパコンロンソウ H 

C. appendiculata FRANCH. et SAVAT. 

ヒロハコンロンソウ，南高尾，北高尾。 HH

C. flexuosa WITH. タネツケパナ Th 

C. flexuosa WITH. var. fallax O.E. SCHULZ 

タチタネツケパナ Th 

C. flexuosa WITH var. latifolia MAKINO 

ミズタネツケパナ HH 

C. imjうatiens LINN. ジャニンジン Th 

C. scutata THUNB. オオパタネツケパナ HH 

C. tanakae FRANCH. et SAVAT. 

マJレノξコンロンソウ Th 

Draba nemorosa LINN. 

var. hebecarpa LEDEB. イヌナズナ Th 
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Le�idium virginicum LINN. 

マメグンパイナズナ

北アメリカ原産，帰化。

Nasturtium 0工ficinale R. BR. 

オランダガラシ

ヨーロ yノ七アジア原産，帰化。

Rori��a indica HIERON イヌガラシ

R. islandica BORBAS スカシタゴボウ

Thlaψi arvense LINN. グンパイナズナ

ヨーロ yパ原産，帰化。

Wasabia tenuis MATSUM. ユリワサピ

W. ja�onica MATSUM. ワサピ，野化。

Crassulaceae ベンケイソウ科

Sedum bulbiferum 乱1AKINO

コモチマンネングサ

S. ja�onicum SIEB. メノマンネングサ

S. kamtschaticum FISCHER キリンソウ

S. lineare THUNB. オノマンネングサ

S. makinoi MAXIM. マノレノ宅マンネングサ

Th 

HH  

H 

Th 

Th 

H 

H 

Th 

H 

H 

H 

南高尾，稀。 H

S. subtile MIQ. ヒメレング H 

Saxifragaceae ユキノシタ科

Astilbe microρhylla KNOLL チダケサシ 日

A. thunbergii MIQ. アカショウマ

A. thunbergii MIQ. f. rosea HIYAMA 

ウスベニアカショウマ

南高尾，東高尾，稀。

Cardiandra alternifolia SIEB. et ZUCC. 

クサアジサイ，南高尾，北高尾，稀。

Chγysosþlenium album MAXIM. 

H 

H 

H 

var. stamineum HARAρナネコノメソウ H 

C. flagelliferum FR. SCHM. 

ツノレネコノメソワ H 

C. grayanum MAXIM. ネコノメソウ H 

C. ja.ρonicum MAKINO ヤマネコノメソウ H 

C. ja�onicum MAKINO f. tetrandrum HARA 

ヨツシベヤマネコノメソウ H 

C. macrostemon MAXIM. 

ミヤマネコノメソウ H 

C. macrostemoηMAXIM. var. atrandγum 

HARA ヨゴレネコノメソウ

C. sþhaero学ermum MAXIM. var. vidalii 

H 

HARA ヤシュウネコノメ，高尾山，稀。 H

Dei持anthe bifida MAXIM. ギンパイソウ

北高尾，稀。

Deutzia cγenata 5IEB. et ZUCC. ウツギ

D. cre珂ata SIEB. et ZUCC. f. �lena 

MAXIM. ヤエウツギ

D. gracilis SIEB. et ZUCC. ヒメウツギ

D. scabra THUNB. マルパウツギ

D. scabra THUNB. f. longifolia HAYASHI 

オオヤママノレパウツギ

Hydrangea hirta SIEB. et ZUCC. 

コアジサイ

H. hirta SIEB. et ZUCC. f. albiflora 

OKUYAMA シロパナコアジサイ

H. involucrata SI回. タマアジサイ

G 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

H. involucrata SIEB. f. multi�lex OKUYAMA 

ヨウラクタマアジサイ，高尾山(林弥栄)，
稀。 N

(D) 

H. involucrata SIEB. f. variegata HAYASHI 

フイリタマアジサイ，高尾l叫I(林弥栄)，

稀c

H. macro�hylla SERINGE 

var. acuminata MAKINO 

サワアジサイ(ヤマアジサイ)

H.lうaniculata SIEB. ノリウツギ

H. scandens SERINGE 

ガクウツギ(コンテリギ)

H. scandens SERINGE f. rosea HIYAMA 

ベニガクウツギ，南高尾(桧山氏)，稀。

J\lIitella ρauciflora ROSEND. 

N 
(D) 

N 
(D) 

M 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

コチャ Iレメ Jレソウ，高尾山，北高尾，稀。 H

Parnassia �alustris LINN. ウメノ守チソウ

Philadel�hus satsumi SIEB. パイカウツギ

P. satsumi SIEB. var. nikoensis NEMOTO 

ケパイカウツギ

H 
N 

(D) 

N 
(D) 
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Sαxifraga stolo時if.町a MEERB'. ユキ./シタ H 

Sèhizoþhγagma hydrangeoides SIEB. et ZUCC. 

L 
(D) イワガラミ

Hamamelidaceae マンサク科

Ha1冗amelis ja�onica SIEB. et ZUCC. 

7ンサク，北高尾，稀o

Disanthus cercidifolla MAXIM. 

マノレパノキ，植栽，まれに北高尾に野化 N 
。 (D)

Platanaceae スズカケノキ科

Platanus orientalis LINN. 

スズカケノキ，小アジア，イラン，アフガ

ニスタン原産，植栽

P. occidentalis LINN. 

アメリカスズカケノキ，北米原産，植栽

ROS8ceae パラ科

Amelanchier asiatica ENDL. ザイフリボク

北高尾(畔上氏)，稀。

Agrimonia coγea托a NAKAI 

チョウセンキンミズヒキ，北高尾，稀。

A. ρilosa LEDEB. キンミズヒキ

A. ní，仲onica KOIDZ. ヒメキンミズヒキ

Chaenomeles ja�onica LINDL. クサボケ

C. jaþoni，ωLINDL. f. þle間 HrYAMA et 

KOBAYASHI-YOSHIO，ヤエクサボケ

東高尾，稀。

Duchesnea chrysantha MIQ. へピイチゴ H 

D. indica FOCKE ヤブへ~ピイチゴ H 

Genum ja�onicum THUNB. ダイコンソウ

Kerria ja�onica DC. ヤマブキ

Malus sieboldii REHD. ズミ

M. sieboldii REHD. var. zumi ASAMI 

オオズミ，高尾山(都公緑報告)，稀。 M
(D) 

M. tschonoskii SCHNEID. オオウラジロノキ

高尾山，南高尾，北高尾，やや稀。(官〉
Potentilla cry�totaeniae MAXIM. 

ミツモトソウ H 

P. fragarioides LINN. var. major MAXIM. 

キジムシロ H 

P. freyniana BORNM. ミツバッチゲリ H 

M 
(D) 

Ml\在
(D) 

G 

G 

G 

[ 5)

N 
(D) 

H 

N 
(D) 

M 
(D) 

P. kleiniana 可VIGHT et ARNOTT 

オヘビイチゴ

P. yokusaiana 乱1AKINO ヅ1レキンノ号イ

Photinia glabra MAXIM. カナメモチ

東高尾，稀に野化。

Pourthiaea villosa DENCNE 

オオカマツカ(ワタグカマツカ)

P. villosa DECNE var. laevis STAPF 

カマツカ

Prunus aρetala FRANCH. et SAVAT. 

チョウジザ、クラ

P. buergeriana MIQ. イヌザクラ

P. grayana MAXIM. ウワミズザクラ

P. incisa THUNB. マメザクラ

P. incisa THUNB. var. tomentosa KOIDZ. 

ヤプザクラ，東高尾，南高尾，稀。

P. ρendula MAXIM. f. ascendens OHWI 

エドヒガン，やや稀。

P. jamasakura SIEB. ヤマザクラ

P. jamasakura SIEB. f. �ubescens OHWI 

ウスグヤマザクラ

P. lannesiana WILS. var. lannes礼na 

サトザクラ，植栽。

P. lannesiana 羽TILS. var. s�eciosa MAKINO 

オオシマザクラ，高尾山，植栽。

P. s�inulosa SI回. et ZUCC. リンボク

北高尾，東高尾，稀。

P. sieboldii WITTMACK ナデン

北高尾，東高尾，植栽。

P. yedoensis MATSUM. 

Pyrus Kunoria珂a KOIDZ. 

西高尾，稀。

乱1M
(D) 

ソメイヨシノ，植栽。

アズマナシ

P. 世ere，ωnda KOEHNE カスミザクラ

P. ρ，yrifolia NAKAI ヤマナシ

Rosa luciae FRANCH. et ROCHEBR. 

ヤマテリハノイパラ(オオフジイパラ〉

H 

H 

M 
(E) 

孔f
(D) 

M 
(D) 

M 
(D) 

乱1M
(D) 

乱1M
(D) 

M 
(D) 

M 
(D) 

MM  
(D) 

MM 
(D) 

乱4乱4
(D) 

M 
(E) 

M
>

M
>

M
ω
M
ω
 
N 

(D) 
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R. luciae FRANCH. et ROCHEBR. 

var. fujisanensis MAKINO フジイバラ

R. luciae FRANCH. et ROCHEBR. var. 

hakonensis FRANCH. et SA V A T • 

モリイバラ

R. multiflora THUNB. ノイノミラ

R. wichuraiana CREP. テリノ、ノイノ守ラ

Rubus buergeri MIQ. フユイチゴ

R. crataegifolius BUNGE クマイチゴ

R. hakonensis FRANCH. et SAVAT. 

ミヤマフユイチゴ

R. hirsutus THUNB. クサイチゴ

R. microphyltus LINN. fi 1. ニガイチゴ

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

Ch 
(D) 

N 
(D) 

Ch 
(E) 

c! 
(D 

N 
( D) 

R. palmatus THUNB. f. co，ρtoρhyllus MAKINO 

N 
(D) 

Ch 
(D) 

モミジイチゴ

R. �arvifolius LINN. ナワシロイチゴ

R. phoenicolasius MAXIM. エピガライチゴ N 
(D) 

Sanguisorba officinalis LINN. ワレモコワ G 

S. officinalis LINN. var.ρilosel/a OHWI 

ウラグワレモコウ，南高尾(林弥栄).稀。 G

Sorbus alnifolia K. KOCH アズキナシ

S. japonica HEDL. ウラジロノキ

Spiraea ja�onica LINN. fil. シモツケ

M民f
(D) 

MM  
(D 

N) 

(D) 

Steρhanand:γa incisa ZABEL コゴメウツギ (5>

S. tanakae FRANCH. et SAVAT. 

カナウツギ，南高尾(畔上氏)，稀。

Leguminosae マメ科

Aeschynomene indica LINN. クサネム

Albizzia julibrissin DURAZZ. ネムノキ

Amρ'hicarþaea elな'eworthii BENTH. 

var. ja.ρonica OUVER ヤブマメ

A�ios fortunei MAXIM. ホド

N 
(D) 

Th 

MM  
(D) 

Astragalus sî時icus LINN. 

レンゲソウ(ゲンゲ).中国原産，野化。 Th

A. γeflexistiþulus MIQ. 

モメンヅlレ，西高尾，稀。

Azukia angularis OHWI 

var. niρ>þonensis OHWI ヤプツノレアズキ Th 

Caesal�inia ja�onica SIEB. et ZUCC. 

ジャケツイパラ

Cassia 開omame HONDA カワラケツメイ

Cladγastis þlatycaγρa MAKINO フジキ

C. sikokiana 乱1AKINO ユクノキ

高尾山(林弥栄)，稀。

Desmodium oldhami OUVER フジカンゾウ

D. oldhami OUVER 

f. leucanthum OKUY AMA 

シロパナフジカンゾウ，西高尾，稀。

D. raι'emosum DC. ヌスピトハギ

D. racemosum DC. var. dilatal即時 OHWI

ケヤプハギ G 

D. racemosum DC. 

var. mandschricum OHWI ヤプハギ

D. racemosum DC. var. villosum OHWI 

マノレパノヌスピトハギ

D. racemosum DC. var. villosum OHWI 

f. glabrius HIYAMA ウスグヌスピトハギ G 

Dumasia truncata SIEB. et ZUCC. ノササゲ H 

Dunbaria villosa 乱1AKINO

ヒメクズ(ノアズキ)

Gleditsia ja，ρonica MIQ. サイカチ

Glycine soja SIEB. et ZUCC. ツノレマメ

Indigofera �seudo-tinctoria MATSUM. 

コマツナギ

Kummerowia stiρulacea MAKINO 

マJレパヤハズソウ Th 

K. striata SCHIND. ヤハズソウ Th 

H 

G 

Lathyrus qui河quenervius LITW. レンリソク H 

Les�edeza bicolor TURCZA. エゾヤマハギ N 
(D) 

守
ー

ヮ
“

T
よ

H 

L 
(D) 

Th 

MM  
(D) 

M
リ

G

M
G
 

G 

G 

G 

G 

HM

>

h
f

D

T

 

R
n
，
r
、
、

Ch 
(D) 
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L. bicolor TURCZA. f. acutifolia MATSUM. 

ヤマハギ

L. buergeri MIQ. キハギ

L. cuneata G. DON メドハギ

L. ωneata G. DON var. serpens OHWI 

ハイメドハギ

L. cyrtobotrya MIQ. マyレパハギ

L. cyrtobotrya MIQ. 

var. kawachi仰 OHWI カワチハギ品。 (5〉
L. homoloba NAKAI 

ツクシハギ(ニッコウシラハギ)

L. pilosa SIEB. et ZUCC. ネコハギ

L. toment仰 S凪イヌハギ，東高尾，稀。 (E)
Ch 

(D) L. viγgata DC. マキエハギ

Lotus corniculatus LINN. 

var. japonicus REGEL ミヤコグサ H 

L. corniωlatus LINN. var. japonicus REGEL 

f. versicolor MAKINO ニシキミヤコグサ H 

Maackia 抑制trensis RUPR. et MAXIM. 

var. buergeri SCHNEID. イヌエンジュ

Pueraria lobata OHWI クズ

Rhynchosia acuminatifolia 乱1AKINO

トキリマメ

R. volubilis LOUR. タンキリマメ

Robinia pseudoacacia LINN. ニセアカシア

植栽，野化。

SoPhora flavescens AITON クララ

Trifolium pratense LINN. アカツメクサ

ヨーロッパ原産，帰化。

T. repens LINN. シロツメクサ

ヨーロ yパ原産，帰化。

Vicia amoena FISCHER ツ1レフジノξカマ

V. bifolia NAKAI ミヤマタ二ワタシ

V. cracca LINN. クサフジ

V. hiγsuta S. F. GRAY スズメノエンドウ Th 

V. pseudo-orobus FISH. et MEY. 

オオパクサフジ，東高尾，稀。

V. sativa LINN. subsp. angust�olia GAUDIN 

N 
(D) 
N 

(D) 

Ch 
(D) 

Ch 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

H 

M M  
(D) 

L 
(D) 

乱1M
(D) 

H 

var. segetalis SER. ヤハズノエンドウ Th 

V. sativa LINN. subsp. angustifolia GAUDIN 

var. segetalis SER. f. normalis KITAM. 

ツルナシヤハズノエンドウ Th 

V. tetrasperma SCHREB. カスマグサ Th 

V. unijuga A. BR. ナンテンハギ G 

L 
(D) Wisteγia floγibu叫dαDC. フヲ

Geraniaceae フウロソウ科

Geranium krameri FRANCH. et SAVAT. 

タチフウロ H 

G. thunbergii SIEB. et ZUCC. 

ゲンノショワコ H 

G. thunbergii SIEB. et ZUCC. f. pallidum 

MURATA シロパナグンノショワコ H 

G. thunbergii SIEB. et ZUCC. f. roseum 

MURATA ベニバナゲ、ンノショウコ H 

G. wilfordi MAXIM. ミツパフウロ H 

G. wilfordi MAXIM. var. chinense HARA 

タカオフウロ，高尾山，稀。 H

H 

H 

Oxalidaceae カタパミ科

Oxalis corniculata LINN. カタノ号ミ

O. corniculata LINN. 

f. atropurpurea V. HOUTIE 

ウスアカカタノ号ミ

0_ corniculata LINN. f. rubrifolia HARA 

アカカタノξ ミ

O. fo持tana BUNGE エゾタチカタパミ

O. fontana BUNGE var. bushii HARA 

ケエゾタチカタバミ

O. griffithii EDG. et HOOK. fil. 

ミヤマカタパミ H 

H 

H 

H 

H 

日

H 

H

H

G

H

 

O. martiana Zucc. ムラサキカタパミ

南アメリカ原産，帰化。 H 

Linaceae アマ科

Linum stelleroides PLANCH. 

マツパニンジン，西高尾，稀O

Rutaceae ミカン科

Th 

H Boenninghausenia japonica NAKAI 

マツカゼソウ H 
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Fagara aila持thoides ENGLER 

カラスザンショウ

F. mantchuria HONDA イヌザ、ンショウ

Orixa japonica THUNB. コクサギ

Phellodendron amurense RUPR. キハダ

Skimmia japonica THUNB. ミヤマシキミ

S. japonica THUNB. f. rosea HAYASm 

アケボノミヤマシキミ

S. ja，ρonica THUNB. f. rugosa OHWI 

ウチダシミヤマシキミ

S. japonica THUNB. var. intermedia 

KOMATSU f. re�ens HARA 

ツ1レシキミ

Zanthoxylum ρiρ町itum DC. (サンショウ〉

f. corticosum KUSAKA 

アツカワサンショウ

Z. pi�eritum DC. f. ve作ucatum KUSAKA 

イボザンショウ

Z. �!anispinum SIEB. et ZUCC. 

フユザンショウ

Simaroubaceae ニガキ科

Ailanthus altissima SWINGLE 
MM  

シンジュ(ニワウJレシ)中国原産，野化。 (D)

万'crasma quassioides BENN. 

var. g!abrescens P AMP • ニガキ

Polygalaceae ヒメハギ科

Polygala j.ゆonica HOUTT. ヒメノ、ギ

Euphorbiaceae トウダイグサ科

Acaly.ρha australis LINN. エノキグサ

E田:þhoγbia ebγacfeolata HAYATA 

マノレミノウルシ(ベニタイグキ)

西高尾，稀。

E. helioscoPia LINN. トウダイグサ

E. maαt!ata LINN. オオニシキソワ

北米原産，帰化。

E. Jうekinensis RUPR. タカトウダイ

E. �seudochamaesyce FISCH. , 

乱f
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

MM  
(D) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

(~) 

(目〉

N 
(D) 

N 
(E) 

MM  
(D) 

MEY. et LALL. ニシキソウ

E. siebo!diana 1\在ORR. et DECNE 

ナットウダイ G 

E. sieboldiana MORR. et DECNE 

f. sylvatica HURUSAWA オオパカンズイ

来高尾，稀。 G

E. su.ρina RAFIN. コニシキソウ

北米原産，帰化。 Th

Mallotus ja，ρo坦ica MUELL. ARG. 

アカメガシワ

M. ja.ρonica MUELL. ARG、

f. angustata HAYASHI 

ナガパア刃メガシワ

Phyllanthus matsumurae HAYATA 

ヒメミカンソウ

P. urinaria LINN. コミカンソワ

Sa�ium japonicum PAX et HOFFM. 

シラキ

Se.αtrinega suff;γuticosa REHD. 

var. japonica HURUSAWA 

ヒトツパハギ

η
t
u
 

η
，
“
 

噌
i

Th 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

Th 

Th 

M 
(D) 

N 
(D) 

Callitrichaceae アワゴケ科

Callitriche japonica ENGELM. アワゴケ Th 

C. verna LINN. ミズノ、コベ HH  

Buxaceae ツゲ科

Buxus micro�hylla SIEB. et ZUCC. 

var. japonica REHD. et WI凶.

東高尾，稀。
H 

Pachysandra terminalis SIEB. et ZUCC. 

フッキソク，北高尾，稀。

Th 

G 

Th 

Coriariaceae ドクウツギ科

Coriaria ja，ρonica A. GRAY ドククツギ

南高尾。

Th 

G 

Anacardiaceae ウルシ科

Rhus ambigua LA V. ツタワJレシ

R. javanica LINN. ヌ Jレデ

R. trichoca~ρa MIQ. ヤマウノレシ

ツグ
乱4
(E) 

Ch 
(E) 

N 
(D) 

L 
(D) 

MM  
(D) 

乱f
(D) 
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E. melananthus FRANCH. et SAVAT. R. verniciflua Sl'OKES ウノレシ

中国，インド原産，植栽，野化。

Aquif oliaceae 毛チノキ科

Jlex crenata THUNB. イヌツゲ

J. integra THUNB. モチノキ

植栽およびまれに野化。

J. latifolia THUNB. タラヨウ

植栽およびまれに里子化。

1. macro"ρoda MIQ. アオハダ

J. macropoda MIQ. 

f. pseudo-macro�oda HARA 

ケナシアオハダ

J. serrata THUNB. ウメモドキ

1. serrata THUNB. var. aγgutidens REHD. 

イヌワメモドキ

Celastraceae ニシキギ科

Celastrus flagellaris RUPR. イワウメヅノレ

西高尾，南高尾，稀。

C. orbiculatus THUNB. ツノレウメモドキ

C. orbiculatus THUNB. f.ρaρitlosus HARA 

イヌツノレワメモドキ

C. orbiculatus THUNB. var. strigillosus 

MAKINO オニツノレウメモドキ

C. stePhanotiifolius MAKINO 

オオツyレウメモドキ

(シタキツルウメモドキ〉

E叫onymus alatus SIEB. ニシキギ

E. alatus SIEB. f. ciliatodentatus HIYAMA 

コマユミ

E. fortu時ei H必ID.-MAZZ.

V払 radicans REHD. ツJレマサキ (E>

E. ja"ρoniωT町NB. マサキ，植栽，野化。♂〉

E. ω勿J加 MIQ・ ツリパナ (払
E. oxy�hyllus MIQ. 

f. microcarpus HAYASHI 

タンザワツリパナ，高尾山。

MM  
(D) 

M 
(E) 

M M  
(E.) 

MM 
(E) 

MM  
(D) 

M恥f
(D) 
N 
(1)) 

N 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

、
，J

L
D
 

f
、

L 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

おf
(0) 

サワダツ，西高尾，稀。

E. sieboldianus BLUME マユミ

E. sieboldianus BLUME 

var. sanguineus NAKAI 

カントウマユミ

Staphyleaceae ミツバウツギ科

Eusca�his ja�onica KANITZ. ゴンズイ

Staρhylea bumalda DC. ミツノξウツギ

S. bumalda DC. 

form kobotokensis HAYASHI 

ミドリミツパウツギ，小仏(畔上氏)，稀。(目〉

Aceraceae カエデ科

Acer capil#μ's MAXIM. ホソエカエデ

高尾山(林弥栄)，稀。

A. carpinifolium SIEB. et Zucc. 

チドリノキ

A. cissぴ'olium K. KOCH ミツデカエデ

A. crataegifolium SIEB. et ZUCC. 

ウリカエデ

A. diaboliωm BLUME カデカエデ

A. distylum SIEB. et Zucc. 

ヒトツパカエデ

北高尾(畔上氏)，稀。

A. japoniωm THUNB. ハウチワカエデ

高尾山(吉山氏)，稀。

A. mono MAXIM. var. ambiguum REHD. 

オニイタヤ

A. mono MAXIM. var. marmoratum HARA 

MM 
f. dissectum REHD. エンコウカエデ (D) 

A. mono MAXIM. var. marmoratum HARA 
恥1M

f. hetero.ρhyllum NAKAI イタヤカエア (D) 

A. 問。持o MAXIM. var. marmoratum HARA 

MM  
f. tashiroi HARA ケナシヤグノレマカエデ (D)

A. mono MAXIM. var. connivens HARA 

ウラグエンコウカエデ

N 
(D) 
M 
(D) 

乱4
(D) 

M 
(D) 

M 
(D) 

MM  
(D) 

MM 
(D) 

MM  
(D) 

乱f
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

乱1M
(D) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 
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A. mono MAXIM. var. connivens HARA 
M M  f. subtrifidum REHD. ャグlレマカエデ (D) 

A. nikoense MAXIM. メグスリノキ

A. palmatum THUNB. var.ρalmatum 

イロハモミジ

A. palmafum THUNB. var amoenum OHWI 

オオモミジ

A. rufinerve SIEB. et ZUCC. 

ウリノ、ダカエデ

A. sieboldianum MIQ. コハウチワカエデ

A. tenuifolium KOIDZ. ヒナウチワカエデ

Hippoca自tanaceae トチノキ科

Aesculus furbinata BLUME トチノキ

高尾山，北高尾，稀。

Sapindaceae ムクロジ科

Sapindus mukurossi GAERTNER ムクロジ

高尾山，東高尾，稀。

Sabiaceae アワプキ科

Meliosma myriantha SIEB. et ZUCC. 

アワプキ

M. fenuis MAXIM. ミヤマホウソ

Balsaminaceae ツリフネソウ科

M M  
(D) 

M M  
くD)

乱1M
(D) 

MM  
(D) 

M M  
(D) 

乱f
(D) 

M M  
(D) 

MM  
(D) 

恥1M
(D) 

N 
(D) 

Impatie抑5 noli-tangeγe LINN. キツリフネ Th 

1. textori MIQ. ツリフネソウ

1. textori MIQ. f. pallescens HARA 

シロパナツリフネソウ

高尾山，東高尾，稀。

Rhamnaceae クロウメモドキ科

Berchemia racemosa SIEB. et Zucc. 

クマヤナギ

Hovenia dulcis THUNB. ケンポナシ

Rhamnus davurica PALL. 

var. niþρonica MAKINO クロツノ号ラ

南高尾，やや稀。

R. japonica MAXIM. var. decかiens MAXIM. 

クロウメモドキ

Th 

Th 

L 
(D) 

MM  
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

R. japonica MAXIM. var. micro.ρhylla HARA 

コノξ ノクロウメモドキ

Vitaceae ブドウ科

Ampelo.ρsis bγeviρedunculata TRAUTV. 

var. heteγoρhylta HARA ノブドウ

N 
(D) 

L 
(D) 

A. brev紗edunculata TRAUTV. .var. Mtero.ρhylla 

HARA f. dtrulloides REHD. 

キレハノブドウ

Cayratia japonica CAGN. ヤブカラシ

Parthenodssus tricuspidata PLANCH. 

ツタ

Vitis ficifolia BUNGE var. lobata NAKAI 

エピヅ/レ

V. flexuosa THUNB. サンカクヅJレ

V. x tsukubana F. MAEKA WA 

ウスグサンカクヅyレ

高尾山，北高尾，稀。

Tiliaeeae シナノキ科

Corchoroρsis tomentosa MAKINO 

カラスノゴマ

Tilia ja，ρonica SIMONK. シナノキ

北高尾，稀。

T. miqueliana MAXIM. ボダイジュ

中国原産，薬王院境内植栽。

Malvaeeae アオイ科

Hibiscus mutabilis LINN. フヨウ，植栽。

L 
(D) 

G 

L 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

Th 

乱4恥f
くD)

H. syriacus 1 INN . ムクグ，中国原産，植栽。

SterclI.liaeeae アオギリ科

Firmiana simPlex W. F. WIGHT アオギリ

中国原産，植栽，東高尾，野化。

Actinidiaceae サルナシ科

Actinidia arguta PLANCH. サ1レナシ

A. hyρoleuca NAKAI ウラジロマタタビ

A. polygama PLANCH. マタタピ

Theaceae ツバキ科

Camellia japo叩ica LINN. ヤプツバキ

MM  
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

M恥f
(E) 
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C. jaþiJ持ica LINN. var. hortensis MAKINO 

ツパキヲ植栽

Cl，のera ja�oniciz THUNB. サカキ

Eurya ja�onica THUNB. ヒサカキ

Thea sinensis LINN. チャノキ

中国原産，植栽，里子化。

Thea sinensis LINN. f. macro.ρhylla SIEB. 

トウチャ，北高尾などに植栽。

Guttiferae オトギリソウ科

Hy�ericum ascyron LINN. トモエソウ

H. 町ectum THUNB. オトギリソウ

H. erectum THUNB. 

f. angustifolium Y. KIMURA 

ホソノ守オトギリソウ

H. laxum KOIDZ. コケオトギリ H 

H. oliganthum FRANCH. et SAVAT. 

アゼオトギリ

Violaceae スミレ科

Vior.α acumi叫αta LEDEB. 

エゾノタチツボスミレ

v. bisseti MAXIM. ナガパノスミレサイシン H 

v. bisseti MAXIM. f. albiflora NAKAI 

シロパナナガパノスミレサイシン

v. chaeroþhylloiçJes 羽T. BECKER 

f. sieboldiana F. MAEKAWA 

ヒゴスミレ，北高尾，稀。

v. eiza持制sis MAKINO 

エゾスミレ(ヱイザンスミレ)

v. eizanensis MAKINO f. candida HIYAMA 

シロパナエゾスミレ

v. gry�oceras A. GRAY タチツボスミレ

v. grYlうoceras A. GRAY 

f. albiftora MAKINO 

シロパナタチツボスミレ

v. gry�oceras A. GRAY f. hirtella HIYAMA 

ウワグタチツボスミレ，南高尾(芹沢氏)0 H 

v. gry�oceras A. GRAY 

f. viridiflora MAKINO ミドリタチツボ

スミレ(岸田松若氏)，稀。 H

乱!I1在
(E) 

M 
(E) 

N 
(E) 

v. gry�oceras A. GRAY 

f. �ubescens MIZUSHlMA 

ケタチツボ、スミレ

v. gry�oceras A. GRAY 

f. þurþurel!ocaγcarata HIYAMA 

オトメスミレラ東高尾，稀。

H 

H 

v. hondoensis W. BECKER et Borss. 

アオイスミレ H 

H v. ja�onica LANGS. コスミレ

H 

H 

v. ja�onica LANGS. f. albida F. MAEKAWA 

シロパナツクシコスミレ

南高尾(芹沢氏)，稀。 H 

H 

v. ja�onica LANGS. f. barbata HIYAMA 

ヒゲコスミレ

v. keiskei MIQ. f. bαrbata HIYAMA 

ヒグケマノレパスミレ

v. keiskei MIQ. f. okuboi F. MAEKAWA 

ケマJレパスミレ H 

H 

H 

H 
v. kusanoana MAKINO オオタチツボスミレ H 

H 

v. mandshurica W. BECKER スミレ

v. mandshuriιa W. BECKER 

f. ciliata F. MAEKAWA ケスミレ H 

H 

H 

v. mandshurica W. BECKER 

f. glabri�etala HIY AMA 

ワカシュウスミレ，高尾山，稀。 H 

v. maximowiczianαMAKINO コミヤマスミレ H 

日

v. maximowicziana 乱!IAKINO

f. rubescens l¥iIAKINO 

アカコミヤマスミレ

v. mirabilis LINN. var. subglabra LINN. 

イプキスミレ，北高尾，稀。 H 

H 

H 

H 

H 

v. obtusa MAKINO ニオイタチツボスミレ H 

V. obtusa MAKINO f. nuda F. MAEKAWA 

ケナシニオイタチツボスミレ H 

V. obtuso-gry゙oceras MAKINO 

マルパタチツボスミレH 

南高尾(芹沢氏)，稀。

V. þhalacrocaゆa MAXIM. アカネスミレ

V. �halacrocar�a MAXIM. 

f. chionantha HIYAMA コボトケスミレ

西高尾，稀。 H

H 

H 
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v. Phalacrocaゆa MAXIM. 

f. glaberrima F. MAEKA W A オカスミレ H 

v. Phalacrocarpa MAXIM. 

f. sublうubescens F. MAEKA W A 

ウスグオカスミレラ高尾山

v. xρolysecta NAKAI スワスミレ

西高尾(芹沢氏)，稀。

v. rossii HEMSL. アケボ、ノスミレ

v. sieboldi MAXIM. フモトスミレ

v. tokubuchiana MAKINO var. tenuicorni s 

F. 乱1AEKAWA et HASHIMOTO 

ヒナスミレ

v. tokubuchiana MAKINO var. te仰icornis

F. MAEKA W A et HASHIMOTO 

f. variegata F. MAEKA W A et HASHIMOTO 

フイリヒナスミレ H 

v. tokubuchiana 孔1AKINO var. tenuicornis 

F. MAEKA WA  et HASHIMOTO f. 

。lbiflora HA  Y ASHI シロノξナヒナスミレ

高尾山(畔上氏)，稀。 H

v. tokyoensis F. MAEKA W A et HASHIMOTO 

エドスミレ(スミレ×エイザンスミレ)

北高尾，稀。 H

v. verecunda A. GRAY ツボスミレ

v. verecunda A. GRAY 

f. violascens HIY AMA 

ムラサキコマノツメ，高尾山(芹沢氏)，稀。 H

v. vio!acea 乱1AKINO var. makinoi HIYAMA 

7キノスミレ

v. yedoensis MAKINO ノジスミレ

v. yedoensis MAKINO 

f. barbata HIYAMA オトコノジスミレ H 

v. Y馘oensis MAKINO 

f. glaberrima F. MAEKAWA 

ケナシノジスミレ

v. yezoensis MAXIM. ヒカグスミレ

v. yezoensis MAXI)¥1. f. discolor HIYAMA 

タカオスミレヲ高尾山(小泉秀雄氏)，稀。 H

v. yezoe四sis MAXIM. f. sordida HIY AMA 

ノ、グロスミレ

Flacourtiaceae イイギリ科

ldesia ρolycarρa MAXIM. イイギリ;

Stachyuraceae キブシ科

H 
Stachyurus praecox SIEB. et ZUCC. 

キブシ

H

H

H

 

Begoniaceae シウカイドウ科

Begonia evansiana ANDREWS シウカイドウ

中国原産，高尾山，北高尾に野化。

H 

Thymelaeaceae ジンチョウゲ科

DaPhne ρseudo-mezereum A. GRAY 

オニシパリ

D. pseudo-mezereum A. GRAY 

f. atropur，ρurea HIYAMA 

ムラサキオニシパリ

高尾山，南高尾，東高尾，稀。

Wikstroemia gampi MAXIM. コガンピ

南高尾，西高尾，稀。

Edgeworthia palう'yrifera SIEB. et ZUCC. 

ミツマタ，中国原産，野化。

Elaeagnaceae グミ科

Elaeagnus glabra THUNB. ツノレグミ

H E. multi)円lora THUNB. ナツグミ

E. umbellata THUNB. アキグミ

Lythraceae ミソハギ科

Lythγum ancejうs MAKINO ミソノ、ギ

H Rotala indica KOEHNE キカシグサ

Alangiaceae ウリノキ科

Marlea jうlatanifolia SIEB. et Zucc. 

var. triloba MIQ. ウリノキ

M. ρlatanifolia SlEB. et ZUCC. 

var. tγi{oba 乱1IQ. f. velutina HARA 

ピロウドウリノキ

H 

H 

H Oenotheraceae アカパナ科

Circaea cordata ROYLE ウシタキソウ

C. X dubia HARA var. makinoi HARA 

ケタニタデ，高尾山，稀。

H C. erubescens FRANCH. et SAVAT. タニタデ G 
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MM  
(D) 

N 
(D) 

H 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

L 
(E) 

M 
(D) 

恥f
(D) 

H 

Th 

M 
(D) 

M 
(D) 

G 

G 
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C. mollis SIEB. et ZUCC. ミズタマソウ

EPilobium ρ'yrri chol 01うhUl河 FRANCH.

et SAVAT. var. pyrγichololうhum

G 

アカパナ H 

Ludwigia prostrata ROXB. チョウゾタデ Th 

Oenothera bi側nis LINN. メマツヨイグサ

北米原産，帰化。 Th 

O. erythrose，μla BORB. オオマツヨイグサ

ヨーロッパ原産，帰化。 ー Th 

O. parviflora LINN. アレチマツヨイグサ

北米原産，帰化。 Th

O. stricta LEDEB. マツヨイグサ

南米原産，帰化。 H

Haloragaceae アリノトウグサ科

Haloγagis micrantha R. BR. アリノトウグサ H 

Araliaceae ウコギ科

Acantlzopanax niPponicus MAKINO 

オカウコギ

A. ゆinosus MIQ. ヤマウコギ

A. sieboldianus MAKINO ヒメウコギ

中国原産，植栽。

A. trichodon FRANCH. et SAVAT. 

N 
(D) 

N 
(D) 

ミヤマウコギ，高尾山，南高尾，やや稀。 (5〉

Aralia cordata THUNB. ウド

A. elata SEEM. タラノキ

A. elata SEEM. var. subinermis OHWI 

メダラ

Fatsia japonica DECNE et PLANCH. 

ヤツデ，野化。

Dendropanax trifidus MAKINO カクレミノ

東高尾tこ野化。

Hedera rlzombea BEAN キヅタ

Kalopanax ρictus NAKAI ノ、リギリ

K. �ictus NAKAI var. magnificus NAKAI 

ケハリギリ

G 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(E) 

乱f
(E) 

L 
(E) 

恥1M
(D) 

恥1M
(D) 

K. Pictusl NAKAI var. magnificus NAKAI 
M乱f

f. maximowiczii HARA キレハハリギリ (D)

Panax japonicus C. A. MEYER 

トチパニンジン G 

P. ..危ponicus C. A. MEYER 

f. dichrocaγpum NAKAI 

ソウシショウニンジン G 

U mbellif erae セリ科

Angelica de，αtrsiva FRANCH. et SAVAT. 、

ノダケ G 

A. hakonensis 乱1AXIM. イワニンジン

南高尾，稀。 'H

A. inaequalis MAXIM. ハナピゼリ

高尾山，北高尾，稀。 H

A. ρolymor.ρha MAXIM. シラネセンキュウ H 

A. ρubescens MAXIM. シシウド H 

Buρleurum falcatum LINN. ミシマサイコ F 

B. longiγadiatum TURCZ. ホタノレサイコ H 

Chamaele decumbens MAKINO セントウソウ H 

Cryptotaenia japonica HASSK. ミツノξ H 

Heracleum moellendorffii HANCE ノ、ナウド H 

Hydrocotyle .iaponica MAKINO ミヤマチドメ H 

H. maritima HONDA ノチドメ

H. javanica THUNB. オオパチドメグサ

H. ramiflora MAXIM. オオチドメ

H. sibthoψioides LAM. チドメグサ

Oenathe javanica DC. セリ

Osmorhiza aγisfata MAKINO et Y ABE 

ヤプニンジン

Ostericum sieboldii NAKAI ヤマゼリ

O. sieboldii l¥AKAI f. hirtuluin HARA 

ケヤマゼリ

Sanicula chinensis BUNGE ウマノミツノξ

Seseli libanotis KOCH 

H 

H 

H 

H 

HH 

G 

G 

G 

H 

var. japonica H. Borss. イブキボウフウ H 

Sium suave W AL T. var. 問診ρoniωm HARA 

サワゼリ(ヌマゼリ)

Spurio.ρimpinella calycina KITAGAWA 

ダケゼリ

S. nikoensis KITAGAWA ヒカグミツノ〈

西高尾，稀

G 

G 

G 
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Torilis japonica DC. ヤブジラミ

T. scabra DC. オヤブジラミ

Cornaceae ミズキ科

Aucuba japonica THUNB. アオキ

A. japonica THUNB. 

Th 

Th 

N 
(E) 

f. leucocaゆa OHWI シロミノアオキ N 
(E) 

A. japonica THUNB. f. longifolia SCHELLE 

ホソパアオキ

A. japonica THUNB. f. variegata REHD. 

フイリアオキ，野生，稀。

A. japonica THUNB. f. viridiflora MAKINO 

アオパナアオキ

Cornus co叫tγov町sa HEMSL. ミズキ

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

乱4恥f
(D) 

乱4乱f
C. brach;ψoda C.A. MEY. クマノミズキ (D) 

M乱f
C. kousa BUERGER ヤマボウシ (D) 

Helwingia japonica F. G. DIETR. 

ノ、ナイカダ N 
(D) 

METACHLAMYDEAE 後生花被植物産綱

Diapensiaceae イワウメ科

Shortia uniflora 乱1AXIM. イワウチワ

西高尾(畔上氏)，稀。

Clethraceae リヨウブ科

Clethra barbinervis SIEB. et ZUCC. 

リョウブ

pyrolaceae イチヤクソウ科

H 

M 
(D) 

Chima.ρhila japonica MIQ. ウメガサソウ H 

!'.lonotropa hy，ρ。ρithys LINN. 

シャクジョウソウ，高尾山，東高尾，稀。

M. uniιjlora LINN. アキノギンリョウソウ

Monotropastrum globosum H. ANDRES 

ギンリョウソワ(マノレミノギンリョウソウ〉

Pyrola japonica KLENZE イチヤクソウ

P. nelうhroρhylla H. ANDR. 

マfレバノイチヤクソウ

Ch 

Ch 

Ericaceae ツツジ科

Leucothoe keiskei MIQ. イワナンテン

高尾山，南高尾，稀。

Lyonia ovalifolia DRUDE 

var. elliptica HAND.-MAZZ. ネジキ

Pieris japonica D. DON アセピ

Rhododendron dilatatum MIQ. 

ミツパツツジ

R. japo河ic即時 SURING. レンゲツツジ

高尾山，南高尾，北高尾。

R. kaemρ'feri FLANCH. ヤマツツジ

R. kaemρ'feri PLANCH. f. mikawanum HARA 

ムラサキヤマツツジ

R. semibarbatum MAXIM. ノ守イカツツジ

R. transiens NAKAI オオヤマツヅゾ

北高尾，東高尾，稀。

Vaccinium oldhami MIQ. ナツハゼ

V. smatlii A. GRAY var. glabrum KOIDZ. 

スノキ

Myrsinaceae ヤブコウジ科

Aγdisia crenata SIMS. マンリョワ

A. crenata SIMS. f. taquetii OHWI 

オオパマンリョウ

高尾山，東高尾，やや稀。

A. japonica BLUME ヤブコウジ

Primulaceae サクラソウ科

Lysimachia acroadenia MAXIM. 

ミヤマタゴボウ(ギンレイカ〕

L. clethroides DUBY オカトラノオ

L. vulgaris L. var. davurica R. KNUTH 

N 
(E) 

M 
(D) 
M 
(E) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(E) 

N 
(E) 

Ch 
(E) 

H 

G 

クサレダマヲ高尾山(林弥栄)，稀。 G

Lysimachia fortunei MAXIM. ヌマトラノオ G 

L. japonica THUNB. コナスピ

Ebenaceae カキノキ科

Diosρ'yros kaki THUNB. カキノキ，植栽。

D. kaki THUNB. var. svlvestris MAKINO 

ヤマガキ

H 

Ml\在
(D) 
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D. ja�onic(l 5JEB. 鑼 ZUCC. 

シナノガキ(リュウキュウマメガキ〉

高尾山，北高尾，やや稀。

Symplocaceae ハイノキ科

Sym�locos chinensis DRUCE 

var. leucocar�a OHWI f. �ilosa OHWI 

サワフタギ

S. coreana OHWI タンナサワフタギ

S. lucidus SIEB. et ZUCC. クロキ

東高尾，植栽，野化。

Styracaceae エゴノキ科

Pteros!yrax hiゆida SIEB. et ZUCC. 

オオパアサガラ，西高尾，稀。

Sytrax ja�onica SJEB. et ZUCC. エゴノキ

S. obassia SIEB. et ZUCC. ハククンボク

OIeaceae 毛クセイ科

Fraxi叩s la加'ginosa KOIDZ. 

var. serrata HARA 

アオダモ(コパノトネリコ)

F. longic叫sþis SJEB. et ZUCC. 

ヤマトアオダモ，高尾山，東高尾，稀。

F. longicuゆis SJEB. et ZUCC. 

var. latifolia NAKAI 

ヒロハアオダモ(ツクシトネリコ)

高尾山，稀。

F. sieboldiana BLUME 

マlレパアオダモ(ホソパアオダモ)

Ligustrum ja�onicum THUNB. 

ネズミモチ，植栽，野化。

L. obtusifolium SIEB. et ZUCC. 

イボタノキ

L. tschonoskii DECNE. ミヤマイボタ

高尾山，稀。

Osmanthus heterophyllus P. S. GREEN 

ヒイラギ

Loganiaceae フジウツギ科

Bud4leja japonica HEMSL. フタウツギ

高尾山，西高尾。

乱1M
(D) 

M 
(D) 

恥f
(D) 

MM  
(E) 

MM  
(D) 

MM  
(D) 

M M  
(D) 

M M  
(D) 

M M  
く D)

M M  
(D) 

MM  
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

M 
(E) 

N 
(D) 

Mitrasacme �ygmaea R. BR. アイナエ

Gentianaceae リンドウ科

Gentiana scabra BUNGE 

var. buergeri MAXIM. リンドウ

G. scabra BUNGE var. buerg，町i MAXIM. 

f. steno�hylta OHWI ホソノ〈リンドウ

南高尾，稀。

G. squarrosa LEDEB. コケリンドウ

東高尾，稀

G. zollingeri FAWCE'口フデリンドウ，

南高尾，稀。

G. zollingeri FAWCETT f. albiflora TUYAMA 

シロパナフデリンドウ Th 

Swertia bimaculata HOOK. f. et THOMS. 

アケボノソウ，南高尾，東高尾。 Th

S. Japonica MAKINO センブリ Th 

Tripteros，ρermum japonicUI冗 MAXIM.

ツJレリンドウ

T. japonicum MAXIM. f. albiflorum HONDA 

シロパナツルリンドウ，高尾山 H (-Ch) 

Apocynaceae キョウチクトウ科

Trachelosρermul押 asiaticum NAKAI 

var. inten河edium NAKAI 

テイカカズラ

AscIepiadaceae ガガイ毛科

Cynanchum atratum BUNGE フナノξラソウ

南高尾，東高尾，やや稀。

C. caudatum MAXIM. イケマ

C. sublanceolatum MAXIM. 

コパノカモメヅノレ(ハコネカモメヅJレ)

C. magnificum NAKAI タチガシワ

高尾山，西高尾，南高尾。

C. paniculatum KITAG. スズサイコ

C. wilfordi HEMSL. コイケマ

llJarsdenia tomentosa MORREN et DECNE. 

キゾョラン

M. japonica MAKINO ガガイモ

Tylophora aristolochioides MIQ. 

オオカモメヅノレ

T. nikoensis MATSUM. コカモメヅル

Th 

G 

G 

'
n
'
b
 

T

T

 

H 
(-Ch) 

L 
(E) 

G 

G 

G 

G 

G 

L 
(E) 

G 

G 

G 
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Convolvulaceae ヒルガオ科

Calystegia hederacea WELL. コヒルガオ

C. japonica .CHOISY ヒルガオ

Cuscuta japonica CHOISY ネナシカズラ

BoraginBceae ムラサキ科

Ancistrocarya japonica MAXIM. サワJレリソウ H

A. japonica MAXIM. f. albiflora HARA 

シロパナサワノレリソウ，高尾山，稀。 H

Bothriospermum tenellUl河 FISCH. et MEY. 

ハナイパナ Th 

Cy珂oglossum aゆerrimum NAKAI 

オニノレリソウ

C. zのlanicum THUNB. 

var. villosulum OHWI 

オオJレリソウ，高尾山。 Th

C
 

C
 

U
 

ワLφL
3
 

e

稀

日
ゃ
倒

S
J
'

訂

仰
尾
到

-
-
一
日
高
一
切

J
，
レ

E
M
-
-
ω

7

J

t

 

。
;
・
z

一γ
'
M
W

州
尾
町
唱

M町
{
両
氏
-
フ

m
L

南
一
山
」
ズ

U
A

ぺ

'
S

ザ
山

間
サ
山
ゐ
ル

W
ラ
尾

.
m次

叫
ム
高
切
ホ

品
川
島

-

Z

U

 

L

B

 

οmPhalodes japonica MAXIM. ヤ7lレリソウ H 

ο . japonica MAXIM. 

f. alb禛lora S. OKAMOTO 

シロパナヤマルリソウ，高尾山，東高尾。 H

Trigonotis peduncu{aris BENTH. 

キュウリグサ

Verbenaceae クマツヅラ科

Callicarpa japonica THUNB. 

ムラサキシキプ N 
(D) 

C. jalうonica f. angustata OHWI 

ナガパムラサキシキプ

C. japonica THUNB. f. taquetii OHWI 

コバムラサキシキブ

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

C. mollis SIEB. et ZUCC. ヤプムラサキ

C. molfis SIEB. et ZUCC. 

f. latifolia KUSAKA 

ヒロハヤプムラサキ，東高尾，稀。 N 
(D) 

C. mollis SIEB. et ZUCC. f. ramosissima 

SUGIM. コパノヤプムラサキ N 
(D) 
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G 

C. mollis SIEB. et ZUCC. 

f. microphylla SUGIM. 

ナガパヤブムラサキ N 
(D) G 

Th C. shiγasa卸ana_MAK悶O

イヌムラサキシキプ

高尾山，東高尾，やや稀。 N 
(D) 

C. divaricata 乱仏XIM. カリガネソワ

南高尾，西高尾，やや稀。 H

Cler仰tdron trichotomum THUNB・クサギ (払

Labiatae シソ科

Th 

Agastache rugosa O. KUNTZE カワミドリ

西高尾，やや稀。 H 

Ajuga x bastarda MAKINO 

キランニシキゴロモ，南高尾，高尾山，稀。 H

A. ciliata BUNGE var. villosior A. GRAY 

カイジンドウ，南高尾，稀。 H

G 
A. decumbens THUNB. キランソウ

A. ja.ρonica MIQ. オウギカズラ

A. niρ，ponensis MAKINO V ュウニヒトエ

H

H

H

 G 

A. 持ipponensis MAKINO f. nivea HIYAMA 

シロパナジュウニヒトエ H 

A. yesoensis 乱1AXIM. var. tsukubana NAKAI 

ツクノξキンモンソウ H 

Th 

Chelonoρsis long争es MAKINO 

タニジャコウソウ，西高尾，やや稀。

C. moschata MIQ. ジャコウソウ

C. yagiharana HISAUCHI et MATSUNO 

アシタカジャコウソウ

南高尾，西高尾，稀。 H 

H 

H 

Clinoρðdium chinese O. KUNTZE 

var. panフiflorum HARA ク 1レ7ノぞナ

C. gracile O. KUNTZE トウパナ

C. gracile O. KUNTZE 

var. multicaule OHWI ヤマトウパナ

C. micranthum HARA イヌトウパナ

Elsholtzia ciliata HYLANDER 

ナギナタコウジュ

H 

H 

H 

H 

Th 

E. nipponica OHWI フトボナギナタコウタュ

南高尾，高尾山，稀。 Th
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Glechoma hederacea LINN. 

var. grandis KUDO 

カキドウシ(カントリソウ)

Keiskea ja�onica MIQ. シモパシラ

Lamium album LINN; 

var. barbatum FRANCH. et SAVAT. 

オドリコソウ

H 

H 

H 

L. am�lexicaule LINN" ホトケノザ、 Th 

L. �ur�ureum LINN. ヒメオドリコヅウ

欧州，小アジア原産，帰化。 Th

Leonurus macranthus MAXIM. キセワタ H 

L. sibiriωs LINN. メハジキ Th 

Lyco�us lucidus TURCZ. シロネ

L. maackianus MAKINO ヒメシロネ

Meehania urticifolia MAKINO 

ラショウモンカズラ

Mentha arvensis LINN. 

var. �i�erascens MALINV AUD ハッカ

G 

G 

H 

高尾山，東高尾。 G

Mosla dianthera MAXIM. ヒメジソ Th 

M. Þ即時ctulata NAKAI イヌコウジュ Th 

Perilla frutescens BRITT. var. acuta KUDO 

シソ，中国原産，植栽，野化。 Th

P. frutescens BRITT. var. acuta KUDO 

f. viridis KUDO 

アオシソ，中国原産，植栽，野化。

P. frutescens BRITT. var. jalうonica HARA 

Th 

エゴマ，東南アジア原産，帰化。 Th

P. f:γ祖tesce担s BRITT. va:主 . citriodoγa OHWI 

レモンエゴマ，南高尾，高尾山，西高尾。 Th

P. frutescens BRIτT. 

var. hirtella MAKINO et NEMOTO 

トラノオジソ

高尾山，西高尾，南高尾，やや稀。

Plectranthus effusus HONDA 

セキヤノアキチョウジ

P. inflexus V AHL ヤマノ、 y カ

P. ja�onicus KOIDZ. ヒキオコシ

P. kameba OHWI カメパヒキオコシ

Th 

日

G 

H 

H 

Pγ叫咋eu'α 世ulgaris L.. 
内

var. lilacina N AKAI ウツボグサ H 

Salvia ja�onica THUNB. アキノタムラソウ H 

S. ja�onica THUNB. f. albiflora HIYAMA 

シロバナアキノタムラソウ

東高尾，北高尾，稀。 H

S. lufescens KoroZ.' 

var. iπtenηe4ia MURATA 

ナツノタムラソウ

S. ni��onica MIQ. .キパナアキギリ

Schtellaria abbreviata HARA 

H 

H 

トウゴクシソバタツナミ，高尾山，北高尾。 H

S. brachys�ica NAKAI et HARA 

オカタツナミソウ

S. brachy司pica NAKAI et HARA f. albiflora 

HAYASHI et KOBAYASHI-YOSHIO 

シロパナオカタツナミソウ

S. indica LINN. タツナミソウ

S. indica LINN. var. þarvÎ拘lia MAKINO 

コノ守ノタツナミソウ r

(ビロウドタツナミ〕

S. indica LINN. var.ρarvifolia MAKINO 

f. alba HARA 

H 

H 

H 

シロパナピロワドナミキ，東高尾，稀。 H

S. �ekinensis MAXIM. var. transitra HARA 

ヤマタツナミソウ 高尾山。 H

S. shikokiana MAKINO ミヤマナミ、キ

高尾山，西高尾，南高尾，やや稀。

Stachys ja�onica MIQ. 

var. infeγmedia OHWI イヌゴマ

東高尾。

Teucrium ja�onicum HOUTT. ニガクサ

T. viscidu押z BLUME 

H 

G 

var. miquelianum HARA ヅ1レニガクサ G 

SoIanaceae ナス科

Datula stramonium L. var. chalybett KOCH 

ヨウシュチョワセンアサガオ

熱帯アジア原産，野化。

Lyc羽m chinense MILL. クコ

Physaliastrum' ja�onicum HONDA 

イガホウズキ

Th 

N 
(D) 

H 
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P. savatieri MAKINO f. kimurai OHWI 

タカオホウズキ，高尾山，稀。

Physalis chamaesarachoides 乱1AKINO

ヤマホオズキ，南高尾，高尾山，稀。

P. alkekengi LINN. var. franchetti HORT. 

ホオズキ，野化。

Scoρolia japonica MAXIM. ハシリドコロ

西高尾，高尾山，やや稀。

Solanum japonense NAKAI ヤマホロシ

S. japo舟eizse NAKAI 

var. takaoYa1河ense HARA 

タカオホロシ，高尾山，稀。

S. lyratum THUNB. ヒヨドリジョワゴ

H 

H 

G 

G 

H 

H 

H 

S. maximowiczii KOIDZ. マJレパノホロシ H 

S. 担igrum LINN. イヌホクズキ

Tubocaρsicum anomalum MAKINO 

ノ、ダカホウズキ

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

Deinosfema violaceum YAMAZAKI 

サワトウガラシ，東高尾。

Do�atrium junc仰m HAMILT. アブノメ

Euρhrasia maximowiczii WETTST. 

Th 

G 

Th 

Th 

タチコゴメグサ，西高尾，稀。 Th

Limnoρhila aromatica MERRBERG シソクサ Th 

Lindernia procumbens PHILCOX アゼナ Th 

Mazus japonicus O. KUNTZE トキワノ、ぜ Th 

M. miquelii MAKINO ムラサキサギゴケ H 

M. miquelii MAKINO f. albif{orus MAKINO 

サギゴケ H 

Mimulus neρalensis BENTH. 

var. japonica MIQ. ミゾホオズキ

Paulownia tomentosa STEUD. キリ

植栽，野化。

HH  

MM  
(D) 

Pedicularis resupinata LINN. シオガマギク G 

P. reSI{ρinata LINN. var. 01ψositifolia MIQ. 

ムカエパシオガ"7 (常谷氏)0 G 

Phtheiγosþermum japonicum KANITZ 

コシオガマ Th 

Scrophularia dψlicato-serrata MAKINO 

ヒナノウスツボ，西高尾。

S. kakudensis FRANCH. 

オオヒナノウスツボ，高尾山，西高尾。

S. musashiensis BONATI 

サツキヒナノウスツボ

G 

G 

G 

Siphonostegia chinensis BENTH ヒキヨモギ Th 

Vandelia angustifolia BENTH. 

アゼトウガラシ Th 

V. crustacea BENTH. ヴリクサ Th 

Veronica arvensis LINN. タチイヌノフグリ

ヨーロッパ，アフリカ原産，帰化。 Th

V. didyma TENORE var. lilacina Y AMAZAKI 

イヌノフグリ

V. komarovii MON]USCHKO 

var.ρetiolata NAKAI ヒメトラノオ

南高尾，西高尾，東高尾，やや稀。

Th 

H 

V. miqueliana NAKAI クワガタソウ H 

V. miqueliana NAKAI f. leucanthロI''.t..KAI

シロバナクワガタソワ，高尾 1-<-1，西高尾。 H

V. ρersica POIR. オオイヌノフグリ

欧亜大陸，アフリカ原産，帰化。

Bignoniaceae ノウゼンカズラ科

Catalpa ovata G. DON キササゲ

中国原産，植栽または野化。

C. ~ρeciosa W ARDER ノ、ナキササゲ，植栽。

Orobanchaceae ハマウツボ科

Aeginetia indica L. 

var. gracilis NAKAI ナンパンギセノレ

Lafhraea ja_ρonica MIQ. ヤマウツボ

高尾山，稀。

Phacellanthus tubi)円70rus SIEB. et ZUCC. 

キヨスミウツボ，高尾山，稀。

Ge目neriaceae イワタ J'(コ科

Co坦andrun ramondioides SIEB. et ZUCC. 

イワタノ主コ

Acanthaceae キツネノマゴ科

Dicliptera ja_ρo河ica MAKINO 

Th 

MM  
(D) 

E 

var. subrotunda MATSUDA ハグロソウ H 
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Justicia procumbens L. 

var. leucantha HONDA 

f. japonica HARA キツネノマゴ Th 

Phrymaceae ハエドクソウ科

Phryma leptostachya LINN. 

var. asiatica HARA ノ、ェドクソウ G 

P. l~ρtostachya LINN. var. asiatica HARA 

f. oblongifolia OHWI 

ナガパハエドクソウ G 

Plantaginaceae オオバコ科

Plantago asiatica LINN. オオパコ H 

P. major LINN. var. japonica 乱1IYABE

トワオオバコ H 

Rubiaceae アカネ科

Galium gracilens MAKINO ヒメヨツパムグラ H 

G. kikumugura OHWI キクムグラ H 

G. ki抑制ta NAKAI et HARA. 

キヌタソウ，高尾山，南高尾，やや稀。 G

G. pogonanthum FRANCH. et SAVAT. 

ヤマムグラ H 

G. ps，開do-aゆrellum MAKINO 

オオパノヤエムグラ H 

G. ψuri叫悦 LINN.

var. echinospermon HAYEK ヤエムグラ Th 

G. trachyspermum A. GRAY ヨツパムグラ H 

G. verum LINN. var. asiaticum NAKAI 

f. nikoense OHWI カワラマツパ

Hedyotis di.丈fusa WILLD. フタパムグラ

Hedyotis lindl，のlana HOOK. 

var. hirsuta HARA ハシカグサ

Mitchella undulata SIEB. et ZUCC. 

ツJレアリドウシ，東高尾，稀o

Paederia scandens MERRILL 

var. mairei HARA へクソカズラ

P. scandens MERRILL var. longituba HARA 

ツツナガヤイトパナ

P. scandens MERRILL 

var. velutina NAKAI 

ピロウドヤイトバナ，東高尾，やや稀。

G 

Th 

Th 

H 

L 
(D) 

L 
(D) 

L 
(D) 

Pseudopyxis d，φressa MIQ. イナモリソウ G 

P. depressa , MIQ. 

f. Angustiloba HARA 

ホシザキイナモリソワ，南高尾，高尾山。 G

P'. depressa MIQ. f. variegata HARA 

フイリイナモリソウ，南高尾，高尾山。 G

Rubia akane NAKAI アカネ

R. chinensis REGEL et MAACK 

var. glabrescens KITAGAWA. 

G 

オオキヌタソウ，南高尾(畔上氏)，稀。 G

Caprif oliaceae スイカズラ科

Abelia spathulata SIEB. et ZUCC. 

ツクノfネウツギ

A. tetγaSIψala HARA et KUROSAWA 

N 
(D) 

オオツクパネウツギ(メツクパネウツギ) r~ 
(D) 

Lonicera gracilipes MIQ. 

ヤマウグイスカグラ

L. gracilipes MIQ. var. glabra MIQ. 

ウグイスカグラ

L. gracilipes MIQ. var. glabra MIQ. 

f. adenoPhora HARA 

オグノウグイスカグラ

L. gracilipes var. glandulosa 恥1AKINO

ミヤマウグイスカグラ

L. j~ρonica THUNB. スイカズラ

Sambucus chinensis LINDL. 

ソクズ(クサニワトコ)

S. sieboldiana BLUME ニワトコ

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

L 
(E) 

G 

M 
(D) 

S. sieboldiana BLUME f. stenoρhylla HARA 

ホソノ守ニワトコ

Viburnum dilatatum THUNB. ガマズミ

V. erosum THUNB. var. erosum 

テリハコパノガマズミ

V. erosum THUNB. f. punctatum 

FRANCH. et SAVAT. 

コパノガマズミ

V. erosum THUNB. f. taquetii SUGIMOTO 

M 
(D)' 

N 
(D} 

N 
(D} 

N 
(D) 

サイコクガマズミ，高尾山(林弥栄)，稀 N 
。 (D)
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V. erosum THUNB. 

f. Aurantiacum HAYASHI f. nov. 

タカオコパノガマズミ

高尾山(小山芳太郎)，稀。

V. phlebotrichum 8IEB. et ZUCC. 

オトコヨウゾメ

N 
(D) 

N 
(D) 

V. plicatum THUNB. var. tomentosum MIQ. 

ヤプデマリ M 
(D) 

V. sieboldii MIQ. ゴマキ

V. wrightii MIQ. ミヤマガマズミ

V. wrightii MIQ. var. minus NAKAI 

コミヤマガマズミ

V. wrightii MIQ. var. lucidum HATSUSlMA 

テリハミヤマガマズミ

Weなela decora NA臥I ニシキウツギ

島f
(D) 

M 
(D) 

N 
(D) 

N 
(D) 

M 
(D) 

w. floribunda K. KOCH. var. nakaii HARA 

f. kariyosensis HARA 

カリヨセウツギ(ニシキピロウドウツギ) ，.~ 
(D) 

Adoxaceae レンプクソウ科

Adoxa 摘。schatellina LINN. レンフ.クソワ

北高尾，東高尾，西高尾，稀。 G

Valerianaceae オミナエシ科

Patrinia scabiosaefolia FISCH. オミナエシ G 

P. villosa Juss. オトコエシ

Valeriana flaccidissima MAxIM. 

ツJレカノコソク

Dipsacaceae マツムシソウ科

Dipsacus japonicus MIQ. ナベナ

西高尾，高尾山。

Scabiosa japo担ica MIQ. マツムシソウ

西高尾，稀。

Cucurbitaceae ウリ科

Actinostemma lobatum MAXIM. ゴキヅJレ

H 

H 

Th 

Th 

南高尾，西高尾。 Th
Gynostemma 1うentaρhyllum 恥1AKINO

アマチャヅル

Melothria ja.ρonica MAxIM. スズメウリ

Trichosanthes cucumeroides MAXIM. 

カラスウリ

G 

Th 

G 

T. kiri伽oii MAXIM. var'. japonica KITAM. 

キカラスウリ，高尾山，東高尾，やや稀。 G

Campanulaceae キキョウ科

AdenoPhora divaricata FRANCH. et 8AVAT. 

フクシマシャジン

東高尾，商高尾，北高尾，やや稀。

A. divariωta FRANCH. et 8AVAT. 

f. albiflora HAYASHI 

シロパナフクシマシャジン

高尾山(畔上氏)，稀。

A. remotiflora MIQ. 

ソパナ，西高尾，やや稀。

A. re間otiflora MIQ. var. hirsuta HONDA 

G 

G 

G 

ケブパナ，西高尾，稀。 G

A. triphylla DC. var. ja"ρ'onica HARA 

ツリガネニンジン G 

A. triphylla DC. var. japonica HARA 

f. canescens KITAM. シラグシャジン G 

A. triphylla DC. var. japonica HARA 

f. leucantha HARA 

シロパナツリガネニンジン，西高尾，稀。 G

Campanula punctata LAM. ホタルプクロ H 

C. punctata LAM. var. hondoensis OHWI 

ヤマホタルプクロ H 

C. maximowiczii HONDA ツノレギキョウ

高尾山，やや稀。

Codonopsis lanceolata TRAUTV. 

ツルニンジン

C. ussuriensis HEMSL. パアソプ

南高尾，高尾山，やや稀。

Lobelia chinensis LOUR. ミゾカクシ

L. sessilifolia LAMB. サワギキョウ

東高尾，稀。

Peracarρ'a carnosa HOOK. f. et THOMS. 

var. circaeoides MAKINO タニギキョク

G 

G 

G 

Th 

H 

商高尾，やや稀。 G

Phyteuma japonicum MIQ. シデシャジン

西高尾，稀。 G 

Platycodon grr.ndiflcnm r::C. キキョウ
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Cornpositae キク科

Adenocaulon himalaicum EIiGEW. ノプキ H 

A. himalai黏m EDGEW. 

f. uroJう'terum HAYASHI ヒレノブキ

Ainsliaea acerifolia SCH. -BIP. 

H 

var. subapoda N AKAI オクモミタハグヤ G 

A. apiculata SCH.-BIP~ キッコクハグマ H 

A. artemisiaefolia LINN. 

var. elatior DESCOURTILS ブタクサ

北米原産，帰化。 Th

Anaρ'halis margaritacea BENTH. et HOOK. 

ヤマハハコ H 

A. margaritacea BENTH. et HOOK. f. 

var. yedoensis OHWI カワラノ、ノ、コ H 

Artemisia japonica THUNB. オトコヨモギ H 

A. japonica THUNB. f. resedifolia T AKEDA 

ホソパノオトコヨモギ 日

A. keiskeana MIQ. イヌヨモギ G 

A. ρrinceρ5 PAMP. ヨモギ(カズザ、キヨモギ) H 

Aster ageratoides TURCZ. 

subsp. leiophyllus KITAM. 

シロヨメナ(ヤマシロギク)

A. ageratoides TURCZ. 

subsp. leio.ρhyllus KITAM. 

f. PU，"ρurellus HARA 

ムラサキシロヨメナ

西高尾，高尾山，やや稀。-

A. ageratoides TURCZ. 

subsp. ovatus KITAM. ノコンギク

G 

G 

G 

A. fastなiatus FISCH. ヒメシオン，南高尾。 G

A. rugulosUS MAXIM. サワシロギク H 

A. scaber THUNB. シラヤマギク G 

Atractylodes japonica KOIDZ. オケラ G 

Bidens bite門tata MERR. et SHERFF 

センダングサ Th 

B. fro却dosa LINN. アメリカセンダングサ

北米原産，帰化。 Th

B. tripartita LINN. タウコギ、 Th 

Cacalia delphi時iifolia SIEB. et ZUCC. 

モミジガサ G 

C. farfaraefolia SIEB. et ZUCC. 

ウスグタマプキ，西高尾，高尾山。

C. farfaraefolia SIEB. et ZUCC. 

var. bulbifera KITAMURA 

タマブキ，高尾山。

C. tebakoensis MAKINO テノξ コモミジガ「サ

高尾山，西高尾，やや稀。

Carduus crispus LINN. ヒレアザ、ミ

北高尾，稀。

G 

G 

G 

Th 

Caゆesium abrotanoides LINN. ヤブタパコ Th 

C. cernum LINN. コヤプP タノ号コ

C. divaricatum SIEB. et ZUCC. 

ガンクピソウ

Th 

H 

C. glossoPhyllum MAXIM. サジガンクピソワ H 

C. koidzumii MAKINO ホソパガンクピソワ H 

C. macroc，φhalum FRANCH. et SAVAT. 

オオガンクピソウ，高尾山，西高尾。 H 

C. matsuei TATEWAKI et KITAM. 

ノッポロガンクピソワ

高尾山，南高尾，西高尾，やや稀。 H 

C. rosulatum MIQ. ヒメガンクピソウ H 

C. triste MAXIM. 

ミヤマヤブタパコ(ガンクピヤブタパコ) G 

Centipeda minima A. BR. et ASCHER. 

トキンソウ

Chrysanthemum boreal� MAKINO 

アワコガネギク(キクタニギク)

C. X leuca河thum MAKINO 

シロパナアプラギク(リュウノウカンギク)

(アワコガネギク×リュウノウギク)

Th 

H 

高尾山，北高尾，稀。 H

C. makinoi 乱I{ATSUM. et NAKAI 

リュウノワギク

C. 押takinoi MATSUM. et NAKAI 

f. roseum HONDA 

モモイロリュウノウギク

Cirsiu1常時iþρonicum MAKINO 

H 

H 

var. incomptum KITAM. タイアザミ H 

C. diþsacol，ψìs MATSUM. モリアザミ

西高尾，稀。 H 
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C. effusum MATSUM. ホソエノアザミ

西高尾，稀。 H

C. ja�onicum DC. ノアザミ H 

C. ja�onicum DC. f. leucanthum NAKAI 

シロパナアザミ，東高尾，稀。 H

C. microゆicatum NAKAI アズマヤマアザミ H 

C. sieboldii MIQ. '7アザミ，東高尾。 H

C. tanakae MATSUM. ノハラアザミ

Ecl，ψta �rostrata LINN タカサプロウ

Erechtites hieracifolia RAFINE. 

ダンドボロギク，北米原産，帰化。

Erigeron annuus PERS. 

ヒメジョオン，北米原産，帰化。

E. a器官u叫s PERS. 

var. �seudo-annuus MAKINO 

ヤナギパヒメジョオン，帰化。

E. canadensis LINN. ヒメムカシヨモギ

北米原産，帰化。

E. �hiladel�hicus LINN. ノ、yレシオン

北米原産，帰化。

E. sumatrensis RETZ. オオアレチノギク

ブラジノレ原産，帰化。

Eu�atorium chinense LINN. 

var. simþlicifoliul河 KITAM.

ヒヨドリパナ

E. chinense LINN. var. hakonense KITAM. 

ハコネヒヨドリ(ホソパヨツパヒヨドリ)

H 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

G 

高尾山，西高尾，東高尾，やや稀。 H

E. lindleyanum DC. サワヒヨドリ H 

E. lindleyanum DC. 

f. trisectif olium HIY AMA 

ミツバサワヒヨドリ，西高尾，稀。 H 

E. lindleyan即時 DC.

f. villosissimum HONDA 

ケブカサワヒヨドリ，東高尾，稀。 H 

Galinsoga ciliata BLAKE ノ、キダメギク

熱帯アメリカ原産，帰化。 Th

Gna�halium affine D. DON ノ、ノ、コグサ Th 

G. hy�oleucum DC. アキノハハコグサ Th 

G. ja�onicum THUNB. チチコグサ H 

Helianthus tuberosus LINN. キクイモ

北米原産，野化。 G

Hemiste�ta lyrata BUNGE キツネアザミ Th 

Hieracium aurantiacum LINN. 

エフデタンポポ，ヨーロッパ原産，帰化。 H

Inula britannica LINN. 

var. chinensis REGEL オグルマ，東高尾。 H

1. salici問。 LII\'N. var. asiatica KITAM. 

カセンソウ，西高尾。

Ixeris chinensis NAKAI 

var. strigosa OHWI タカサゴソウ

1. dentata NAKAI ニガナ

1. dentata NAKAI f. amρrifolia HIYAMA 

ハナニガナ

1. dentata NAKAI var. stoloni(.町'a NEMOTO 

ノ、イニガナ，東高尾，稀。

1. ja�onica NAKAI オオジシパリ

1. �olyce�hala CASS. ノニガナ

I. X sekimotoi KITAM. ノジシパリ

北高尾，稀。

1. stolonifera A. GRAY ジシノ守リ

日

H 

H 

H 

H 

H 

Th 

Th 

H 

Kalimeris �innatifida KITAM. ユウガギク G 

K. yomena KITAM. var. dentata HIYAMA 

カントウヨメナ H 

Lactuca indica LINN. 

var. laciπiata HARA アキノノグシ Th 

L. indica LINN. var. laciniata HARA 

f. indivisa HA臥ホソパアキノノゲシ Th 

L. γaddeana MAXIM. var. elata KITAM. 

ヤマニガナ Th 

L. sororia MIQ. ムラサキニガナ H 

L. soroγia MIQ. var. 1うiliþes KITAM. 

ケムラサキニガナ H 

Laρsana a:ρogonoides MAXIM. 

コオニタピラコ Th 

L. hz日常ilis MAKINO ヤプタビラコ Th 

Leibnitzia anandria NAKAI センボンヤリ H 

L. 。即時dria NAKAI f. atbiflora HIYAMA 

シロパナセンボンヤリ H 
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Ligularia dentata HARA マJレパダケブキ

高尾山，稀。

L. stenocφhala MATSUM. et KOIDZ. 

メタカラコワ，西高尾，やや稀。

Pertya glabrescens SCH. -BIP . 

ナガパノコウヤボウキ

P. glabrescens SCH.-BIP. 

f. impressa HARA 

ウチダシナガパノコウヤボウキ

東高尾，稀。

P. robusta BEAUV. カシワノ守ノ、グマ

P. robusta BEAUV. f. rotundata HAYASHI 

G 

H 

N 
(D) 

N 
(D) 

G 

マルパノカシワパハグマ，高尾山，やや稀。 G

P. scandens SCH.-BIP. コワヤボウキ

Petasites ja.ρonicus MAXIM. フキ

Picris hi町'acioides LINN. 

var. glabrescens OHWI コワゾリナ

Prenanthes acerifolia MATSUM. 

フクオウソウ

P. acerifolia MA'百UM.

f. n砂.ponica MATSUM. et KOIDZ. 

N 
(D) 

G 

Th 

H 

フクオウニガナ，西高尾，高尾山，やや稀。 H

P. tanakae KOIDZ. オオニガナ，東高尾，稀。 H

RhynchosJうermum veγticillatum REINW. 

シュウプンソウ

Saussurea Maximowiczii HERDER 

ミヤコアザミ

S. pulchella FISCHER ヒメヒゴタイ

西高尾，稀。

S. satowi KITAM. オンガタヒゴタイ

西高尾，北高尾，稀。

S. sinuatoides NAKAI タカオヒゴタイ

G 

G 

Th 

H 

高尾山，商高尾，北高尾，南高尾，やや稀。 H

S. tanakae FRANCH. et SAVAT. 

セイタカトウヒレン，高尾山，西高尾，稀。 H

S. ussuriensis MAXIM. キクアザミ

高尾山，南高尾，商高尾，やや稀。

Senecio cannabifo!ius LESS ノ、ンゴンソワ

高尾山，西高尾，稀。

H 

G 

S. flammeus TURCZ. 

var. glabrifolius CUFOD. コウリンカ H 

S. integrifolius CLAIRVILLE 

var. Sρathulatus HARA オカオグルマ H 

S. 相ikoensis MAXIM. サワギク

S. pierotii MIQ. サワオグJレマ

S. vulgaris LINN. ノボロギク

ヨーロッパ原産，帰化。

Serratula coronata LINN. 

var. insularis KITAM. タムラソウ

Siegesbeckia glabrescens MAKINO 

コメナモミ

S. pubescens MAKINO メナモミ

Solidago virga-aurea LINN. 

Th 

H 

Th 

H 

Th 

Th 

var. asiatica NAKAI アキノキリンソウ H 

So河chus aψer HILL. オニノグシ

ヨーロッパ原産，帰化。

S. oleraceus LINN. ノグシ

Syneilesis ρalmata MAXIM. ヤブレガサ

Th 

Th 

G 

Sy托叫rus excelsus KrtAM. ハバヤマボクチ G 

S , pung，四S KITAM. オヤマボクチ H 

Taraxac削河 hondoense NAKAI エゾタンポポ H 

T. ρlaかcaゆum DAHLST. カントクタンポポ H 

T. officinale WEBER セイヨウタンポポ

ヨーロッパ原産，帰化。

Xanthium strumarium LINN. オナモミ

H 

Th 

Youngia denticulata KITAM. ヤクシソウ Th 

Y. denticulata KITAM. 

f. ρinnatipαγtita KITAM. 

ハナヤクシソウ Th 

Y. japonica pC. オニタビラコ Th 

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物綱

Typhaceae ガマ科

Tyρha orientatis PRESL コガマ

東高尾，稀o

Sparganiaceae ミクリ科

Sparganium japon祥um ROTH. 

ナガエミクリ

HH  

HH  
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S. stoloniferum HAMIL. ミクリ

Potamogetonaceae ヒルムシロ科

Potamogeton cris�us LINN. エピモ

P. distinctus A. BENN. ヒノレムシロ

Alismataceae オ毛ダカ科

Alisma ca略aliculat世情 A. BR. et BoucHF: 

HH  

H H  

H H  

ヘラオモダカ HH 

Sagittaria aginashi MAKINO アギナシ

Bambusaceae タケ科

Niρponobambusa sawadai MUROI 

var. h針。 MUROI サヤグノ、コネメダケ

西高尾，稀。

Phyllostachys bambusoides SIEB. et ZUCC. 

マダケ，中国原産，植栽および野化。

P. nigra 乱1UNRO f. heno珂is MUROI 

ハチク，中国原産，植栽および野化。

P. heterocycla MATSUM. 

f. �ubescens MUROI モウソワチク

中国原産，植栽および野化。

Pleioblastus chino MAKINO アズマネザサ

P. chino MAKINO var. semihirtus 恥1AKINO

カタハダアズマネザ、サ

P. fortunei NAKAI f. �ubescens MUROJ 

ケネザサ，東高尾に野化，稀。

P. shibuyanus MAKINO 

シプヤザサ，西高尾

Pseudosasa ja�onica MAKINO ヤダケ

Sasa boγ伺lis MAKINO 

var. þurþurasce世s 1\丘UROI

スズダケ，高尾山，西高尾。

Sasa hayatae MAKINO ミヤマクマザサ

S. kariyosensis NAKAI カリヨセザサ

西高尾，稀。

S. nikkoensis MAKINO ニッコウザ、サ

西高尾。

S. ni��onica MAKINO ミヤコザサ

S. veitchii REHD. クマザ、サ，里子化。

HH  

N 
(E) 

M乱f
(E) 

MM  
(E) 

乱f恥f
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

N 
(E) 

Shibatae kumasaca MAKINO オカメザサ

植栽および野化。

Gramineae イネ科

Agro�yron ciliare FRANCH. 

var. minus OHWI アオカモジグサ

A. ciliare FRANCH. var. minus OHWI 

f. ciliare OHWI ケアオカモジグサ

A. ciliare FRANCH. var. �ilosum HONDA 

タチカモジグサ

A. tsukushiense OHWI 

var. transiens OHWI カモジグサ

A. grostis clavata TRIN ヤマヌカボ

Agrostis clavata TRIN var 百 nukabo OHWI 

ヌカボ

A. alba LINN. コヌカグサ

Alo�ecurus aequalis SOBOL. 

var. amurensis OHWI 

N 
(E) 

Th 

Th 

Th 

Th 

H 

Th 

H 

スズメノテッポウ Tb 

A. ja�onicus STEUD. セトガヤ Tb 

Andro�ogon brevifolius Sw ARTZ ウシクサ Tb 

Anthoxanthum odoratum LINN. ノリレガヤ

ヨーロッバ，シベリア原産，帰化。

Arrhenatherum elatius MERTENS et KOCH 

オオカニツリラヨーロッパ原産，帰化。

H 

H 

Arthraxon his�idus MAKINO コブナグサ Th 

Arundinella hirta C. T ANAKA トダシパ

A. hirta C. TANAKA var. ciliata KOIDZ. 

ウスゲトダシパ

A. hirta C. TANAKA var glauca HONDA 

G 

G 

シロトダシパ G 

As�erella longe-aristata OHWI アズマガヤ H 

Beckmannia syzigachne FERNALEL 

カズノコグサ Th 

Brach)éρodium sylvaticum P. BEAUV. 

ヤマカモジグサ H 

針。mus ja�onicus THUNB. 

スズメノチャヒキ

B. �auciflorus HACK. キツネガヤ

Th 

H 
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Calamagrostis arundinacea ROTH. 

var. brachytricha HACKEL 

ノガリヤス(サイトウガヤ)

C. autumnalis KOIDZ. 

キリシマノガリヤス(ムラサキノガリヤス) H 

C. ePigeios ROTH. ヤマアワ

C. hakonensis FRANCH. et SAVAT. 

ヒメノガリヤス

Coix lacryma~jobi LINN. ジュズダマ

Cymbopogon tortilis HITCHC. 

var. goeγingii HANO.-MAZZ. 

オガノレガヤ

Dactylis glomerata LINN. カモガヤ

Diarrhena jalうonica FRANCH. et SAVAT. 

タツノヒゲ

D. μ~ponica FRANCH. et SAVAT. 

f. musashiensis HIYAMA 

ヨコヤマタツノヒゲラ東高尾，稀。

Digitaria adscendens HENR. メヒシパ

D. timorensis BALANSA コメヒシノ号

D. violasceηs LINK アキメヒシノξ

Dimeria ornithopoda TRIN. 

var. tenera HACK. カリマタガヤ

Eccoilopus cotulifer A. CAMUS 

アプラススキ

Echinochloa crus-galli BEAUV. 

var. caudata KITAGAWA ケイヌピエ Th 

E. crus-galli BEAUV. 

var. caudata KIT AGA W A 

f. ρraticola T. KOYAMA イヌピエ

Eleusine indica GAERTN. オヒシパ

Eγagrostis curvula NEES 

シナダレスズメガヤ(ウィーピングラブグ

ラス)，南アフリカ原産，植栽および野化。 H

E. ferruginea BEAUV. カゼクサ H 

E. multicaulis STEUD. ニヲホコリ

E. pilosa BEAUV. オオニワホコリ

Eriochloa villosa KUNTH. ナJレコピエ

Festuca elatioγLINN. ヒロハウシノケグサ

野化。 H

H 

F. ρarvigluma STEUD. トボシガラ

F. parviglflma STEUD. 

var. hirtipes HONDA ケトボシガラ

F. rubra LINN. var. musashiensis OHWI 

アサカワソワ，南高尾，西高尾，稀。 H 

H 

H 

G Glyceria ischyroneura STEU]). 

ドジョウツナギ HH 

H 

H 

Hemarthria sibirica OHWI ウシノシッペイ H 

Hierochloe odorata P. BEAUV. 

H 

H 

var.ρubeScens KRYLOV コウボウ

lmperata cylindrica BEAUV. 

var. koenigii DURBND et SCHINZ. 

チガヤ

lsachne globosa O. KUNTZE チゴザ、サ

G 

H 

H 

H Kengia hackelii P ACKER チョウセンガリヤス H

Koeleria cristata PERS. ミノボロ H 

H 

Th 

Th 

Th 

Leersia sayanuka OHWI サヤヌカグサ H 

Lolium multiflorum LAM. ネズミムギ

ヨーロッパ原産，帰化o Th 

Lophatherum grac匀e BRONGN. ササクサ H 

Microstegium ja.ρonicum KOIDZ. ササガヤ H 

M. vimineum A. CAMUS ヒメアシボソ Th 
Th 

H 

M. vimineu1担 A. CAMUS 

var. �olystachyum OHWI アシボソ

Miscanthus oligostachyus STAPF 

カリヤスモドキ

高尾山，東高尾(林弥栄)，稀。 G 

H 

-h 
T
 

M_ siπensis ANDERSS. ススキ

Th 
Muehlenbergia .ia.ρonica STEUD. ネズミガヤ H 

Th 
M. longistolon OHWI オオネズミガヤ H 

Oplismenus undulatifolius 

ROEM. et SCHULT. ケチヂミザサ H 

O. 脚色白latifolius ROEM. et SCHULT. 

f. ja�onicus T. KOYAMA コチヂミザサ H 

'
b
'
n
I
A
 

T

T

I

 

Panicum bisulcatum THUNB_ ヌカキピ Th 

Pas�alum thunbergii KUNTH スズメノヒエ H 

Pennisetum aloρeculoides SPRENG. 

チカラシパ H 

Ph2!7.Yis aruniilt2~n LINN • クサヨシ H 



高尾山天然林の生態ならびにフIロラの研究(林 ほか)

P. arundinacea LINN 

var. jalうonica HACKEL 

ホソボクサヨシ(常谷氏)0 H 

Phragmites commanis TRIN. ヨシ H H  

P. japonica STEUD. ツルヨシ HH  

Poa acroleuca STEUD. ミゾイチゴツナギ Th 

P. acroleuca STEUD. 

var. submonilif OY1咋is HONDA 

タマミゾイチゴツナギ

P. annua LINN. スズメノカタピラ

t
n
'
b
 

T

T

 
P. hisauchii HONDA ヤマミゾイチゴツナギ Th 

P. niPponica KOIDZ. オオイチゴツナギ

P. �ratensis LINN. ナガハグサ

ヨーロァパ原産，帰化。

P. s�hondylodes TRIN. イチゴツナギ H 

P. trivialis LINN. オオスズメノカタピラ

ヨーロツノ七西アジア原産，帰化。 Th

Sacciole�is indica CHASE ノ、イヌメリ

S. indica CHASE 

var. oryzetorum OHWI ヌメリグサ

Setaria faberi HERRM. アキノエノコログサ Th 

S. chondrachne HONDA イヌアワ H 

S. glauca BEAUV. キンエノコロ

S. �ycnocoma HENRARD. オオエノコロ

S. viridis BEAUV. エノコログサ

S. viridis BEAUV. var. ja_ρonica HONDA 

カタパエノコログサ Th 

S. viridis BEAUV. f. misera HONDA 

ムラサキエノコログサ Th 

S�odiopogon sibiricus TRIN. 

オオアプラススキ H 

S�orobolus indicus R. BR. ネズミノオ H 

St妙。 extremiorientalis HARA ハネガヤ H 

Stenofestuca pauciflora NAKAI キツネガヤ H 

Themeda japonica C. T ANAKA メガJレガヤ H 

Trisetum bifidum OHWI カニツリグサ H 

Zoysia ja�onica STEUD. シパ

Th 

Cyperaceae カヤツリグサ科

Bulbostylis de河sa HAND.-MAZZ 

イトハナピテンツキ

Carex aρhanolepis FRANCH. et SAVAT. 

エナシヒゴクサ

c. biwensis FRANCH. マツパスグ

c; breviculmis R. BR. アオスゲ

c. clivorum OHWI ヤマオオイトスグ

c. conica BOOTT ヒメカンスゲ、

c. curvicollis FRANCH. et SAVAT. 

ナノレコスゲ
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Th 

H

H

H

H

H

 

H 

日
c. diψalata BOOTT カサスグ

c. dickinsii FRANCH. et SAVAT. オニスグ狂

H 

c. dimoゅholePis STEUD. アゼナJレコスグ

南高尾。 H

c. dolichostachya HAYATA 

var. glaberrima T. KOYAMA 
Th 

ミヤマカンスゲ

Th 
c. doηiana SPRENG. シラスグ

H 

H 

c. duvaliana FRANCH. et SAVAT. ケスグ H 

c. fililうes FRANCH. et SAVAT. 

h

h

h

 

T

T

T

 

タマツリスゲ

c. filiPes FRANCH. et SAVAT. 

H 

var. rouyana KOKENTH. 

オオタマツリスゲ

c. forficula FRANCH. et SAVAT. 

タニガワスゲ

c. gibba W AHLENB. マスクサ

c. heterolepis BUNGE ヤマアゼスゲ

c. iπcisa BOOTT カワラスゲ、

c. x insolita T. KOYAMA 

ケヒメカンスゲ，南高尾，稀。

c. ischnostachya STEUD. ジュズスグ

c. japonica THUNB. ヒゴクサ

c. kiotensis FRANCH et SAVAT. 

テキリスグ

H 

E王

H

H

H

H

 

H

H

G

 

G 

c. lanceolata Booπ ヒカグスグ G 

c. lenta D. DON v灑. lenta ナキリスグ E 
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C. mayebarana QHWI モエギスゲ

C. mαximowiczii MIQ. ゴクソ

H l' Eleocharis cong!内ta D. DON ノ、リイ HH  

HH  

C. mitrata FRANCH. ヌカスゲ

C. molli仰la BOOTT ヒメシラスグ

C. morrowii BOOTT カンスゲ

C. musashiensis QHWI 

H 

H 

H 

H 

タカオスグ，南高尾，稀。 H

C. nervata FRANCH. ef SAVAT. シパスグ H 

C. olivacea BOOTT 

var. angustior KOKENTH. 

ミヤマシラスグ

C. �arciflora BOOTT 

H 

var. macroglossa QHWI コグュズスグ H 

C. �isiformis BOO'π ホンモンジスグ H 

C. reinii F鮎NCH. et SAVAT. コカンスゲ H 

C. rhizo�oda M必{1M. シラコスグ H 

C. rochebruni FRANCH. et SAVAT. 

ヤブスグ H 

C. sachalinensis FR. SCHM. 

var. alternijlora QHWI オオイトスゲ H 

C. siderosticta HANCE タガネソウ H 

C. thunbergii STEUD. アゼスグ H 

C. transversa BOOTT ヤワラスグ H 

Cy�erus amuricus MAXIM. チャガヤツリ Th 

C. brevifolius HASSK. 

var. leiole�is T. KOYAMA ヒメクグ H 

C. d(万'ormis LINN. タマガヤツリ

C. globosus ALL. アゼガヤツリ

C. flaccidus R. BR. ヒナガヤツリ

C. iria LINN. コゴメガヤツリ

C. microir;a STEUD. カヤツリグサ

C. 0γthostach.yus FRANCH. et SAVAT. 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

ウシクグ Th 

C. rofundus LINN. ハマスグ，野化。 Th

C. sanguinolentus V AHL. カワラスガナ Th 

C. serotinus ROTTB. ミズガヤツリ H H  

Eleocharis acicularis ROEM. et SCHULT. 

var. longiseta SVENSON マツノ号イ HH 

E. wichurai BﾖCHLR シカクイ

Fimbristylis autumnalis ROEMES 

et SCHULT. ヒメテンツキ

F. dichotoma VAHL テンツキ

F. diþhylloides 乱1AKINO クロテンツキ

Th 

Th 

HH 

F. miliacea V AHL ヒデリコ Th 

F. subbi宅þicata NEES et MEYEN ヤマイ HH  

Liþocar，ρh.a microce�hala KUNTH 

ヒンジガヤツリ

Scir�us juncoides ROXB. ホタJレイ

S. wichrai BﾖCKLR アブラガヤ

Coryphaceae ヤシ科

Trachycaゆus fortunei H. 明TENDLAND

シュロ，野化。

Araceae サトイ毛科

Acorus calamus LINN. 

var. angustatus BESS. 

ショウプ，東高尾，稀。

Th 

HH 

HH  

MM  
(E) 

HH 

A. gramineus SOLAND. セキショウ HH  

Arisaema angustatum FRANCH. 

et SAVAT. ホンパテンナンショウ G 

A. ca，ρitellatum N AKAI 

ノピドメテンナンショウ，高尾山，稀。 G

A. limbatum NAKAI et F. MAEKAWA 

ミミガタテンナンショウ G 

A. limbatum NAKAI et F. MAEKAWA 

f. angustifolium HAYASHI 

ホソパミミガタテンナンショウ

高尾山(林弥栄)，稀。

A. limbatum NAKAI et F. MAEKAWA 

f. viridiflavum HAYASHI 

キイロミミガタテンナンショウ

G 

南高尾(峯尾喜久子)，稀。 G

A. mono�hyllum NAKAI 

ヒトツバテンナンショウ

高尾山，南高尾，やや稀。 G

A. serratum SCHOTT ムラサキマムシグサ G 

A. serratum SCHOTT f. viridescens NAKAI 

カントワマムシグサ G 
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A. takedai MAKINO オオマムシグサ

A. urashima HARA ウラシマソウ

Pinellia ternata BREITENB. カラスピシャク G 

Lemnaceae ウキクサ科

Spirodela �olyrhiza SCHLEID. ウキクサ H H  

Lemna paucicostata HEGELM. 

アオウキクサ

Eriocaulaceae ホシクサ科

Eriocaulon parvum KOERM. クロホシクサ Th 

E. robustius MAKINO ヒロハイヌノヒゲ Th 

E. sieboldtianum SIEB. et ZUCC. ホシクサ Th 

E. sikokianum MAXIM. シロイヌノヒゲ Th 

Commelinaceae ツユクサ科

Aneilema keisak HASSK. イボクサ

Commelia communis L. ツユクサ

Pollia ja.ρonica THUNB. ヤプミョウガ

Pontederiaceae ミズアオイ科

Monochoria vaginalis PRESL 

var. plantaginea SOLMS-LAUB. 

コナギ

Juncaceae イグサ科

Juncus alatus FRANCH. et SAVAT. 

ハナピゼキショウ

J. effusus L. var. deci.ρiens BUCHEN. 

イ

J. krameri FRANCH. et SAVAT. 

タチコウガイゼキショウ

J. monticola STEUD. 

コモチコウガイゼキショウ

J. leschenaultii GAY コウガイゼキショウ

J. þa.ρWosus FRANCH. et SAVAT. 

アオコウガイゼキショワ

J. tenuis WILLD. クサイ

Luzula ca�itata MIQ. スズメノヤリ

L. multiflora L~JEUNE ヤマスズメノヒエ

L. plumosa E.、 MEYER

var. macrocarpa OHWI ヌカボシソウ

HH  

HH 

HH  
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G 

G 
Liliaceae ユリ科

Al!ium grayi REGEL ノピyレ

A. monanthum MAXIM. ヒメニラ

南高尾，東高尾，稀。

A. thunbergii G. DON ヤマラッキョウ

G 

G 

G 

Asparagus schobeγioides KUN宝E王

キゾカクシ，南高尾，西高尾，やや稀。 G

Cardioσin即時 cordatum MAKINO ワノξユリ G 

C. cordatum MAKINO f. sordidum MAKINO 

ヨゴレウパユリ G 

Di学oγ抑冗 sessile D. DON ホウチャクソウ G 

D. sessile D. DON 

f. stenoρhytla (FRANCH. et SAVAT.) 

L
u
t
n

、
，

TT

<

HAYASHI stat. nov. 

ホソパホウチャクソウ G 

D. smilacinum A. GRAY チゴユリ G 

D. smilacinum A. GRAY 

f. ramosum (NAKAI) HAYASHI 

stat. nov. エダウチチゴユリ

D. smilacinum A. GRAY 

f. vm匂atum (NAKAI) HAYASHI 

stat. nov. フイリチゴユリ

G 

G 

Eγythronium japonicum DECNE カタクリ

南高尾，東高尾。 G

H 
Helonioρsis 0γientalis C. TANAKA 

var. flavida OHWI 

シロパナショウジョウパカマヲ西高尾，稀。 H
HH  

H. exilis SATAKE 

ムサシノワスレグサ
HH  

西高尾，東高尾，やや稀。 H 
HH  

H. fulva L. var. kwanso REGEL 

ヤブカンゾウ H 
HH  

ノカンゾウ 日H. 10担'gituba MIQ. 
H 

Hosta albo-maγginata OHWI 
H f. la持cifolia OHWI コパギボウシ H 

H 
H. longipes MATSUM. イワギボウシ

南高尾(林弥栄)，稀。 H 

H 
H. moπtana F. MAEKAWA オオパギボウシ H 

Lifium auratum LINDL. ヤマユリ G 
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L. auratum LINDL. var.γubrum CORR. 

ムラサキヤマユリ(ペニスヅユリ)

東高尾，稀。

L. leichtlinii HOOK. fil. 

var. tigrinum NICHOLS. 

コオニユリ，稀。

Lirioρe minor MAK:INO ヒメヤプラン

L. þlatyphylt.包 WANG et TANG ヤプラン H 

OPhio，ρogon japonicus KER-GAWL. 

ジャノヒグ H 

O. planiscapus NAKAI オオパジャノヒゲ H 

O.ρlaniscalうus NAKAI 

f. leucanthus OKUY AMA 

シロパナオオパジャノヒゲ

高尾山，南高尾，東高尾，やや稀。

Paris tetraphylla A. GREY ツクノぞネソウ

高尾山，西高尾，やや稀。

Polygonatum desoulavyi KOMAROV 

var. azegamii OHWI 

タカオワニグチソウ，西高尾(畔上氏)，稀。 G

P. falcatum A. GRAY ナ/レコユリ

P. involucratum MAXIM. ワニグチソウ

南高尾，高尾山，西高尾，稀。 G

P. lasianthul担 MAXIM. ミヤマナノレコユリ G 

P. odoratum DRUCE 

var. Pluriflorum OHWI アマドコロ G 

Reinekia carnea KUNTH キチジョウソウ

高尾山，東高尾，北高尾(城山)，やや稀。 H

Rohdea japonica ROTH オモト

Scilla scilloides DRUCE ツノレボ

Smilaciπa japonica A. GRAY ユキザサ

南高尾，稀。

Smilax china LINN. サlレトリイノ〈ラ

S. niρ.ponica MIQ. タチシオデ

S. riPaγia DC. 

var. ussuriensis HARA et T. Koy AMA 

シオデ

G 

L 
(D) 

G 

S. riParia DC. var. ussuriensis 

f. acuta (HIYAMA) KOBAYASHIｭ

YOSHIO comb. nov. トガリシオデ

北高尾，稀。

G 

S. riparia DC. 

var. ussuriensis HARA et T. KOYAMA 

f. stenolうhylla T. KOYAMA 

ホソパシオデ，高尾山，東高尾，稀。 G

S. riParia DC. 

var. ussuri ensi s HARA et T. Koy AMA 

f. maximowiczii T. Koy AMA 

ザラツキシオデ，高尾山，東高尾。

G 

H 

S. sieboldii MIQ. ヤマガシュウ

S. sieboldii MIQ. f. inermis HARA 

トグナシヤマガシュウ，高尾山，稀。

H 

Tricyrtis affinis MAKINO 

ヤマジノホトトギス

T. affinis MAKINO f. albida OKUYAMA 

シロパナホトトギス，高尾山。

T. macroρoda MIQ. ヤマホトトギス

Tril!ium smallii MAXIM. エンレイソウ

北高尾，高尾山，西高尾，やや稀。

T. tschonoskii MAXIM. 

シロパナエンレイソウ

北高尾，高尾山，西高尾，やや稀。

TuliPa edulis BAKER アマナ

G 

Veratrum maackii REGEL 

var. ja.ρonicum T. SHIMIZU 

シュロソウ，西高尾，高尾山，やや稀。 G

H 

G 

V. maackii REGEL 

var. parvifloγum HARA アオヤギソウ

西高尾，稀。 G

Amaryllidaceae ヒガンバナ科

Lycoris radiαta I-IERB. ヒガンパナ

L. sa河'guinea MAXIM. キツネノカミソリ G 

L. sanguinea MAXIM. 

var. kiushiana MAKINO 

オオキツネノカミソリ，北高尾，稀。

G 

L. sanguinea MAXIM. f.ρlena Y AMAZAKI 

ヤエキツネノカミソリ

高尾山，東高尾，稀。

Dioscoreaceae ヤマノイモ科

Dioscorea gracillima MIQ. タチドコロ

D. japonica THUNB. ヤマノイモG 

G 

L 
(D) 

L 
(D) 

G 

G 

G 

G 

G 

G 

G 

G 

G 

G 

G 
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D. quinqueloba THUNB. カエデドコロ

D. selうtemloba THUNB. キクノf ドコロ

D. tenuiρes FRANCH. et SAVAT. 

ヒメドコロ

D. tokoro MAKINO オニドコロ

Iridaceae アヤメ科

Bela1河canda chinensio' DC. ヒオウギ

南高尾，西高尾，北高尾，やや稀。 G

lris ensata THUNB. var. S，ρontanea NAKAI 

ノハナショワプ，東高尾，やや稀。 H

1. jaρonica THUNB. シャガ

1. sanguinea HORNEM アヤメ

南高尾(畔上氏採集〕。

Sisヲγinchi也m atl，側tic叫m BICKNELL 

ニワゼキショウ，北米原産，帰化。

Zingiberaceae ショウガ科

Zingibeγ mioga ROSCOE ミョウガ，里子化。 G

Orchidaceae ラン科

Buめophyl!um inconspicuum MAXIM. 

ムギラン，高尾山，稀。

Calanthe discolor LINDL. エビネ

C. discolor LINDL. f. rosea HONDA 

アカエピネ，高尾山，やや稀。

C. discolor LINDL. 

f. rufo-auγantiaca HONDA 

ダイダイエビネ，高尾山，南高尾，やや稀。 H

C. discolor LINDL. f. viridi-alba HONDA 

ヤブエピネ，高尾山，やや稀。

Cephalanthera erec!a BLUME ギンラン

C. erecta BLUME var. subaρhylla OHWI 

ユウシュンラン，高尾山(岸田松若氏)，稀。 G

C. falcata BLUME キンラン G 

C. longibracteata BLUME ササノξギンラン G 

Cremastra appendiculata MAKINO 

サイノ、イラン

Cymbidium 担i跡。托icum MAKINO 

マヤラン，東高尾(峯尾林太郎)，稀。

C. goeringii REICHB. fil. シュンラン

必1
i
 

G 

G 

Cypγipedium debile REICHB'. fiI. 

コアツモリソウ

高尾山，東高尾，北高尾，やや稀。 G 

G 

G 

C. japonicum THUNB. クマガイソウ

高尾山，南高尾，北高尾，やや稀。 G 

Dendrobium moniliforme , SWARTZ 

セッコク，高尾山，稀。

Epipactis th仰bergii A. GRAY カキラン

E

G

 
Galeola seρtentγionalis REICHB. fil. 

ツチアケピ，高尾山引北高尾，やや稀o G 

H 
Gaslrochilus matsuran SCHLECHTER 

ベニカヤラン(マツラン)，高尾山，稀。 E

Gastrodia elata BLUME オニノヤガラ

高尾山，北高尾，東高尾，やや稀。 G

Goodyera schlechtendaliana REICHB. fiI. 

ミヤマウズラ H 

H 

H 

G. velutina MAXIM. シュスラン

東高尾，稀。 H 

Habenaria sagittifera REICHB. fil. 

ミズトンボ，東高尾，稀。 G 

E

H

 

Lecanorchis japonica BLUME ムヨウラン

高尾山(常谷氏)，稀。 G 

H 

Liparis kumokiγi F. MAEKAWA 

クモキリソウ H 

Listera makinoana OHWI アオフタパラン

南高尾，稀， (都公緑地部報告〉。 G 

L. shikokiana MAKINO ヒメフタパラン

南高尾，東高尾，稀。 G 

H 

G 

L. shikokiana MAKINO f. viridis HIYAMA 

ミドリヒメフタパラン，東高尾，稀。 G

Neofinetia falcata Hu フウラン

高尾山(小山氏)，稀。 E 

Neottia nidus-avis L. C. RICH. 

var. manshurica KOMAR. 

サカネラン，高尾山(常谷氏)，稀。 G

G Oberonia japonica 1\，仏，TSUM.

ヨウラクラン，高尾山，東高尾。 E

Platanthera japo却ica LINDL. ツレサギソウ

南高尾，東高尾，やや稀。 G

G 

H 
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P. minor REICHB. fil. 

オオパノトンボソウ，北高尾，稀。 G

Sarcochilus ja，ρonicus MIQ. カヤラン

やや稀。 E

S�iranthes sinensis AMES ネグパナ H 

Tae開ioþhyl!um ゆhyllum MAKINO 

クモラン，高尾山，東高尾，稀。 一 E 

Ti�ularia jaþoniωMATSUM. 

ヒトツボクロ，高尾山，東高尾」稀。 G

Yoania amagiensis NAKAI 

et F. MAEKAWA 

キパナノショウキラン，高尾山，稀。 G
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植物目録和名索引

アカパナ……...・H・..………… i28 I アツカワサンショウ…...・H ・.. 123 

アイアスカイノデ....・H・....… 1111 アカパナ科…....・H・....・H・-… 127 1 アプノメ・…...・H ・...・H ・.....・ H ・ 133

アイカタイノデ…-…'"・H・... 111 1 アカハナワラビ....・H ・......・ H ・ 1081 アブラガヤ…….....・H ・........ 142 

アイノコクマワラピ…...・H ・.. 1101 アカマツ・H ・H・.....・H ・.....・H ・.. 1121 アプラススキ・H ・ H・..………… 140

アイナェ・H ・H ・.....・H ・.....・ H ・.. 130 1 アカメイノデ・H ・ H ・..…...・H ・.. 111 1 アブラチャン...・H・..…...・ H ・.. 118 

アオイ科・…H・H ・....・ H ・-……・・ 125 1 アカメガシワ….....・H・....…・ 123 1 アブラナ科…H・H・-……・…… 118

アオイスミレ・H ・ H ・.....・ H ・..… 126 I アキカラマツ・H・H ・..…...・H ・.. 117 I アマ科・H ・ H ・.....・ H ・..…...・H ・.. 122 

アオウキクサ………...・H・..… 143 1 アキグミ・H・H ・..…...・ H・..…… 1271 アマギイノデ...・H ・.....・ H ・..… 111

アオカラムシ……...・H・..…… 114 I アギナシ・H ・H・.....・ H ・.....・H ・.. 139 I アマクサシダ...・H・..…...・ H ・.. 109 

アオカモジグサ…...・H・..…… 139 1 アキノウナギツカミ………… 1151 アマチャヅル・H ・ H・..…'"・ H ・.. 135 

アオキ...・H ・.....・H・..…・H ・ H ・.. 129 I アキノエノコログサ…...・H ・.. 141 I アマドコロ…...・H・..…...・H ・.. 144 

アオギリ...・H ・-…...・ H ・..…… 125 1 アキノキリンソゥ・H ・ H・..…… 1381 アマナ...・H ・..…...・H ・.....・ H ・.. 144 

アオギリ科・H ・ H ・.....・H ・-・…… 125 1 アキノギンリョウソウ...・H・.. 129 1 アメリカアリタソウ・H・H ・..… 116

アオコアカソ・H ・ H ・ H ・ H・-…… 1141 アキノタムラソウ……...・H ・.. 132 1 アメリカスズカケノキ・H ・H ・.. 120 

アオコウガイゼキショウ…… 143 1 アキノノゲシ・H ・H ・ H ・ H・..…… 137 1 アメリカセンダングサ...・H ・.. 136 

アオシソ・H ・ H ・-…...・ H ・....・ H・ 132 1 アキノハハコグサ...・H・...・H ・. 1371 アヤメ・H ・ H ・-…...・H ・.....・ H ・.. 145 

アオスゲ....・H ・....…・…...・H ・. 141 1 アキメヒシパ…-…....・H ・..... 1401 アヤメ科……....・H ・.....・ H ・.. 145 

アオダモ....・H・....……・…… 1301 アケピ...・H ・.....・ H ・........・H ・.. 1181 アラカシ…….....・H・.....・ H ・... 113 

アオツヅラフジ……H ・ H・...… 118 1 アケピ科・H ・ H ・................・H ・. 117 1 アリノトウグサ・H ・ H ・.....・ H ・.. 128 

アオナラガシワ…...・H・-…… 113 1 アケボノスミレ・H ・H・.....・ H ・.. 1211 アリノトウグサ科・H ・ H・"…… 128

アオハダ....・H ・........・H ・....… 124 1 アケボノソウ…....・H・....・H ・. 130 1 アレチギシギシ・・H ・H ・....・H ・.. 115 

アオパナアオキ・…...・H・-…・ 129 1 アケボノミヤマシキミ・H ・H ・.. 123 1 アレチマツヨイグサ・・H ・H・-… 128

アオバナオオミゾソパ....・H ・. 1151 アサカワソウ…....・H・...・ H ・.. 140 1 アワコガネギク……....・H ・.. 136 

アオハリガネワラピ........… 110 1 アサダ….....・H・-…....・ H・-…・・ 113 1 アワゴケ....・H・....・ H ・....・ H ・... 123 

アオピユ……....・H・…・…… 116 1 アシタカジャコウソゥ・H ・ H ・.. 131 1 アワゴケ科・H・H・-…-…・・ H ・ H・ 123

アオホラゴケ…H・ H ・.....・ H ・..・ 108 1 アシボソ・H ・ H ・..… H ・ H ・.....・ H ・ 140 1 アワプキ…H ・H・-……….. 125 

アオフタパラン…......・H・-…・ 145 1 アスカイノデH ・ H ・....・H・..…・ 111 1 アワプキ科・・ H ・ H・-…・・・…・ 125
アオミズ....・H・...・ H ・.....・ H ・... 1141 アズキナシ…....・H・.....・ H ・... 121 

アオヤギソウ・…....・H・.....・ H ・ 1441 アスナロ…・…....・H ・....・H ・... 112 

アカエピネ…H・H・...・H ・ H・-… 145 1 アズマイチゲ…....・H・...・H ・.. 117 1 イ….....・ H・........・ H ・........・ H・ 143

アカオオケタデ....・H ・....・ H ・.. 115 1 アズマガヤ……...・H・..…… 139 1 イイギリ…・…....・H ・....・ H ・... 1幻

アカガシ・H ・ H ・-…'"・H・..…… 113 1 アズマナシ……・・H ・H・.....… 1201 イイギリ科…....・H・....・H ・.... 127 

アカカタパミ・H ・ H ・..…...・H ・-・ 122 1 アズマネザサ・H ・ H ・.....・ H ・..… 139 1 イガホオズキ・H・H ・ H ・ H ・..…… 132

アカコミヤマスミレ・...・H・-… 126 1 アズマヤマアザミ・H ・H ・-…… 137 1 イカリソゥ・H ・ H ・.....・ H ・....・ H ・ 118

アカザ科………....・H・-…… 1161 アゼオトギリ........・H・-……・・ 126 1 イグサ科…...・H・....・ H・'"・H ・" 143 

アカシデH・H・...・ H ・.....・ H ・..... 113 1 アゼガヤツリ H・ H・-……H ・ H ・.. 142 I イケマ…...・H ・....・ H ・........・ H ・ 130

アカショヴマ・…....・H・'"・ H ・.. 119 1 アゼスゲ...・H ・.....・H ・.....…… 1421 イシミカワ・H ・ H ・-….....・H ・.... 115 

アカソ・……...・H ・........・H ・.. 114 I アゼナ……H ・H・-…H・ H・..… 133 I イタドリ…H・H・-…H ・ H ・...….. 115 

アカツメクサ・H ・ H ・.....・ H ・-… 1221 アセピ・……....・H ・.......・ H ・... 129 1 イタピカズラ……・・H ・ H ・..... 114 

アカネH・ H・-…H ・H・-…・・ H ・H ・.. 134 I アゼトウガラシ・H・H ・.....・H ・.. 133 I イタヤカエデ…......・H ・....…・ 124

アカネ科H・H・'"・ H ・........・ H ・.. 134 1 アゼナJレコスグ........・H・-…・・ 141 I イチイ科・・H ・H ・....・ H ・....・ H ・... 112 

ア
アカネスミレ…...・H ・.....・ H ・.. 134 I アツカワサワラ…...・H・..…… 112

イ
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テンナンショウ…………… 142 I マルパアオダモ………....・H・ 130 I ミゾシダー……...……...・H・.. 110 
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ホンモンジスゲ…....・H・…・・・ 142 1 マルミノヤマゴボウ....・H・.... 1161 ミツマタ……....・H・-……… 1幻

マンサク...・H ・....・H ・..，・H・-…. 120 I ミツモトソウ...・H ・.....・ H ・ H ・..・ 120
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ミヤマナノレコユリ....・H・-…… 144 1 メタカラコウ....・H・-・…・・… 138 1 ヤナギヌカボ....・H・-…..-..・ H ・. 115 
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ミヤマワラピ………...・H・..… 110 1 メマツヨイグサ……………・・ 128 1 ヤブコウジ…………....・H・... 129 

ミョウガ・……....・H ・....・ H・… 145 1 メヤプソテツ….....・H・....・ H・. 109 1 ヤブコウジ科…・・H・ H ・...・….. 129 

メヤブマオ…'"・H ・.....・ H ・..… 114 I ヤブザクラ...・H ・H ・H ・...・ H・-… 120
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ヤプシダ…………...・H・..…… 109 I ヤマぜリ...・H ・...........・ H ・..… 128 I ユリワサビ...・H ・.....・ H ・..…… 119

ヤブジラミ……..'......・H ・-…・. 129 I ヤマハギ………・哩H・ H・....・H ・.. 122 
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Convolvulaceae ………………131 

Coriariaceae ・H ・H・-…………123

Cornaceae …………...・H ・ .....129

Gesneriaceae ……………..…・133:

Ginkgoaceae ………・・・…… ...112

G leicheniaceae …・H ・H ・..…… 108
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1. Outline 

EcologicaI and Floristic Studies in the Takao Mountains. 

Yasaka HAYASHI , Yoshitaro KOYAMA , Yoshio KOBAYASHI , 

Toshie ÖKAWARA, Rintar� MINEO and Sigeyoshi IIDA 

(Rるsum品〕

Mt. Takao is situated in Hachioji City, Tokyo Metropolis , at lat. 35"37' N at a distance 

of some 50 km west of the center of the Metropolis and occupies a total area of 515 ,88 ha. The 

altitude ranges from 200 m a. s. 1. at the lowest to 603 m a. s. 1. at the highest. The base 

rock is of slate , and the lower portion is covered by Kanto loam over 2~3 m de号'p.

The soils are mostly light clay and clayey loam , and loam is found along the river. 

According to the results of meteological observations for the past 34 years , the .mean 
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annual, temperature is 13.4 0 C , with an extreme minimum temperature of 10.60C and an extreme 

maximum temperature of 36.40C; the mean. annual precipitation is 1856.2 mm , the deepest 

snowfall 18 cm; and the mean wind velocity 1. 9 m/s. Due to the fact that the Takao natural 

forest is located at the transitional zone between the warm temperate and the temperate in the 

classification of forest Zones , tree species originating from both warmer as well as colder 

regions show comparatively favorable growth. 

The natural forest consists of Abeis firma , Fagus crenata , Fagus japonica , Quercus acuta., 
Quercus salicina var. steno.ρhylla and Pinus d，側siflora as main species , but here and there are 

such evergreen trees as Torrya nucifera , Qu町ωs glauca , Quercus myrsinaefolîa , Quercus takaoyaｭ
mensis , Quercus sessilifolia , Castanopsis cus，ρidata var. sieboldii , Machilus thunbergii , Actinodaphne 

la向cifolia ， Cleyera ja.ρonica ， Camellia japonica var. ja，ρonica ， etc. or such deciduous as CarPinus 

laxiflora , Carpinus tschonoskii , Caゆinus japonica , Quercus seγrata ， Ostrya japonica , Castanea 

crenata , Zelkova serrata , Mag柑olia obovata , Prunus jamasakura , Pruns verecunda , Prunus grayana , 
Prunus buergeriana , Cladrastis ρlatycaゆa ， Aceγ carþinifolium ， Acer mono var. ambiguum , Acer 

mono var. connivens , Acer mono var. marmoratum f. dissectum , Acer nikoe冗se ， Acer palmatum 

var.ρ。lmatum ， Acer palmatum va r . amoenum', Kalopanax ρictus ， Cornus controversa , Fraxinus 

sieboldiana var. serrata , Fraxinus longicus，ρis etc. mixed with the major specie3 and in some 

places are dominant. 

Some of the Abies firma are 100-290 years old. 

Pinus densij目lora 100-300 years and Fagus cre問。ta 100-200 years old. 

II. Forest vegetation of Takao mountain. 

The forest vegetation of the Takao natural forest is divided into four types : 

1. Japanese silver fir (Abies firma) forest. 

2. Evergreen broad-leaved forest (Quercus acuta , Quercus salicina var. steno，ρhylla ， Quercus 

glauωetc.). 

3. Japanese beech (Fagus ja，ρonica and Fagus crenata) forest. 

4. Japanese red pine (Pinus densiflora) forest. 

( 1) Japanese silver fir (Abies firma) forest. 

Usually it grows mixed with such conifers as Pinus densiflora and ToγYのほ nucifera , and 

such evergreen broad-leaved species as Quercus salicina var. steno.ρhylla ， and with some of the 

following deciduous broad-leaved species , namely , Kalo，ρanax Pictus , Prunus jamasakura , Prunus 
grayana , Prunus buergeria持a ， Acer �almatum var. amoenum , Caゆinus laxiflora , Ostrya jaþonica , 

Fagus jaρonica ， and Magnolia obovata. However , the pure stand also occurs in northern Takao. 
(2) Evergreen broad-leaved forest (Quercus acuta , Quercus salicina var. stenophylla , 

Quercus glauca etc.). 

Usually it grows mixed with such conifers as Abies firma and Torrのほ nucifera and with 

some of the following deciduous broad-leaved species as Querczω serrata ， Zelkova serrata , 
Fagus jaþonica , Caゆinus tschonoskii , Prunus jamasakura , Acer mono var. marmoratum f. dissectum , 
and Acer mono var. connivens. 

However , the pure stand also occurs in eastern Takao. 

( 3 ) Japanese beech (Fagus ja.ρonica ， and Fagus crenata) forest. 

1t may occur in the pure stand (Fagus japonica) , but is often mixed with such conifers as 

Abies fi円na and Torreya nucifera , and with some evergreen broad-leaved species as Quercus acuta 

and Quercus salicina var. stenoþhylla , and with some of the following deciduous broad-leaved 

species as Zelkova serrata , Prunus jamasakura , Prunus vere，ωnda ， Prunus grayana , Prunus buer _ 
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.geriana , Cladrastis þlatycarþa , Acer �almatum var. amoenum , Acer mono var. marmoratum f. 

dissectum , Acer mono var. connivens , Idesia ρolycarþa ， Ostrya jaþonica , Quercus serrata , Caゆinus

laxiflora , Car�inus tschonoskii , and Kalopanax ρictus. 

C 4) J apanese red pine (Þi抑制 densiflora) forest. 

Usually it grows mixed with such conifers as Abies firma and with some evergreen broadｭ

leaved as Quercus glauca , Quercus salicina var. stenoþhylla , and with some of the following 

deciduous broad-leaved species , namely , Prunus jamasakura , Pr抑制官官eωnda ， Acer mono var. 

connivens , Acer mono var. marmoratum f. dissectum., Acer �almatum var. amoenum. 

However , the pure stand also occurs in southern Takao. 

m. Wild plants found in Takao mountains. 
Wild plants found in Takao mountains are classified into 153 families , 1 ,598 species. 

Those plants in the taxonomical system are.as follows CSee Table 56): 

:C 1) Pteridophyta: 17 families , 174 species. 
C 2) Gymnospermae: 6 families , 18 species. 
(3) Archichlamydeae: 76 families , 685 species. 
C 4) Metachlamydae: 34 families , 392 species. 

C 5) Monocotyledoneae: 20 families , 324 species. 
Those plants are divided into 94 evergreen species and 311 deciduous species. 

From the list of plants growing in the Takao mountains the biological spectrums of RAUNｭ

KIAER are obtained which are shown in Fig. 35. 

N. The type-specimens collected in Takao mountains are as follows : 

Acer �ictum THUNB. var. dissectum WESMAEL subvar. 抑btrifidZ(m MAKINO , Aucuba ja�onica 
THUNB. var. leucocaゆa MATSUM. et NAKAI , Saussurea sinuata KOMAR. f. ja�onica NAKAI , 
Ajuga bastarda MAKINO , Viola maximowicziana MAKINO f. rubescens MAKINO , polygonum thunbergii 

SIEB. et Zucc. var. 。向。ρhilum MAKINO , Perilla ocimoides LINN. f. citriodora MAKINO., Prunus 

incica THUNB. var. tome叩tosa KOIDZUMI , Prunus incisa THUNB. var.. serrata KOIDZUMI , 
Scroρhularia musashiensis BONATI , Perilla hirtella NAKAI , 0，ρ.hioþogon wallichianus HOOK. fil. var. 
leucanthus MAKINO , Quercus takaoyamensis MAKINO , Celastrus articulatus THUNB. var. ste�hanoｭ
tiifolius MAKINO , Pseudo，ρ'yxis deþγeS$a MIQ. var. a1[gustiloba MAKINO , Pseudo�yxis de�ressa MIQ. 
var. variegata MAKINO , Sasa. hayatae MAKINO; Physaliastrum kimurai MAKINO , Solanum 

takaoyamense MAKINO , Viola yezoensis MAKINO. var. discolor N AKAI , Corno，ρteris musashiensis 

NAKAI , Desmodium Jうodocar.ρum DC...var. glabrius NAKAI , Festuca musashiensis HONDA , Pyrus 
kunf)riana KOIDZ. , Carex musashiensis ÛHWI , Dryo�teris chinensis KOIDZ. var. takaoyamensis H. 
ITO , Caゆinus tschonoskii MAXIM. lus. incisa INOKUMA , Persicaria yokusaiana NAKAI var. taxiflora 
HARA,‘ Pertya glabγescens SCHULTZ-BIPONTlNUS var. im�ressa HONDA , Smilax higoensis MIQ. 

var. maximowiαii KITAGAWA f. acuta HIYAMA , Diarrhena ja�onica FR. et SAV. f. musashiensis 

HIYAMA , Listera shikokiana MAKINO f. viridis HIYAMA , Zanthoxylum Jうiρeritum A. P. DE 

CANDOLLE f. corticosum KUSAKA , Zanthoxylum #ρeritum A. P. DE CANDOLLE f. verrucatum 

KUSAKA , Callicar�a mollis SIEB. et ZUCC. f. latifolia KUSAKA , Carex insolita T. KOYAMA , 
Da�hne þs叩do-mezereum A. GRAY f. atro�ur�urea HIYAMA , Viola �halacrocar�a MAXIM. f. 

chionantha HIY訓A， Skimmia ja�onica THUNB. f. rosea HAYASHI , Anemone flaccida FR. SCHMIDT 
f. γosea HAYASHI , Polystichum x takaosanense KURATA , Circaea x dubia HARA var. 押wkinoi

HARA , Cham仰の'1う'aris �isifera SIEB. et Zucc. f. Crassa HAYASHI , Chamaecy�aris obtusa SIEB. et 
ZUCC. f. hasegawana HAYASHI , Adenocaulon himalaicum EDGEW. f. uro，ρterum HAYASHI , Pertya 
robusta BEAUVERD. f. rotundata HAYASHI , Sωlellaria brachys�ica NAKAI et HARA f. albiflora 
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HAYASHI et KOBAYASHI-YOSHIO ‘ Arisaema limbatum NAKAI et MAEKAWA f. angustifolium HAｭ

YASHI , Lψtogramma mollissima CliING f. takaoyamensis HAYASHI , Lycoris sanguinea MAXIM. 

f. Plena Y AMAZAKI , Hydraη'gea scandens SER. f. rosea HIYAMA , Al即時× ρeculiaris HIYAMA , 
Boehmeria sieboldiana BL. f. decom.ρosita HIYAMA, Hydrangea involucrala SIEB. f. vaγiegata 

HAYASHI , Arisaema limbatum NAKAI et F. MAEKAWA f. viridiflavum HAYASHI , Viola tokubuｭ
chiana MAKINO var. tenuicornis F. MAEKAWA et HASHIMOTO f. albiflora HAYASHI , Astilbe 

thunbergii MIQ. f. 1'osea HIYAMA , Polygonatum desoulavyi KOMAR. var. azegamii OHWI , Anemone 

nikoensis MAXIM. f. violacea HAYASHI , Clematis japonica THUNB. f. grandiflora HAYASHI , 

StaPhylea bumalda D:::. f. viridiflora HAYASHI , Viburn即時 erosum THUNB. f. aurantiacum HAYASHI , 

Adenojうhora divaricata FRANCH. et SAVAT. f. albiflora HAYASHI , Chaenomeles japonica LINDL. f. 

Plena HIYAMA et KOBAYASHI-YOSHIO. 

V. Of the plants growing in the Takao mountains , from the "floristic plant geographical" 

point of view , the following are of great interest : 

Diplazium hachijoensis NAKAI , [h'yGρteris X walanabei KURATA , Picea ρolita CARR , Betula 

glossa SIEB. et ZUCC. , Celtis jessoensis KOIDZ , Asarum t即時aense MAKINO , Adonis amuγensis 

REGEL et RADD. , Anemono.ρsis macroρhylla SIEB. et ZUCC. , Thalictlum actaefolium SIEB. et ZUCC. , 
Cladrastis sikokiana MAKINO , Eu.ρhoγbia ebracteolata HAYATA , Aesculus tuγbinata BLUME , Actinidia 
hypoleuw MAKINO , Acanthopanax trichodon FRANCH. et SAV. , Angelica inaequalis MAXIM. , Diosｭ
pyros lotus LINN. var. glabra MAKINO , Fraxinus longicuspis SIEB. et ZUCC. , Marsdenia tomentosa 
MORREN et DECAISNE , Lithos.ρermum erylhroγhizon SIEB. et ZUCC. , Ajuga ciliata BUNGE var. 

villosior A. GRAY , Keiskea japonica MIQ. , Physalis chamaesarachoides MAKINO , Adoxa moschatellina 
LINN. , Car，ρesium matsuei TATEW. et KITAM. , Arisaema mono.ρhyllum NAKAI , CypriPedium debile 

REICHB. fi l., Yoania amagiensis NAKAI et F. MAEKAWA. 
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モミ天然林
Natural fore3t of Abies firma 

モミ天然林
Natural forest of Abies firma 

-Plate 1ー



~Plate 2- 林業試験場研究報告第 196 号

ウラジロガシを主とする天然林

Natural forest of Quercus 招ticina var. stenoρhylla 

ウラジロガシ，アラカシを主とする天然林

Natural forest of Quercus salicina var. slenoρhylla 

and Quercus glauca 
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イヌブナ天然林

Natural forest of Fagus j.α'Þonica 

ブナ天然林

Natural forest of Fagus cγenata 

宅，



-Plate 4 林業試験場研究報告第 19fi 号

アカマツ天然林

Natural forest of Pi,1US densiflora 

アカマツ天然林

Natural f�est of Pinus densiflor，α 

h e 
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高尾山天然林

Natulal forest of Abies j�ma and 

Fagus ja�onica at Mt. Takao 

キタヤマダイスギ人工林

Planted forest of Cryptomeria japonica 

var. radicans 

-Plate 5 
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スギ人工林

Plantecl forest of Cryptomeria j，αρonicα 

スギ人工，林

Plantecl forest of Cry，ρtomeria japonica 
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有名なタコスギ

Cryρlomeria japonic，α 

オオツクパネガシ(原木)

Quercus takaoyamensis (Type tree) 

ヨグソミネパリの樹肌

Belula grossa 

高尾山では珍木のノ、リモミ

Picea polita 

カゴノキの大木(ケープル清滝駅附近〉

Acti担odaρhne lancifolia 



Plate 8ー 林業試験場研究報告第 196 号

カラマツ人工林(蛇滝口) カツラ人工林(高尾山頂上の下方)

Planted forest of Larix le，ρtolePis Planted fore~t of Cercid，ψhyllum japonicum 

モミの稚樹(カツラ林下) タカオシケチシダ

Y oung growth of Abies firma Cornoρteris decurrenti-alafa var. Pilosella 

ホソノfカナワラビ タニヘゴ

Polヲstichopsis mγistatα Dγyopt肝is lokyoe:抗sis
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クリハラン

Neocheiropteris ens，αta 

ヨグソミネパリ(ミズメ)

Betula g:γOSSjα 

イヌブナ

Fagus .ia.ρonica 

タルミヤシャブシ

Atnus x peculiaris 

ブナ

Fagus crenata 

オオツクパネガシ

Querωs takaoyamensis 



-Plate 10- 林業試験場研究報告 第 19tì 号

マルミノヤマゴボウ

Phytolacc，α .iapo世icα

ユクノキ(ミヤマフジキ)

Clαdγαstis sikokiα叫α

アケボノミヤマシキミ

E 時事態盟

Skimmia jaρo河ica f. rosea 

フクジュソウ

:!donis αmur側sis

コチャノレメノレソウ

Mitel!.α pα祉cïflo:γα

"7 1レミノウルシ(ベニタイゲキ)

Euρhorbia ebracteola!a 



高尾山天然林の生態ならびにブロラの研究(林 ほか) -Plate 11-

ウラジロマタタビ

Actinidia hy，ρoleuca 

サワノレリソウ

Ancistγoc，αγ?α japo叫 ic，α

レンフ。クソウ

Adoxa moschalellina 

シロミノアオキ

Aucuba japonica f. lellcocarpa 

ムラサキ

Lithosρermum e1'ythrorhizo1/ 

カイジンドウ

Ajuga ciliala var. villosior 



-Plate 12 林業試験場研究報告第 196 号

シモパシラの着氷状態

Keiskea japo叫ica

サツキヒナノウスツボ

Scγゆhulariα 悦拙αshi開si，

ホシザキイナモリソウ

Pseudojう'Yxis detげessa

f. angustiloba 

ヤマホオズキ

Phvsalis chamaesaγσchoides 

キヨスミウツボ

Phacellanthus tubiflorus 

フイリイナモリソウ

Pseudopyxis de.ρressa 

f. variegafa 



高尾山天然林の生態ならびにフロラの研究(林 ほか) -Plate 13-

ツ yレギキョウ

Camlうanula maximowiczii 

タカオヒゴタイ

Sαussuγeα sinuαfoides 

シロパ十 7 プラギク(リュウノウカンギヲ)

(7 ワコガネギケ×リュウノウギヶ)

Chn'盟nlhemum X {eucanlll1llll 

アサカワソウ

Feslum 1'111"γJ 

、 ar. musasllÍellsiδ 

タカオワニグチソウ

Po/ygonatum desoul.αvvi var. azegami 



-Plate 14- 林業試験場研究報告第 196 号

ワニグチソウ

Po!ygonatum fa/catu1旬

マヤラン

Cymbidium ηiþþonicum 

ベニカヤラン

Gastrochitus matsuran 

ムギラン

Bulboρhyl/um inconゆia抑制

ツチアケビ

Ga!eota seρlentriona/is 

キパナノショウキラン

Yoα悼iαα明αrgi側sis




